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平 成 2 6 年 3 月 2 8 日
金 曜 日 

目  次 

  規則 

○ 埼玉県行政組織規則の一部を改正する規則(改革推進課) 

○ 埼玉県本庁事務の委任及び決裁に関する規則の一部を改正する規則(改革推進課) 

○ 埼玉県地域機関事務の委任及び決裁に関する規則の一部を改正する規則(改革推進課) 

○ 知事の権限に属する事務の一部を埼玉県教育委員会に委任する規則の一部を改正する規則(改
革推進課) 

○ 地方公営企業法第39条第２項に規定する知事が定める職を指定する規則の一部を改正する規
則(人事課) 

○ 地方公営企業法第15条第１項ただし書に規定する職員を定める規則の一部を改正する規則(人
事課) 

○ 埼玉県庁舎管理規則の一部を改正する規則(管財課) 

○ 行旅病人及行旅死亡人取扱法施行細則の一部を改正する規則(社会福祉課) 

○ 障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律施行細則の一部を改正する規
則(障害者福祉推進課) 

○ 児童福祉法施行細則の一部を改正する規則(こども安全課) 

○ 精神保健及び精神障害者福祉に関する法律施行細則の一部を改正する規則(疾病対策課) 

○ 埼玉県動物の愛護及び管理に関する条例施行規則の一部を改正する規則(生活衛生課) 

○ 動物の愛護及び管理に関する法律施行細則の一部を改正する規則(生活衛生課) 

○ 埼玉県訓練手当支給規則の一部を改正する規則(産業人材育成課) 

○ 農業協同組合法施行細則の一部を改正する規則(農業政策課) 

○ 水産業協同組合法施行細則(生産振興課) 

○ エネルギーの使用の合理化に関する法律に規定する身分を示す証明書の様式を定める規則の
一部を改正する規則(建築安全課) 

○ 都市の低炭素化の促進に関する法律施行細則の一部を改正する規則(建築安全課) 

○ 埼玉県県営住宅条例施行規則の一部を改正する規則(住宅課) 

○ 埼玉県財務規則の一部を改正する規則(出納総務課) 

○ 埼玉県証紙条例施行規則の一部を改正する規則(出納総務課) 

○ 埼玉県立高等学校通則の一部を改正する規則(教委・財務課) 

○ 埼玉県立高等学校の授業料及び入学料の減免に関する規則の一部を改正する規則(教委・財務
課) 

○ 埼玉県立高等学校の授業料等に関する条例第３条第１項に規定する授業料を徴収する月等を定
める規則(教委・財務課) 

○ 学校職員の初任給、昇格、昇給等の基準に関する規則の一部を改正する規則(教職員課) 

○ 埼玉県立近代美術館管理規則等の一部を改正する規則(生涯学習文化財課) 

○ 埼玉県道路交通法施行細則の一部を改正する規則(交通規制課) 

○ 給料の調整額に関する規則の一部を改正する規則(総務給与課) 

○ 管理職手当に関する規則の一部を改正する規則(総務給与課) 

○ 初任給、昇格、昇給等の基準に関する規則の一部を改正する規則(総務給与課) 

○ 職員の特殊勤務手当に関する規則の一部を改正する規則(総務給与課) 

○ 管理職員等の範囲を定める規則の一部を改正する規則(任用審査課) 
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訓令
○ 職員の勤務時間に関する規程の一部を改正する訓令(人事課)

○ 埼玉県職員服務規程の一部を改正する訓令(人事課)

○ 埼玉県職員表彰規程の一部を改正する訓令(人事課)

○ 技能職員の給与等に関する規程の一部を改正する訓令(人事課)

○ 埼玉県文書管理規程の一部を改正する訓令(文書課)

○ 埼玉県会計管理者の権限に属する事務の決裁に関する規程の一部を改正する訓令(出納総務
課) 

○ 埼玉県教育委員会教育長の権限に属する事務の委任及び決裁に関する規程の一部を改正する
訓令(教委・総務課)

○ 埼玉県教育委員会教育長の権限に属する埼玉県立高等学校の授業料及び入学料の減免に関
する事務の決裁に関する規程の一部を改正する訓令(教委・財務課)

○ 技能職員の給与等に関する規程の一部を改正する訓令(教職員課)

管理規程
○ 埼玉県企業局組織規程の一部を改正する規程(公営企業・総務課)

○ 埼玉県公営企業財務規程の一部を改正する規程(公営企業・財務課)

○ 埼玉県病院事業財務規程の一部を改正する規程(経営管理課)

○ 埼玉県病院局組織規程の一部を改正する規程(経営管理課)

○ 埼玉県病院局公印規程の一部を改正する規程(経営管理課)

○ 埼玉県病院局文書管理規程の一部を改正する規程(経営管理課)

○ 埼玉県流域下水道事業財務規程の一部を改正する規程(下水道管理課)

告示
○ 特定非営利活動法人の設立に係る公告(南部地域振興センター)

○ 特定非営利活動法人の設立に係る公告(南部地域振興センター)

○ 特定非営利活動法人の定款の変更に係る公告(西部地域振興センター)

○ 特定非営利活動法人の設立に係る公告(利根地域振興センター)

○ 特定非営利活動法人の定款の変更に係る公告(共助社会づくり課)

○ 坂戸都市計画事業（仮称）入西東部土地区画整理事業に係る環境影響評価書の縦覧(環境政策
課)

○ 土壌汚染対策法の規定に基づく形質変更時要届出区域の指定(水環境課)

○ 土壌汚染対策法の規定に基づく形質変更時要届出区域の指定(水環境課)

○ 土壌汚染対策法の規定に基づく形質変更時要届出区域の指定(水環境課)

○ 和光都市計画生産緑地地区の変更に係る図書の写しの縦覧(みどり自然課)

○ 平成24年埼玉県告示第412号（埼玉県立嵐山郷条例別表第２の知事が別に定める額の制定につ
いて）の一部を改正する告示(社会福祉課)

○ 平成22年埼玉県告示第525号（埼玉県立障害者歯科診療所別表第２の知事が別に定める額）の
一部を改正する告示(社会福祉課)

○ 生活保護法及び中国残留邦人等の円滑な帰国の促進及び永住帰国後の自立の支援に関する
法律による介護機関の指定(社会福祉課)

○ 生活保護法及び中国残留邦人等の円滑な帰国の促進及び永住帰国後の自立の支援に関する
法律による指定介護機関の変更の届出(社会福祉課)

○ 生活保護法及び中国残留邦人等の円滑な帰国の促進及び永住帰国後の自立の支援に関する
法律による指定介護機関の廃止の届出(社会福祉課)

○ 生活保護法及び中国残留邦人等の円滑な帰国の促進及び永住帰国後の自立の支援に関する
法律による指定介護機関の休止の届出(社会福祉課)

○ 生活保護法及び中国残留邦人等の円滑な帰国の促進及び永住帰国後の自立の支援に関する
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法律による医療機関及び施術者の指定(社会福祉課) 

○ 生活保護法及び中国残留邦人等の円滑な帰国の促進及び永住帰国後の自立の支援に関する
法律による指定医療機関の変更の届出(社会福祉課)

○ 生活保護法及び中国残留邦人等の円滑な帰国の促進及び永住帰国後の自立の支援に関する
法律による指定医療機関及び指定施術者の廃止の届出(社会福祉課)

○ 生活保護法及び中国残留邦人等の円滑な帰国の促進及び永住帰国後の自立の支援に関する
法律による指定医療機関の休止の届出(社会福祉課)

○ 平成22年度埼玉県告示第526号（埼玉県総合リハビリテーションセンター条例別表第１の知事が
別に定める額について）の一部を改正する告示(障害者福祉推進課)

○ 平成22年埼玉県告示第527号の一部を改正する告示(障害者福祉推進課)

○ 平成26年度埼玉県製菓衛生師試験の実施(保健医療政策課)

○ 大規模小売店舗の変更に関する公示(商業・サービス産業支援課)

○ 大規模小売店舗の変更に関する公示(商業・サービス産業支援課)

○ 平成26年度前期技能検定の実施(産業人材育成課)

○ 平成26年度随時実施技能検定の実施(産業人材育成課)

○ 平成25年埼玉県告示第1267号の一部を改正する告示(産業人材育成課)

○ 農業経営基盤強化事業事務取扱交付規程を廃止する告示(農業政策課)

○ 農業振興地域の区域の変更(農業政策課)

○ 県営土地改良事業荒川右岸地区（湛水防除事業）の工事完了(東松山農林振興センター)

○ 秦第二土地改良区の役員就任届(大里農林振興センター)

○ 農地中間管理機構の指定の公告(農業ビジネス支援課)

○ 第五種共同漁業権遊漁規則の認可(生産振興課)

○ 保安林の指定の解除予定(森づくり課)

○ 測量法に基づく公共測量の実施(用地課)

○ 測量法に基づく公共測量の実施(用地課)

○ 測量法に基づく公共測量の実施(用地課)

○ 測量法に基づく公共測量の実施(用地課)

○ 測量法に基づく公共測量の実施(用地課)

○ 測量法に基づく公共測量の実施(用地課)

○ 測量法に基づく公共測量の実施(用地課)

○ 測量法に基づく基本測量の実施(用地課)

○ 測量法に基づく公共測量の終了(用地課)

○ 測量法に基づく公共測量の終了(用地課)

○ 測量法に基づく公共測量の終了(用地課)

○ 測量法に基づく公共測量の終了(用地課)

○ 測量法に基づく公共測量の終了(用地課)

○ 測量法に基づく公共測量の終了(用地課)

○ 測量法に基づく公共測量の終了(用地課)

○ 測量法に基づく公共測量の終了(用地課)

○ さいたま都市計画事業の事業計画の変更認可(道路街路課)

○ さいたま都市計画事業の事業計画の変更認可(道路街路課)

○ さいたま都市計画事業の事業計画の変更認可(道路街路課)

○ 川越都市計画事業の事業計画の変更認可(道路街路課)

○ 川口都市計画事業の事業計画の変更認可(道路街路課)

○ 草加都市計画事業の事業計画の変更認可(道路街路課)

○ 越谷都市計画事業の事業計画の変更認可(道路街路課)

○ 入間都市計画事業の事業計画の変更認可(道路街路課)
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○ 富士見都市計画事業の事業計画の変更認可(道路街路課)

○ 車両制限令第３条第１項第３号に基づく道路の指定等(道路環境課)

○ 雨水流出抑制施設の告示(河川砂防課)

○ 雨水流出抑制施設の告示(河川砂防課)

○ 雨水流出抑制施設の告示(河川砂防課)

○ 土砂災害警戒区域等の指定(河川砂防課)

○ 都幾川・玉川都市計画区域の変更(都市計画課)

○ 所沢都市計画都市計画区域の整備、開発及び保全の方針の変更(都市計画課)

○ 入間都市計画都市計画区域の整備、開発及び保全の方針の変更(都市計画課)

○ 朝霞都市計画都市計画区域の整備、開発及び保全の方針の変更(都市計画課)

○ 志木都市計画都市計画区域の整備、開発及び保全の方針の変更(都市計画課)

○ 新座都市計画都市計画区域の整備、開発及び保全の方針の変更(都市計画課)

○ 和光都市計画都市計画区域の整備、開発及び保全の方針の変更(都市計画課)

○ 狭山都市計画都市計画区域の整備、開発及び保全の方針の変更(都市計画課)

○ 富士見都市計画都市計画区域の整備、開発及び保全の方針の変更(都市計画課)

○ 坂戸都市計画都市計画域の整備、開発及び保全の方針の変更(都市計画課)

○ 毛呂山・越生都市計画都市計画区域の整備、開発及び保全の方針の変更(都市計画課)

○ 東松山都市計画都市計画区域の整備、開発及び保全の方針の変更(都市計画課)

○ 戸田都市計画都市計画区域の整備、開発及び保全の方針の変更(都市計画課)

○ さいたま都市計画都市計画区域の整備、開発及び保全の方針の変更(都市計画課)

○ 上尾都市計画都市計画区域の整備、開発及び保全の方針の変更(都市計画課)

○ 北本都市計画都市計画区域の整備、開発及び保全の方針の変更(都市計画課)

○ 行田都市計画都市計画区域の整備、開発及び保全の方針の変更(都市計画課)

○ 越谷都市計画都市計画区域の整備、開発及び保全の方針の変更(都市計画課)

○ 草加都市計画都市計画区域の整備、開発及び保全の方針の変更(都市計画課)

○ 羽生都市計画都市計画区域の整備、開発及び保全の方針の変更(都市計画課)

○ 熊谷都市計画都市計画区域の整備、開発及び保全の方針の変更(都市計画課)

○ 深谷都市計画都市計画区域の整備、開発及び保全の方針の変更(都市計画課)

○ 本庄都市計画都市計画区域の整備、開発及び保全の方針の変更(都市計画課)

○ 小川都市計画都市計画区域の整備、開発及び保全の方針の変更(都市計画課)

○ 寄居都市計画都市計画区域の整備、開発及び保全の方針の変更(都市計画課)

○ 秩父都市計画都市計画区域の整備、開発及び保全の方針の変更(都市計画課)

○ 児玉都市計画都市計画区域の整備、開発及び保全の方針の変更(都市計画課)

○ ときがわ都市計画都市計画区域の整備、開発及び保全の方針(都市計画課)

○ 小鹿野都市計画都市計画区域の整備、開発及び保全の方針の変更(都市計画課)

○ 所沢都市計画区域区分の変更(都市計画課)

○ 入間都市計画区域区分の変更(都市計画課)

○ 朝霞都市計画区域区分の変更(都市計画課)

○ 志木都市計画区域区分の変更(都市計画課)

○ 和光都市計画区域区分の変更(都市計画課)

○ 坂戸都市計画区域区分の変更(都市計画課)

○ 毛呂山・越生都市計画区域区分の変更(都市計画課)

○ 戸田都市計画区域区分の変更(都市計画課)

○ 上尾都市計画区域区分の変更(都市計画課)

○ 北本都市計画区域区分の変更(都市計画課)

○ 行田都市計画区域区分の変更(都市計画課)
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越谷都市計画区域区分の変更(都市計画課) 

○ 草加都市計画区域区分の変更(都市計画課)

○ 羽生都市計画区域区分の変更(都市計画課)

○ 熊谷都市計画区域区分の変更(都市計画課)

○ 深谷都市計画区域区分の変更(都市計画課)

○ 本庄都市計画区域区分の変更(都市計画課)

○ 小川都市計画区域区分の変更(都市計画課)

○ 上尾都市計画道路の変更(都市計画課)

○ 北本都市計画道路の変更(都市計画課)

○ 羽生都市計画道路の変更(都市計画課)

○ 坂戸都市計画下水道の変更(都市計画課)

○ 新座都市計画地区計画の変更に係る図書の写しの縦覧(都市計画課)

○ 蕨都市計画下水道事業の事業計画の変更認可(都市計画課)

○ 所沢都市計画下水道事業の事業計画の変更認可(都市計画課)

○ 富士見都市計画下水道事業の事業計画の変更認可(都市計画課)

○ 埼玉県都市計画法に基づく開発許可等の基準に関する条例に基づく区域の変更(都市計画課)

○ 久喜市清久工業団地周辺土地区画整理組合の解散認可(市街地整備課)

○ 都市計画区域のうち用途地域の指定のない区域の面積の変更(建築安全課)

○ 会計管理者事務の一部委任告示の一部を改正する告示(出納総務課)

○ 県道さいたまふじみ野所沢線の供用の開始(川越県土整備事務所)

○ 県道飯能下名栗線の区域の変更(飯能県土整備事務所)

○ 県道飯能下名栗線の供用の開始(飯能県土整備事務所)

○ 県道さいたま栗橋線の区域の変更(杉戸県土整備事務所)

○ 開発行為に関する工事の完了公告(川越建築安全センター)

○ 開発行為に関する工事の完了公告(川越建築安全センター)

○ 開発行為に関する工事の完了公告(川越建築安全センター)

○ 開発行為に関する工事の完了公告(川越建築安全センター)

○ 開発行為に関する工事の完了公告(川越建築安全センター)

○ 開発行為に関する工事の完了公告(川越建築安全センター)

○ 開発行為に関する工事の完了公告(川越建築安全センター)

○ 開発行為に関する工事の完了公告(川越建築安全センター)

○ 政府調達に関する協定が適用される建設工事の請負等の契約に係る一般競争入札に参加する
者に必要な資格等に関する告示(公営企業・財務課)

○ 応急給水用接続金具及び給水作業用付属品300セットの調達に関する契約の相手方等の公示
(公営企業・財務課)

○ 埼玉県病院事業に係る料金のうち病院事業管理者が定める額(経営管理課)

○ 政府調達に関する協定が適用される建設工事の請負等の契約に係る入札参加資格等に関する
告示(下水道管理課)

○ 埼玉県収用委員会運営規程の一部を改正する告示(収用委員会事務局)

○ 埼玉県収用委員会の審理の傍聴に関する規程を廃止する告示(収用委員会事務局)

○ 埼玉県収用委員会の公文書の開示等に関する規程の一部を改正する告示(収用委員会事務局)

○ 埼玉県収用委員会の保有する個人情報の保護等に関する規程の一部を改正する告示(収用委員
会事務局)

雑報
○ 狭山環状有料道路ほか２路線の料金の変更(道路政策課)

○ 所沢市営住宅及び共同施設の管理の特例に係る公告(住宅課)

5/6 ページ電子県報システム 定期号

2014/03/26file://\\10.1.1.21\d$\Ekoho\A01\BA00\houbun\e-koho\Kohobunsyo\day\20140328.html

○



○ 川越市営住宅及び共同施設の管理の特例に係る公告(住宅課)
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規

則

埼
玉
県
行
政
組
織
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
二
十
六
年
三
月
二
十
八
日

埼
玉
県
知
事

上

田

清

司

埼
玉
県
行
政
組
織
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

埼
玉
県
行
政
組
織
規
則
（
昭
和
四
十
二
年
埼
玉
県
規
則
第
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。

「

「

第
三
条
の
表
県
民
生
活
部
の
項
中

青

少

年

課

を
」

「

青

少

年

課

森

づ

に
改
め
、
同
表
農
林
部
の
項
中

国

際

ス

ポ

ー

ツ

課

全

国

」

く

り

課

「
を

森

づ

く

り

課

に
改
め
る
。

育

樹

祭

課

」

」

第
六
条
の
二
情
報
シ
ス
テ
ム
課
の
項
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

十
一

行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法

律
の
施
行
（
他
の
機
関
に
お
い
て
所
掌
す
る
も
の
を
除
く
。
）
に
関
す
る
こ
と
。

十
二

Ｉ
Ｔ
統
括
幹
の
庶
務
に
関
す
る
こ
と
。

第
六
条
の
二
市
町
村
課
の
項
中
第
十
五
号
を
削
り
、
第
十
六
号
を
第
十
五
号
と
す
る
。

第
七
条
人
事
課
の
項
第
六
号
中
「
（
構
成
団
体
と
し
て
の
事
務
に
限
る
。
）
」
を
削
る
。

第
七
条
の
二
広
聴
広
報
課
の
項
中
第
五
号
を
削
り
、
第
六
号
を
第
五
号
と
し
、
第
七
号
か
ら
第

十
五
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
上
げ
、
同
条
青
少
年
課
の
項
中
第
五
号
を
削
り
、
第
六
号
を
第
五

号
と
し
、
第
七
号
か
ら
第
九
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
上
げ
、
同
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

国
際
ス
ポ
ー
ツ
課

一

第
三
十
二
回
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
及
び
第
十
六
回
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
の

開
催
準
備
（
他
の
機
関
に
お
い
て
所
掌
す
る
も
の
を
除
く
。
）
に
関
す
る
こ
と
。

二

青
少
年
に
よ
る
国
際
サ
ッ
カ
ー
大
会
の
開
催
に
関
す
る
こ
と
。

三

前
二
号
の
ほ
か
、
国
際
的
な
ス
ポ
ー
ツ
大
会
等
（
他
の
機
関
に
お
い
て
所
掌
す
る
も
の

を
除
く
。
）
に
関
す
る
こ
と
。

埼
玉
県
規
則
第
三
十
一
号



第
七
条
の
二
男
女
共
同
参
画
課
の
項
第
五
号
中
「
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
の
防
止
及
び
被
害
者
の

保
護
に
関
す
る
法
律
」
を
「
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
の
防
止
及
び
被
害
者
の
保
護
等
に
関
す
る
法

律
」
に
改
め
る
。

第
七
条
の
三
危
機
管
理
課
の
項
中
第
六
号
を
削
り
、
第
七
号
を
第
六
号
と
し
、
同
号
の
次
に
次

の
一
号
を
加
え
る
。

七

防
災
対
策
に
つ
い
て
の
市
町
村
そ
の
他
関
係
機
関
と
の
調
整
（
震
災
予
防
に
係
る
も
の

に
限
る
。
）
に
関
す
る
こ
と
。

第
七
条
の
三
危
機
管
理
課
の
項
中
第
八
号
を
削
り
、
第
九
号
を
第
八
号
と
し
、
第
十
号
を
第
九

号
と
し
、
第
十
一
号
を
第
十
号
と
し
、
同
条
消
防
防
災
課
の
項
第
八
号
を
削
り
、
同
項
第
九
号
中

「
前
号
の
ほ
か
、
」
を
削
り
、
同
号
を
同
項
第
八
号
と
し
、
同
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

九

防
災
対
策
に
つ
い
て
の
市
町
村
そ
の
他
関
係
機
関
と
の
調
整
（
危
機
管
理
課
に
お
い
て

所
掌
す
る
も
の
を
除
く
。
）
に
関
す
る
こ
と
。

第
七
条
の
三
消
防
防
災
課
の
項
中
第
十
号
を
削
り
、
第
十
一
号
を
第
十
号
と
し
、
第
十
二
号
か

ら
第
十
六
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
上
げ
る
。

第
七
条
の
四
環
境
政
策
課
の
項
第
十
三
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

十
三

放
射
線
対
策
に
関
す
る
総
合
調
整
に
関
す
る
こ
と
。

第
七
条
の
四
環
境
政
策
課
の
項
中
第
十
五
号
を
第
十
七
号
と
し
、
第
十
四
号
の
次
に
次
の
二
号

を
加
え
る
。

十
五

環
境
学
習
（
他
の
機
関
に
お
い
て
所
掌
す
る
も
の
を
除
く
。
）
に
関
す
る
こ
と
。

十
六

環
境
教
育
等
に
よ
る
環
境
保
全
の
取
組
の
促
進
に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
関
す
る
こ

と
。

第
七
条
の
四
温
暖
化
対
策
課
の
項
中
第
三
号
を
削
り
、
第
四
号
を
第
三
号
と
し
、
第
五
号
を
第

四
号
と
し
、
第
六
号
を
削
り
、
第
七
号
を
第
五
号
と
し
、
第
八
号
を
第
六
号
と
し
、
第
九
号
を
第

七
号
と
し
、
第
十
号
を
削
り
、
第
十
一
号
を
第
八
号
と
す
る
。

第
八
条
社
会
福
祉
課
の
項
第
二
十
五
号
中
「
行
旅
病
人
及
び
行
旅
死
亡
人
取
扱
法
」
を
「
行
旅

病
人
及
行
旅
死
亡
人
取
扱
法
」
に
改
め
る
。

第
九
条
疾
病
対
策
課
の
項
第
六
号
中
「
原
爆
障
害
者
対
策
」
を
「
原
子
爆
弾
被
爆
者
対
策
」
に

改
め
、
同
項
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

十
四

移
植
に
用
い
る
造
血
幹
細
胞
の
適
切
な
提
供
の
推
進
に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
関
す

る
こ
と
。

第
十
条
産
業
支
援
課
の
項
中
第
五
号
及
び
第
六
号
を
削
り
、
第
七
号
を
第
五
号
と
し
、
第
八
号

を
第
六
号
と
し
、
第
九
号
を
第
七
号
と
し
、
同
項
第
十
号
中
「
新
産
業
」
を
「
先
端
産
業
」
に
改

め
、
同
号
を
同
項
第
八
号
と
し
、
同
項
中
第
十
一
号
を
第
九
号
と
し
、
第
十
二
号
か
ら
第
二
十
号

ま
で
を
二
号
ず
つ
繰
り
上
げ
る
。



第
十
一
条
農
業
政
策
課
の
項
第
十
七
号
中
「
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー
」
の
下
に
「
及
び
農
林
総
合

研
究
セ
ン
タ
ー
」
を
加
え
、
同
号
を
同
項
第
十
八
号
と
し
、
同
項
第
十
六
号
の
次
に
次
の
一
号
を

加
え
る
。

十
七

農
林
水
産
業
に
関
す
る
試
験
研
究
の
総
合
的
企
画
及
び
調
整
に
関
す
る
こ
と
。

第
十
一
条
農
業
ビ
ジ
ネ
ス
支
援
課
の
項
中
第
十
七
号
を
削
り
、
第
十
八
号
を
第
二
十
号
と
し
、

第
十
六
号
を
第
十
八
号
と
し
、
同
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

十
九

地
域
資
源
を
活
用
し
た
農
林
漁
業
者
等
に
よ
る
新
事
業
の
創
出
等
及
び
地
域
の
農
林

水
産
物
の
利
用
促
進
に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
関
す
る
こ
と
。

第
十
一
条
農
業
ビ
ジ
ネ
ス
支
援
課
の
項
中
第
十
五
号
を
第
十
七
号
と
し
、
第
三
号
か
ら
第
十
四

号
ま
で
を
二
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
二
号
の
次
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

三

農
地
中
間
管
理
事
業
の
推
進
に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
関
す
る
こ
と
。

四

農
林
漁
業
の
健
全
な
発
展
と
調
和
の
と
れ
た
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
電
気
の
発
電
の
促

進
に
関
す
る
法
律
の
施
行
（
他
の
機
関
に
お
い
て
所
掌
す
る
も
の
を
除
く
。
）
に
関
す
る

こ
と
。

第
十
一
条
農
業
支
援
課
の
項
第
十
号
中
「
認
定
農
業
者
等
」
を
「
認
定
農
業
者
、
認
定
就
農
者

及
び
青
年
農
業
者
等
育
成
セ
ン
タ
ー
」
に
改
め
、
同
項
中
第
十
四
号
を
第
十
五
号
と
し
、
第
十
三

号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

十
四

企
業
等
の
農
業
参
入
の
支
援
に
関
す
る
こ
と
。

第
十
一
条
生
産
振
興
課
の
項
中
第
一
号
及
び
第
二
号
を
削
り
、
第
三
号
を
第
一
号
と
し
、
第
四

号
か
ら
第
二
十
号
ま
で
を
二
号
ず
つ
繰
り
上
げ
、
同
項
第
二
十
一
号
中
「
農
林
総
合
研
究
セ
ン
タ

ー
及
び
」
を
削
り
、
同
号
を
同
項
第
十
九
号
と
し
、
同
条
全
国
育
樹
祭
課
の
項
を
削
る
。

第
十
三
条
建
築
安
全
課
の
項
第
九
号
中
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
の
合
理
化
に
関
す
る
法
律
」
を

「
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
の
合
理
化
等
に
関
す
る
法
律
」
に
改
め
る
。

第
十
九
条
の
六
第
一
項
第
十
号
中
「
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
の
防
止
及
び
被
害
者
の
保
護
に
関
す

る
法
律
」
を
「
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
の
防
止
及
び
被
害
者
の
保
護
等
に
関
す
る
法
律
」
に
、
「
援

護
」
を
「
支
援
」
に
改
め
る
。

第
五
十
一
条
第
二
項
の
表
中
「
さ
い
た
ま
市
」
を
「
比
企
郡
吉
見
町
」
に
改
め
る
。

第
五
十
二
条
第
十
号
を
削
る
。

第
五
十
三
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
五
十
三
条

削
除

第
六
十
七
条
第
一
項
中
第
三
十
六
号
を
第
三
十
八
号
と
し
、
第
十
四
号
か
ら
第
三
十
五
号
ま
で

を
二
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
同
項
第
十
三
号
中
「
農
村
漁
村
滞
在
型
余
暇
活
動
の
た
め
の
基
盤
整
備

の
促
進
に
関
す
る
法
律
」
を
「
農
山
漁
村
滞
在
型
余
暇
活
動
の
た
め
の
基
盤
整
備
の
促
進
に
関
す

る
法
律
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
十
五
号
と
し
、
同
項
中
第
十
二
号
を
第
十
四
号
と
し
、
第
六



号
か
ら
第
十
一
号
ま
で
を
二
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
五
号
の
次
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

六

農
地
中
間
管
理
事
業
の
推
進
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く
事
務
に
関
す
る
こ
と
。

七

農
林
漁
業
の
健
全
な
発
展
と
調
和
の
と
れ
た
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
電
気
の
発
電
の
促
進

に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く
事
務
に
関
す
る
こ
と
。

第
百
三
十
一
条
の
十
五
第
十
号
中
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
の
合
理
化
に
関
す
る
法
律
」
を
「
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
の
合
理
化
等
に
関
す
る
法
律
」
に
改
め
る
。

第
百
八
十
六
条
中
「
埼
玉
県
衛
生
研
究
所
深
谷
支
所
、
」
を
削
る
。

第
百
八
十
七
条
の
表
埼
玉
県
児
童
福
祉
審
議
会
の
項
中
「
事
項
並
び
に
」
を
「
事
項
、
」
に
、

「
の
調
査
審
議
」
を
「
並
び
に
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
第
七
十
七
条
の
規
定
に
よ
る
子
ど
も
・
子

育
て
支
援
に
関
す
る
事
項
の
調
査
審
議
」
に
改
め
る
。

第
百
八
十
八
条
第
一
項
の
表
企
画
財
政
部
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

企
画
財
政
部

Ｉ
Ｔ
統
括
幹

上
司
の
命
を
受
け
、
情
報
通
信
技
術
に
係
る
政
策
の

企
画
及
び
立
案
並
び
に
総
合
調
整
の
事
務
を
統
括

し
、
そ
の
事
務
を
処
理
す
る
た
め
、
所
属
の
職
員
を

指
揮
監
督
す
る
。

改
革
政
策
局
長

上
司
の
命
を
受
け
、
職
員
定
数
、
行
政
組
織
、
職
務

権
限
、
行
政
改
革
の
推
進
、
出
資
法
人
及
び
指
定
管

理
者
に
関
す
る
総
合
調
整
、
外
部
監
査
等
並
び
に
情

報
通
信
技
術
に
係
る
政
策
の
企
画
及
び
立
案
並
び
に

こ
れ
ら
の
事
務
に
関
す
る
総
合
調
整
の
事
務
を
掌
理

し
、
そ
の
事
務
を
処
理
す
る
た
め
、
所
属
の
職
員
を

指
揮
監
督
す
る
。

地
域
政
策
局
長

上
司
の
命
を
受
け
、
市
町
村
行
財
政
の
振
興
、
地
域

の
総
合
的
な
整
備
に
係
る
政
策
の
企
画
及
び
立
案
並

び
に
県
行
政
と
市
町
村
行
政
と
の
総
合
調
整
に
関
す

る
事
務
を
掌
理
し
、
そ
の
事
務
を
処
理
す
る
た
め
、

所
属
の
職
員
を
指
揮
監
督
す
る
。

第
百
八
十
八
条
第
一
項
の
表
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

産
業
支
援
課

先
端
産
業
幹

上
司
の
命
を
受
け
、
先
端
産
業
、
産
学
連
携
及
び
知

的
財
産
に
関
す
る
事
務
を
掌
理
し
、
そ
の
事
務
を
処

理
す
る
た
め
、
所
属
の
職
員
を
指
揮
監
督
す
る
。

第
百
九
十
条
中
「
別
表
第
五
」
を
「
別
表
第
六
」
に
改
め
る
。

「

微
生
物
・
ウ
イ
ル

「

第
百
九
十
二
条
第
三
項
の
表
埼
玉
県
衛
生
研
究
所
の
項
中

ス
感
染
症
室
長

を



食
品
媒
介
感
染
症

室
長

」

精
度
管
理
室
長

感
染
症
室
長

食
品
微
生
物
検
査

に
改
め
、
同
表
埼
玉
県
産
業
技
術
総
合
セ
ン
タ
ー
の
項
中
「
技
術
支
援
交

室
長

」

流
室
長
」
を
「
技
術
・
事
業
化
交
流
支
援
室
長
」
に
改
め
る
。

第
百
九
十
四
条
中
「
別
表
第
五
」
を
「
別
表
第
六
」
に
改
め
る
。

別
表
第
四
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

別
表
第
四

技
能
職
員
（
一
種
）
（
第
百
九
十
九
条
関
係
）

職

職

務

主
任
専
門
員

上
司
の
命
を
受
け
、
電
話
の
交
換
、
事
務
の
補
助
、
動
物
の
飼

育
、
自
動
車
の
運
転
、
試
験
作
業
、
土
木
作
業
、
農
林
作
業
、
畜

産
作
業
、
営
繕
作
業
、
野
犬
の
捕
獲
、
機
器
の
操
作
等
の
業
務
で

知
識
、
経
験
等
を
必
要
と
す
る
相
当
困
難
な
も
の
に
従
事
す
る
。

専
門
員

上
司
の
命
を
受
け
、
電
話
の
交
換
、
事
務
の
補
助
、
動
物
の
飼

育
、
自
動
車
の
運
転
、
試
験
作
業
、
土
木
作
業
、
農
林
作
業
、
畜

産
作
業
、
営
繕
作
業
、
野
犬
の
捕
獲
、
機
器
の
操
作
等
の
業
務
で

知
識
、
経
験
等
を
必
要
と
す
る
も
の
に
従
事
す
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。



規

則

埼
玉
県
本
庁
事
務
の
委
任
及
び
決
裁
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布

す
る
。平

成
二
十
六
年
三
月
二
十
八
日

埼
玉
県
知
事

上

田

清

司

埼
玉
県
本
庁
事
務
の
委
任
及
び
決
裁
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

埼
玉
県
本
庁
事
務
の
委
任
及
び
決
裁
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
四
十
五
年
埼
玉
県
規
則
第
一
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
七
条
第
一
項
中
「
副
参
事
」
の
下
に
「
、
Ｉ
Ｔ
統
括
幹
」
を
加
え
る
。

第
九
条
第
一
項
中
「
、
主
任
福
祉
施
設
監
査
員
、
主
任
福
祉
施
設
検
査
員
」
を
削
り
、
「
医

幹
」
の
下
に
「
、
先
端
産
業
幹
」
を
加
え
る
。

別
表
第
二
第
十
四
号
知
事
室
長
、
部
長
及
び
会
計
管
理
者
専
決
事
項
の
欄
９
中
「
第
八
十
九
条

第
一
項
」
を
「
第
百
二
十
二
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
欄
９
を
同
欄

と
し
、
同
欄
中
８
を
９
と

10

し
、
７
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

８

法
第
四
十
二
条
の
二
第
三
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
基
づ
き
、
出
資
等
に
係
る
不
要
財
産
の

譲
渡
に
よ
り
生
じ
た
簿
価
超
過
額
の
全
部
又
は
一
部
の
金
額
に
つ
い
て
出
資
等
団
体
に
納
付

し
な
い
こ
と
の
認
可
を
す
る
こ
と
。

別
表
第
四
企
画
財
政
部
の
表
地
域
政
策
課
の
項
第
一
号
部
長
専
決
事
項
の
欄
１
中
「
及
び
第
七

項
」
を
削
り
、
「
定
め
、
総
務
大
臣
に
提
出
す
る
」
を
「
定
め
る
」
に
改
め
、
同
項
第
四
号
部
長

専
決
事
項
の
欄
９
中
「
報
告
し
、
広
域
連
合
を
設
け
る
べ
き
こ
と
を
勧
告
し
た
旨
を
総
務
大
臣

に
」
を
削
り
、
同
表
市
町
村
課
の
項
第
十
一
号
部
長
専
決
事
項
の
欄
４
を
削
り
、
同
欄
３
中
「
第

八
十
九
条
第
四
項
」
を
「
第
百
二
十
二
条
第
四
項
」
に
改
め
、
同
欄
３
を
同
欄
６
と
し
、
同
欄
２

中
「
第
八
十
九
条
第
三
項
」
を
「
第
百
二
十
二
条
第
三
項
」
に
改
め
、
同
欄
２
を
同
欄
５
と
し
、

同
欄
１
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

２

法
第
八
十
八
条
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
地
方
独
立
行
政
法
人
の
解
散
を
認
可

す
る
こ
と
。

３

法
第
百
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
地
方
独
立
行
政
法
人
の
吸
収
合
併
を
認
可
す
る

こ
と
。

４

法
第
百
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
地
方
独
立
行
政
法
人
の
新
設
合
併
を
認
可
す

る
こ
と
。

別
表
第
四
総
務
部
の
表
管
財
課
の
項
第
三
号
事
務
の
種
類
の
欄
中
「
国
有
資
産
等
所
在
市
町
村

交
付
金
及
び
納
付
金
に
関
す
る
法
律
」
を
「
国
有
資
産
等
所
在
市
町
村
交
付
金
法
」
に
改
め
、
同

埼
玉
県
規
則
第
三
十
二
号



号
部
長
専
決
事
項
の
欄
２
中
「
第
十
条
」
を
「
第
八
条
」
に
改
め
、
同
欄
３
中
「
第
十
一
条
第
二

項
」
を
「
第
九
条
第
二
項
」
に
改
め
、
同
欄
４
中
「
第
十
一
条
第
三
項
」
を
「
第
九
条
第
三
項
」

に
改
め
、
同
欄
５
中
「
第
十
二
条
第
一
項
」
を
「
第
十
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
欄
６
中
「
第
十

二
条
第
二
項
」
を
「
第
十
条
第
二
項
」
に
改
め
る
。

別
表
第
四
県
民
生
活
部
の
表
青
少
年
課
の
項
部
長
専
決
事
項
の
欄
９
中
「
第
二
十
一
条
の
四
第

四
項
」
を
「
第
二
十
一
条
の
四
第
七
項
」
に
改
め
、
同
欄

中
「
第
二
十
一
条
の
四
第
五
項
」
を

10

「
第
二
十
一
条
の
四
第
八
項
」
に
改
め
、
同
欄

中
「
第
二
十
一
条
の
四
第
六
項
」
を
「
第
二
十

11

一
条
の
四
第
九
項
」
に
改
め
、
同
欄

中
「
第
二
十
一
条
の
四
第
七
項
」
を
「
第
二
十
一
条
の
四

12

第
十
項
」
に
改
め
る
。

別
表
第
四
危
機
管
理
防
災
部
の
表
消
防
防
災
課
の
項
第
二
号
部
長
専
決
事
項
の
欄
６
中
「
第
三

十
五
条
の
六
第
一
項
」
を
「
第
三
十
五
条
の
九
第
一
項
」
に
、
「
き
い
て
」
を
「
聴
い
て
」
に
改

め
、
同
項
第
六
号
知
事
決
裁
事
項
の
欄
４
中
「
第
六
十
条
第
五
項
」
を
「
第
六
十
条
第
六
項
」
に

改
め
、
同
欄

中
「
第
八
十
六
条
の
三
第
二
項
又
は
第
八
十
六
条
の
五
」
を
「
第
八
十
六
条
の
九

12

第
二
項
又
は
第
八
十
六
条
の
十
一
」
に
改
め
、
同
欄

中
「
第
八
十
六
条
の
三
第
四
項
」
を
「
第

13

八
十
六
条
の
九
第
四
項
」
に
改
め
、
同
欄

中
「
第
八
十
六
条
の
四
第
一
項
」
を
「
第
八
十
六
条

14

の
十
第
一
項
」
に
改
め
、
同
欄

中
「
第
八
十
六
条
の
九
第
二
項
」
を
「
第
八
十
六
条
の
十
八
第

16

二
項
」
に
改
め
、
同
欄

を
同
欄

と
し
、
同
欄

中
「
第
八
十
六
条
の
七
第
二
項
」
を
「
第
八

16

17

15

十
六
条
の
十
六
第
二
項
」
に
改
め
、
同
欄

を
同
欄

と
し
、
同
欄

の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え

15

16

14

る
。

法
第
八
十
六
条
の
十
四
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
運
送
事
業
者
で
あ
る
指
定
公
共
機
関

15
等
に
対
し
、
被
災
者
の
運
送
を
行
う
べ
き
こ
と
を
指
示
す
る
こ
と
。

別
表
第
四
危
機
管
理
防
災
部
の
表
消
防
防
災
課
の
項
第
六
号
部
長
専
決
事
項
の
欄
８
及
び
９
中

「
第
四
十
二
条
第
五
項
」
を
「
第
四
十
二
条
第
六
項
」
に
改
め
、
同
欄

中
「
第
六
十
条
第
六

13

項
」
を
「
第
六
十
条
第
七
項
」
に
改
め
、
同
欄

を
同
欄

と
し
、
同
欄

中
「
第
八
十
六
条
の

30

33

29

七
第
一
項
」
を
「
第
八
十
六
条
の
十
六
第
一
項
」
に
改
め
、
同
欄

を
同
欄

と
し
、
同
欄

中

29

32

28

「
第
八
十
六
条
の
六
第
二
項
」
を
「
第
八
十
六
条
の
十
二
第
二
項
」
に
改
め
、
同
欄

を
同
欄

28

31

と
し
、
同
欄

中
「
第
八
十
六
条
の
六
第
一
項
」
を
「
第
八
十
六
条
の
十
二
第
一
項
」
に
改
め
、

27

同
欄

を
同
欄

と
し
、
同
欄

中
「
第
八
十
六
条
の
五
後
段
」
を
「
第
八
十
六
条
の
十
一
後

27

30

26

段
」
に
、
「
第
八
十
六
条
の
三
第
十
三
項
」
を
「
第
八
十
六
条
の
九
第
十
三
項
」
に
、
「
第
八
十

六
条
の
三
第
十
一
項
」
を
「
第
八
十
六
条
の
九
第
十
一
項
」
に
改
め
、
同
欄

を
同
欄

と
し
、

26

29

同
欄

中
「
第
八
十
六
条
の
五
後
段
」
を
「
第
八
十
六
条
の
十
一
後
段
」
に
、
「
第
八
十
六
条
の

25

三
第
十
一
項
」
を
「
第
八
十
六
条
の
九
第
十
一
項
」
に
改
め
、
同
欄

を
同
欄

と
し
、
同
欄

25

28

24

中
「
第
八
十
六
条
の
五
後
段
」
を
「
第
八
十
六
条
の
十
一
後
段
」
に
、
「
第
八
十
六
条
の
三
第
九

項
」
を
「
第
八
十
六
条
の
九
第
九
項
」
に
改
め
、
同
欄

を
同
欄

と
し
、
同
欄

中
「
第
八
十

24

27

23



六
条
の
四
第
二
項
」
を
「
第
八
十
六
条
の
十
第
二
項
」
に
改
め
、
同
欄

を
同
欄

と
し
、
同
欄

23

26

中
「
第
八
十
六
条
の
三
第
十
三
項
」
を
「
第
八
十
六
条
の
九
第
十
三
項
」
に
改
め
、
同
欄

を

22

22

同
欄

と
し
、
同
欄

中
「
第
八
十
六
条
の
三
第
十
二
項
」
を
「
第
八
十
六
条
の
九
第
十
二
項
」

25

21

に
改
め
、
同
欄

を
同
欄

と
し
、
同
欄

中
「
第
八
十
六
条
の
三
第
九
項
」
を
「
第
八
十
六
条

21

24

20

の
九
第
九
項
」
に
改
め
、
同
欄

を
同
欄

と
し
、
同
欄

中
「
第
八
十
六
条
の
三
第
八
項
」
を

20

23

19

「
第
八
十
六
条
の
九
第
八
項
」
に
改
め
、
同
欄

を
同
欄

と
し
、
同
欄

中
「
第
八
十
六
条
の

19

22

18

三
第
三
項
」
を
「
第
八
十
六
条
の
九
第
三
項
」
に
改
め
、
同
欄

を
同
欄

と
し
、
同
欄

を
同

18

21

17

欄

と
し
、
そ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

19

法
第
七
十
四
条
の
三
の
規
定
に
基
づ
き
、
指
定
行
政
機
関
の
長
等
に
対
し
、
応
援
を
求

20
め
、
又
は
災
害
応
急
対
策
の
実
施
を
要
請
す
る
こ
と
。

別
表
第
四
危
機
管
理
防
災
部
の
表
消
防
防
災
課
の
項
第
六
号
部
長
専
決
事
項
の
欄
中

を

と

16

18

し
、

を

と
し
、

を

と
し
、

の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

15

17

14

16

13

法
第
六
十
一
条
の
二
の
規
定
に
基
づ
き
、
避
難
の
た
め
の
立
退
き
の
勧
告
又
は
指
示
等
に

14
つ
い
て
市
町
村
長
に
必
要
な
助
言
を
す
る
こ
と
。

法
第
六
十
三
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
六
十
一
条
の
二
の
規
定
に
基
づ
き
、
警

15
戒
区
域
の
設
定
に
つ
い
て
市
町
村
長
に
必
要
な
助
言
を
す
る
こ
と
。

別
表
第
四
危
機
管
理
防
災
部
の
表
消
防
防
災
課
の
項
第
七
号
知
事
決
裁
事
項
の
欄
２
中
「
第
二

十
四
条
第
一
項
」
を
「
第
七
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
欄
３
中
「
第
二
十
六
条
第
一
項
」
を
「
第

九
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
欄
４
中
「
第
三
十
条
」
を
「
第
十
三
条
」
に
改
め
、
同
号
部
長
専
決

事
項
の
欄
１
中
「
第
二
十
五
条
」
を
「
第
八
条
」
に
改
め
、
同
欄
２
中
「
第
三
十
二
条
」
を
「
第

十
六
条
」
に
改
め
、
同
欄
３
中
「
第
九
条
の
二
」
を
「
第
三
条
」
に
改
め
る
。

別
表
第
四
環
境
部
の
表
環
境
政
策
課
の
項
第
五
号
部
長
専
決
事
項
の
欄
を
次
の
よ
う
に
改
め

る
。

埼
玉
県
生
活
環
境
保
全
条
例
第
六
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
環
境
へ
の
負
荷
の
低
減
に
関

す
る
教
育
及
び
学
習
の
指
針
を
定
め
る
こ
と
。

別
表
第
四
環
境
部
の
表
環
境
政
策
課
の
項
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

十

環
境
教
育
等
に

法
第
八
条
第
一
項
又

１

法
第
八
条
の
三
第
二
項
の
規
定
に
基

よ
る
環
境
保
全
の

は
第
六
項
の
規
定
に
基

づ
き
、
提
案
に
基
づ
き
行
動
計
画
の
作

取
組
の
促
進
に
関

づ
き
、
行
動
計
画
を
作

成
又
は
変
更
を
す
る
か
否
か
に
つ
い
て

す
る
法
律
（
平
成

成
し
、
又
は
変
更
す
る

公
表
す
る
こ
と
。

十
五
年
法
律
第
百

こ
と
。

２

法
第
二
十
条
の
六
第
一
項
の
規
定
に

三
十
号
。
以
下
こ

基
づ
き
、
体
験
の
機
会
の
場
の
認
定
を

の

項

に

お

い

て

取
り
消
す
こ
と
。

「
法
」
と
い

う

。
）

３

法
第
二
十
条
の
七
第
一
項
の
規
定
に



の
施
行
に
関
す
る

基
づ
き
、
県
に
代
わ
つ
て
事
務
を
処
理

事
務

す
る
こ
と
に
つ
き
市
町
村
と
協
議
を
行

う
こ
と
。

別
表
第
四
環
境
部
の
表
温
暖
化
対
策
課
の
項
中
第
二
号
を
削
り
、
第
三
号
を
第
二
号
と
し
、
第

四
号
を
削
り
、
同
表
大
気
環
境
課
の
項
第
二
号
部
長
専
決
事
項
の
欄
４
中
「
第
二
十
七
条
第
四

項
」
を
「
第
二
十
七
条
第
三
項
」
に
改
め
、
同
表
水
環
境
課
の
項
第
二
号
部
長
専
決
事
項
の
欄
４

中
「
第
二
十
三
条
第
四
項
」
を
「
第
二
十
三
条
第
三
項
」
に
改
め
る
。

別
表
第
四
福
祉
部
の
表
社
会
福
祉
課
の
項
第
二
号
部
長
専
決
事
項
の
欄
１
中
「
第
四
条
」
を

「
第
四
条
第
二
項
」
に
、
「
聴
い
て
、
民
生
委
員
の
定
数
を
定
め
る
」
を
「
聴
く
」
に
改
め
、
同

項
第
三
号
部
長
専
決
事
項
の
欄
７
中
「
第
五
十
四
条
の
二
第
四
項
」
を
「
法
第
五
十
四
条
の
二
第

四
項
及
び
第
五
十
五
条
第
二
項
」
に
、
「
指
定
医
療
機
関
」
を
「
指
定
医
療
機
関
等
」
に
、
「
取

り
消
す
」
を
「
取
り
消
し
、
又
は
期
間
を
定
め
て
そ
の
指
定
の
全
部
若
し
く
は
一
部
の
効
力
を
停

止
す
る
」
に
改
め
、
同
欄
８
中
「
第
五
十
三
条
第
四
項
」
の
下
に
「
（
法
第
五
十
五
条
の
二
に
お

い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
」
を
加
え
、
同
項
中
第
五
号
を
第
六
号
と
し
、
第
四
号
を
第
五

号
と
し
、
第
三
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

四

生
活
困
窮
者
自

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
法
第
十
条
第
三

立
支
援
法
（
平
成

項
の
規
定
に
基
づ
き
、
認
定
生
活
困
窮
者

二
十
五
年
法
律
第

就
労
訓
練
事
業
の
認
定
を
取
り
消
す
こ

百
五
号
）
の
施
行

と
。

に
関
す
る
事
務

別
表
第
四
保
健
医
療
部
の
表
疾
病
対
策
課
の
項
第
四
号
部
長
専
決
事
項
の
欄
３
中
「
第
三
十
三

条
の
四
第
六
項
」
を
「
第
三
十
三
条
の
七
第
六
項
」
に
改
め
る
。

別
表
第
四
産
業
労
働
部
の
表
産
業
支
援
課
の
項
第
四
号
知
事
決
裁
事
項
の
欄
１
中
「
第
二
十
五

条
第
一
項
」
を
「
第
二
十
八
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
欄
２
中
「
第
二
十
五
条
第
五
項
」
を
「
第

二
十
八
条
第
五
項
」
に
改
め
、
同
号
部
長
専
決
事
項
の
欄
１
中
「
第
二
十
五
条
第
四
項
」
を
「
第

二
十
八
条
第
四
項
」
に
改
め
、
同
欄
２
中
「
第
二
十
六
条
第
一
項
」
を
「
第
二
十
九
条
第
一
項
」

に
改
め
、
同
欄
３
中
「
第
二
十
六
条
第
二
項
」
を
「
第
二
十
九
条
第
二
項
」
に
改
め
、
同
欄
４
中

「
第
二
十
六
条
第
四
項
」
を
「
第
二
十
九
条
第
四
項
」
に
改
め
、
同
欄
５
中
「
第
二
十
六
条
第
六

項
」
を
「
第
二
十
九
条
第
六
項
」
に
改
め
、
同
欄
６
中
「
第
二
十
七
条
第
二
項
」
を
「
第
三
十
条

第
二
項
」
に
改
め
、
同
欄
７
中
「
第
二
十
七
条
第
三
項
」
を
「
第
三
十
条
第
三
項
」
に
改
め
る
。

別
表
第
四
農
林
部
の
表
農
業
政
策
課
の
項
第
五
号
部
長
専
決
事
項
の
欄
２
中
「
第
六
十
条
第
一

項
」
を
「
第
六
十
条
」
に
改
め
、
同
表
農
業
ビ
ジ
ネ
ス
支
援
課
の
項
第
一
号
を
次
の
よ
う
に
改
め

る
。

一

農
地
法
の
施
行

農
地
法
第
三
十
九
条
第
一
項
（
同
法
第



に
関
す
る
事
務

四
十
三
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場

合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
基
づ
き
、
農
地

中
間
管
理
権
等
を
設
定
す
べ
き
旨
の
裁
定

を
す
る
こ
と
。

別
表
第
四
農
林
部
の
表
農
業
ビ
ジ
ネ
ス
支
援
課
の
項
中
第
九
号
を
第
十
号
と
し
、
第
三
号
か
ら

第
八
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
同
項
第
二
号
部
長
専
決
事
項
の
欄
を
次
の
よ
う
に
改
め
、

同
号
を
同
項
第
三
号
と
す
る
。

１

法
第
五
条
第
一
項
、
第
五
項
又
は
第
六
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
県
農
業
会
議
等
の
意

見
を
聴
い
て
、
基
本
方
針
を
定
め
、
又
は
変
更
す
る
こ
と
。

２

法
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
事
業
規
程
を
承
認
す
る
こ
と
。

３

法
第
九
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
事
業
規
程
の
変
更
又
は
廃
止
を
承
認
す
る
こ

と
。

４

法
第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
事
業
規
程
の
承
認
を
取
り
消
す
こ
と
。

別
表
第
四
農
林
部
の
表
農
業
ビ
ジ
ネ
ス
支
援
課
の
項
第
一
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

二

農
地
中
間
管
理

１

法
第
四
条
の
規
定

１

法
第
三
条
第
一
項
又
は
第
四
項
の
規

事
業
の
推
進
に
関

に
基
づ
き
、
農
地
中

定
に
基
づ
き
、
基
本
方
針
を
定
め
、
又

す
る
法
律
（
平
成

間
管
理
機
構
を
指
定

は
変
更
す
る
こ
と
。

二
十
五
年
法
律
第

す
る
こ
と
。

２

法
第
六
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ

百
一
号
。
以
下
こ

２

法
第
十
五
条
第
一

き
、
委
員
の
任
命
に
つ
い
て
認
可
す
る

の

項

に

お

い

て

項

の

規

定

に

基

づ

こ
と
。

「
法
」
と
い

う

。
）

き
、
農
地
中
間
管
理

３

法
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ

の
施
行
に
関
す
る

機
構
の
指
定
を
取
り

き
、
役
員
の
選
任
及
び
解
任
に
つ
い
て

事
務

消
す
こ
と
。

認
可
す
る
こ
と
。

４

法
第
七
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ

き
、
役
員
の
解
任
を
命
ず
る
こ
と
。

５

法
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ

き
、
農
地
中
間
管
理
事
業
規
程
を
認
可

し
、
又
は
当
該
農
地
中
間
管
理
事
業
規

程
の
変
更
を
認
可
す
る
こ
と
。

６

法
第
八
条
第
五
項
の
規
定
に
基
づ

き
、
農
地
中
間
管
理
事
業
規
程
の
変
更

を
命
ず
る
こ
と
。

７

法
第
九
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ

き
、
事
業
計
画
及
び
収
支
予
算
を
認
可



し
、
又
は
当
該
事
業
計
画
及
び
収
支
予

算
の
変
更
を
認
可
す
る
こ
と
。

８

法
第
十
三
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
農

地
中
間
管
理
機
構
に
対
し
、
監
督
上
必

要
な
命
令
を
す
る
こ
と
。

９

法
第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ

き
、
農
地
中
間
管
理
事
業
の
全
部
又
は

一
部
を
休
止
し
、
又
は
廃
止
す
る
こ
と

に
つ
い
て
認
可
す
る
こ
と
。

法
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ

10
き
、
農
用
地
利
用
配
分
計
画
を
認
可
す

る
こ
と
。

別
表
第
四
農
林
部
の
表
農
業
支
援
課
の
項
中
第
一
号
を
削
り
、
第
二
号
を
第
一
号
と
し
、
第
三

号
か
ら
第
十
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
上
げ
る
。

別
表
第
四
県
土
整
備
部
の
表
道
路
街
路
課
の
項
第
一
号
部
長
専
決
事
項
の
欄
７
及
び
同
項
第
五

号
部
長
専
決
事
項
の
欄
２
中
「
第
四
十
七
条
の
七
第
一
項
」
を
「
第
四
十
七
条
の
八
第
一
項
」
に

改
め
、
同
表
道
路
環
境
課
の
項
第
一
号
部
長
専
決
事
項
の
欄
中

を

と
し
、

か
ら

ま
で
を

18

20

10

17

か
ら

ま
で
と
し
、
９
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

12

19法
第
二
十
二
条
の
二
の
規
定
に
基
づ
き
、
維
持
修
繕
実
施
者
と
の
間
に
お
い
て
、
維
持
修

10
繕
協
定
を
締
結
す
る
こ
と
。

法
第
二
十
八
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
密
接
関
連
道
路
の
管
理
に
係
る
協
議
会

11
を
組
織
す
る
こ
と
。

別
表
第
四
県
土
整
備
部
の
表
河
川
砂
防
課
の
項
第
三
号
知
事
決
裁
事
項
の
欄
２
中
「
第
七
条
第

二
項
」
を
「
第
七
条
第
五
項
」
に
改
め
、
同
号
部
長
専
決
事
項
の
欄
中
９
を

と
し
、
５
か
ら
８

13

ま
で
を
９
か
ら

ま
で
と
し
、
４
を
７
と
し
、
そ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

12

８

法
第
十
三
条
の
二
の
規
定
に
基
づ
き
、
避
難
の
た
め
の
立
退
き
の
勧
告
又
は
指
示
等
の
判

断
に
資
す
る
た
め
、
関
係
市
町
村
の
長
に
そ
の
通
知
に
係
る
事
項
を
通
知
す
る
こ
と
。

別
表
第
四
県
土
整
備
部
の
表
河
川
砂
防
課
の
項
第
三
号
部
長
専
決
事
項
の
欄
中
３
を
６
と
し
、

２
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

３

法
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
水
防
計
画
を
変
更
す
る
こ
と
。

４

法
第
七
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
河
川
管
理
者
の
協
力
が
必
要
な
事
項
に
つ
い
て
、

当
該
河
川
管
理
者
に
協
議
し
、
そ
の
同
意
を
得
る
こ
と
。

５

法
第
七
条
第
五
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
他
の
都
県
に
関
係
す
る
水
防
事
務
に
つ
い
て
、
当

該
都
県
知
事
と
協
定
し
て
水
防
計
画
を
変
更
す
る
こ
と
。



別
表
第
四
県
土
整
備
部
の
表
水
辺
再
生
課
の
項
第
一
号
部
長
専
決
事
項
の
欄

中
「
第
九
十
九

23

条
」
を
「
第
九
十
九
条
第
一
項
」
に
、
「
関
係
地
方
公
共
団
体
」
を
「
地
方
公
共
団
体
等
」
に
改

め
る
。

別
表
第
四
会
計
管
理
者
の
補
助
組
織
の
表
出
納
総
務
課
の
項
中
第
三
号
を
削
り
、
第
四
号
を
第

三
号
と
す
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
規

定
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

一

別
表
第
四
県
土
整
備
部
の
表
道
路
街
路
課
の
項
の
改
正
規
定

道
路
法
等
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
三
十
号
）
附
則
第
一
条
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
規
定
の
施
行

の
日

二

別
表
第
四
福
祉
部
の
表
社
会
福
祉
課
の
項
第
三
号
の
改
正
規
定

平
成
二
十
六
年
七
月
一
日



規

則

埼
玉
県
地
域
機
関
事
務
の
委
任
及
び
決
裁
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に

公
布
す
る
。

平
成
二
十
六
年
三
月
二
十
八
日

埼
玉
県
知
事

上

田

清

司

埼
玉
県
地
域
機
関
事
務
の
委
任
及
び
決
裁
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

埼
玉
県
地
域
機
関
事
務
の
委
任
及
び
決
裁
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
四
十
五
年
埼
玉
県
規
則
第
二

号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
七
条
第
一
項
中
「
微
生
物
・
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
室
長
、
食
品
媒
介
感
染
症
室
長
」
を
「
精
度

管
理
室
長
、
感
染
症
室
長
、
食
品
微
生
物
検
査
室
長
」
に
、
「
技
術
支
援
交
流
室
長
」
を
「
技
術
・

事
業
化
支
援
室
長
」
に
改
め
る
。

別
表
第
二
地
方
行
政
機
関
の
表
東
部
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
所
長
、
県
央
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
所

長
、
川
越
比
企
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
所
長
、
西
部
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
所
長
、
利
根
地
域
振
興
セ

ン
タ
ー
所
長
、
北
部
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
所
長
及
び
秩
父
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
所
長
の
項
第
一
号

委
任
事
務
の
欄
中
「
第
三
十
四
条
第
一
項
」
を
「
第
三
十
七
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号

専
決
事
項
の
欄
７
中
「
第
十
八
条
の
三
」
を
「
第
十
八
条
の
三
第
一
項
」
に
改
め
、
同
欄

中
「
第

11

二
十
六
条
第
二
項
」
を
「
第
二
十
六
条
第
三
項
」
に
改
め
、
同
欄

中
「
第
二
十
六
条
第
三
項
」

12

を
「
第
二
十
六
条
第
五
項
」
に
改
め
、
同
表
環
境
管
理
事
務
所
長
の
項
第
一
号
専
決
事
項
の
欄
14

中
「
第
十
八
条
の
十
八
」
を
「
第
十
八
条
の
十
九
」
に
改
め
、
同
欄

中
「
第
二
十
七
条
第
六
項
」

15

を
「
第
二
十
七
条
第
五
項
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
委
任
事
務
の
欄

中
「
、
第
二
項
又
は
第
三

12

項
」
を
「
か
ら
第
三
項
ま
で
」
に
、
「
指
定
物
資
」
を
「
指
定
物
質
」
に
改
め
、
同
表
福
祉
事
務
所

長
の
項
第
一
号
委
任
事
務
の
欄
１
中
「
第
二
十
四
条
第
一
項
（
同
条
第
五
項
」
を
「
第
二
十
四
条

第
三
項
（
同
条
第
九
項
」
に
改
め
、
同
欄
中

を

と
し
、

を

と
し
、

を

と
し
、
同
欄

22

31

21

30

20

29

中
「
第
七
十
八
条
」
を
「
第
七
十
八
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
欄

を
同
欄

と
し
、
そ
の
次

19

19

24

に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

法
第
七
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
不
正
の
行
為
に
よ
つ
て
医
療
、
介
護
等
の
給

25
付
に
要
す
る
費
用
の
支
払
を
受
け
た
指
定
医
療
機
関
等
か
ら
の
徴
収
を
決
定
す
る
こ
と
。

法
第
七
十
八
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
不
正
な
手
段
に
よ
り
就
労
自
立
給
付
金
の
支

26
給
を
受
け
、
又
は
受
け
さ
せ
た
者
か
ら
の
徴
収
を
決
定
す
る
こ
と
。

法
第
七
十
八
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
被
保
護
者
に
保
護
金
品
を
交
付
す
る
際

27
に
当
該
保
護
金
品
か
ら
徴
収
金
を
徴
収
す
る
こ
と
を
決
定
す
る
こ
と
。

法
第
七
十
八
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
被
保
護
者
に
就
労
自
立
給
付
金
を
支
給

28
埼
玉
県
規
則
第
三
十
三
号



す
る
際
に
当
該
就
労
自
立
給
付
金
か
ら
徴
収
金
を
徴
収
す
る
こ
と
を
決
定
す
る
こ
と
。

別
表
第
二
地
方
行
政
機
関
の
表
福
祉
事
務
所
長
の
項
第
一
号
委
任
事
務
の
欄
中

を

と
し
、

18

23

を

と
し
、
そ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

17

21
法
第
七
十
六
条
の
二
の
規
定
に
基
づ
き
、
被
保
護
者
の
医
療
扶
助
等
を
受
け
た
事
由
が
第

22
三
者
の
行
為
に
よ
り
生
じ
た
と
き
に
、
被
保
護
者
が
当
該
第
三
者
に
対
し
て
有
す
る
損
害
賠

償
の
請
求
権
を
取
得
す
る
こ
と
。

別
表
第
二
地
方
行
政
機
関
の
表
福
祉
事
務
所
長
の
項
第
一
号
委
任
事
務
の
欄
中

を

と
し
、

16

20

を

と
し
、
同
欄

中
「
第
五
十
五
条
」
を
「
第
五
十
五
条
第
二
項
」
に
改
め
、
同
欄

を
同

15

19

14

14

欄

と
し
、
そ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

16

法
第
五
十
五
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
被
保
護
者
で
保
護
を
必
要
と
し
な
く
な

17
つ
た
と
認
め
た
も
の
に
対
し
て
、
就
労
自
立
給
付
金
を
支
給
す
る
こ
と
。

法
第
五
十
五
条
の
五
の
規
定
に
基
づ
き
、
被
保
護
者
等
に
報
告
を
求
め
る
こ
と
。

18別
表
第
二
地
方
行
政
機
関
の
表
福
祉
事
務
所
長
の
項
第
一
号
委
任
事
務
の
欄

中
「
第
五
十
五

13

条
」
を
「
第
五
十
五
条
第
二
項
」
に
改
め
、
同
欄

を
同
欄

と
し
、
同
欄

中
「
（
法
第
五
十
五

13

15

12

条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
及
び
第
五
十
四
条
の
二
第
一
項
」
を
「
、
第
五
十
四
条
の

二
第
一
項
及
び
第
五
十
五
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
欄

を
同
欄

と
し
、
同
欄
中

を

と
し
、

12

14

11

13

を

と
し
、
９
を

と
し
、
同
欄
８
中
「
第
二
十
八
条
第
四
項
」
を
「
第
二
十
八
条
第
五
項
」

10

12

11

に
改
め
、
同
欄
８
を
同
欄

と
し
、
同
欄
７
中
「
を
調
査
さ
せ
、
及
び
」
を
「
の
報
告
を
求
め
、

10

若
し
く
は
調
査
さ
せ
、
又
は
」
に
改
め
、
同
欄
７
を
同
欄
８
と
し
、
そ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え

る
。９

法
第
二
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
要
保
護
者
の
扶
養
義
務
者
等
に
対
し
て
、
報

告
を
求
め
る
こ
と
。

別
表
第
二
地
方
行
政
機
関
の
表
福
祉
事
務
所
長
の
項
第
一
号
委
任
事
務
の
欄
中
６
を
７
と
し
、

５
を
６
と
し
、
同
欄
４
中
「
第
二
十
六
条
第
一
項
」
を
「
第
二
十
六
条
」
に
改
め
、
同
欄
４
を
同

欄
５
と
し
、
同
欄
中
３
を
４
と
し
、
２
を
３
と
し
、
１
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

２

法
第
二
十
四
条
第
八
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
扶
養
義
務
者
に
対
し
て
通
知
す
る
こ
と
。

別
表
第
二
地
方
行
政
機
関
の
表
福
祉
事
務
所
長
の
項
第
一
号
専
決
事
項
の
欄
中
「
第
二
十
八
条

第
二
項
」
を
「
第
二
十
八
条
第
三
項
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
委
任
事
務
の
欄
に
次
の
よ
う
に
加

え
る
。

４

法
第
五
十
六
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
法
第
五
十
条
第
六
号
の
三
に
規
定
す
る
費
用
を
本
人

又
は
そ
の
扶
養
義
務
者
に
対
し
、
徴
収
を
決
定
し
、
又
は
地
方
税
の
滞
納
処
分
の
例
に
よ
り

処
分
す
る
こ
と
。

５

法
第
五
十
六
条
第
八
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
同
条
の
規
定
の
執
行
に
関
し
、
本
人
又
は
そ

の
扶
養
義
務
者
の
収
入
の
状
況
に
つ
い
て
、
官
公
署
に
対
し
、
必
要
な
書
類
の
閲
覧
又
は
資



料
の
提
供
を
求
め
る
こ
と
。

別
表
第
二
地
方
行
政
機
関
の
表
児
童
相
談
所
長
の
項
第
一
号
委
任
事
務
の
欄

中
「
、
支
払
を

25

命
じ
」
を
削
り
、
同
表
保
健
所
長
の
項
第
一
号
事
務
の
種
類
の
欄
中
「
い
う
。
）
、
」
を
「
い
う
。
）

及
び
」
に
改
め
、「
及
び
医
療
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
三
年
厚
生
省
令
第
五
十
号
。
以
下
こ
の
項

に
お
い
て
「
施
行
規
則
」
と
い
う
。
）
」
を
削
り
、
同
項
第
十
三
号
委
任
事
務
の
欄
１
中
「
第
十
条

第
二
項
」
の
下
に
「
（
法
第
十
三
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
」
を
加
え
、
「
動

物
取
扱
業
」
を
「
第
一
種
動
物
取
扱
業
」
に
改
め
、
同
欄
２
中
「
第
十
四
条
第
三
項
」
を
「
第
十

四
条
第
四
項
」
に
、
「
動
物
取
扱
業
者
登
録
簿
」
を
「
第
一
種
動
物
取
扱
業
者
登
録
簿
」
に
改
め
、

同
欄
３
中
「
第
十
四
条
第
三
項
」
を
「
第
十
四
条
第
四
項
」
に
改
め
、
同
欄
中

を

と
し
、

25

37

17

か
ら

ま
で
を

か
ら

ま
で
と
し
、
同
欄

中
「
又
は
第
五
条
第
六
項
」
を
「
、
第
五
条
第
六

24

29

36

16

項
又
は
第
十
条
の
六
第
三
項
」
に
改
め
、
同
欄

を
同
欄

と
し
、
同
欄

を
同
欄

と
し
、
そ

16

28

15

25

の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

法
第
三
十
七
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
犬
の
引
取
り
等
に
際
し
て
、
必
要
な
指
導
及

26
び
助
言
を
行
う
こ
と
。

法
第
四
十
一
条
の
二
の
規
定
に
基
づ
き
、
獣
医
師
に
よ
る
通
報
を
受
理
す
る
こ
と
。

27別
表
第
二
地
方
行
政
機
関
の
表
保
健
所
長
の
項
第
十
三
号
委
任
事
務
の
欄

中
「
第
三
十
五
条

14

第
一
項
（
同
条
第
二
項
」
を
「
第
三
十
五
条
第
二
項
（
同
条
第
三
項
」
に
改
め
、
同
欄

を
同
欄

14

と
し
、
そ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

22

法
第
三
十
五
条
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
犬
の
所
有
者
を
発
見
し
、
返
還
す
る
と
と
も

23
に
、
そ
の
所
有
者
の
発
見
が
で
き
な
い
も
の
等
に
つ
い
て
は
そ
の
飼
養
を
希
望
す
る
者
を
募

集
す
る
こ
と
。

法
第
三
十
五
条
第
五
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
市
町
村
の
長
に
対
し
、
犬
の
引
取
り
に
関
し
、

24
必
要
な
協
力
を
求
め
る
こ
と
。

別
表
第
二
地
方
行
政
機
関
の
表
保
健
所
長
の
項
第
十
三
号
委
任
事
務
の
欄

中
「
第
二
十
五
条

13

第
三
項
」
を
「
第
二
十
五
条
第
四
項
」
に
改
め
、
同
欄

を
同
欄

と
し
、
そ
の
次
に
次
の
よ
う

13

19

に
加
え
る
。

法
第
三
十
五
条
第
一
項
（
同
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
基

20
づ
き
、
犬
の
引
取
り
を
そ
の
所
有
者
等
か
ら
求
め
ら
れ
た
場
合
に
、
こ
れ
を
引
き
取
る
こ
と
。

法
第
三
十
五
条
第
一
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
基
づ
き
、
犬
の
引
取
り
を
求
め
る
相
当
の
事

21
由
が
な
い
と
認
め
ら
れ
る
場
合
と
し
て
環
境
省
令
で
定
め
る
場
合
に
、
そ
の
引
取
り
を
拒
否

す
る
こ
と
。

別
表
第
二
地
方
行
政
機
関
の
表
保
健
所
長
の
項
第
十
三
号
委
任
事
務
の
欄

を
同
欄

と
し
、

12

17

そ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

法
第
二
十
五
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
環
境
省
令
で
定
め
る
事
態
を
生
じ
さ
せ
て
い

18



る
者
に
対
し
、
期
限
を
定
め
て
、
当
該
事
態
を
改
善
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
と
る
べ
き

こ
と
を
命
じ
、
又
は
勧
告
す
る
こ
と
。

別
表
第
二
地
方
行
政
機
関
の
表
保
健
所
長
の
項
第
十
三
号
委
任
事
務
の
欄

を
同
欄

と
し
、

11

16

同
欄

中
「
第
二
十
三
条
第
三
項
」
の
下
に
「
（
法
第
二
十
四
条
の
四
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を

10

含
む
。
）
」
を
加
え
、
同
欄

を
同
欄

と
し
、
そ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

10

13

法
第
二
十
四
条
の
二
の
規
定
に
基
づ
き
、
第
二
種
動
物
取
扱
業
の
届
出
を
受
理
す
る
こ
と
。

14

法
第
二
十
四
条
の
三
の
規
定
に
基
づ
き
、
第
二
種
動
物
取
扱
業
の
変
更
の
届
出
を
受
理
す

15
る
こ
と
。

別
表
第
二
地
方
行
政
機
関
の
表
保
健
所
長
の
項
第
十
三
号
委
任
事
務
の
欄
９
中
「
第
二
十
三
条

第
一
項
」
の
下
に
「
（
法
第
二
十
四
条
の
四
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
」
を
加
え
、
「
動

物
取
扱
業
者
」
を
「
第
一
種
動
物
取
扱
業
者
等
」
に
改
め
、
同
欄
９
を
同
欄

と
し
、
同
欄
８
中

12

「
基
づ
き
、
」
の
下
に
「
第
一
種
動
物
取
扱
業
者
の
」
を
加
え
、
同
欄
８
を
同
欄
９
と
し
、
そ
の
次

に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

法
第
二
十
二
条
の
六
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
犬
猫
等
販
売
業
者
の
犬
猫
等
の
種
類
ご

10
と
の
数
等
の
届
出
を
受
理
す
る
こ
と
。

法
第
二
十
二
条
の
六
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
犬
猫
等
販
売
業
者
に
対
し
て
、
期
間
を

11
指
定
し
て
、
獣
医
師
に
よ
る
検
案
を
受
け
、
犬
猫
等
の
検
案
書
等
を
提
出
す
べ
き
こ
と
を
命

ず
る
こ
と
。

別
表
第
二
地
方
行
政
機
関
の
表
保
健
所
長
の
項
第
十
三
号
委
任
事
務
の
欄
７
中
「
第
十
六
条
第

一
項
」
の
下
に
「
（
法
第
二
十
四
条
の
四
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
」
を
加
え
、
同
欄
７

を
同
欄
８
と
し
、
同
欄
６
中
「
動
物
取
扱
業
者
登
録
簿
」
を
「
第
一
種
動
物
取
扱
業
者
登
録
簿
」

に
改
め
、
同
欄
６
を
同
欄
７
と
し
、
同
欄
５
中
「
又
は
第
二
項
」
を
「
か
ら
第
三
項
ま
で
」
に
改

め
、
同
欄
５
を
同
欄
６
と
し
、
同
欄
４
中
「
、
第
十
四
条
第
三
項
及
び
第
十
九
条
第
二
項
」
を
「
及

び
第
十
四
条
第
四
項
」
に
改
め
、
同
欄
４
を
同
欄
５
と
し
、
同
欄
３
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

４

法
第
十
二
条
第
一
項
（
法
第
十
三
条
第
二
項
及
び
第
十
四
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る

場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
基
づ
き
、
登
録
を
拒
否
す
る
こ
と
。

別
表
第
二
地
方
行
政
機
関
の
表
保
健
所
長
の
項
第
十
三
号
専
決
事
項
の
欄
中

を

と
し
、

17

19

16

を

と
し
、

を

と
し
、
そ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

18

15

16

条
例
第
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
特
定
動
物
に
よ
る
事
故
の
届
出
を
受
理
す
る

17
こ
と
。

別
表
第
二
地
方
行
政
機
関
の
表
保
健
所
長
の
項
第
十
三
号
専
決
事
項
の
欄
中

を

と
し
、
４

14

15

か
ら

ま
で
を
５
か
ら

ま
で
と
し
、
同
欄
３
中
「
（
法
」
の
下
に
「
第
二
十
四
条
の
四
及
び
」
を

13

14

加
え
、
同
欄
３
を
同
欄
４
と
し
、
同
欄
２
中
「
第
二
十
四
条
第
一
項
」
の
下
に
「
（
法
第
二
十
四
条

の
四
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
」
を
加
え
、「
動
物
取
扱
業
者
」
を
「
第
一
種
動
物
取
扱



業
者
等
」
に
改
め
、
同
欄
２
を
同
欄
３
と
し
、
同
欄
１
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

２

法
第
十
九
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
十
二
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
処
分

を
通
知
す
る
こ
と
。

別
表
第
二
地
方
行
政
機
関
の
表
保
健
所
長
の
項
第
二
十
六
号
委
任
事
務
の
欄
３
を
削
り
、
同
項

第
二
十
八
号
委
任
事
務
の
欄
１
中
「
第
二
十
三
条
」
を
「
第
二
十
二
条
」
に
改
め
、
同
欄
７
中
「
第

三
十
三
条
の
四
第
五
項
」
を
「
第
三
十
三
条
の
七
第
五
項
」
に
改
め
、
同
欄
８
を
削
り
、
同
号
専

決
事
項
の
欄
３
中
「
第
二
十
三
条
」
を
「
第
二
十
二
条
」
に
、「
第
二
十
四
条
」
を
「
第
二
十
三
条
」

に
改
め
、
同
欄
８
中
「
第
三
十
三
条
第
四
項
」
を
「
第
三
十
三
条
第
七
項
」
に
改
め
、
同
項
第
三

十
三
号
委
任
事
務
の
欄
１
中
「
第
二
項
」
を
「
第
四
項
」
に
改
め
、
同
欄
５
中
「
第
十
条
」
を
「
第

十
条
第
一
項
」
に
改
め
、
「
含
む
。
）
」
の
下
に
「
又
は
第
二
項
」
を
加
え
、
同
欄

中
「
第
三
十
八

17

条
」
を
「
第
三
十
八
条
第
一
項
」
に
、
「
医
薬
品
の
販
売
業
（
配
置
販
売
業
を
除
く
。
）
」
を
「
店
舗

販
売
業
」
に
改
め
、
同
欄

を
削
り
、
同
欄

中
「
取
扱
処
方
せ
ん
数
」
を
「
総
取
扱
処
方
箋
数
」

24

23

に
改
め
、
同
欄

を
同
欄

と
し
、
同
欄
中

を

と
し
、

か
ら

ま
で
を

か
ら

ま
で
と

23

24

22

23

18

21

19

22

し
、

の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

17
法
第
三
十
八
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
卸
売

18
販
売
業
の
休
廃
止
等
の
届
出
を
受
理
す
る
こ
と
。

別
表
第
二
地
方
行
政
機
関
の
表
保
健
所
長
の
項
第
三
十
三
号
委
任
事
務
の
欄

を
削
り
、
同
欄

25

中
「
旧
施
行
規
則
」
を
「
改
正
省
令
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
施
行
規
則
」
に
改
め
、

26同
欄

を
同
欄

と
し
、
同
欄

か
ら

ま
で
を
削
り
、
同
号
専
決
事
項
の
欄
中

を

と
し
、

26

25

27

32

27

28

か
ら

ま
で
を

か
ら

ま
で
と
し
、
同
欄

中
「
基
づ
き
」
の
下
に
「
、
法
第
九
章
の
二
の

19

26

20

27

18

規
定
を
施
行
す
る
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
」
を
加
え
、「
物
を
発
見
し
た
場
合
に
お
い

て
、
こ
れ
ら
の
」
を
削
り
、
同
欄

を
同
欄

と
し
、
同
欄

中
「
第
四
条
第
二
項
」
を
「
第
四

18

19

17

条
第
四
項
」
に
改
め
、
同
欄

を
同
欄

と
し
、
同
欄
中

を

と
し
、
４
か
ら

ま
で
を
５
か

17

18

16

17

15

ら

ま
で
と
し
、
同
欄
３
中
「
第
六
十
九
条
第
三
項
」
を
「
第
六
十
九
条
第
四
項
」
に
改
め
、
同

16
欄
３
を
同
欄
４
と
し
、
同
欄
２
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

３

法
第
六
十
九
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
薬
局
開
設
者
に
対
し
、
必
要
な
報
告
を
さ
せ
、

又
は
当
該
職
員
に
、
薬
局
に
立
入
検
査
等
を
さ
せ
る
こ
と
。

別
表
第
二
地
方
行
政
機
関
の
表
家
畜
保
健
衛
生
所
長
の
項
第
三
号
委
任
事
務
の
欄
４
中
「
第
三

十
八
条
」
を
「
第
三
十
八
条
第
一
項
」
に
、「
医
薬
品
の
販
売
業
（
配
置
販
売
業
を
除
く
。
）
」
を
「
店

舗
販
売
業
」
に
改
め
、
同
欄
中

を

と
し
、
５
か
ら

ま
で
を
６
か
ら

ま
で
と
し
、
４
の
次

11

12

10

11

に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

５

法
第
三
十
八
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
卸
売

販
売
業
の
休
廃
止
等
の
届
出
を
受
理
す
る
こ
と
。

別
表
第
二
地
方
行
政
機
関
の
表
家
畜
保
健
衛
生
所
長
の
項
第
三
号
専
決
事
項
の
欄
１
中
「
第
六



十
九
条
第
三
項
」
を
「
第
六
十
九
条
第
四
項
」
に
改
め
る
。

別
表
第
二
地
方
機
関
の
表
パ
ス
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
所
長
の
項
委
任
事
務
の
欄
２
中
「
か
ら
第
三

項
ま
で
」
を
「
（
法
第
十
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
二
項
及
び
第
三
項
」

に
改
め
、
同
欄
中
４
を
削
り
、
５
を
４
と
し
、
６
か
ら
８
ま
で
を
５
か
ら
７
ま
で
と
し
、
同
表
動

物
指
導
セ
ン
タ
ー
所
長
の
項
第
二
号
事
務
の
種
類
の
欄
中
「
い
う
。
）
及
び
」
を
「
い
う
。
）
、
動
物

の
愛
護
及
び
管
理
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
及
び
」
に
改
め
、
同
号
委
任
事
務
の
欄
９
中
「
ね
こ
」

を
「
猫
」
に
改
め
、
同
欄
９
を
同
欄

と
し
、
同
欄
８
を
同
欄

と
し
、
同
欄
７
中
「
ね
こ
等
」

17

16

を
「
猫
等
」
に
改
め
、
同
欄
７
を
同
欄

と
し
、
同
欄
６
を
同
欄

と
し
、
同
欄
５
を
同
欄

と

15

14

10

し
、
そ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

法
第
三
十
七
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
犬
（
所
有
者
が
判
明
し
な
い
も
の
を
除
く
。
）

11
又
は
猫
の
引
取
り
等
に
際
し
て
、
必
要
な
指
導
及
び
助
言
を
行
う
こ
と
。

法
第
四
十
一
条
の
二
の
規
定
に
基
づ
き
、
獣
医
師
に
よ
る
通
報
を
受
理
す
る
こ
と
。

12

動
物
の
愛
護
及
び
管
理
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
第
十
二
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
苦
情
の

13
申
出
等
を
受
理
す
る
こ
と
。

別
表
第
二
地
方
機
関
の
表
動
物
指
導
セ
ン
タ
ー
所
長
の
項
第
二
号
委
任
事
務
の
欄
４
中
「
第
三

十
五
条
第
一
項
（
同
条
第
二
項
」
を
「
第
三
十
五
条
第
二
項
（
同
条
第
三
項
」
に
、「
ね
こ
」
を
「
猫
」

に
改
め
、
同
欄
４
を
同
欄
７
と
し
、
そ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

８

法
第
三
十
五
条
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
猫
の
所
有
者
を
発
見
し
、
返
還
す
る
と
と
も

に
、
所
有
者
の
発
見
が
で
き
な
い
犬
又
は
猫
等
に
つ
い
て
は
そ
の
飼
養
を
希
望
す
る
者
を
募

集
し
、
譲
り
渡
す
こ
と
。

９

法
第
三
十
五
条
第
五
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
市
町
村
の
長
に
対
し
、
犬
又
は
猫
の
引
取
り

に
関
し
、
必
要
な
協
力
を
求
め
る
こ
と
。

別
表
第
二
地
方
機
関
の
表
動
物
指
導
セ
ン
タ
ー
所
長
の
項
第
二
号
委
任
事
務
の
欄
３
中
「
第
二

十
五
条
第
三
項
」
を
「
第
二
十
五
条
第
四
項
」
に
改
め
、
同
欄
３
を
同
欄
４
と
し
、
そ
の
次
に
次

の
よ
う
に
加
え
る
。

５

法
第
三
十
五
条
第
一
項
（
同
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
基

づ
き
、
犬
（
所
有
者
が
判
明
し
な
い
も
の
を
除
く
。
）
又
は
猫
の
引
取
り
を
そ
の
所
有
者
等
か

ら
求
め
ら
れ
た
場
合
に
、
こ
れ
を
引
き
取
る
こ
と
。

６

法
第
三
十
五
条
第
一
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
基
づ
き
、
犬
又
は
猫
の
引
取
り
を
求
め
る
相

当
の
事
由
が
な
い
と
認
め
ら
れ
る
場
合
と
し
て
環
境
省
令
で
定
め
る
場
合
に
、
そ
の
引
取
り

を
拒
否
す
る
こ
と
。

別
表
第
二
地
方
機
関
の
表
動
物
指
導
セ
ン
タ
ー
所
長
の
項
第
二
号
委
任
事
務
の
欄
２
の
次
に
次

の
よ
う
に
加
え
る
。

３

法
第
二
十
五
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
環
境
省
令
で
定
め
る
事
態
を
生
じ
さ
せ
て
い



る
者
に
対
し
、
期
限
を
定
め
て
、
当
該
事
態
を
改
善
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
と
る
べ
き

こ
と
を
命
じ
、
又
は
勧
告
す
る
こ
と
。

別
表
第
二
地
方
機
関
の
表
動
物
指
導
セ
ン
タ
ー
所
長
の
項
第
二
号
専
決
事
項
の
欄
１
中
「
第
二

十
四
条
第
一
項
」
の
下
に
「
（
法
第
二
十
四
条
の
四
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
」
を
加
え
、

「
動
物
取
扱
業
者
」
を
「
第
一
種
動
物
取
扱
業
者
等
」
に
改
め
、
同
欄
２
中
「
（
法
」
の
下
に
「
第

二
十
四
条
の
四
及
び
」
を
加
え
、
同
表
県
土
整
備
事
務
所
長
の
項
第
一
号
委
任
事
務
の
欄

中
「
第

30

四
十
七
条
の
三
」
を
「
第
四
十
七
条
の
四
」
に
改
め
、
同
欄

中
「
第
四
十
七
条
の
四
」
を
「
第

31

四
十
七
条
の
五
」
に
改
め
、
同
欄

中
「
第
四
十
七
条
の
五
第
一
項
」
を
「
第
四
十
七
条
の
六
第

32

一
項
」
に
改
め
、
同
欄

中
「
第
四
十
七
条
の
五
第
三
項
」
を
「
第
四
十
七
条
の
六
第
三
項
」
に

33

改
め
、
同
欄

中
「
第
四
十
七
条
の
五
第
四
項
」
を
「
第
四
十
七
条
の
六
第
四
項
」
に
改
め
、
同

34

欄

中
「
第
四
十
七
条
の
五
第
五
項
」
を
「
第
四
十
七
条
の
六
第
五
項
」
に
改
め
、
同
欄

中
「
第

35

36

四
十
七
条
の
七
第
一
項
」
を
「
第
四
十
七
条
の
八
第
一
項
」
に
改
め
、
同
欄

中
「
第
四
十
七
条

37

の
七
第
二
項
」
を
「
第
四
十
七
条
の
八
第
二
項
」
に
改
め
、
同
項
第
七
号
委
任
事
務
の
欄
１
中
「
流

水
占
用
の
許
可
」
の
下
に
「
又
は
登
録
」
を
加
え
、
ソ
を
ツ
と
し
、
そ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え

る
。

ネ

法
第
九
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
く
地
方
公
共
団
体
等
が
委
託
を
受
け
た
事
項
に

つ
い
て
の
当
該
地
方
公
共
団
体
等
と
の
協
議

別
表
第
二
地
方
機
関
の
表
県
土
整
備
事
務
所
長
の
項
第
七
号
委
任
事
務
の
欄
１
中
レ
を
ソ
と

し
、
タ
を
レ
と
し
、
ヨ
を
タ
と
し
、
カ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ヨ

法
第
五
十
八
条
の
十
二
の
規
定
に
基
づ
く
河
川
協
力
団
体
の
行
う
業
務
に
つ
い
て
の
当

該
河
川
協
力
団
体
と
の
協
議

別
表
第
二
地
方
機
関
の
表
県
土
整
備
事
務
所
長
の
項
第
七
号
委
任
事
務
の
欄
５
中
「
第
二
十
二

条
の
二
第
二
項
」
を
「
第
二
十
二
条
の
三
第
二
項
」
に
改
め
、
同
欄
６
中
「
第
二
十
二
条
の
二
第

三
項
」
を
「
第
二
十
二
条
の
三
第
三
項
」
に
改
め
、
同
欄
９
中
「
１
の
レ
」
を
「
１
の
ソ
」
に
改

め
、
同
欄
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

施
行
令
第
十
六
条
の
十
二
の
規
定
に
基
づ
き
、
河
川
協
力
団
体
の
行
う
業
務
に
つ
い
て
、

21
当
該
河
川
協
力
団
体
と
協
議
す
る
こ
と
。

施
行
令
第
十
六
条
の
十
三
の
規
定
に
基
づ
き
、
地
方
公
共
団
体
等
が
委
託
を
受
け
た
事
項

22
に
つ
い
て
、
当
該
地
方
公
共
団
体
等
と
協
議
す
る
こ
と
。

別
表
第
二
地
方
機
関
の
表
県
土
整
備
事
務
所
長
の
項
第
二
十
八
号
委
任
事
務
の
欄
１
中
「
第
四

十
七
条
の
六
第
一
項
」
を
「
第
四
十
七
条
の
七
第
一
項
」
に
改
め
、
同
表
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
所

長
の
項
第
十
一
号
委
任
事
務
の
欄
中
９
を
削
り
、

を
９
と
し
、

か
ら

ま
で
を

か
ら

ま

10

11

14

10

13

で
と
し
、
同
項
第
十
六
号
事
務
の
種
類
の
欄
中
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
の
合
理
化
に
関
す
る
法
律
」

を
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
の
合
理
化
等
に
関
す
る
法
律
」
に
改
め
る
。



別
表
第
二
公
の
施
設
の
表
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
長
の
項
第
二
号
事
務
の
種
類
の
欄
中
「
実

施
」
を
「
施
行
」
に
改
め
、
同
号
委
任
事
務
の
欄
１
中
「
第
二
十
三
条
」
を
「
第
二
十
二
条
」
に

改
め
、
同
号
専
決
事
項
の
欄
３
中
「
第
二
十
三
条
」
を
「
第
二
十
二
条
」
に
、
「
第
二
十
四
条
」
を

「
第
二
十
三
条
」
に
改
め
、
同
表
高
等
技
術
専
門
校
長
の
項
第
一
号
委
任
事
務
の
欄
１
中
「
第
六

条
た
だ
し
書
」
を
「
第
九
条
た
だ
し
書
」
に
改
め
、
同
欄
２
中
「
第
七
条
第
一
項
」
を
「
第
十
条

第
一
項
」
に
改
め
、
同
欄
３
中
「
第
八
条
第
一
項
」
を
「
第
十
一
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
欄
４

中
「
第
八
条
第
一
項
第
一
号
」
を
「
第
十
一
条
第
一
項
第
一
号
」
に
改
め
、
同
欄
５
中
「
第
十
条
」

を
「
第
十
三
条
」
に
改
め
、
同
欄
６
中
「
第
十
二
条
」
を
「
第
十
五
条
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
規

定
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

一

別
表
第
二
地
方
機
関
の
表
県
土
整
備
事
務
所
長
の
項
第
一
号
及
び
第
二
十
八
号
の
改
正
規
定

道
路
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
三
十
号
）
附
則
第
一
条
た
だ

し
書
に
規
定
す
る
規
定
の
施
行
の
日

二

別
表
第
二
地
方
行
政
機
関
の
表
保
健
所
長
の
項
第
三
十
三
号
及
び
同
表
家
畜
保
健
衛
生
所
長

の
項
第
三
号
の
改
正
規
定

平
成
二
十
六
年
六
月
十
二
日

三

別
表
第
二
地
方
行
政
機
関
の
表
環
境
管
理
事
務
所
長
の
項
第
一
号
専
決
事
項
の
欄

の
改
正

14

規
定

大
気
汚
染
防
止
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
五
十
八
号
）
の

施
行
の
日

四

別
表
第
二
地
方
行
政
機
関
の
表
福
祉
事
務
所
長
の
項
第
一
号
の
改
正
規
定

平
成
二
十
六
年

七
月
一
日



規 
 

則 

 

知
事
の
権
限
に
属
す
る
事
務
の
一
部
を
埼
玉
県
教
育
委
員
会
に
委
任
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正

す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

  
 

平
成
二
十
六
年
三
月
二
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

  
 

 

知
事
の
権
限
に
属
す
る
事
務
の
一
部
を
埼
玉
県
教
育
委
員
会
に
委
任
す
る
規
則
の
一
部
を

改
正
す
る
規
則 

 

知
事
の
権
限
に
属
す
る
事
務
の
一
部
を
埼
玉
県
教
育
委
員
会
に
委
任
す
る
規
則
（
昭
和
五
十
二

年
埼
玉
県
規
則
第
六
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

第
三
号
イ
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

 
 

イ 

第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
授
業
料
を
徴
収
す
る
月
及
び
当
該
月
の
授
業
料
を
徴

収
す
る
日
を
定
め
る
こ
と
。 

 
 

 

附 

則 

 

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

埼
玉
県
規
則
第
三
十
四
号



規 
 

則 

 
地
方
公
営
企
業
法
第
三
十
九
条
第
二
項
に
規
定
す
る
知
事
が
定
め
る
職
を
指
定
す
る
規
則
の
一

部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

  
 

平
成
二
十
六
年
三
月
二
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

  
 

 

地
方
公
営
企
業
法
第
三
十
九
条
第
二
項
に
規
定
す
る
知
事
が
定
め
る
職
を
指
定
す
る
規
則

の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

 

地
方
公
営
企
業
法
第
三
十
九
条
第
二
項
に
規
定
す
る
知
事
が
定
め
る
職
を
指
定
す
る
規
則
（
昭

和
四
十
年
埼
玉
県
規
則
第
七
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

第
四
号
中
「
精
神
保
健
指
導
幹
」
の
下
に
「
、
副
室
長
」
を
、
「
感
染
症
対
策
部
長
」
の
下
に

「
、
通
院
治
療
部
長
」
を
加
え
る
。 

 
 

 

附 

則 

 

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
四
号
の
改
正
規
定
（
「
感

染
症
対
策
部
長
」
の
下
に
「
、
通
院
治
療
部
長
」
を
加
え
る
部
分
に
限
る
。
）
は
、
公
布
の
日
か

ら
施
行
す
る
。 

埼
玉
県
規
則
第
三
十
五
号



規 
 

則 

地
方
公
営
企
業
法
第
十
五
条
第
一
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
職
員
を
定
め
る
規
則
の
一
部
を
改

正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

  
 

平
成
二
十
六
年
三
月
二
十
八
日 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

 

地
方
公
営
企
業
法
第
十
五
条
第
一
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
職
員
を
定
め
る
規
則
の
一
部

を
改
正
す
る
規
則 

地
方
公
営
企
業
法
第
十
五
条
第
一
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
職
員
を
定
め
る
規
則
（
平
成
十
四

年
埼
玉
県
規
則
第
六
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

第
二
条
第
一
号
中
「
、
参
事
」
及
び
「
、
研
究
室
長
」
を
削
り
、
「
部
長
」
の
下
に
「
、
医
療

安
全
管
理
室
長
、
副
室
長
、
地
域
医
療
連
携
室
長
、
感
染
症
対
策
部
長
、
治
験
管
理
室
長
、
地
域

連
携
・
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
長
、
所
長
、
通
院
治
療
部
長
」
を
加
え
、
「
、
主
幹
（
同
給
料
表
（
一
）

の
職
に
限
る
。
）
」
を
削
り
、
同
条
第
二
号
中
「
主
幹
」
を
「
主
席
主
幹
、
主
幹
及
び
主
任
研
究

員
」
に
改
め
る
。 

附 

則 

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
二
条
第
一
号
の
改
正

規
定
中
「
、
参
事
」
及
び
「
、
研
究
室
長
」
を
削
る
部
分
及
び
「
部
長
」
の
下
に
「
、
医
療
安
全

管
理
室
長
、
副
室
長
、
地
域
医
療
連
携
室
長
、
感
染
症
対
策
部
長
、
治
験
管
理
室
長
、
地
域
連
携
・

相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
長
、
所
長
、
通
院
治
療
部
長
」
を
加
え
る
部
分
（
「
、
副
室
長
」
に
係
る
部

分
を
除
く
。
）
並
び
に
同
条
第
二
号
の
改
正
規
定
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

埼
玉
県
規
則
第
三
十
六
号



規 
 

則 

埼
玉
県
庁
舎
管
理
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

   
 

平
成
二
十
六
年
三
月
二
十
八
日 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

 

埼
玉
県
庁
舎
管
理
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

埼
玉
県
庁
舎
管
理
規
則
（
昭
和
四
十
二
年
埼
玉
県
規
則
第
四
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。 

別
表
浦
和
大
久
保
合
同
庁
舎
の
項
を
削
る
。 

附 

則 

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

埼
玉
県
規
則
第
三
十
七
号



規 
 

則 

行
旅
病
人
及
行
旅
死
亡
人
取
扱
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

   
 

平
成
二
十
六
年
三
月
二
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 

  
 

 

行
旅
病
人
及
行
旅
死
亡
人
取
扱
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

 

行
旅
病
人
及
行
旅
死
亡
人
取
扱
法
施
行
細
則
（
昭
和
三
十
四
年
埼
玉
県
規
則
第
八
号
）
の
一
部

を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

「 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
」 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

に
改
め
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

」 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

に
改
め
る
。 

 
 

 

附 

則 

 

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

 

様
式
第
一
号
中
「 

 
 

」
を
「 

 

」
に
、 

あ
て
先
 
宛
先
 

１
 
本
籍
（
外
国
人
の
場
合
は
、
国
籍
・
在
 

住
所
又
は
居
所
 

留
資
格
、
外
国
人
登
録
証
明
書
番
号
及
び
旅
券
番
号
）
及
び
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

を 「
１
 
本
籍
（
外
国
人
の
場
合
 

は
、
国
籍
及
び
在
留
資
格
）
及
び
住
所
又
は
居
所
」
 

 

様
式
第
一
号
の
二
中
「 

 
 

」
を
「 

 

」
に
、 

あ
て
先
 
宛
先
 
１
 
本
籍
（
外
国
人
の
場
合
は
、
国
籍
、
 

び
住
所
又
は
居
所
 

在
留
資
格
、
外
国
人
登
録
証
明
書
番
号
及
び
旅
券
番
号
）
及
 

を 「
１
 
本
籍
（
外
国
人
の
場
合
 

は
、
国
籍
及
び
在
留
資
格
）
及
び
住
所
又
は
居
所
」
 

「
 

埼
玉
県
規
則
第
三
十
八
号



規 
 

則 

 
障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
施
行
細
則
の
一
部
を

改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

  
 

平
成
二
十
六
年
三
月
二
十
八
日 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

  
 

 

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
施
行
細
則
の
一

部
を
改
正
す
る
規
則 

 

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
施
行
細
則
（
平
成
十

八
年
埼
玉
県
規
則
第
五
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 
 

 
 

 
 

 

「 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

「 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

」 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

」 
 

 
 

 
 

 

 
 

 

附 

則 

１ 

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

２ 

改
正
前
の
障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
施
行
細

則
に
定
め
る
様
式
に
よ
る
用
紙
は
、
当
分
の
間
、
所
要
の
調
整
を
し
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き

る
。 

□
自
立
訓
練
（
生
活
訓
練
）
 
 
□
共
同
生
活
援
助
（
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
）
 

□
居
宅
介
護
（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
）
 
 
□
訪
問
指
導
 
 
□
そ
の
他
の
障
害
 

様
式
第
二
号
中 

 
 
□
共
同
生
活
介
護
（
ケ
ア
ホ
ー
ム
）
 

福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

を 
□
自
立
訓
練
（
生
活
訓
練
）
 
 
□
 

□
訪
問
指
導
 
 
□
そ
の
他
の
障
害
 

共
同
生
活
援
助
（
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
）
 
 
□
居
宅
介
護
（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
）
 

福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

に
改
め
る
。 

埼
玉
県
規
則
第
三
十
九
号



規 
 

則 

 
児
童
福
祉
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

   
 

平
成
二
十
六
年
三
月
二
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

  
 

 

児
童
福
祉
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

 

児
童
福
祉
法
施
行
細
則
（
昭
和
四
十
二
年
埼
玉
県
規
則
第
五
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。 

 

第
二
十
八
条
第
一
項
中
「
知
事
は
、
福
祉
事
務
所
長
が
」
を
「
福
祉
事
務
所
長
は
、
」
に
改
め

る
。 

 

別
表
第
一
の
備
考
２
及
び
別
表
第
二
の
備
考
２
中
「 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

」
を

「 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

」
に
、
「 

 
 

 
 

 
 

 

」
を
「 

 
 

 
 

 

 
 

 

」
に
、
「 

 
 

 
 

 

」
を
「 

 
 

 
 

 
 

 
」
に
、
「 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

」
を
「 

 
 

」
に
改
め
る
。 

 

様
式
第
八
号
の
二
中
「 

 
 

 
 

 
 

」
を
「 

 
 

 
 

 
 

」
に
改
め
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

「 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

「 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

」 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

」 

に
改
め
る
。 

 
 

 

附 

則 

１ 

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

２ 

改
正
前
の
児
童
福
祉
法
施
行
細
則
に
定
め
る
様
式
に
よ
る
用
紙
は
、
当
分
の
間
、
所
要
の
調

整
を
し
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

第
３
項
 

第
４
１
条
第
１
項
か
ら
第
３
項
ま
で
 

第
４
１
条
第
１
項
、
第
２
項
及
び
第
６
項
 

第
４
項
及
び
第
５
項
 
第
５
項
及
び
 

第
６
項
 

及
び
第
２
項
、
 
及
び
第
３
項
並
び
に
 

条
の
１
９
の
５
第
１
項
 

（
宛
先
）
 

埼
玉
県
知
事
 

（
宛
先
）
 

埼
玉
県
 
 
 
福
祉
事
務
所
長
 

を 

様
式
第
四
十
八
号
中 

第
２
項
並
び
に
第
４
１
 

指
定
事
業
者
番
号
 
指
定
事
業
所
番
号
 

埼
玉
県
規
則
第
四
十
号



規 
 

則 

精
神
保
健
及
び
精
神
障
害
者
福
祉
に
関
す
る
法
律
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ

に
公
布
す
る
。 

  
 

平
成
二
十
六
年
三
月
二
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 

 

精
神
保
健
及
び
精
神
障
害
者
福
祉
に
関
す
る
法
律
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

 

精
神
保
健
及
び
精
神
障
害
者
福
祉
に
関
す
る
法
律
施
行
細
則
（
昭
和
四
十
二
年
埼
玉
県
規
則
第

六
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

第
一
条
中
「
第
二
十
三
条
第
二
項
」
を
「
第
二
十
二
条
第
二
項
」
に
改
め
る
。 

 

第
十
三
条
中
「
同
条
第
一
項
」
の
下
に
「
又
は
第
三
項
」
を
加
え
、
「
、
同
条
第
二
項
の
規
定

に
よ
る
措
置
に
係
る
も
の
に
あ
つ
て
は
様
式
第
十
六
号
の
入
院
届
に
よ
り
」
を
削
り
、
「
様
式
第

十
七
号
又
は
様
式
第
十
八
号
」
を
「
様
式
第
十
六
号
」
に
、
「
様
式
第
十
九
号
」
を
「
様
式
第
十

七
号
」
に
改
め
る
。 

 

第
十
四
条
中
「
様
式
第
二
十
号
」
を
「
様
式
第
十
八
号
」
に
改
め
る
。 

 

第
十
五
条
中
「
第
三
十
三
条
の
四
第
五
項
」
を
「
第
三
十
三
条
の
七
第
五
項
」
に
、
「
様
式
第

二
十
一
号
」
を
「
様
式
第
十
九
号
」
に
、
「
様
式
第
二
十
二
号
」
を
「
様
式
第
二
十
号
」
に
改
め

る
。 

 

第
十
六
条
中
「
様
式
第
二
十
三
号
」
を
「
様
式
第
二
十
一
号
」
に
、
「
様
式
第
二
十
四
号
」
を

「
様
式
第
二
十
二
号
」
に
改
め
る
。 

 

第
十
七
条
中
「
様
式
第
二
十
五
号
」
を
「
様
式
第
二
十
三
号
」
に
改
め
る
。 

 

第
十
八
条
中
「
様
式
第
二
十
六
号
」
を
「
様
式
第
二
十
四
号
」
に
改
め
る
。 

 

第
十
九
条
中
「
様
式
第
二
十
七
号
」
を
「
様
式
第
二
十
五
号
」
に
改
め
る
。 

 

第
二
十
条
第
一
項
中
「
様
式
第
二
十
八
号
」
を
「
様
式
第
二
十
六
号
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項

中
「
様
式
第
二
十
九
号
」
を
「
様
式
第
二
十
七
号
」
に
改
め
る
。 

 

第
二
十
一
条
第
一
項
中
「
様
式
第
三
十
号
」
を
「
様
式
第
二
十
八
号
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項

中
「
様
式
第
三
十
一
号
」
を
「
様
式
第
二
十
九
号
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
様
式
第
三
十
二

号
」
を
「
様
式
第
三
十
号
」
に
改
め
る
。 

 

第
二
十
二
条
第
一
項
中
「
様
式
第
三
十
三
号
」
を
「
様
式
第
三
十
一
号
」
に
改
め
、
同
条
第
三

項
中
「
様
式
第
三
十
四
号
」
を
「
様
式
第
三
十
二
号
」
に
改
め
る
。 

第
二
十
三
条
中
「
様
式
第
三
十
五
号
」
を
「
様
式
第
三
十
三
号
」
に
改
め
る
。 

第
二
十
四
条
中
「
様
式
第
三
十
六
号
」
を
「
様
式
第
三
十
四
号
」
に
改
め
る
。 

第
二
十
五
条
中
「
様
式
第
三
十
七
号
」
を
「
様
式
第
三
十
五
号
」
に
改
め
る
。 

埼
玉
県
規
則
第
四
十
一
号



  
「 

     

様
式
第
二
号
中
「 

 
 

」
を
「 

 

」
に
、 

 
 

 
 

 
 

 

を 

   

改
め
る
。 

 

様
式
第
五
号
（
表
）
中
「 

 
 

 

」
を
「 

 
 

 

」
に
、「 

 
 

 
 

」
を
「 

 
 

 

」

に
、「 

 
 

 

」
を
「 

 
 

 

」
に
、「 

 
 

 
 

 
」
を
「 

 
 

 

」
に
、「 

 
 

を 
 

 
 

 
 

に
改
め
る
。 

 
 

 
 

 
  

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

     
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

   
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

   

     
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
      

様
式
第
十
号
中
「 

 
 

 

」
を
「 

 
 

」
に
、 
 

宛
先
 

第
２
３
条
 
第
２
２
条
 

第
２
３
条
 

第
２
４
条
 
第
２
５
条
の
２
 
第
２
５
条
 

あ
て
先
 

第
２
２
条
 

第
２
５
条
 

」
に
改
め
る
。

第
２
４
条
 
第
２
３
条
 

明
治
・
大
正
・
昭
和
・
平
成
 

 
 
 
年
 
 
月
 
 
日
生
（
 
 
 

様
式
第
七
号
中 

を 

」 

「 

に
、

」 

「 

を 

」 

に
改
め
る
。 

」 

氏
 
 
 
  名
（
自
署
又
は
記
名
押
印
）
 

本
人
と
の
関
係
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

生
年
月
日
 
 
 
 
年
 
 
月
 
 
日
」
 

」
を
「 

あ
て
先
 
宛
先
 

「 

」 

」 

「 

 家
 
族
 
等
 

保
 
護
 
者
 

 
又
 
は
 
 

扶
養
義
務
者
 

立
会
っ
 に 

た
」
 
「
立
ち
会
つ
た
」
 

「 
 
氏
 
 
 
名
 

 
氏
 
 
 
名
 

明
治
・
大
正
・
昭
和
・
平
成
 

 
 
 
年
 
 
月
 
 
日
生
（
 
 
 

 
 
歳
）
 

 

男
・
女
 

 
 
歳
）
 

 

8
 
 
障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
に
規
定
す
る
 

 
 
 
 

 
□
自
立
訓
練
（
生
活
訓
練
）
 
 
□
共
同
生
活
援
助
（
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
）
 
 
□
共
同
 

 
□
居
宅
介
護
（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
）
 
 
□
訪
問
指
導
 
 
□
生
活
保
護
 
 
□
そ
の
他
の
 

様
式
第
一
号
中
「 

」
を
「 

」
に
、 

氏
 
 
 
  名
 
 
 
 
 
 
 
 
印
 

本
人
と
の
関
係
 

「 

」 

を 

に
、
「 

あ
て
先
 
宛
先
 

定
す
る
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
の
現
在
の
利
用
状
況

□
居
宅
介
護
（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
）
 

 
 
）
 

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
の
現
在
の
利
用
状
況
 

 
 
生
活
介
護（
ケ
ア
ホ
ー
ム
）

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
（
 
 
 
 
）

「 
8
 
 
障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
に
規
 

 
 
 
 

 
□
自
立
訓
練
（
生
活
訓
練
）
 
 
□
共
同
生
活
援
助
（
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
）
 
 
 

 
□
訪
問
指
導
 
 
□
生
活
保
護
 
 
□
そ
の
他
の
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
（
 
 
 
 
 
 
 

「 

保
 護
 者
 
住
所
 

氏
名
 



  
 
      
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

に
改
め
る
。 

 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

」 
  

様
式
第
十
二
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

         
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

     
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

              

」 

を 

転
院
予
定
年
月
日
 

年
 
 
月
 
 
日
 

「 

年
 
 
月
 
 
日
 

転
院
予
定
年
月
日
 



様式第１２号（第１０条関係） 
措置入院者の症状消退届  

                          年  月  日  
  （宛先） 

        埼玉県知事  
所 在 地            
病 院 名            
管 理 者 名        印   

  下記の措置入院者について措置症状が消退したと認められるので、精神保健及び精神

障害者福祉に関する法律第２９条の５の規定により届け出ます。 

 

措 置 入 院 者 

フリガナ  
生年月日 年  月  日生 

（ 満   歳 ）   

  

措 置 年 月 日       年  月  日 

病     名 
１ 主たる精神障害 

ICD ｶﾃｺﾞﾘｰ（  ）   

２ 従たる精神障害 

ICD ｶﾃｺﾞﾘｰ（  ） 
３ 身体合併症 

入院以降の病状又は

状態像の経過 
措置症状消退と関連

して記載すること。 

 

措置症状の消退を認め

た精神保健指定医氏名 
         

措置解除後の処置に

関する意見 

１ 入院継続（任意入院・医療保護入院・他科）   

２ 通院医療  ３ 転医  ４ 死亡   

５ その他（           ） 

退院後の帰住先 
１ 自宅（（１）家族と同居、（２）単身）  ２ 施設    

３ その他（              ） 

帰住先の住所   

訪問指導等に関する意

見  

障害福祉サービス等の 

活用に関する意見 （主治医氏名          ） 

 

記 載 上 の 留 意 事 項 

 １      内は、精神保健指定医の診察に基づいて記載すること。 
 ２ 措置症状の消退を認めた精神保健指定医氏名の欄は、精神保健指定医自身が署名 

  すること。 
 ３ 選択肢の欄は、それぞれ該当する算用数字等を○で囲むこと。 

署名  

（ 男・女 ） 氏名 

住所 



 

様
式
第
十
五
号
（
表
）
中
「 

 
 

」
を
「 

 

」
に
、
「 

 
 
 

」
を
「 

 
 
 

」
に
、 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 

     
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   

   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

を 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

に
改
め
、
同
様
式
（
裏
）
記
載
上
の
留
意
事
項
２
中
「 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

」
及
び
「 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

」 

 
 

」
を
「 

 
 
 
 
 
 
 

」
に
改
め
、
同
様
式
（
裏
）
記
載
上
の
留
意
事
項
中
10
を
11
と

し
、
９
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。 

   

様
式
第
十
六
号
を
削
る
。 

様
式
第
十
七
号
（
表
）
中
「 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

」
を
「 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

」
に
、「 
 
 

」
を
「 

 

」
に
、 

   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

      
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

「 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

に
、 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

を 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

に
改
め
、
同
様
式
（
裏
）
記
載
上
の
留
意
事
項
２
中
「 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 
 
 
 
 
 

」
及
び
「 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

」
を
削
り
、
同
様
式
（
裏
）
記
載 

上
の
留
意
事
項
９
及
び
10
中
「 

 
 

」
を
「 

 
 
 
 
 
 
 

」
に
改
め
、
同
様
式
を
様
式

第
十
六
号
と
し
、
同
様
式
の
次
に
次
の
一
様
式
を
加
え
る
。 

あ
て
先
 
宛
先
 

保
護
者
の

家
族
等
の
 

法
第
３
３
条
第
２
項
又
は
 

護
者
 
同
意
を
し
た
家
族
等
 

10 
提
出
に
当
た
つ
て
は
、
推
定
さ
れ
る
医
療
保
護
入
院
に
よ
る
入
院
期
間
及
び
選
任
さ
れ
た
 

 
退
院
後
生
活
環
境
相
談
員
を
記
載
し
た
医
療
法
施
行
規
則
第
１
条
の
５
に
規
定
す
る
入
院
診
 

 
療
計
画
書
の
写
し
を
添
付
す
る
こ
と
。
 

の
入
院
届
（
法
第
３
３
条
第
１
項
）
 

項
・
第
４
項
又
は
第
３
３
条
第
３
項
・
第
４
項
）
の
入
院
届
 

保
護
者
 

条
第
２
項
又
は
 

同
意
を
し
た
家
族
等
 

「
保
護
者
の
」
 

 
家
族
等
の
 

あ
て
先

宛
先
 「
法
 

第
３
３
条
第
２
項
入
院
」
又
は
 

「
法
第
３
３
条
第
２
項
入
院
」
又
は
 

「 

」 

「 

」 

（
法
第
３
３
条
第
１
 

「 

」 

」 

「 

法
第
３
３
 

 

を 

に
、 

」 

配
偶
者
 
３
 
親
権
を
行
う
者
 

（
選
任
年
月
日
 
 
 
年
 
 
月
 
 
日
）

 
 
）
 

１
 
配
偶
者
 
２
 
父
母
（
親
権
者
で
 
あ
る
・
な
い
）
 
３
 
祖
父
母
等
 

４
 
子
・
孫
等
 
５
 
兄
弟
姉
妹
 
６
 
後
見
人
又
は
保
佐
人
 

７
 
家
庭
裁
判
所
が
選
任
し
た
扶
養
義
務
者
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
選
任
年
月
日
 
 
 
 
 
年
 
 
月
 
 
日
）

８
 
市
町
村
長
 

」 
 

 

を
「 

 

」
に
、 

 

を 

」 

「 
１
 
後
見
人
又
は
保
佐
人
 
２
 
配
偶
者
 
３
 
親
権
を
行
う
者
 

４
 
家
庭
裁
判
所
が
選
任
し
た
者
（
選
任
年
月
日
 
 
 
年
 
 
月
 
 
日
）

５
 
そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

 
あ
る
・
な
い
）
 
３
 
祖
父
母
等
 

 
後
見
人
又
は
保
佐
人
 
 

務
者
 

（
選
任
年
月
日
 
 
年
 
 
月
 
 
日
）
 

 

」 

「
保
 

」
を
削
り
、
同
様
式
（
裏
）
記
載
上
の
留
意
事
項
８
及
び
９
中 

「 

１
 
配
偶
者
 
２
 
父
母
（
親
権
者
で
 
 

４
 
子
・
孫
等
 
５
 
兄
弟
姉
妹
 
６
 
 

７
 
家
庭
裁
判
所
が
選
任
し
た
扶
養
義
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

８
 
市
町
村
長
 

１
 
後
見
人
又
は
保
佐
人
 
２
 
 

４
 
家
庭
裁
判
所
が
選
任
し
た
者
 

５
 
そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
 
 

「 

保
 
 
護
 
 
者
 

保
 
 
護
 
 
者
 

同
意
を
し
た
家
族
等
 

同
意
を
し
た
家
族
等
 



様式第１７号（第１３条関係） 

同  意  書 

 

 １ 医療保護入院の同意の対象となる精神障害者本人 

 

 

〒 

フリガナ  

  

生年月日   年  月  日 

 

 ２ 医療保護入院の同意者の申告事項 

 

 

〒 〒 

フリガナ   

   

生年月日  年   月   日  年   月   日 

本人との関係  

１ 配偶者  ２ 父母（親権者で ある・ない）  ３ 祖父母等  ４ 子・孫等  

５ 兄弟姉妹  ６ 後見人又は保佐人   

７ 家庭裁判所が選任した扶養義務者（        ） 

                         （選任年月日  年  月  日） 

なお、以下のいずれにも該当しないことを申し添えます。 

①本人と訴訟をした者又は本人と訴訟をした者の配偶者若しくは直系血族 ②家庭

裁判所で免ぜられた法定代理人、保佐人又は補助人 ③成年被後見人又は被保佐人 

④未成年者 

    ※親権者が両親の場合は、両親とも署名の上記載してください。 

 

    以上について、事実と相違ないことを確認した上で、同意の対象となる精神障 

   害者本人を貴病院に入院させることに同意します。 

 

病院管理者 様 

                                           年   月   日  

                       氏名            印 

                       氏名            印

住  所 

氏  名  

住  所 

氏  名  



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

様
式
第
十
八
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

    



                   

 

ﾌﾘｶﾞﾅ  生年

月日 

 

    年  月  日生 

  （満  歳） 

住所  

      年  月  日 

      年  月  日 

 １ 主たる精神障害 

ICDｶﾃｺﾞﾘｰ(      )

２ 従たる精神障害 

ICDｶﾃｺﾞﾘｰ(      ) 

３ 身体合併症 

 １ 入院継続（任意入院・措置入院・他科）  ２ 通院医療 

３ 転医  ４ 死亡  ５ その他（           ） 

退院後の帰住先 １ 自宅 （（１）家族と同居、（２）単身 ）   ２  施設    ３  その他 （   ） 

  

 

 

障害福祉サービ

ス等の活用に関

する意見 （主治医氏名          ） 

様式第１８号（第１４条関係）          

医 療 保 護 入 院 者 の 退 院 届  

      年  月  日  

  （宛先）  

       埼玉県知事      

病 院 名           

所 在 地           

 管理者氏名         印  

  下記の医療保護入院者が退院したので、精神保健及び精神障害者福祉に関する法律第３

３条の２の規定により届け出ます。 

 

  

          

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

記 載 上 の 留 意 事 項 

 １ 入院年月日の欄は、法第３３条第１項又は第３項による医療保護入院の年月日を記載

すること。 

 ２ 選択肢の欄は、それぞれ該当する算用数字等を○で囲むこと。 

 

（ 男・女 ） 
医 療 保 護 

入 院 者 

入 院 年 月 日 

退 院 年 月 日 

病 名 

退 院 後 の 処 置 

帰 住 先 の 住 所 

訪問指導等に 

関 す る 意 見 

氏名 



 

様
式
第
十
九
号
及
び
様
式
第
二
十
号
を
削
る
。 

 
様
式
第
二
十
一
号
（
表
）
中
「 

 
 

」
を
「 

 

」
に
、「 

 
 
 

」
を
「 

 
 

」
に
改

め
、
同
様
式
を
様
式
第
十
九
号
と
す
る
。 

 

様
式
第
二
十
二
号
（
表
）
中
「 

 
 
 
 
 
 
 
 

」
を
「 

 
 
 
 
 
 
 
 

」
に
、 

 
 
 

「 
 
 

」
を
「 

 

」
に
、「 

 
 
 
 

」
を
「 

 
 
 

」
に
改
め
、
同
様
式
を
様
式
第
二

十
号
と
す
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

      
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   
 
 
 
 
 
 
 

              
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

を 
      
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

」 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

に
改
め
、
同
様
式
（
裏
）
記
載 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

」 

上
の
留
意
事
項
２
中
「 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

」
及
び
「 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

」

を
削
り
、
同
様
式
（
裏
）
記
載
上
の
留
意
事
項
４
中
「 

 

」
を
「 

 
 

」
に
改
め
、
同
様
式

（
裏
）
記
載
上
の
留
意
事
項
中
11
及
び
12
を
削
り
、
13
を
11
と
し
、
同
様
式
を
様
式
第
二
十
一

号
と
す
る
。 

 

様
式
第
二
十
四
号
（
表
）
中
「 

 
 

」
を
「 

 

」
に
、
「 

 
 
 
 
 
 
 

」
を
「 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「 

あ
て
先
 
宛
先
 
保
護
者
等
 
家
族
等
 

あ
て
先
 
宛
先
 

第
３
３
条
の
７
第
２
項
 

第
３
３
条
の
４
第
２
項
 

保
護
者
等
の
 
家
族
等
の
 

「
宛
先
」
 

「
あ
て
先
」
 

署
名
 

診
察
し
た
精
神
 

保
健
指
定
医
氏
名
 

法
第
３
３
条
第
２
項
又
は
 
「
法
第
３
３
条
第
２
項
入
院
」
又
は

あ
て
先
 
宛
先
 

「
理
由
を
記
載
す
る
こ
と
。」
 

「 

様
式
第
二
十
三
号
（
表
）
中 
を 

に
、 

法
第
３
３
条
第
１
項
 
法
 

第
３
３
条
第
１
項
又
は
第
３
項
」

「 

１
 
後
見
人
又
は
保
佐

４
 
家
庭
裁
判
所
が
選

５
 
そ
の
他
（
 
 
 

保
 
護
 
者

住
 
所
 

署
名
 

診
察
し
た
精
神
 

保
健
指
定
医
氏
名
 

氏
 
名
 

（
男
・
女
）

名
 

人
 
２
 
配
偶
者
 
３
 
親
権
を
行
う
者
 

任
し
た
者
（
選
任
年
月
日
 
 
 
年
 
 
月
 
 
日
）
 

 
 
 
 
 
 
 
）
 

（
男
・
女
）

続
柄

続
柄

生
年
月
日
 

年
 
月
 
日
生
 

年
 
月
 
日
生
 

新
に
 
新
た
に

「
理
由
」
 

に
、 

を 

に
、 

今
後
の
治
療
 

る
こ
と
。（
患

や
治
療
へ
の
 

め
の
取
組
に
 

方
針
を
記
載
す
 

者
本
人
の
病
識
 

 

今
後
の
治
療
方
 

の
病
識
や
治
療
 

 



  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

                                    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

       
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 

   

め
、
同
様
式
（
裏
）
記
載
上
の
留
意
事
項
２
中
「 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

」
及
び 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

」
を
削
り
、
同
様
式
（
裏
）
記
載
上
の
留
意
事
項
４
中
「 

 

」
を
「 

 
 

」
に
改
め
、
同
様
式
（
裏
）
記
載
上
の
留
意
事
項
中
９
及
び
10
を
削
り
、
８
を
10
と
し
、
７

を
９
と
し
、
６
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
、
同
様
式
を
様
式
第
二
十
二
号
と
す
る
。 

       

法
第
３
３
条
第
２
項
又
は
 
「「
法
第
３
３
 

７
 
入
院
後
の
診
察
に
よ
り
精
神
症
状
が
重
症
で
あ
つ
て
、
か
つ
、
慢
性
的
な
症
状
を
呈
す
る
 

 
こ
と
に
よ
り
入
院
の
継
続
が
明
ら
か
に
必
要
な
病
状
で
あ
る
こ
と
等
に
よ
り
１
年
以
上
の
入
 

 
院
が
必
要
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
に
は
、「
過
去
１
２
か
月
間
の
治
療
の
内
容
と
、
そ
の
 

 
結
果
及
び
通
院
又
は
任
意
入
院
に
変
更
で
き
な
か
つ
た
理
由
」
の
欄
に
そ
の
旨
を
記
載
す
る
 

 
こ
と
。
 

８
  「
退
院
に
向
け
た
取
組
の
状
況
（
選
任
さ
れ
た
退
院
後
生
活
環
境
相
談
員
と
の
相
談
状
況
、

 
地
域
援
助
事
業
者
の
紹
介
状
況
、
医
療
保
護
入
院
者
退
院
支
援
委
員
会
で
決
定
し
た
推
定
さ
 

 
 
 
 

」 「 

」
 

を 
意
欲
を
得
る
た
 

つ
い
て
）
 

針
（
患
者
本
人
 

へ
の
意
欲
を
得
 

に
つ
い
て
）
 

取
組
の
状
況
 

退
院
後
生
活
 

の
相
談
状
況
、
 

者
の
紹
介
状
 

入
院
者
退
院
 

決
定
し
た
推
 

期
間
等
に
つ
 

 
」
 に

、 

「
 

」
 を 

署
名
 

診
察
し
た
精
神
 

保
健
指
定
医
氏
名
 

に
改 

条
第
２
項
入
院
」
又
は
 

（
男
・
女
）

（
男
・
女
）
 

１
 
後
見
人
又
は
保
佐
人
 
２
 
配
偶
者
 
３
 
親
権
を
行
う
者
 
 

４
 
家
庭
裁
判
所
が
選
任
し
た
者
（
選
任
し
た
者
（
選
任
年
月
日
 
 
 
年
 
 
月
 
 
日
）
 

５
 
そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
 
）
 

住
所

氏
名

署
名
 

神名

続
 
柄
 

続
 
柄
 
生
年
月
日
 

年
 
 
月
 
 
日
生
 

年
 
 
月
 
 
日
生
 

保
 護
 者
 

診
察
し
た
精

保
健
指
定
医
氏
名

新
に
 
新
 

た
に
 

退
院
に
向
け
た
 

（
選
任
さ
れ
た
 

環
境
相
談
員
と
 

地
域
援
助
事
業
 

況
、
医
療
保
護
 

支
援
委
員
会
で
 

定
さ
れ
る
入
院
 

い
て
）
 

る
た
め
の
取
組
 

 

選
任
さ
れ
た
退
院
後
生
活
環
境
相
談
員
 



          

様
式
第
二
十
五
号
を
様
式
第
二
十
三
号
と
し
、
様
式
第
二
十
六
号
を
様
式
第
二
十
四
号
と
し
、

様
式
第
二
十
七
号
を
様
式
第
二
十
五
号
と
す
る
。 

   

様
式
第
二
十
八
号
中
「 

 
 

」
を
「 

 

」
に
、 

     
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

       
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

様
式
第
二
十
九
号
中
「 

 
 

」
を
「 
 

」
に
改
め
、
同
様
式
を
様
式
第
二
十
七
号
と
す
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

      
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「 

あ
て
先
 
宛
先
 

あ
て
先
 
宛
先
 

「
あ
て
先
」
 

」 

」 

 
 
れ
る
入
院
期
間
等
に
つ
い
て
）」
の
欄
に
つ
い
て
は
、
 

  
（
１
）
 退
院
後
生
活
環
境
相
談
員
と
の
最
初
の
相
談
を
行
つ
た
時
期
や
そ
の
後
の
相
談
の
頻
 
 

 
 
  
度
等
 

  
（
２
）
 地
域
援
助
事
業
者
の
紹
介
の
有
無
や
紹
介
し
た
地
域
援
助
事
業
者
と
の
相
談
の
状
況
 

 
 
 
  等
 

 
 （
３
）
 医
療
保
護
入
院
者
退
院
支
援
委
員
会
で
の
審
議
状
況
等
 

 
 
に
つ
い
て
記
載
す
る
こ
と
と
し
、
 ３
 に
つ
い
て
は
、
必
要
に
応
じ
て
医
療
保
護
入
院
者
退
 

 
 
院
支
援
委
員
会
に
お
け
る
審
議
結
果
記
録
の
写
し
を
添
付
し
た
上
で
、
そ
の
旨
を
同
欄
に
明
  

 
 
記
す
る
こ
と
。
 

に
、「 

 
 

」
を
「 
 
 

」
に
改
め
、
同
様
式
を
様
式

様
式
第
三
十
号
中 

を 

を 「
宛
先
」
 に

、 

に
改
め
、
同
様
式
を
様
式
第
二
十
八
号
と
し
、
様
式
第
三
十
一 

を 

「 

保
 
護
 
者
住
 
所
 

氏
 
名
 

退
去
日
時

年
月

「 

「 

転
帰

日
時
分

年
月
日

時
分

第
二
十
六
号
と
す
る
。 

と
つ
た
 
採
つ
た
 

病
名

保
 
護
 
者
住
所

氏
名

続
柄
 

転
帰

」 

」 

病
名

退
去
日
時

( 
) 



号
を
様
式
第
二
十
九
号
と
す
る
。 

 
様
式
第
三
十
二
号
中
「 

 
 

」
を
「 

 

」
に
改
め
、
同
様
式
を
様
式
第
三
十
号
と
す
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

     

式
第
三
十
二
号
と
し
、
様
式
第
三
十
五
号
を
様
式
第
三
十
三
号
と
す
る
。 

 

様
式
第
三
十
六
号
中
「 

 
 

」
を
「 

 

」
に
改
め
、
同
様
式
の
（
注
）
１
中
「 

 
 

」 

を
「 

 

」
に
改
め
、
同
様
式
の
（
注
）
２
中
「 

 
 
 
 
 

」
を
「 

 
 
 
 
 

」
に
改 

 
 
 
 
  

め
、
同
様
式
を
様
式
第
三
十
四
号
と
す
る
。 

 
 
 
  
 

 

様
式
第
三
十
七
号
中
「 

 
 

」
を
「 

 

」
に
改
め
、
同
様
式
を
様
式
第
三
十
五
号
と
す
る 

 
 
 

附 

則 

１ 

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

２ 

改
正
前
の
精
神
保
健
及
び
精
神
障
害
者
福
祉
に
関
す
る
法
律
施
行
細
則
に
定
め
る
様
式
に
よ 

 

る
用
紙
は
、
当
分
の
間
、
所
要
の
調
整
を
し
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

あ
て
先
 
宛
先
 

あ
て
先
 
宛
先
 

あ
て
先
 
宛
先
 

様
式
第
３
３
号
 
様
式
第
３
１
号
 

 フ
リ
ガ
ナ
 

 性
 
  別
 

 男
 
 ・
 
 女
 

を 

。 

様
式
第
三
十
三
号
中 「

  氏
 
 
名
 

「
 

」
 
 

 フ
リ
ガ
ナ
 

 氏
 
 名
 

に
改
め
、
同
様
式
を
様
式
第
三
十
一
号
と
し
、
様
式
第
三
十
四
号
を
様 

」 

す
べ
て
 

全
て
 



規

則 

 

埼
玉
県
動
物
の
愛
護
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に 

公
布
す
る
。 

  
 

平
成
二
十
六
年
三
月
二
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

埼
玉
県
規
則
第
四
十
二
号 

 
 

 

埼
玉
県
動
物
の
愛
護
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

 

埼
玉
県
動
物
の
愛
護
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
（
平
成
十
年
埼
玉
県
規
則
第
八
十
二 

号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

第
九
条
を
第
十
条
と
す
る
。 

 

第
八
条
中
「
様
式
第
三
号
」
を
「
様
式
第
六
号
」
に
、
「
様
式
第
四
号
」
を
「
様
式
第
七
号
」 

に
改
め
、
同
条
を
第
九
条
と
す
る
。 

 

第
七
条
第
一
項
中
「
え
さ
」
を
「

」
に
改
め
、
同
条
を
第
八
条
と
す
る
。 

 

第
六
条
中
「
え
さ
」
を
「

」
に
改
め
、
同
条
を
第
七
条
と
す
る
。 

 

第
五
条
を
第
六
条
と
す
る
。 

 

第
四
条
中
「
様
式
第
二
号
」
を
「
様
式
第
五
号
」
に
改
め
、
同
条
を
第
五
条
と
す
る
。 

 

第
三
条
を
第
四
条
と
し
、
第
二
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。 

 

（
多
数
の
動
物
の
飼
養
に
係
る
届
出
） 

第
三
条 

条
例
第
七
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
規
則
で
定
め
る
動
物
は
、
犬
又
は
猫
（
生
後
九 

 

十
日
以
内
の
も
の
を
除
く
。
）
と
す
る
。 

２ 

条
例
第
七
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
規
則
で
定
め
る
数
は
、
十
と
す
る
。 

３ 

条
例
第
七
条
の
二
第
一
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
規
則
で
定
め
る
者
は
、
次
に
掲
げ
る
者
と 

 

す
る
。 

 

一 

化
製
場
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
四
十
号
）
第
九
条
第
一
項
の
許
可 

 
 

を
受
け
た
者 

 

二 

獣
医
療
法
（
平
成
四
年
法
律
第
四
十
六
号
）
第
三
条
の
規
定
に
よ
る
診
療
施
設
の
開
設
の 

 
 

届
出
を
し
た
者 

４ 

条
例
第
七
条
の
二
第
一
項
第
五
号
に
規
定
す
る
規
則
で
定
め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項 

 

と
す
る
。 

 

一 

飼
養
す
る
対
象
動
物
の
性
別 

 
 

 

 

二 

飼
養
す
る
対
象
動
物
の
不
妊
又
は
去
勢
の
措
置
の
実
施
状
況 

５ 

次
の
各
号
に
掲
げ
る
届
出
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
様
式
に
よ
る
も
の
と
す
る
。 

 

一 

条
例
第
七
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出 

様
式
第
二
号 



 

二 

条
例
第
七
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
届
出 

様
式
第
三
号 

 
三 

条
例
第
七
条
の
二
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
届
出 

様
式
第
四
号 

 
別
表
中
「
（
第
九
条
関
係
）
」
を
「
（
第
十
条
関
係
）
」
に
、
同
表
第
一
号
中
「
動
物
取
扱
業 

登
録
申
請
」
を
「
第
一
種
動
物
取
扱
業
登
録
申
請
」
に
、
「
動
物
取
扱
業
の
」
を
「
第
一
種
動
物 

取
扱
業
の
」
に
改
め
、
同
表
第
二
号
中
「
動
物
取
扱
業
登
録
更
新
申
請
」
を
「
第
一
種
動
物
取
扱 

業
登
録
更
新
申
請
」
に
、
「
動
物
取
扱
業
の
」
を
「
第
一
種
動
物
取
扱
業
の
」
に
改
め
、
同
表
第 

六
号
中
「
ね
こ
」
を
「
猫
」
に
改
め
る
。 

 

様
式
第
一
号
の
備
考
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

 
 

 

様
式
第
四
号
中
「
（ 

 
 

 
 

）
」
を
「
（ 

 
 

 
 

）
」
に
、
「 

 
 

」
を
「 

 

」 
 

 
 

「 

  
 

       

様
式
第
三
号
中
「
（ 

 
 

 
 

）
」
を
「
（ 

 
 

 
 

）
」
に
、
「 

 
 

」
を
「 

 

」 

            

様
式
第
二
号
中
「
（ 

 
 

 
 

）
」
を
「
（ 

 
 

 
 

）
」
に
改
め
、
同
様
式
を
様
式
第

五
号
と
す
る
。 

 

様
式
第
一
号
の
次
に
次
の
三
様
式
を
加
え
る
。 

備
考
 
届
出
者
が
個
人
の
場
合
は
、
氏
名
を
自
署
す
る
こ
と
に
よ
り
、
押
印
を
省
略
す
 

    と
が
で
き
ま
す
。
 

」 

第
８
条
関
係
 

第
９
条
関
係
 

第
９
条
関
係
 

第
４
条
関
係
 

第
５
条
関
係
 

備
考
 
材
質
は
、
耐
久
性
の
あ
る
も
の
と
す
る
。
 

あ
て
先
 
宛
先
 

第
８
条
関
係
 

あ
て
先
 
宛
先
 

を 

「 備
考
 
届
出
者
が
個
人
の
場
合
は
、
氏
名
を
自
署
す
る
こ
と
に
よ
り
、
押
印
を
省
略
す
 

    と
が
で
き
ま
す
。
 

に
改
め
、
同
様
式
を
様
式
第
七
号
と
す
る
。 

鑑
定
結
果
 

に
、 

に
、 

」 を 

「 措
置
 

」 

る
こ
 

に
改
め
、
同
様
式
を
様
式
第
六
号
と
す
る
。 

」 

る
こ
 

「 措
置
 

鑑
定
結
果
 



様式第２号（第３条関係） 

多数の動物の飼養届出書 

 

                                                                年  月  日 

 （宛先） 

        埼玉県知事 

                                                          

                届出者の住所 

                    氏名                ○印  
                     法人にあっては、主たる事務所の 

                     所在地、名称及び代表者の氏名                

                    電話番号  

 

  次のとおり、多数の動物を飼養したので、埼玉県動物の愛護及び管理に関する条例第

７条の２第１項の規定により、届け出ます。 

１ 飼養施設等の所在地 

   □ 住所と同じ 

   □ 住所以外の場所（                            ） 

 ２ 飼養する対象動物の種類及び数 

   □ 犬 雄の数     （うち去勢手術済み     ） 

        雌の数     （うち不妊手術済み     ） 

      □ 猫 雄の数     （うち去勢手術済み     ） 

              雌の数     （うち不妊手術済み     ） 

 ３ 飼養施設等の構造及び規模 

  （１） 設置場所  □ 屋 内（ 約   ㎡ ）   □ 屋 外（ 約   ㎡ ） 

  （２） 給排水設備 □ 有   □ 無 

  （３） 換気設備  □ 有   □ 無 

 

 

 

 

 備考 １ 該当するものにチェックをしてください。   

    ２ 届出者が個人の場合は、氏名を自署することにより、押印を省略する 

     ことができます。 



様式第３号（第３条関係） 
多数の動物の飼養届出事項変更届出書 

 
                                                               年  月  日 
 （宛先） 
        埼玉県知事 
                    届出者の住所 

                    氏名                ○印  
                     法人にあっては、主たる事務所の 

                     所在地、名称及び代表者の氏名                

                    電話番号  

 

  次のとおり、多数の動物の飼養の届出事項を変更したので、埼玉県動物の愛護及び管

理に関する条例第７条の２第２項の規定により、届け出ます。 

１ 変更事項（該当するものにチェックをしてください。） 

□ 氏名 □ 名称 □ 住所 □ 法人の代表者の氏名  

□ 飼養施設等の所在地 

 

 

２ 変更後の氏名、名称又は法人の代表者の氏名 

 

 

 ３ 変更後の住所 

 

 

４ 変更後の飼養施設等の所在地 

 

 

 

 

 

 

 

 

 備考 届出者が個人の場合は、氏名を自署することにより、押印を省略することができ  

   ます。 

 



様式第４号（第３条関係） 
多数の動物の飼養廃止届出書 

 

                                                              年  月  日   

 （宛先） 
       埼玉県知事 
                                届出者の住所 

                    氏名                ○印  
                     法人にあっては、主たる事務所の 

                     所在地、名称及び代表者の氏名                

                    電話番号  

 

  次のとおり、埼玉県動物の愛護及び管理に関する条例第７条の２第３項の規定により、

届け出ます。 

１      年  月  日付けで届け出た飼養する対象動物の種類及び数 

  犬の数       猫の数       合計数      

２ 現在の飼養数 

   犬の数       猫の数       合計数      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 備考 届出者が個人の場合は、氏名を自署することにより、押印を省略することができ  

   ます。 



 
 
 

附 

則 

１ 

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
六
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
別
表
の
改
正
規
定
（
「
（
第 

 
九
条
関
係
）
」
を
「
（
第
十
条
関
係
）
」
に
改
め
る
部
分
を
除
く
。
）
及
び
様
式
第
一
号
の
改 

 

正
規
定
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

２ 

改
正
前
の
埼
玉
県
動
物
の
愛
護
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
に
定
め
る
様
式
に
よ
る 

 

用
紙
は
、
当
分
の
間
、
所
要
の
調
整
を
し
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 



規 
 

則 

 
動
物
の
愛
護
及
び
管
理
に
関
す
る
法
律
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す

る
。 

  
 

平
成
二
十
六
年
三
月
二
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

  
 

 

動
物
の
愛
護
及
び
管
理
に
関
す
る
法
律
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

 

動
物
の
愛
護
及
び
管
理
に
関
す
る
法
律
施
行
細
則
（
平
成
十
八
年
埼
玉
県
規
則
第
二
十
九
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

第
一
条
第
二
項
中
「
動
物
取
扱
業
者
」
を
「
第
一
種
動
物
取
扱
業
者
」
に
改
め
る
。 

 
 

 

附 

則 

 

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

      

埼
玉
県
規
則
第
四
十
三
号



規 
 

則 

 
埼
玉
県
訓
練
手
当
支
給
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

   
 

平
成
二
十
六
年
三
月
二
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

  
 

 

埼
玉
県
訓
練
手
当
支
給
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

 

埼
玉
県
訓
練
手
当
支
給
規
則
（
昭
和
四
十
一
年
埼
玉
県
規
則
第
五
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。 

 

第
三
条
第
一
項
中
第
十
五
号
を
第
十
六
号
と
し
、
第
十
号
か
ら
第
十
四
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰

り
下
げ
、
第
九
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。 

十 

児
童
扶
養
手
当
法
（
昭
和
三
十
六
年
法
律
第
二
百
三
十
八
号
）
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す

る
児
童
扶
養
手
当
を
受
け
て
い
る
同
項
に
規
定
す
る
児
童
の
父
で
あ
る
者
の
う
ち
、
当
該
児

童
が
同
項
第
二
号
に
該
当
す
る
こ
と
と
な
つ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
三
年
以
内
に
公
共

職
業
安
定
所
に
出
頭
し
て
求
職
の
申
込
み
を
し
た
者 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 

に
改
め
る
。 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 

附 

則 

 

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

３
・
１
０
号
・
１
１
号
・
１
２
号

 

８
号
の
２
・
８
号
の

 

 

「
 

」
 

様
式
第
一
号
（
一
）
中 

」
 

「
 ４
・
１
０
号
・
１
１

 

８
号
の
２
・
８
号
の

 

 

 号
・
１
２
号

 

 ３
・
８
号
の

 

 

 

を 

埼
玉
県
規
則
第
四
十
四
号



規 
 

則 

 
農
業
協
同
組
合
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

   
 

平
成
二
十
六
年
三
月
二
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

  
 

 

農
業
協
同
組
合
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

 

農
業
協
同
組
合
法
施
行
細
則
（
昭
和
五
十
一
年
埼
玉
県
規
則
第
七
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。 

 

第
十
一
条
第
一
項
中
「
第
四
条
第
二
項
」
を
「
第
十
一
条
の
十
四
」
に
、
「
農
地
保
有
合
理
化

法
人
」
を
「
農
地
利
用
集
積
円
滑
化
団
体
」
に
、
「
同
項
第
四
号
」
を
「
同
法
第
四
条
第
三
項
第

一
号
ハ
」
に
改
め
、
同
項
第
五
号
中
「
第
七
条
第
一
項
」
を
「
第
十
一
条
の
十
一
第
一
項
」
に
、

「
農
地
保
有
合
理
化
事
業
規
程
」
を
「
農
地
利
用
集
積
円
滑
化
事
業
規
程
」
に
改
め
る
。 

 
 

 

附 

則 

 

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

         

埼
玉
県
規
則
第
四
十
五
号



規

則

水
産
業
協
同
組
合
法
施
行
細
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
二
十
六
年
三
月
二
十
八
日

埼
玉
県
知
事

上

田

清

司

水
産
業
協
同
組
合
法
施
行
細
則

埼
玉
県
水
産
業
協
同
組
合
法
施
行
細
則
（
昭
和
二
十
四
年
埼
玉
県
規
則
第
三
十
八
号
）
の
全
部

を
改
正
す
る
。

（
定
義
）

第
一
条

こ
の
規
則
に
お
い
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
用
語
の
意
義
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
と

こ
ろ
に
よ
る
。

一

組
合

県
の
区
域
を
地
区
と
す
る
漁
業
協
同
組
合
、
漁
業
生
産
組
合
、
漁
業
協
同
組
合
連

合
会
及
び
水
産
加
工
業
協
同
組
合
を
い
う
。

二

組
合
員

漁
業
協
同
組
合
、
漁
業
生
産
組
合
及
び
水
産
加
工
業
協
同
組
合
の
組
合
員
並
び

に
漁
業
協
同
組
合
連
合
会
の
会
員
を
い
う
。

三

総
会

漁
業
協
同
組
合
、
漁
業
生
産
組
合
、
漁
業
協
同
組
合
連
合
会
及
び
水
産
加
工
業
協

同
組
合
の
総
会
並
び
に
漁
業
協
同
組
合
、
漁
業
生
産
組
合
及
び
水
産
加
工
業
協
同
組
合
の
総

代
会
を
い
う
。

（
役
員
選
任
等
の
報
告
）

第
二
条

組
合
は
、
水
産
業
協
同
組
合
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二
百
四
十
二
号
。
以
下
「
法
」

と
い
う
。
）
第
三
十
四
条
第
四
項
又
は
第
九
項
（
法
第
八
十
六
条
第
二
項
、
第
九
十
二
条
第
三

項
及
び
第
九
十
六
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り
役
員
（
理

事
、
監
事
及
び
経
営
管
理
委
員
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
及
び
第
六
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
選

任
し
た
と
き
は
、
そ
の
日
か
ら
二
週
間
以
内
に
、
そ
の
者
の
役
職
名
、
住
所
、
氏
名
、
生
年
月

日
、
就
任
年
月
日
及
び
略
歴
を
記
載
し
た
書
類
（
次
項
及
び
第
六
条
第
五
号
に
お
い
て
「
役
員

経
歴
書
」
と
い
う
。
）
に
役
員
の
選
挙
録
の
謄
本
を
添
付
し
て
、
知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

２

前
項
の
役
員
の
う
ち
に
組
合
員
外
理
事
（
組
合
の
理
事
で
あ
っ
て
、
当
該
組
合
の
組
合
員
又

は
組
合
員
で
あ
る
法
人
の
役
員
で
な
い
も
の
を
い
う
。
）
が
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
役
員
経

歴
書
に
そ
の
旨
を
併
せ
て
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

組
合
は
、
法
第
四
十
五
条
第
一
項
（
法
第
八
十
六
条
第
二
項
、
第
九
十
二
条
第
三
項
及
び
第

九
十
六
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り
参
事
又
は
会
計
主
任

埼
玉
県
規
則
第
四
十
六
号



を
選
任
し
た
と
き
は
、
そ
の
日
か
ら
二
週
間
以
内
に
、
そ
の
者
の
職
名
、
住
所
、
氏
名
、
生
年

月
日
、
就
任
年
月
日
及
び
略
歴
を
記
載
し
た
書
類
を
知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

組
合
は
、
役
員
、
参
事
又
は
会
計
主
任
が
退
任
し
た
と
き
は
、
そ
の
日
か
ら
二
週
間
以
内
に
、

そ
の
旨
を
知
事
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
定
款
変
更
の
認
可
申
請
等
）

第
三
条

組
合
は
、
法
第
四
十
八
条
第
二
項
（
法
第
八
十
六
条
第
二
項
、
第
九
十
二
条
第
三
項
及

び
第
九
十
六
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り
定
款
の
変
更
の

認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
様
式
第
一
号
の
定
款
変
更
認
可
申
請
書
に
次
に
掲
げ
る
書

類
を
添
付
し
て
、
知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

理
由
書

二

変
更
し
よ
う
と
す
る
部
分
に
係
る
定
款
の
新
旧
対
照
表

三

総
会
の
議
事
録
の
謄
本

２

組
合
は
、
法
第
四
十
八
条
第
四
項
（
法
第
八
十
六
条
第
二
項
、
第
九
十
二
条
第
三
項
及
び
第

九
十
六
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り
定
款
の
軽
微
な
事
項

等
に
係
る
変
更
の
届
出
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
様
式
第
二
号
の
定
款
の
軽
微
事
項
等
変
更

届
出
書
に
前
項
各
号
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
し
て
、
知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
出
資
一
口
の
金
額
の
減
少
の
報
告
）

第
四
条

組
合
は
、
法
第
五
十
三
条
第
一
項
（
法
第
八
十
六
条
第
二
項
、
第
九
十
二
条
第
三
項
及

び
第
九
十
六
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り
出
資
一
口
の
金

額
の
減
少
を
議
決
し
た
と
き
は
、
そ
の
議
決
の
日
か
ら
三
週
間
以
内
に
、
次
に
掲
げ
る
書
類
を

知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

財
産
目
録
及
び
貸
借
対
照
表

二

法
第
五
十
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
手
続
を
経
た
こ
と
を
証
す
る
書
類

（
設
立
準
備
会
の
報
告
）

第
五
条

発
起
人
代
表
者
（
発
起
人
の
互
選
に
よ
り
選
任
さ
れ
た
者
を
い
う
。
次
項
及
び
次
条
に

お
い
て
同
じ
。
）
は
、
法
第
六
十
条
（
法
第
八
十
六
条
第
三
項
、
第
九
十
二
条
第
四
項
及
び
第

九
十
六
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り
設
立
準
備
会
を
開
催

し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
そ
の
日
時
及
び
場
所
を
記
載
し
た
書
類
に
知
事
が
必
要
と
認
め
る
書

類
を
添
え
て
開
催
日
の
十
日
前
ま
で
に
、
知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

発
起
人
代
表
者
は
、
前
項
の
設
立
準
備
会
が
終
了
し
た
と
き
は
、
そ
の
日
か
ら
二
週
間
以
内

に
、
決
議
し
た
事
項
を
記
載
し
た
書
類
を
知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
設
立
の
認
可
申
請
）

第
六
条

発
起
人
代
表
者
は
、
法
第
六
十
三
条
第
一
項
（
法
第
八
十
六
条
第
三
項
、
第
九
十
二
条

第
四
項
及
び
第
九
十
六
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て



同
じ
。
）
の
規
定
に
よ
り
設
立
の
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
様
式
第
三
号
の
設
立
認

可
申
請
書
に
、
法
第
六
十
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
書
類
の
ほ
か
、
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付

し
て
知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

役
員
選
挙
規
程
及
び
役
員
の
選
挙
録
の
謄
本

二

設
立
準
備
会
の
議
事
録
の
謄
本

三

創
立
総
会
の
議
事
録
の
謄
本

四

設
立
経
過
報
告
書

五

役
員
経
歴
書

六

発
起
人
代
表
者
の
証
明
を
付
し
た
組
合
員
名
簿

七

そ
の
他
知
事
が
必
要
と
認
め
る
書
類

（
解
散
の
認
可
申
請
等
）

第
七
条

組
合
は
、
法
第
六
十
八
条
第
二
項
（
法
第
八
十
六
条
第
四
項
及
び
第
九
十
六
条
第
五
項

に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
又
は
第
九
十
一
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
解
散
の
認
可

を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
様
式
第
四
号
の
解
散
認
可
申
請
書
に
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付

し
て
、
知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

理
由
書

二

総
会
の
議
事
録
の
謄
本

三

申
請
の
日
の
属
す
る
事
業
年
度
又
は
そ
の
前
事
業
年
度
の
財
産
目
録
及
び
貸
借
対
照
表

２

組
合
は
、
法
第
六
十
八
条
第
五
項
（
法
第
八
十
六
条
第
四
項
及
び
第
九
十
六
条
第
五
項
に
お

い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
又
は
第
九
十
一
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
解
散
の
届
出
を
し

よ
う
と
す
る
と
き
は
、
様
式
第
五
号
の
解
散
届
出
書
を
知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
合
併
の
認
可
申
請
）

第
八
条

組
合
は
、
法
第
六
十
九
条
第
二
項
（
法
第
八
十
六
条
第
四
項
、
第
九
十
二
条
第
五
項
及

び
第
九
十
六
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り
合
併
の
認
可
を

受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
様
式
第
六
号
の
合
併
認
可
申
請
書
に
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
し

て
、
知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

理
由
書

二

合
併
し
よ
う
と
す
る
各
組
合
の
総
会
の
議
事
録
の
謄
本

三

合
併
契
約
書
の
写
し

四

合
併
後
存
続
す
る
組
合
の
定
款
及
び
事
業
計
画
書

五

合
併
し
よ
う
と
す
る
組
合
が
出
資
組
合
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
第
四
条
各
号
に
掲
げ

る
書
類

２

組
合
は
、
合
併
に
よ
り
新
た
な
組
合
を
設
立
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
様
式
第
七
号
の
新
設

合
併
認
可
申
請
書
に
前
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
及
び
第
五
号
に
掲
げ
る
書
類
の
ほ
か
、
次



に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
し
て
、
知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

設
立
委
員
の
経
歴
書
（
住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、
就
任
年
月
日
及
び
略
歴
を
記
載
し
た

書
類
を
い
う
。
）

二

設
立
委
員
会
の
決
議
録
の
謄
本

三

合
併
に
よ
り
新
た
に
設
立
す
る
組
合
の
定
款
及
び
事
業
計
画
書

（
登
記
完
了
の
報
告
）

第
九
条

組
合
は
、
法
の
規
定
に
よ
る
登
記
（
法
第
百
十
七
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
も
の
を
除

く
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
し
た
と
き
は
、
そ
の
登
記
を
し
た
日
か
ら
二
週
間
以

内
に
、
そ
の
旨
を
記
載
し
た
書
類
に
登
記
事
項
証
明
書
を
添
付
し
て
、
知
事
に
提
出
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

（
総
会
開
催
の
報
告
）

第
十
条

組
合
は
、
法
第
四
十
七
条
の
六
第
一
項
（
法
第
八
十
六
条
第
二
項
、
第
九
十
二
条
第
三

項
及
び
第
九
十
六
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り
理
事
（
理

事
以
外
の
者
が
総
会
を
招
集
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
者
）
が
総
会
の
招
集
の
通
知
を
し

た
と
き
は
、
そ
の
日
か
ら
二
週
間
以
内
に
、
そ
の
開
催
の
日
時
、
場
所
、
会
議
の
目
的
で
あ
る

事
項
及
び
招
集
の
理
由
を
記
載
し
た
書
類
を
知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
総
会
終
了
の
報
告
）

第
十
一
条

組
合
は
、
総
会
が
終
了
し
た
と
き
は
、
そ
の
日
か
ら
二
週
間
以
内
に
、
そ
の
旨
を
記

載
し
た
書
類
に
総
会
の
議
事
録
の
謄
本
を
添
付
し
て
、
知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
議
決
事
項
の
報
告
）

第
十
二
条

組
合
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
議
決
し
た
と
き
は
、
そ
の
議
決
の
日
か
ら
二
週
間
以

内
に
、
そ
の
旨
を
記
載
し
た
書
類
に
決
議
録
の
謄
本
を
添
付
し
て
、
知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

一

規
約
の
設
定
、
変
更
及
び
廃
止

二

毎
事
業
年
度
の
事
業
計
画
の
設
定
及
び
変
更

三

経
費
の
賦
課
及
び
徴
収
方
法

四

財
産
目
録
、
貸
借
対
照
表
、
損
益
計
算
書
、
剰
余
金
処
分
案
及
び
損
失
処
理
案
並
び
に
事

業
報
告

五

毎
事
業
年
度
内
に
お
け
る
借
入
金
の
最
高
限
度
額

（
書
類
の
提
出
）

第
十
三
条

法
又
は
こ
の
規
則
の
規
定
に
基
づ
い
て
組
合
か
ら
知
事
に
提
出
す
る
書
類
は
、
当
該

組
合
の
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
を
所
管
す
る
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー
の
長
を
経
由
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

２

前
項
に
規
定
す
る
知
事
に
提
出
す
る
書
類
の
部
数
は
、
正
本
一
通
及
び
副
本
一
通
と
す
る
。



附

則

１

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

改
正
前
の
埼
玉
県
水
産
業
協
同
組
合
法
施
行
細
則
に
定
め
る
様
式
に
よ
る
用
紙
は
、
当
分
の

間
、
所
要
の
調
整
を
し
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。



様式第１号（第３条関係）

定款変更認可申請書

年 月 日

（宛先）

埼玉県知事

所 在 地

名 称

代表者氏名 ○印

年 月 日開催の通常（臨時）総会において議決した定款変更の議決に

ついて、水産業協同組合法第４８条第２項（水産業協同組合法第８６条第２項、第９２

条第３項、第９６条第３項において準用する同法第４８条第２項）の規定により認可を

受けたいので、関係書類を添えて申請します。

添付書類

１ 理由書

２ 変更しようとする部分に係る定款の新旧対照表

３ 総会の議事録の謄本



様式第２号（第３条関係）

定款の軽微事項等変更届出書

年 月 日

（宛先）

埼玉県知事

所 在 地

名 称

代表者氏名 ○印

定款の軽微な事項等に係る変更をしたので、水産業協同組合法第４８条第４項（水産

業協同組合法第８６条第２項、第９２条第３項、第９６条第３項において準用する同法

第４８条第４項）の規定により、関係書類を添えて届け出ます。

添付書類

１ 理由書

２ 変更しようとする部分に係る定款の新旧対照表

３ 総会の議事録の謄本



様式第３号（第６条関係）

設立認可申請書

年 月 日

（宛先）

埼玉県知事

所 在 地

名 称

発起人代表者氏名 ○印

水産業協同組合法第６３条第１項（水産業協同組合法第８６条第３項、第９２条第４

項、第９６条第４項において準用する同法第６３条第１項）の規定により、設立の認可

を受けたいので、関係書類を添えて申請します。

添付書類

１ 定款

２ 事業計画

３ 役員選挙規程及び役員の選挙録の謄本

４ 設立準備会の議事録の謄本

５ 創立総会の議事録の謄本

６ 設立経過報告書

７ 役員経歴書

８ 発起人代表者の証明を付した組合員名簿

９ その他知事が必要と認める書類



様式第４号（第７条関係）

解散認可申請書

年 月 日

（宛先）

埼玉県知事

所 在 地

名 称

代表者氏名 ○印

水産業協同組合法第６８条第２項（水産業協同組合法第８６条第４項、第９６条第５

項において準用する同法第６８条第２項）又は第９１条第２項の規定により、解散の認

可を受けたいので、関係書類を添えて申請します。

添付書類

１ 理由書

２ 総会の議事録の謄本

３ 申請の日の属する事業年度又はその前事業年度の財産目録及び貸借対照表



様式第５号（第７条関係）

解散届出書

年 月 日

（宛先）

埼玉県知事

所 在 地

名 称

清算人代表者氏名 ○印

年 月 日に組合を解散しましたので、水産業協同組合法第６８条第５

項（水産業協同組合法第８６条第４項、第９６条第５項において準用する同法第６８条

第５項）又は第９１条第５項の規定により届け出ます。



様式第６号（第８条関係）

合併認可申請書

年 月 日

（宛先）

埼玉県知事

（存続する組合）

所 在 地

名 称

代表者氏名 ○印

（解散する組合）

所 在 地

名 称

代表者氏名 ○印

水産業協同組合法第６９条第２項（水産業協同組合法第８６条第４項、第９２条第５

項、第９６条第５項において準用する同法第６９条第２項）の規定により認可を受けた

いので、関係書類を添えて申請します。

添付書類

１ 理由書

２ 合併しようとする各組合の総会の議事録の謄本

３ 合併契約書の写し

４ 合併後存続する組合の定款及び事業計画書

５ 合併しようとする組合が出資組合である場合にあっては、次に掲げる書類

（１） 財産目録及び貸借対照表

（２） 水産業協同組合法第５３条第２項の規定による手続を経たことを証する書類



様式第７号（第８条関係）

新設合併認可申請書

年 月 日

（宛先）

埼玉県知事

所 在 地

名 称

設立委員代表者氏名 ○印

水産業協同組合法第６９条第２項（水産業協同組合法第８６条第４項、第９２条第５

項、第９６条第５項において準用する同法第６９条第２項）の規定により認可を受けた

いので、関係書類を添えて申請します。

添付書類

１ 理由書

２ 合併しようとする各組合の総会の議事録の謄本

３ 合併契約書の写し

４ 合併しようとする組合が出資組合である場合にあっては、次に掲げる書類

（１） 財産目録及び貸借対照表

（２） 水産業協同組合法第５３条第２項の規定による手続を経たことを証する書類

５ 設立委員の経歴書

６ 設立委員会の決議録の謄本

７ 合併により新たに設立する組合の定款及び事業計画書



規 
 

則 

 
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
の
合
理
化
に
関
す
る
法
律
に
規
定
す
る
身
分
を
示
す
証
明
書
の
様
式
を
定

め
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

  
 

平
成
二
十
六
年
三
月
二
十
八
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埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

  
 

 

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
の
合
理
化
に
関
す
る
法
律
に
規
定
す
る
身
分
を
示
す
証
明
書
の
様
式

を
定
め
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

 

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
の
合
理
化
に
関
す
る
法
律
に
規
定
す
る
身
分
を
示
す
証
明
書
の
様
式
を
定

め
る
規
則
（
平
成
十
五
年
埼
玉
県
規
則
第
六
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

題
名
及
び
本
則
中
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
の
合
理
化
に
関
す
る
法
律
」
を
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使

用
の
合
理
化
等
に
関
す
る
法
律
」
に
改
め
る
。 

 

別
記
様
式
（
表
）
及
び
（
裏
）
中
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
の
合
理
化
に
関
す
る
法
律
」
を
「
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
の
合
理
化
等
に
関
す
る
法
律
」
に
改
め
る
。 

 
 

 

附 

則 

 

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

 

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
の
合
理
化
に
関
す
る
法
律
 
エ
 

ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
の
合
理
化
等
に
関
す
る
法
律
 

埼
玉
県
規
則
第
四
十
七
号



規 
 

則 

 
都
市
の
低
炭
素
化
の
促
進
に
関
す
る
法
律
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布

す
る
。 

  
 

平
成
二
十
六
年
三
月
二
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

  
 

 

都
市
の
低
炭
素
化
の
促
進
に
関
す
る
法
律
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

 

都
市
の
低
炭
素
化
の
促
進
に
関
す
る
法
律
施
行
細
則
（
平
成
二
十
四
年
埼
玉
県
規
則
第
七
十
二

号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

第
一
条
第
三
号
中
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
の
合
理
化
に
関
す
る
法
律
」
を
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使

用
の
合
理
化
等
に
関
す
る
法
律
」
に
改
め
る
。 

 
 

 

附 

則 

 

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

 

埼
玉
県
規
則
第
四
十
八
号



規 
 

則 

 
埼
玉
県
県
営
住
宅
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

   
 

平
成
二
十
六
年
三
月
二
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

  
 

 

埼
玉
県
県
営
住
宅
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

 

埼
玉
県
県
営
住
宅
条
例
施
行
規
則
（
昭
和
五
十
一
年
埼
玉
県
規
則
第
四
十
二
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

様
式
第
一
号
（
表
面
）
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

 

埼
玉
県
規
則
第
四
十
九
号



（表面） 
              県 営 住 宅 入 居 申 込 書              受付番号 

 （宛先）  

       埼玉県知事 
       （市町村の長又は埼玉県住宅供給公社の理事長） 
                                         年  月  日 
  県営住宅への入居の承認を受けたいので、別記（裏面）の事項を承知の上、埼玉県県営住宅条例第８条の規定により、 
 次のとおり申し込みます。 
                                       申込者           

住 
 

所 

郵便番号         １ １     電話番号              

         都・道           区 
          府・県          市・郡  

 区 
  町・村 

 

 
  

 

勤 

務 

先 

名 称  電話番号              

所
在
地 

      都・道            区 
      府・県           市・郡 

               区  
              町・村  

   

世
帯
構
成
（
現
に
同
居
し
、
又
は
同
居
し
よ
う
と
す
る
親
族
） 

続柄 

フリガナ 
性
別 

生年月日 

年齢 

手帳番号等を記入 手帳の等級を記入 

氏  名 年 月 日 
 手帳の交付を受けている場合は、手帳番号
等を記入すること。該当する項目を○で囲む
こと。 

本人 
 男

・
女 

        手帳番号等(   ) 手帳の等級(   ) 

         身体
障害 
精神
障害 
知的
障害 
戦傷
病者 
被爆
者 
引揚
者 
ハンセ
ン病 

   男
・
女 

        手帳番号等(   ) 手帳の等級(   ) 

          身体
障害 
精神
障害 
知的
障害 
戦傷
病者 
被爆
者 
引揚
者 
ハンセ
ン病 

   男
・
女 

        手帳番号等(   ) 手帳の等級(   ) 

          身体
障害 
精神
障害 
知的
障害 
戦傷
病者 
被爆
者 
引揚
者 
ハンセ
ン病 

   男
・
女 

        手帳番号等(   ) 手帳の等級(   ) 

          身体
障害 
精神
障害 
知的
障害 
戦傷
病者 
被爆
者 
引揚
者 
ハンセ
ン病 

   男
・
女 

        手帳番号等(   ) 手帳の等級(   ) 

          身体
障害 
精神
障害 
知的
障害 
戦傷
病者 
被爆
者 
引揚
者 
ハンセ
ン病 

   男
・
女 

        手帳番号等(   ) 手帳の等級(   ) 

          身体
障害 
精神
障害 
知的
障害 
戦傷
病者 
被爆
者 
引揚
者 
ハンセ
ン病 

入 居 を 
希望する 
県営住宅 

県営住宅名 間取り 住宅番号 

           

申 
 
 
 
 

告 
 
 
 
 

事 
 
 
 
 

項 
 次の項目に該当する場合は、□の中の数字を○で囲むこと。 

 申込者本人が、離婚、配偶者との死別等により現に婚姻（これと同様の関係を含む。）をせずに２０歳未満の児童
を養育している女子である。 

１ 

 申込者本人がＤＶ被害者であり、婦人相談センター等での保護の終了の日又は裁判所の保護命令が効力を生じた日から
５年以内の者である。 
（施設又は裁判所名：            ）（保護の終了の日又は保護命令が効力を生じた日：  年  月  日) 

２ 

 申込者本人が、犯罪被害者やその家族等で、犯罪により従前の住宅に居住することが困難となっている。 
（被害届提出警察署名：              ）（被害届日：  年  月  日） 

３ 

 申込者本人が、今回の入居申込みの日前２年間において県営住宅の公募に応じ、落選した回数が４回以上である。 
 ※ 下欄に応募年月及び先頭の抽選番号をいずれか４回分を記入すること。 

 

 応募年月 年  月 年  月 年  月 年  月     ４ 

 抽選番号          
 

 申込者本人が、特別県営住宅等の入居者で、当該住宅等の建替え後の家賃の急激な上昇のため、家賃の負担が困難
となる者である。 

５ 

 難病等の認定を受け、障害福祉サービス受給者証等が交付されている者がいる世帯である。 
（受給者証等が交付されている者の氏名：         ）（難病等の名称：            ） 

６ 

 申込者本人が、埼玉県が行う公共事業の施行に伴い住宅が除却される者である。 ７ 

 災害による住宅の滅失    ８      不良住宅の撤去   ９      借上県営住宅の契約の終了 

 県営住宅建替事業による県営住宅の除却      11      都市計画事業等の施行に伴う住宅の除却     

 土地収用法等に基づく事業の執行に伴う住宅の除却     13 

10 

12 

 

備考 １     欄は記入しないこと。 
   ２ 単身での申込みの場合も本人欄に記入すること。 
   ３ 募集案内の記入例を参照して記入すること。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

     
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

    

内
 

   
 
 
 
 
 

訳
 

寡
婦
（
夫
）
控
除
 

老
年
者
控
除
 

特
別
障
害
者
控
除
 

普
通
障
害
者
控
除
 

特
定
扶
養
親
族
控
除
 

老
人
扶
養
控
除
 

同
居
扶
養
控
除
 

 

 
 
 人
 

 
 
 人
 

 
 
 人
 

 
 
 人
 

 
 
 人
 

 
 
 人
 

 
 
 人
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
円
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
円
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
円
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
円
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
円
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
円
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
円
 

 を

」

内 
 

 訳
 

寡
婦
（
夫
）
控
除
 

特
別
障
害
者
控
除
 

普
通
障
害
者
控
除
 

特
定
扶
養
親
族
控
除
 

老
人
扶
養
控
除
 

同
居
扶
養
控
除
 

「
 
 
 
 

 人
 

 人
 

 人
 

 人
 

 人
 

 人
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
円
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
円
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
円
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
円
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
円
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
円
 

 

」

に
改
め
る
。 

 
 
 

附 

則 

 

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

様
式
第
十
六
号
、
様
式
第
二
十
六
号
及
び
様
式
第
二
十
七
号
中 



規 
 

則 

 
埼
玉
県
財
務
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

   
 

平
成
二
十
六
年
三
月
二
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

  
 

 

埼
玉
県
財
務
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

 

埼
玉
県
財
務
規
則
（
昭
和
三
十
九
年
埼
玉
県
規
則
第
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。 

 

第
三
条
の
二
第
一
項
中
「
危
機
対
策
幹
」
の
下
に
「
、
先
端
産
業
幹
」
を
加
え
る
。 

 

第
八
十
五
条
た
だ
し
書
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

 
 

た
だ
し
、
知
事
又
は
そ
の
委
任
を
受
け
た
者
が
そ
の
性
質
上
書
面
に
よ
る
届
出
を
要
し
な
い

と
認
め
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。 

 

第
百
十
六
条
第
一
項
第
一
号
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。 

ニ 

指
定
金
融
機
関
の
提
供
す
る
担
保
金 

 

第
百
十
九
条
第
一
項
中
「
あ
て
」
を
「
宛
て
」
に
、
「
又
は
そ
の
写
し
」
を
「
そ
の
他
の
知
事

が
適
当
と
認
め
る
書
類
」
に
、
「
行
な
わ
せ
る
」
を
「
行
わ
せ
る
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
及

び
領
収
書
又
は
そ
の
写
し
」
を
「
そ
の
他
必
要
な
書
類
」
に
改
め
る
。 

 
 

第
百
七
十
条
第
一
項
中
「
以
下
」
の
下
に
「
こ
の
節
に
お
い
て
」
を
加
え
る
。 

 

第
百
七
十
三
条
の
二
を
削
る
。 

 

第
百
八
十
一
条
第
三
項
中
「
次
の
各
号
に
掲
げ
る
物
品
」
を
「
使
用
不
能
と
な
つ
た
又
は
使
用

に
供
す
る
予
定
の
な
く
な
つ
た
自
動
車
又
は
原
動
機
付
自
転
車
」
に
、
「
当
該
物
品
（
死
亡
し
た

動
物
を
除
く
。
）
」
を
「
こ
れ
ら
」
に
、
「
当
該
各
号
に
定
め
る
者
」
を
「
出
納
総
務
課
長
（
警

察
本
部
、
警
察
署
及
び
警
察
学
校
に
あ
つ
て
は
、
警
察
本
部
会
計
課
長
）
」
に
改
め
、
同
項
各
号

を
削
り
、
同
条
第
四
項
中
「
、
会
計
管
理
課
長
」
を
削
る
。 

 

第
百
八
十
六
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

 

（
自
動
車
等
異
動
報
告
書
等
の
提
出
） 

第
百
八
十
六
条 

課
長
又
は
所
長
は
、
自
動
車
又
は
原
動
機
付
自
転
車
に
異
動
が
あ
つ
た
と
き
は
、

そ
の
都
度
、
自
動
車
等
異
動
報
告
書
を
作
成
す
る
と
と
も
に
、
自
動
車
等
カ
ー
ド
を
作
成
し
、

又
は
整
理
し
、
当
該
自
動
車
等
異
動
報
告
書
及
び
当
該
自
動
車
等
カ
ー
ド
の
写
し
を
会
計
管
理

者
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

課
長
又
は
所
長
は
、
重
要
物
品
等
（
一
品
の
取
得
価
格
（
取
得
価
格
が
不
明
の
と
き
は
、
見

積
額
）
が
百
万
円
以
上
の
備
品
及
び
動
物
（
以
下
「
重
要
物
品
」
と
い
う
。
）
並
び
に
百
万
円

埼
玉
県
規
則
第
五
十
号



未
満
の
自
動
車
及
び
原
動
機
付
自
転
車
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
毎
年
度
末
に
お
け
る
現
在

高
に
つ
い
て
、
翌
年
度
の
四
月
三
十
日
ま
で
に
重
要
物
品
等
現
在
高
報
告
書
に
よ
り
会
計
管
理

者
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
重
要
物
品
等
の
う
ち
備
品
（
図
書
を
除
く
。
以

下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
つ
い
て
、
備
品
出
納
簿
に
記
載
す
べ
き
当
該
年
度
の
当
該
備

品
の
出
納
に
係
る
事
項
を
物
品
管
理
シ
ス
テ
ム
（
物
品
の
管
理
を
行
う
た
め
の
電
子
情
報
処
理

組
織
を
い
う
。
）
に
係
る
電
子
計
算
機
に
備
え
ら
れ
た
フ
ァ
イ
ル
に
同
日
ま
で
に
記
録
し
た
場

合
そ
の
他
会
計
管
理
者
が
定
め
る
場
合
は
、
会
計
管
理
者
に
対
し
当
該
現
在
高
の
報
告
が
あ
つ

た
も
の
と
み
な
す
。 

３ 

課
長
又
は
所
長
は
、
自
動
車
及
び
原
動
機
付
自
転
車
に
つ
い
て
、
毎
年
度
末
に
お
け
る
自
動

車
等
状
況
報
告
書
を
作
成
し
、
翌
年
度
の
四
月
三
十
日
ま
で
に
会
計
管
理
者
に
提
出
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。 

 

第
百
八
十
九
条
第
一
項
中
「
そ
の
本
来
の
用
途
に
供
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
認
め
ら
れ
る
場

合
、
」
を
「
使
用
不
能
と
な
つ
た
若
し
く
は
使
用
す
る
必
要
の
な
い
場
合
」
に
改
め
る
。 

 

第
百
九
十
条
第
二
項
中
「
前
項
各
号
」
を
「
第
一
項
各
号
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
四
項
と

し
、
同
条
第
一
項
の
次
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。 

２ 

課
長
は
、
物
品
の
売
払
い
を
す
る
場
合
に
お
い
て
、
物
品
売
払
い
シ
ス
テ
ム
を
使
用
す
る
方

法
に
よ
り
入
札
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
会
計
管
理
課
長
に
入
札
を
依
頼
す
る
も
の
と
す
る
。 

３ 

会
計
管
理
課
長
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
依
頼
が
あ
つ
た
場
合
に
お
い
て
、
必
要
が
あ
る
と

認
め
る
と
き
は
、
速
や
か
に
、
予
定
価
格
を
定
め
、
か
つ
、
入
札
の
手
続
を
行
い
、
契
約
の
相

手
方
と
な
る
べ
き
者
を
選
定
し
、
そ
の
旨
を
課
長
に
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。 

第
二
百
五
条
の
二
中
「
高
等
学
校
の
入
学
料
」
の
下
に
「
及
び
授
業
料
」
を
加
え
る
。 

 

第
二
百
九
条
第
一
項
の
表
県
民
生
活
部
広
聴
広
報
課
、
青
少
年
課
、
男
女
共
同
参
画
課
及
び
消

費
生
活
課
の
項
中
「
青
少
年
課
」
の
下
に
「
、
国
際
ス
ポ
ー
ツ
課
」
を
加
え
、
同
表
農
林
部
農
業

政
策
課
の
項
中
「
農
林
部
農
業
政
策
課
」
の
下
に
「
及
び
生
産
振
興
課
」
を
加
え
、
同
表
教
育
局

財
務
課
、
福
利
課
、
県
立
学
校
人
事
課
、
保
健
体
育
課
、
特
別
支
援
教
育
課
、
小
中
学
校
人
事
課
、

義
務
教
育
指
導
課
及
び
人
権
教
育
課
の
項
中
「
県
立
学
校
人
事
課
」
の
下
に
「
、
生
徒
指
導
課
、

教
職
員
採
用
課
」
を
加
え
、
「
、
義
務
教
育
指
導
課
」
を
削
り
、
同
表
南
部
教
育
事
務
所
、
西
部

教
育
事
務
所
及
び
北
部
教
育
事
務
所
の
項
中
「
西
部
教
育
事
務
所
及
び
」
を
削
り
、
「
北
部
教
育

事
務
所
」
の
下
に
「
及
び
東
部
教
育
事
務
所
」
を
加
え
、
同
表
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
の
項
を
削
り
、

同
表
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
の
支
所
の
項
中
「
支
所
長
が
あ
ら
か
じ
め
指
定
す
る
担
当
課
長
」
を
「
教

育
主
幹
」
に
改
め
、
同
表
県
立
の
図
書
館
及
び
県
立
歴
史
と
民
俗
の
博
物
館
の
項
中
「
県
立
の
図

書
館
及
び
」
を
「
県
立
熊
谷
図
書
館
及
び
県
立
久
喜
図
書
館
並
び
に
」
に
、
「
教
育
主
幹
」
を
「
同
」

に
改
め
る
。 

 

附
則
第
十
一
項
を
削
る
。 



 

別
表
第
二
第
十
七
項
中
「 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

」
の
次
に
「 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 

」
を
加
え
る
。 

 
別
記
の
表
百
三
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

  

別
記
の
表
百
六
の
二
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

  

別
記
の
表
百
六
の
三
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。 

 
 

  

別
記
の
表
百
七
の
項
中
「 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

」
を
「 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

」

に
改
め
る
。 

 

様
式
第
三
十
一
号
（
二
）
か
ら
様
式
第
三
十
一
号
（
五
）
ま
で
の
規
定
中
（
注
）
を
削
る
。 

 

様
式
第
三
十
七
号
（
八
）
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

  

様
式
第
六
十
九
号
中
「 

 
 

」
を
「 

 

」
に
改
め
、
同
様
式
の
注
意
中
「 

 
 

 

」
の 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

次
に
「 

 
 

 
 

 
 

 

」
を
加
え
、
同
様
式
の
備
考
１
中
「 

 
 

 
」
の
次
に
「 

 
 

 
 

 

」
を
加
え
る
。 

様
式
第
七
十
号
中 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

を 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

に
改
め
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

様
式
第
百
三
号
（
一
）
か
ら
様
式
第
百
三
号
（
四
）
ま
で
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

  

様
式
第
百
四
号
の
三
の
備
考
１
中
「 

 
 

 

」
を
「 

 
 

 
 

」
に
改
め
る
。 

 

様
式
第
百
六
号
の
二
（
一
）
及
び
様
式
第
百
六
号
の
二
（
二
）
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

  

様
式
第
百
六
号
の
三
の
次
に
次
の
二
様
式
を
加
え
る
。 

        

「
１
０
０
／
１
０
５
」

 
「
１
０
０
／
１
０
８
」
 

重
要
物
品
異
動
状
況
報
告
書

 
 

 
重
要
物
品
等
現
在
高
報
告
書

 

様
式
第
１
０
６
号
の
２

 
削
除

 

、
場
外

車
券

 

 

重
要
物
品

 
重

要
物
品

等
 

１
０
３

 
 

削
除

 

１
０
６
の
２

  
削
除

 

１
０
６
の
４

 

 

 
自
動
車
等
カ
ー
ド

 
１
８

６
 

様
式
第
１
０
３
号

 
削
除

 

公
営
競
技
事
業
特
別
会
計
に
係
る
交
付
金

 

売
場
の
管
理
運
営
に
係
る
負
担
金

 

あ
て
先

 
宛
先

 
消

費
税
額

 

及
び
地
方
消
費
税
額

 
消

費
税
額

 
及

び
地

 

方
消
費
税
額

 

様
式
第
３
７
号
（
８
）

 
削
除

 



 

 

 

 県・国 自動車等カード（自動車） 

 登録番号 登録年月日 変更登録番号 変更年月日 変更登録番号 変更年月日 異動年月日 使用課所 照合印 異動年月日 使用課所 照合印 

 
年 

月  日  
年 

月  日  
年 

月  日 
年 

月  日   
年 

月  日   
          

種別・用途  燃料の種類        

           
車名・通称  

主な用途 
（車の種類）        

          
車 台 番 号  タイヤ寸法  取      得 処      分 

装 備 等  
年 月 日 年  月  日 年 月 日 年  月  日 

 

取 得 先  処 分 先  

自動車検査証有効期間 
自  賠  責  保  険 

取 得 価 格 円 処 分 価 格 円 
期    間 会 社 名 保険証明書番号 

― ―   取 得 課 所  処 分 課 所  

― ―   区 分 新車・中古・寄附 区 分 売払い・譲与・廃棄・教材 

― ―   備 考  備 考  

― ―   

予算科目等 

（取得年度） 

款 項 目 金額 
財源（県単
又は国庫） 

― ―      円  

― ―         

   円  
― ―   

      
― ―   国 庫 

補 助 

対象車 

の場合 

取得予算国庫 
補 助 事 業 名  

― ―   処分制限の有無 無・有（期間  年間・期限  年  月まで） 

― ―   経 費 予 算 
国庫補助事業 

事業名  期間  

― ―   事業名  期間  

― ―   そ の 他 

特 記 事 項 

（低公害車仕様・燃費基準達成区分等） 

― ―   

― ―   

 

様式第１０６号の４（１）（第１８６条関係）  （表） 

用紙の色は、うぐいす色  



 

                                

 

 

 

年  度 
積算走行距離 

㎞ 

年間走行距離 

㎞ 

年間燃料使用量 年間修繕料 

円 

備考・特記事項 

（写 真） 

 

年度 年月日現在 
種
類 

 
単位 

 

       

       

       

       

       

       

       

       

       

       

       

       

       

       

       

備 
 

 

考 

 

貸
付
け
の
状
況 

 

 

（裏） 

用紙の色は、うぐいす色  

 
備考 １ このカードは、自動車検査証を基準として記載すること。 

２ 上欄の県とは県単独事業分で購入したものを、国とは国庫補助事業分で購入したものを示し、該当するものを○で囲むこと。 

３ 車両１台ごとに別葉として作成すること。 

 



 
 

 
 

 県・国           自 動 車 等 カ ― ド （二輪自動車及び原動機付自転車）  

 登録（標識）番号 交 付 年 月 日 年月日 使 用 課 所 照合印 年月日 使 用 課 所 照合印  

   年 
月 日 

  年 
月 日 

  
           

   
年 

月 日 
 

 
年 

月 日 
 

 
          

   
年 

月 日 
 

 
年 

月 日 
 

  
          

 種 別 
 

         自動車検査証          有 ・ 無  

 車 名 
 

有
効
期
間 

― ―  

 型 式 型 年 式 年式 ― ―  

 総 排 気 量 気筒        ㏄ ― ―  

 車 両 重 量 ㎏ ― ―  

 装 備 品 風防、ヘルメット、荷物入れ 
自  賠  責  保  険  

期    間 会 社 名 保険証明書番号  
 取     得 処     分 ―    

 取得年月日 年  月  日 処分年月日 年  月  日 ―    

 取 得 先  処 分 先  ―    

 
取得価格 円 処 分 価 格 円 ―   

 
取得課所  処 分 課 所  ―   

 取得区分 新車・中古車・その他 処 分 方 法 売払い・譲与・廃棄・その他 ―    

 予算科目 
款 項 目 ―       

―         
    

様式第１０６号の４（２）（第１８６条関係）  
（表） 

用紙の色は、白

白  



  
                                 

 

 

 年    度 積算走行キロ数 年間走行キロ数 燃料等年間使用量 年間修繕料 

（写    真） 

 

  年月日現在 ㎞ ㎞ ｶﾞｿﾘﾝ  ℓ ｵｲﾙ ℓ 円  

         

         

         

         

         

         

         

         

         

         

         

 

備

考 

  

    

（裏） 

備考 １ このカードは、二輪自動車及び原動機付自転車について記載すること。 

   ２ 上欄の県とは県単独事業分で購入したものを、国とは国庫補助事業分で購入したものを示し、該当するものを○で囲むこと。 

   ３ 車両１台ごとに別葉として作成すること。 

 

用紙の色は、白  



様
式
第
百
七
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

      



 

重要物品等現在高報告書（    年３月３１日現在） 

  年  月  日  

  会計管理者     様 

                                              課（所）長 

   財務規則第１８６条第２項の規定により、次のとおり報告します。 

課（所）長               

品 目 
取得価格 

(単位千円） 

前 回 

現 在 高 

増   減   状   況  
今 回 

現 在 高 
備考 

 
増 減 

事 由 年 月 日 相 手 方 事 由 年 月 日 相 手 方 

           

           

           

           

           

           

           

           

           

           

 

様式第１０７号（第１８６条関係）  

 備考 １ この報告書は、重要物品等について記載すること。 

２ 供用、貸付け及び寄託をした物品を含めて記載すること。 

３ １品ごとに記載すること。 

４ 増減状況の事由の欄には、増の場合は購入、寄附受入れ、保管転換又はその他の別を、減の場合は売払い、廃棄、亡失、保管 

転換又はその他の別を記載すること。 

 

 

 



 

様
式
第
百
八
号
中
「 

 
 

 
 

 
 

 
 

」
を
「 

 
 

 
 

 
 

 

」
に
改
め
る
。 

  
様
式
第
百
二
十
一
号
（
九
）
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

                              

第
１
８
６
条
第
２
項

 
第
１
８
６
条
第
３
項

 

様
式
第
百
八
号
の
三
中 

 
 

 
 

 
 

 
 

を 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

に
改
め
る
。 

 

処
分
の
方
法

 
備

 
 
 
 
考

 

「

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

」 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 

      

「

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

」

 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 

      



                                  

            
 

作成年月日 年度 債権の分類 
債 権 管 理 簿  （全体・未納・過納） 

課 所 課程 学科 学年 学  校  名 

 
  

      
            

生徒コード 
生徒氏名 

債権金額（年額） 
異 動 
理 由  発生年月日  消滅年月日  ４月期 ５月期 ６月期 ７月期 ８月期 ９月期 10月期 11月期 12月期 １月期 ２月期 ３月期 

 
 

年額     円 

 
 

～ 
～ 
～ 
～ 
～ 
～ 

 

債権金額 

収納金額 

収納年月日 

         
 

  

 
 

年額     円 

 
 

～ 
～ 
～ 
～ 
～ 
～ 

 

債権金額 

収納金額 

収納年月日 

         
 

  

 
 

年額     円 

 
 

～ 
～ 
～ 
～ 
～ 
～ 

 

債権金額 

収納金額 

収納年月日 

         
 

  

 
 

年額     円 

 
 

～ 
～ 
～ 
～ 
～ 
～ 

 

債権金額 

収納金額 

収納年月日 

         
 

  

 
 

年額     円 

 
 

～ 
～ 
～ 
～ 
～ 
～ 

 

債権金額 

収納金額 

収納年月日 

         
 

  

 
 

年額     円 

 
 

～ 
～ 
～ 
～ 
～ 
～ 

 

債権金額 

収納金額 

収納年月日 

         
 

  

様式第１２１号（９）（第１９７条、第２０１条、第２０２条、第２０３条、第２２４条関係） 

 

備考 本簿は、口座振替の方法により授業料を徴収する高等学校の授業料について使用すること。 



様
式
第
百
二
十
一
号
（
十
）
の
備
考
中
「 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

」
を
「 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

」
に
改
め
る
。 

様
式
第
百
三
十
一
号
（
一
）
（
物
品
の
出
納
簿
附
表
を
除
く
。
）
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

    
 

                       
 

 で
あ
る
も
の
を
除

く
。
）
）
 

 

現
金
に
よ
り
授
業
料
を
徴
収
す
る
高
等
学
校

 

高
等
学
校
（
定
時
制
の
課
程
（
単
位
制
に
よ
る
課
程

 



 

   

 
   

                      

備 品 管 理 

番 号 
整理区分名 品 目 名 

取 得 

年 月 日 

出納事由 

（受入） 

説 明 

（受入元） 
規格・寸法・型式等 

購入単価
又 は 
見積単価 
（円） 

整 理 

番 号 

供用開始

年 月 日 

返 納 

年 月 日 

（供用） 

貸付け（寄託）

開始年月日 

返 還 年 月 日 

（貸付け・寄託） 

除 籍 

年 月 日 

出 納 

事 由 

（除籍） 

説 明 

（除籍） 
備 考 

                 

                 

                 

                 

                 

                 

                 

                 

                 

                 

                 

                 

                 

                 

                 

                 

                 

様式第１３１号（１）（第１７７条、第２２６条関係） 

 備      品      出      納      簿 

備考 出納事由の欄には、物品の出納簿付表による出納事由を記載すること。 



 

様
式
第
百
三
十
一
号
（
一
）
の
物
品
の
出
納
簿
附
表
中
「 

 
 

 
 

」
を
「 

 
 

 
 

」

に
、
「 

 
 

 
 

 

」
を
「 

 
 

 
 

 
 

」
に
改
め
る
。 

 
 

 

附 

則 

 
 

（
施
行
期
日
） 

１ 

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
様
式
第
三
十
七
号
（
八
）

の
改
正
規
定
は
、
平
成
二
十
八
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

（
経
過
措
置
） 

２ 

こ
の
規
則
の
施
行
の
日
（
次
項
及
び
附
則
第
四
項
に
お
い
て
「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
前
に

取
得
し
た
重
要
物
品
（
こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
前
の
埼
玉
県
財
務
規
則
（
以
下
「
改
正
前
の
規

則
」
と
い
う
。
）
第
百
七
十
三
条
の
二
に
規
定
す
る
重
要
物
品
を
い
う
。
次
項
及
び
附
則
第
四

項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
係
る
同
条
の
規
定
に
よ
る
重
要
物
品
等
カ
ー
ド
の
作
成
及
び
そ
の
写

し
の
提
出
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。 

３ 

施
行
日
前
に
改
正
前
の
規
則
第
百
八
十
一
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
協
議
を
し
た
重
要
物
品

の
処
分
に
係
る
手
続
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。 

４ 

施
行
日
前
に
異
動
が
あ
っ
た
重
要
物
品
に
係
る
改
正
前
の
規
則
第
百
八
十
六
条
第
一
項
の
規

定
に
よ
る
重
要
物
品
異
動
報
告
書
又
は
自
動
車
等
異
動
報
告
書
の
作
成
及
び
提
出
に
つ
い
て
は
、

な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。 

５ 

平
成
二
十
五
年
度
に
係
る
改
正
前
の
規
則
第
百
八
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
重
要
物
品

異
動
状
況
報
告
書
の
作
成
及
び
提
出
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。 

６ 

改
正
前
の
規
則
に
定
め
る
様
式
に
よ
る
用
紙
は
、
当
分
の
間
、
所
要
の
調
整
を
し
て
使
用
す

る
こ
と
が
で
き
る
。 

出
納

簿
附
表

 
出

納
簿
付

表
 

寄
託
し
て
い
た

 
寄
託
を
し
て
い
た

 



規 
 

則 

 
埼
玉
県
証
紙
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

   
 

平
成
二
十
六
年
三
月
二
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

  
 

 

埼
玉
県
証
紙
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

 

埼
玉
県
証
紙
条
例
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
四
年
埼
玉
県
規
則
第
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。 

 

第
六
条
の
表
中
「
百
分
の
三
・
一
五
」
を
「
百
分
の
三
・
二
四
」
に
、
「
百
分
の
二
・
一
〇
」

を
「
百
分
の
二
・
一
六
」
に
、
「
百
分
の
一
・
〇
五
」
を
「
百
分
の
一
・
〇
八
」
に
改
め
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

様
式
第
三
号
中 

 
 

 
 

を 
 

 
 

に
、 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
  

に
、 

 
 

 
 

 

を 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

に
、 

 
 

 
 

 
 

 

を 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

に
改
め
る
。 

 
 

 

附 

則 

１ 

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

２ 

改
正
前
の
埼
玉
県
証
紙
条
例
施
行
規
則
に
定
め
る
様
式
に
よ
る
用
紙
は
、
当
分
の
間
、
所
要

の
調
整
を
し
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

「
宛
先
」
 

「
登
記
簿
の
抄
本
」
 
「
登
記
事
項
証
明
 

書
」
 

「
あ
て
先
」
 

「
住
所
又
は
所
在
地
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
氏
名
又
は
名
称
及
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
び
代
表
者
氏
名
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

㊞
」
 

を 「
住
所
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
氏
名
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

㊞
 

（ 
法
人
に
あ
つ
て
は
、
主
た
る
事
務
所
の
 

所
在
地
、
名
称
及
び
代
表
者
の
氏
名
 ） 
」
 

に
、 「

に
基
づ
き
」 

を 「
に
よ
り
」
 

「
市
町
村
長
」
 
「
市
町
村
長
又
は
区
長
」
 

埼
玉
県
規
則
第
五
十
一
号



規 
 

則 
 

埼
玉
県
立
高
等
学
校
通
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

   
 

平
成
二
十
六
年
三
月
二
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
教
育
委
員
会
委
員
長 

千 

葉 

照 

實 
 

 
 

 

埼
玉
県
教
育
委
員
会
規
則
第
六
号 

 
 

 

埼
玉
県
立
高
等
学
校
通
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

 

埼
玉
県
立
高
等
学
校
通
則
（
昭
和
三
十
年
埼
玉
県
教
育
委
員
会
規
則
第
五
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

様
式
第
三
及
び
様
式
第
四
中
「 

 
 

」
を
「 

 

」
に
改
め
、
「 

 
 

 

」
の
次
に
「 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

」
を
加
え
る
。 

 
 

 

附 

則 

１ 

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

２ 

こ
の
規
則
の
施
行
の
際
現
に
改
正
前
の
埼
玉
県
立
高
等
学
校
通
則
様
式
第
三
及
び
様
式
第
四

の
規
定
に
基
づ
き
作
成
さ
れ
て
い
る
用
紙
は
、
当
分
の
間
、
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

授
業
料
は
も
と
よ
り

 

宛
先

 
が
在
学
中

 
、

 
あ
て
先

 



規 
 

則 

 
埼
玉
県
立
高
等
学
校
の
授
業
料
及
び
入
学
料
の
減
免
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

  
 

平
成
二
十
六
年
三
月
二
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
教
育
委
員
会
委
員
長 

千 

葉 

照 

實 
 

 
 

 

埼
玉
県
教
育
委
員
会
規
則
第
七
号 

 
 

 

埼
玉
県
立
高
等
学
校
の
授
業
料
及
び
入
学
料
の
減
免
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る

規
則 

 

埼
玉
県
立
高
等
学
校
の
授
業
料
及
び
入
学
料
の
減
免
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
五
十
一
年
埼
玉
県

教
育
委
員
会
規
則
第
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

第
二
条
第
一
項
第
五
号
中
「
教
育
長
」
を
「
埼
玉
県
教
育
委
員
会
教
育
長
（
以
下
「
教
育
長
」

と
い
う
。
）
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
第
四
号
中
「
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
二
十
六
号
）
」

を
削
る
。 

 

第
四
条
第
一
項
中
「
埼
玉
県
教
育
委
員
会
教
育
長
（
以
下
「
教
育
長
」
と
い
う
。
）
」
を
「
教

育
長
」
に
改
め
る
。 

 

附
則
第
一
項
に
見
出
し
と
し
て
「
（
施
行
期
日
）
」
を
付
し
、
附
則
第
二
項
に
見
出
し
と
し
て

「
（
埼
玉
県
立
学
校
の
授
業
料
減
免
に
関
す
る
規
則
の
廃
止
）
」
を
付
し
、
附
則
第
三
項
を
次
の

よ
う
に
改
め
る
。 

 

（
授
業
料
の
減
免
の
特
例
） 

３ 

教
育
長
は
、
当
分
の
間
、
こ
の
規
則
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
高
等
学
校
等
就
学
支
援
金
の

支
給
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
二
年
法
律
第
十
八
号
）
第
四
条
の
認
定
を
受
け
た
者
（
以
下

こ
の
項
に
お
い
て
「
受
給
権
者
」
と
い
う
。
）
が
高
等
学
校
等
就
学
支
援
金
の
支
給
を
受
け
る

場
合
に
お
い
て
、
当
該
高
等
学
校
等
就
学
支
援
金
を
同
法
第
七
条
の
規
定
に
よ
り
県
の
有
す
る

受
給
権
者
の
授
業
料
に
係
る
債
権
の
弁
済
に
充
て
て
も
な
お
そ
の
徴
収
す
べ
き
授
業
料
の
額

に
不
足
す
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
そ
の
不
足
額
に
相
当
す
る
授
業
料
を
減
額
し
、
又
は
免

除
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 
 

 

附 

則 

 

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
二
条
第
一
項
第
五
号
、

同
条
第
二
項
第
四
号
及
び
第
四
条
第
一
項
の
改
正
規
定
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 



規 
 

則 
 

埼
玉
県
立
高
等
学
校
の
授
業
料
等
に
関
す
る
条
例
第
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
授
業
料
を
徴
収

す
る
月
等
を
定
め
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

  
 

平
成
二
十
六
年
三
月
二
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
教
育
委
員
会
委
員
長 

千 

葉 

照 

實 
 

 
 

 

埼
玉
県
教
育
委
員
会
規
則
第
八
号 

 
 

 

埼
玉
県
立
高
等
学
校
の
授
業
料
等
に
関
す
る
条
例
第
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
授
業
料
を

徴
収
す
る
月
等
を
定
め
る
規
則 

 

（
趣
旨
） 

第
一
条 

こ
の
規
則
は
、
埼
玉
県
立
高
等
学
校
の
授
業
料
等
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
五
十
一
年
埼

玉
県
条
例
第
三
十
四
号
）
第
三
条
第
一
項
及
び
第
八
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
同
項
に
規
定
す
る

授
業
料
（
次
条
に
お
い
て
単
に
「
授
業
料
」
と
い
う
。
）
を
徴
収
す
る
月
及
び
日
並
び
に
授
業

料
の
徴
収
猶
予
に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。 

 

（
授
業
料
を
徴
収
す
る
月
及
び
日
） 

第
二
条 

授
業
料
を
徴
収
す
る
月
は
、
八
月
、
十
一
月
、
十
二
月
及
び
翌
年
の
一
月
と
し
、
当
該

月
の
授
業
料
を
徴
収
す
る
日
は
、
二
十
六
日
と
す
る
。
た
だ
し
、
埼
玉
県
教
育
委
員
会
教
育
長

（
次
条
に
お
い
て
「
教
育
長
」
と
い
う
。
）
が
特
別
な
事
情
が
あ
る
と
認
め
る
場
合
は
、
こ
の

限
り
で
な
い
。 

 

（
授
業
料
の
徴
収
猶
予
） 

第
三
条 

教
育
長
は
、
高
等
学
校
等
就
学
支
援
金
の
支
給
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
二
年
法
律

第
十
八
号
）第
四
条
の
規
定
に
よ
る
申
請
を
し
た
者
に
つ
い
て
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、

授
業
料
の
徴
収
を
猶
予
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 
 

 

附 

則 

 

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 



規 
 

則 

学
校
職
員
の
初
任
給
、
昇
格
、
昇
給
等
の
基
準
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ

こ
に
公
布
す
る
。 

  
 

平
成
二
十
六
年
三
月
二
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
教
育
委
員
会
委
員
長 

千 

葉 

照 

實 

 

埼
玉
県
教
育
委
員
会
規
則
第
九
号 

 
 

 

学
校
職
員
の
初
任
給
、
昇
格
、
昇
給
等
の
基
準
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

 

学
校
職
員
の
初
任
給
、
昇
格
、
昇
給
等
の
基
準
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
三
十
二
年
埼
玉
県
教
育

委
員
会
規
則
第
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

「 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

「 

 

別
表
第
十
七
イ
の
表
中 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

を 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

」 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

「 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

に
、 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

」 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

「 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

を 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

に 

 
 

 
 

」 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

」 
 

改
め
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

「 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
「 

 

別
表
第
十
七
ロ
の
表
中 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

を 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

」 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

「 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

に
、 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

」 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

」 

 

「 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

「 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

を 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

に
、 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

」 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

「 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

を 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

」 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

94 
94 
95 
95 
96 
96 
97 
97 
97 
98 
98 
98 
99 
99 
99 
100 

 

93 
94 
94 
94 
95 
95 
95 

 

96 
96 
96 
97 
97 
98 
98 
99 
99 

 

34 
35 
36 
37 
37 
38 
38 
39 
39 
40 
40 
41 
42 
43 
44 
45 
46 
47 
48 
49 
50 
51 
52 
53 

 

54 
55 
56 
57 

 

94 
95 
96 
97 
98 
99 
100 
101 
101 
102 
102 
103 
103 
104 
104 
105 
106 
107 
108 
109 
109 
109 
109 

 

93 
94 
94 
95 
95 
96 
96 
97 
98 
99 
100 
101 
101 
102 
102 
103 
103 
104 
104 
105 
106 
107 
108 

 

86 
87 
88 
89 
90 
91 
92 
93 
 

 

85 
86 
86 
87 
87 
88 
88 
89 
 

 

33 
34 
34 
35 
35 
36 
36 
37 
37 
38 
38 
39 
39 
40 
40 
41 
41 
42 
42 
43 
43 
44 
44 
45 
46 
47 
48 
49 

 

21 
22 
23 
24 
25 
25 
26 
26 
27 
27 
28 
28 
29 
29 
30 
30 
31 
31 
32 
32 
33 
33 

 

34 
34 
35 
35 
36 
36 
37 
37 
38 
38 
39 
39 
40 
40 
41 
42 
43 
44 
45 

 

20 
20 
21 
21 
21 
22 
22 
22 
23 
23 
24 
24 
25 
25 
26 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

に
改
め
る
。 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

」 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「 
 
 
 
 
 
 
 

 

別
表
第
十
七
ハ
の
表
中 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

を 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

」 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

に
、 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

を 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

」 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

」 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

に
、 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

を 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

」 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

」 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

に
改
め
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

」 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「 
 
 
 
 
 
 

 

別
表
第
十
七
ニ
の
表
中 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
を 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

」 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

に
、 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

を 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

」 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

」 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

に
、 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

」 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

「 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

を 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

に
、 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

」 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

」 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

「 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

を 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

に
改
め
る
。 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

」 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

」 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

附 

則 

 

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

57 
57 
57 
57 
58 
58 
58 
58 
59 
59 
59 
59 
60 
60 
60 
60 
61 

 

56 
57 
57 
57 
57 
57 

 

57 
58 
58 
58 
58 
58 
59 
59 
59 
59 
60 

 

56 
56 
56 
56 
57 
57 
58 
58 
59 
59 
60 
60 
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61 
62 
62 
63 

 

55 
56 

 

56 
56 
56 
56 
57 
57 
57 
57 
57 
58 
58 
58 
59 
59 
59 

 

69 
70 
71 
72 
73 
74 
75 
76 
77 
78 
79 
80 
81 
82 
83 
84 
85 
 

 

68 
69 
69 
70 
70 
71 
71 
72 
72 
73 
73 
74 
74 
75 
75 
76 
77 
 

 

51 
51 
52 
52 
53 
54 
55 
56 
57 
58 
59 
60 

 

61 
62 
63 
64 
65 

 

50 
50 
51 
51 
51 
51 
52 
52 
52 
52 
53 
53 
53 
53 
54 
54 
55 

 

62 
62 
62 
62 
62 
63 
63 
63 
63 
63 
64 
64 
64 
64 
64 
65 

 

61 
62 
62 
62 
62 
62 
62 

 

63 
63 
63 
63 
63 
63 
64 
64 
64 

 

75 
75 
76 
76 
77 
77 
78 
78 
79 
79 
80 
80 
81 
81 
82 
82 
83 

 

74 
74 
74 
74 

 

74 
74 
74 
74 
75 
75 
75 
75 
75 
75 
75 
75 
75 

 

49 
49 
49 
50 
50 
50 
51 
51 
51 
52 
52 
52 
53 
53 
54 
54 
55 

 

48 
49 
49 
49 
49 
49 
50 
50 
50 
50 
50 
51 
51 
51 
51 
51 
52 

 

26 
27 
27 
28 
28 
29 
29 
30 
30 
31 
31 
32 
32 
33 
33 
34 
34 
35 
35 
36 
36 
37 
37 
38 
38 
39 

 



規 
 

則 

 
埼
玉
県
立
近
代
美
術
館
管
理
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

   
 

平
成
二
十
六
年
三
月
二
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
教
育
委
員
会
委
員
長 

千 

葉 

照 

實 
 

 
 

 

埼
玉
県
教
育
委
員
会
規
則
第
十
号 

 
 

 

埼
玉
県
立
近
代
美
術
館
管
理
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

 

（
埼
玉
県
立
近
代
美
術
館
管
理
規
則
の
一
部
改
正
） 

第
一
条 

埼
玉
県
立
近
代
美
術
館
管
理
規
則
（
昭
和
五
十
七
年
埼
玉
県
教
育
委
員
会
規
則
第
十
三

号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 
 

別
表
中
「
四
七
〇
円
」
を
「
四
八
〇
円
」
に
、
「
一
、
一
七
〇
円
」
を
「
一
、
二
〇
〇
円
」

に
改
め
る
。 

 

（
埼
玉
県
立
武
道
館
管
理
規
則
の
一
部
改
正
） 

第
二
条 

埼
玉
県
立
武
道
館
管
理
規
則
（
昭
和
五
十
八
年
埼
玉
県
教
育
委
員
会
規
則
第
八
号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 
 

別
表
中
「
一
、
〇
〇
〇
」
を
「
一
、
〇
二
〇
」
に
改
め
る
。 

 

（
さ
い
た
ま
文
学
館
管
理
規
則
の
一
部
改
正
） 

第
三
条 

さ
い
た
ま
文
学
館
管
理
規
則
（
平
成
九
年
埼
玉
県
教
育
委
員
会
規
則
第
十
七
号
）
の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 
 

別
表
ビ
デ
オ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
の
項
中
「
一
、
六
九
〇
」
を
「
一
、
七
四
〇
」
に
、
「
一
、

九
三
〇
」
を
「
一
、
九
八
〇
」
に
改
め
、
同
表
書
画
カ
メ
ラ
の
項
中
「
八
一
〇
」
を
「
八
二
〇
」

に
、
「
九
二
〇
」
を
「
九
四
〇
」
に
改
め
、
同
表
十
六
ミ
リ
映
写
機
の
項
中
「
七
二
〇
」
を
「
七

三
〇
」
に
、
「
八
二
〇
」
を
「
八
五
〇
」
に
改
め
、
同
表
ス
ラ
イ
ド
映
写
機
の
項
中
「
五
八
〇
」

を
「
六
〇
〇
」
に
、
「
六
七
〇
」
を
「
六
八
〇
」
に
改
め
、
同
表
カ
メ
ラ
録
画
装
置
の
項
中
「
八

八
〇
」
を
「
九
一
〇
」
に
、
「
一
、
〇
二
〇
」
を
「
一
、
〇
四
〇
」
に
改
め
る
。 

 

（
埼
玉
県
立
歴
史
と
民
俗
の
博
物
館
管
理
規
則
の
一
部
改
正
） 

第
四
条 

埼
玉
県
立
歴
史
と
民
俗
の
博
物
館
管
理
規
則
（
平
成
十
八
年
埼
玉
県
教
育
委
員
会
規
則

第
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 
 

別
表
中
「
八
一
〇
円
」
を
「
八
三
〇
円
」
に
改
め
る
。 

 

（
埼
玉
県
立
自
然
と
川
の
博
物
館
管
理
規
則
の
一
部
改
正
） 

第
五
条 

埼
玉
県
立
自
然
と
川
の
博
物
館
管
理
規
則
（
平
成
十
八
年
埼
玉
県
教
育
委
員
会
規
則
第

十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 



 
 

別
表
中
「
九
七
〇
円
」
を
「
九
九
〇
円
」
に
、
「
一
、
一
三
〇
円
」
を
「
一
、
一
六
〇
円
」

に
、
「
七
六
〇
円
」
を
「
七
八
〇
円
」
に
、
「
四
三
〇
円
」
を
「
四
四
〇
円
」
に
、
「
三
九
〇

円
」
を
「
四
〇
〇
円
」
に
改
め
る
。 

 
 

 
附 

則 

１ 

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

２ 

こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
後
の
そ
れ
ぞ
れ
の
規
則
の
規
定
（
利
用
料
金
に
係
る
規
則
の
規
定
を

除
く
。
）
は
、
こ
の
規
則
の
施
行
の
日
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
以

後
に
領
収
す
る
使
用
料
そ
の
他
の
歳
入
（
施
行
日
前
に
発
し
た
納
入
通
知
書
に
よ
り
領
収
す
る

も
の
を
除
く
。
）
の
額
に
つ
い
て
適
用
し
、
施
行
日
前
に
領
収
し
た
使
用
料
そ
の
他
の
歳
入
及

び
施
行
日
前
に
発
し
た
納
入
通
知
書
に
よ
り
施
行
日
以
後
に
領
収
す
る
使
用
料
そ
の
他
の
歳

入
の
額
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。 



               規  則 

 埼玉県道路交通法施行細則の一部を改正する規則をここに公布する。 

  平成26年３月28日 

                   埼玉県公安委員会委員長 上 岡 悅 子   

埼玉県公安委員会規則第３号 

   埼玉県道路交通法施行細則の一部を改正する規則 

 埼玉県道路交通法施行細則（昭和41年埼玉県公安委員会規則第２号）の一部を次のよう

に改正する。 

 別表２に次のように加える。 

304 一般国道254号 大里郡寄居町大字富田字上六反田2545番１地先から 

大里郡寄居町大字桜沢字松原167番１地先まで 

305 一般国道254号 比企郡小川町大字中爪字カサ1125番１地先から 

大里郡寄居町大字富田字上六反田2545番１地先まで 

306 主要地方道熊谷小川秩父線 比企郡嵐山町大字杉山字豊岡212番１地先から 

比企郡小川町大字中爪字カサ1125番１地先まで 

307 県道上尾蓮田線 上尾市本町三丁目916番１地先から 

北足立郡伊奈町大字小室字志久4691番１地先まで 

308 主要地方道川口上尾線 さいたま市北区吉野町１丁目407番２地先から 

さいたま市北区吉野町２丁目230番５地先まで 

309 主要地方道川口上尾線 上尾市日の出三丁目145番11地先から 

上尾市日の出三丁目207番２地先まで 

   附 則 

 この規則は、平成26年４月１日から施行する。 

 



規 
 

則 

 
給
料
の
調
整
額
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

  

 

平
成
二
十
六
年
三
月
二
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
人
事
委
員
会
委
員
長 

金 

野 

俊 

男 
 

 
 

 

埼
玉
県
人
事
委
員
会
規
則
七
―
九
五
七 

給
料
の
調
整
額
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

 

給
料
の
調
整
額
に
関
す
る
規
則
（
埼
玉
県
人
事
委
員
会
規
則
七
―
三
九
七
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。 

   

別
表
第
一
高
等
技
術
専
門
校
の
項
中 

 

    

を 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

に
改
め
る
。 

  
 

 

附 

則 

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

職
業
訓
練
の
業
務
に
直
接
従
事
す
る 

職
員 

 

産
業
人
材
・
入
校
就
職
担
当
で
職
業
訓 

練
の
業
務
に
直
接
従
事
す
る
職
員 

 

職
業
訓
練
の
業
務
に
直
接
従
事
す
る 

職
員 

 
二 一 

二 

「 

」 

「 

」 



規

則

管
理
職
手
当
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
二
十
六
年
三
月
二
十
八
日

埼
玉
県
人
事
委
員
会
委
員
長

金

野

俊

男

埼
玉
県
人
事
委
員
会
規
則
七
―
九
五
八

管
理
職
手
当
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

管
理
職
手
当
に
関
す
る
規
則
（
埼
玉
県
人
事
委
員
会
規
則
七

－

一
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。

別
表
第
一
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

別
表
第
一
（
第
一
条
関
係
）

組

織

職

区

分

議
会
事
務
局

事
務
局
長

一
種

副
事
務
局
長

二
種

参
事

課
長

三
種

図
書
室
長

副
課
長

四
種

知
事
部
局

本
庁
部
長

一
種

知
事
室
長

総
合
調
整
幹
（
人
事
委
員
会
が
定
め
る
も
の
に
限

る
。
）

Ｉ
Ｔ
統
括
幹

会
計
管
理
者

参
事
（
人
事
委
員
会
が
定
め
る
も
の
に
限
る
。
）

東
京
事
務
所
長

総
合
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
長

精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
長

本
庁
副
部
長

二
種

参
事

報
道
長



総
合
調
整
幹

改
革
政
策
局
長

地
域
政
策
局
長

行
政
監
察
幹
（
人
事
委
員
会
が
定
め
る
も
の
に
限

る
。
）

税
務
局
長

契
約
局
長

少
子
化
対
策
局
長

食
品
安
全
局
長

雇
用
労
働
局
長

地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
所
長

県
税
事
務
所
長
（
さ
い
た
ま
）

自
動
車
税
事
務
所
長

パ
ス
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
所
長

環
境
管
理
事
務
所
長
（
人
事
委
員
会
が
定
め
る
も
の

に
限
る
。
）

環
境
科
学
国
際
セ
ン
タ
ー
事
務
局
長

環
境
科
学
国
際
セ
ン
タ
ー
研
究
所
長

環
境
科
学
国
際
セ
ン
タ
ー
研
究
企
画
幹

総
合
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
局
長

児
童
相
談
所
長
（
中
央
）

保
健
所
長
（
川
口
、
春
日
部
、
鴻
巣
、
狭
山
、
熊

谷
）

衛
生
研
究
所
長

食
肉
衛
生
検
査
セ
ン
タ
ー
所
長

産
業
技
術
総
合
セ
ン
タ
ー
副
セ
ン
タ
ー
長

農
林
振
興
セ
ン
タ
ー
所
長
（
川
越
、
東
松
山
、
秩
父
、

大
里
、
加
須
、
春
日
部
）

農
業
大
学
校
長

農
林
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
所
長

県
土
整
備
事
務
所
長
（
さ
い
た
ま
、
川
越
、
秩
父
、

熊
谷
、
越
谷
）

総
合
技
術
セ
ン
タ
ー
所
長

本
庁
課
（
所
）
長

三
種



総
合
調
整
幹
（
人
事
委
員
会
が
定
め
る
も
の
に
限

る
。
）

政
策
幹

行
政
監
察
幹

技
術
評
価
幹

危
機
対
策
幹

先
端
産
業
幹

主
席
協
同
組
合
検
査
員

副
参
事

東
京
事
務
所
副
所
長

地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
副
所
長

地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
地
域
防
災
幹

川
越
比
企
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
東
松
山
事
務
所
長

北
部
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
本
庄
事
務
所
長

県
税
事
務
所
長

自
動
車
税
事
務
所
支
所
長

県
営
競
技
事
務
所
長

パ
ス
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
副
所
長

パ
ス
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
支
所
長

婦
人
相
談
セ
ン
タ
ー
所
長

男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー
所
長

消
費
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
所
長

消
防
学
校
長

防
災
航
空
セ
ン
タ
ー
所
長

環
境
管
理
事
務
所
長

環
境
科
学
国
際
セ
ン
タ
ー
副
研
究
所
長

環
境
科
学
国
際
セ
ン
タ
ー
室
長

環
境
整
備
セ
ン
タ
ー
所
長

福
祉
事
務
所
長

総
合
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
医
療
局
副
局

長精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
副
セ
ン
タ
ー
長

児
童
相
談
所
長

埼
玉
学
園
長



保
健
所
長

衛
生
研
究
所
副
所
長

高
等
看
護
学
院
長

動
物
指
導
セ
ン
タ
ー
所
長

食
肉
衛
生
検
査
セ
ン
タ
ー
北
部
支
所
長

計
量
検
定
所
長

産
業
技
術
総
合
セ
ン
タ
ー
室
長

産
業
技
術
総
合
セ
ン
タ
ー
北
部
研
究
所
長

高
等
技
術
専
門
校
長

職
業
能
力
開
発
セ
ン
タ
ー
所
長

農
林
振
興
セ
ン
タ
ー
所
長
（
さ
い
た
ま
、
本
庄
）

農
林
振
興
セ
ン
タ
ー
副
所
長

病
害
虫
防
除
所
長

家
畜
保
健
衛
生
所
長

秩
父
高
原
牧
場
長

農
林
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
副
所
長

農
林
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
研
究
所
長

農
林
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
畜
産
研
究
所
長

農
林
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
森
林
・
緑
化
研
究
所
長

花
と
緑
の
振
興
セ
ン
タ
ー
所
長

寄
居
林
業
事
務
所
長

農
村
整
備
計
画
セ
ン
タ
ー
所
長

県
土
整
備
事
務
所
長

総
合
技
術
セ
ン
タ
ー
技
術
指
導
幹

総
合
技
術
セ
ン
タ
ー
総
合
技
術
幹

総
合
技
術
セ
ン
タ
ー
主
席
工
事
検
査
員

西
関
東
連
絡
道
路
建
設
事
務
所
長

総
合
治
水
事
務
所
長

八
潮
新
都
市
建
設
事
務
所
長

大
宮
公
園
事
務
所
長

建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
所
長

営
繕
工
事
事
務
所
長

本
庁
副
課
（
所
）
長

四
種

知
事
室
長
付
副
室
長



副
報
道
長

調
整
幹

主
席
県
民
相
談
員

出
納
審
査
幹

地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
地
域
調
整
幹

県
税
事
務
所
副
所
長

自
動
車
税
事
務
所
副
所
長

県
営
競
技
事
務
所
副
所
長

パ
ス
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
副
支
所
長

婦
人
相
談
セ
ン
タ
ー
副
所
長

男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー
副
所
長

消
費
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
副
所
長

消
費
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
支
所
長

消
防
学
校
副
校
長

消
防
学
校
主
席
講
師

環
境
管
理
事
務
所
副
所
長

環
境
科
学
国
際
セ
ン
タ
ー
副
室
長

環
境
整
備
セ
ン
タ
ー
副
所
長

福
祉
事
務
所
副
所
長

総
合
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
部
長

総
合
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
医
療
局
医
療

安
全
管
理
幹

精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
社
会
復
帰
部
長

児
童
相
談
所
副
所
長

越
谷
児
童
相
談
所
草
加
支
所
長

埼
玉
学
園
副
園
長

保
健
所
副
所
長

衛
生
研
究
所
地
域
保
健
企
画
室
長

衛
生
研
究
所
精
度
管
理
室
長

衛
生
研
究
所
感
染
症
室
長

衛
生
研
究
所
食
品
微
生
物
検
査
室
長

衛
生
研
究
所
化
学
検
査
室
長

動
物
指
導
セ
ン
タ
ー
南
支
所
長

食
肉
衛
生
検
査
セ
ン
タ
ー
副
所
長



産
業
技
術
総
合
セ
ン
タ
ー
副
室
長

産
業
技
術
総
合
セ
ン
タ
ー
北
部
研
究
所
技
術
・
事
業

化
支
援
室
長

高
等
技
術
専
門
校
副
校
長

職
業
能
力
開
発
セ
ン
タ
ー
副
所
長

農
林
振
興
セ
ン
タ
ー
部
長

家
畜
保
健
衛
生
所
副
所
長

農
業
大
学
校
副
校
長

農
林
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
室
長

農
林
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
総
務
部
長

農
林
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
研
究
所
副
研
究
所
長

花
と
緑
の
振
興
セ
ン
タ
ー
副
所
長

寄
居
林
業
事
務
所
副
所
長

農
村
整
備
計
画
セ
ン
タ
ー
副
所
長

県
土
整
備
事
務
所
副
所
長

総
合
技
術
セ
ン
タ
ー
副
主
席
工
事
検
査
員

総
合
治
水
事
務
所
副
所
長

八
潮
新
都
市
建
設
事
務
所
副
所
長

大
宮
公
園
事
務
所
副
所
長

建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
副
所
長

営
繕
工
事
事
務
所
副
所
長

総
合
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
部
長
（
人
事

五
種

委
員
会
が
定
め
る
も
の
に
限
る
。
）

教
育
委
員
会
事
務
局

副
教
育
長

一
種

本
局
部
長

参
事
（
人
事
委
員
会
が
定
め
る
も
の
に
限
る
。
）

本
局
副
部
長

二
種

参
事

教
育
事
務
所
長

総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
所
長

総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
総
合
企
画
長

図
書
館
長

歴
史
と
民
俗
の
博
物
館
長

近
代
美
術
館
長



本
局
課
長

三
種

副
参
事

報
道
幹

学
校
管
理
幹

学
校
評
価
幹

教
育
指
導
幹

教
育
事
務
所
副
所
長

北
部
教
育
事
務
所
支
所
長

総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
副
所
長

総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
企
画
幹

総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
支
所
長

図
書
館
副
館
長

歴
史
と
民
俗
の
博
物
館
副
館
長

さ
き
た
ま
史
跡
の
博
物
館
長

嵐
山
史
跡
の
博
物
館
長

近
代
美
術
館
副
館
長

自
然
の
博
物
館
長

川
の
博
物
館
長

文
書
館
長

げ
ん
き
プ
ラ
ザ
所
長

武
道
館
長

本
局
副
課
長

四
種

総
務
幹

調
整
幹

管
理
主
幹

主
席
指
導
主
事

主
席
社
会
教
育
主
事

教
育
事
務
所
室
長

主
席
管
理
主
事

教
育
主
幹

主
席
司
書
主
幹

主
席
学
芸
主
幹

さ
き
た
ま
史
跡
の
博
物
館
副
館
長

嵐
山
史
跡
の
博
物
館
副
館
長



自
然
の
博
物
館
副
館
長

川
の
博
物
館
副
館
長

文
書
館
副
館
長

げ
ん
き
プ
ラ
ザ
副
所
長

伊
奈
学
園
総
合
高
等
学
校
事
務
局
長

大
宮
中
央
高
等
学
校
事
務
局
長

五
種

県
立
学
校
事
務
部
長

六
種

伊
奈
学
園
総
合
高
等
学
校
事
務
局
次
長

大
宮
中
央
高
等
学
校
事
務
局
次
長

県
立
学
校
事
務
室
長

県
立
学
校
事
務
長

七
種

警
察
本
部

参
事
（
人
事
委
員
会
が
定
め
る
も
の
に
限
る
。
）

一
種

財
務
局
長

二
種

組
織
犯
罪
対
策
局
長

運
転
免
許
本
部
長

方
面
本
部
長

参
事

参
事
官

理
事
官

警
察
学
校
長

警
察
署
長
（
浦
和
、
浦
和
西
、
大
宮
、
大
宮
東
、

大
宮
西
、
蕨
、
川
口
、
武
南
、
朝
霞
、
新
座
、
草
加
、

上
尾
、
鴻
巣
、
川
越
、
東
入
間
、
所
沢
、
狭
山
、

西
入
間
、
飯
能
、
東
松
山
、
秩
父
、
熊
谷
、
深
谷
、

加
須
、
岩
槻
、
春
日
部
、
越
谷
、
久
喜
、
吉
川
）

警
察
本
部
の
課
（
室
・
所
・
隊
）
長

三
種

監
察
官

聴
聞
官

管
理
官

訟
務
官

主
席
師
範

総
括
調
査
官

市
警
察
部
副
部
長

市
警
察
部
の
課
長



方
面
本
部
副
本
部
長

警
察
学
校
副
校
長

警
察
署
長

警
察
署
副
署
長
（
浦
和
、
浦
和
東
、
浦
和
西
、

大
宮
、
大
宮
東
、
大
宮
西
、
蕨
、
川
口
、
武
南
、
朝
霞
、

新
座
、
草
加
、
上
尾
、
鴻
巣
、
川
越
、
東
入
間
、

所
沢
、
狭
山
、
西
入
間
、
飯
能
、
東
松
山
、
秩
父
、

熊
谷
、
深
谷
、
加
須
、
岩
槻
、
春
日
部
、
越
谷
、

久
喜
、
吉
川
）

主
席
調
査
官
（
人
事
委
員
会
が
定
め
る
も
の
に
限

四
種

る
。
）

主
席
指
導
官

主
席
専
門
官

公
安
委
員
会
室
長

取
調
べ
監
督
室
長

け
い
さ
つ
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
所
長

音
楽
隊
長

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
室
長

照
会
セ
ン
タ
ー
所
長

留
置
セ
ン
タ
ー
所
長

監
査
室
長

装
備
技
術
セ
ン
タ
ー
所
長

採
用
セ
ン
タ
ー
所
長

犯
罪
被
害
者
支
援
室
長

企
画
調
整
室
長

現
任
教
養
推
進
室
長

生
活
安
全
指
導
室
長

地
域
安
全
対
策
推
進
室
長

生
活
安
全
特
別
捜
査
隊
長

少
年
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
所
長

環
境
犯
罪
対
策
室
長

地
域
指
導
室
長

航
空
隊
長

刑
事
指
導
室
長



捜
査
支
援
セ
ン
タ
ー
所
長

検
視
調
査
室
長

特
殊
詐
欺
捜
査
室
長

法
医
鑑
定
室
長

暴
力
団
排
除
対
策
室
長

交
通
安
全
対
策
推
進
室
長

放
置
駐
車
対
策
セ
ン
タ
ー
所
長

交
通
管
制
セ
ン
タ
ー
所
長

交
通
反
則
通
告
セ
ン
タ
ー
所
長

外
事
特
別
捜
査
隊
長

国
際
テ
ロ
リ
ズ
ム
対
策
室
長

次
席
（
人
事
委
員
会
が
定
め
る
も
の
に
限
る
。
）

特
別
機
動
警
察
隊
長

初
任
教
養
部
長

警
察
署
副
署
長

次
席

五
種

副
隊
長

術
科
教
養
部
長

監
査
事
務
局

事
務
局
長

一
種

副
事
務
局
長

三
種

課
長

主
席
監
査
員

四
種

人
事
委
員
会
事
務
局

事
務
局
長

一
種

参
事

二
種

副
事
務
局
長

三
種

課
長

副
課
長

四
種

労
働
委
員
会
事
務
局

事
務
局
長

一
種

参
事

二
種

副
事
務
局
長

三
種

課
長

副
課
長

四
種

収
用
委
員
会
事
務
局

事
務
局
長

三
種

附

則



こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。



規 
 

則 

初
任
給
、
昇
格
、
昇
給
等
の
基
準
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す

る
。 

 

平
成
二
十
六
年
三
月
二
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
人
事
委
員
会
委
員
長 
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男 

 

埼
玉
県
人
事
委
員
会
規
則
七
―
九
五
九 

 
 

 

初
任
給
、
昇
格
、
昇
給
等
の
基
準
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

 

初
任
給
、
昇
格
、
昇
給
等
の
基
準
に
関
す
る
規
則
（
埼
玉
県
人
事
委
員
会
規
則
七
―
二
二
一
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 
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55 
56 
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57 
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32 
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33 
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に
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に
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を 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

」 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

」 

「 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

に
改
め
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

」 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

「 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

「 

 

別
表
第
七
ホ
の
表
中 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

を 
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に
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を 
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「 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

「 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

に
、 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

を 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

」 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

」 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

「 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

に
、 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

」 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

「 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

「 
 

 
 

 

を 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

に
、 

 
 

 
 

 
 

 
 

」 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

」 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

「 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

を 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

に
改
め
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

」 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

」 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

「 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

「 

 

別
表
第
七
ヘ
の
表
中 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

を 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

」 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

「 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

「 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

に
、 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

を 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

」 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

」 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

30 
31 
31 
31 
32 
32 
32 
33 
33 
33 

 

49 
49 
49 
50 
50 
50 
51 
51 
51 
52 
52 
52 
53 
53 
54 
54 
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48 
48 
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49 
49 
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43 
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44 
44 
45 
45 
46 
46 
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51 

 

42 
42 
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43 
44 
44 
44 
44 
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45 
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62 
62 
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65 

 

61 
62 
62 
62 
62 
62 
62 
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75 
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75 
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49 
49 
49 
50 
50 
50 
51 
51 
51 
52 
52 
52 
53 
53 
54 
54 
55 

 
74 
74 
74 
74 
74 

 

49 
49 
49 
49 
49 
50 
50 
50 
50 
50 
51 
51 
51 
51 
51 
52 

 

32 
33 

 

26 
27 
27 
27 
27 
28 
28 
28 
28 
29 
29 
29 
30 
30 
31 

 41 
41 
42 
42 
43 
43 
44 
44 
45 
45 
46 
46 
47 
47 
48 
48 
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40 
41 
41 
41 
41 
42 
42 
42 
43 
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45 
45 
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46 
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100 
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「 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

に
、 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

を 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

」 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 

」 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

「 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

に
、 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

」 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

「 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

「 

 

を 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

に
、 

 

」 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

」 
 

 
 

 

「 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

を 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

に
改
め
る
。 

 

」 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

」 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 

附 

則 

 

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 
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94 
94 
95 
95 
95 
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96 
96 
97 
97 
97 

 

68 
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69 
69 
69 
69 
70 
70 
70 
70 
71 
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69 
70 
71 
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73 
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37 
38 
38 
39 
39 
40 
40 
41 
41 
42 
42 
43 
43 
44 
44 
45 

 

38 
39 
40 
41 
41 
42 
42 
43 
43 
44 
44 
45 
46 
47 
48 

 



規 
 

則 
 

職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

  

 

平
成
二
十
六
年
三
月
二
十
八
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

埼
玉
県
人
事
委
員
会
委
員
長 

金 

野 

俊 

男 
 
 
 

 

埼
玉
県
人
事
委
員
会
規
則
七
―
九
六
〇 

職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

 

職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る
規
則
（
埼
玉
県
人
事
委
員
会
規
則
七
―
七
二
四
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

第
十
五
条
第
二
項
中
「
情
報
シ
ス
テ
ム
を
い
う
。
）
」
の
下
に
「
そ
の
他
人
事
委
員
会
が
定
め

る
情
報
シ
ス
テ
ム
」
を
加
え
る
。 

附 

則 

 

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

 

 



規 
 

則 

 
管
理
職
員
等
の
範
囲
を
定
め
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

   
 

平
成
二
十
六
年
三
月
二
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
人
事
委
員
会
委
員
長 

金 

野 

俊 

男 
 

 
 

 

埼
玉
県
人
事
委
員
会
規
則
一
二
―
一
二
五 

 
 

 

管
理
職
員
等
の
範
囲
を
定
め
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

管
理
職
員
等
の
範
囲
を
定
め
る
規
則
（
埼
玉
県
人
事
委
員
会
規
則
一
二
―
六
）
の
一
部
を
次
の 

よ
う
に
改
正
す
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

「
会
計
管
理
者 

 
 

 
 

別
表
知
事
及
び
会
計
管
理
者
本
庁
の
項
職
の
欄
中
「
会
計
管
理
者
」
を 

 
 

 
 

 
 

に
、 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

Ｉ
Ｔ
統
括
幹
」 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

「
危
機
対
策
幹 

「
危
機
対
策
幹
」
を 

 
 

 
 

 
 

に
改
め
、
同
表
知
事
及
び
会
計
管
理
者
地
域
機
関
県
営
競 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

先
端
産
業
幹
」 

技
事
務
所
の
項
職
の
欄
中
「
主
幹
（
労
働
関
係
に
関
す
る
事
務
を
所
掌
す
る
も
の
に
限
る
。
）
」

を
削
り
、
同
表
知
事
及
び
会
計
管
理
者
地
域
機
関
産
業
技
術
総
合
セ
ン
タ
ー
の
項
職
の
欄
中
「
北 

「
北
部
研
究
所
長 

部
研
究
所
長
」
を 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

に
改 

 
 

 
 

 
 

 
 

副
室
長
（
労
働
関
係
に
関
す
る
事
務
を
所
掌
す
る
も
の
に
限
る
。
）
」 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

「
研
究
所 

め
、
同
表
知
事
及
び
会
計
管
理
者
地
域
機
関
農
林
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
の
項
職
の
欄
中 

畜
産
研 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

森
林
・ 

長 
 

 
 

 
 

 

「
畜
産
研
究
所
長 

究
所
長 

 
 

 

を 

森
林
・
緑
化
研
究
所
長 

に
改
め
る
。 

緑
化
研
究
所
長
」 

 

研
究
所
長 

 
 

 
 

」 

 
 

 

附 

則 

 

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

  



訓 
 

令 

 

本 
 

 
 

 
 

 
 

 

庁 
 

 
 

地

域

機

関 
 

 
 

埼
玉
県
労
働
委
員
会
事
務
局 

 
 

 

埼
玉
県
収
用
委
員
会
事
務
局 

 
 

 

職
員
の
勤
務
時
間
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。 

平
成
二
十
六
年
三
月
二
十
八
日 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

職
員
の
勤
務
時
間
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令 

職
員
の
勤
務
時
間
に
関
す
る
規
程
（
昭
和
二
十
七
年
埼
玉
県
訓
令
第
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。 

別
表
広
聴
広
報
課
の
項
中
「 

 
 

 
 

 

」
を
削
り
、
同
表
総
合
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ 

ン
タ
ー
の
項
中
「 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

」
を
「 

 
 

 
 

」
に
改
め
る
。 

附 

則 

こ
の
訓
令
は
、
平
成
二
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

県
民
案
内
及
び
 

日
曜
日
及
び
４
週
間
に
つ
い
て
４
日
と
し
、
業
務
の
実
情
に
応
じ
所
属
長
が
定
 

上
に
同
じ
。
 

め
る
日
 

埼
玉
県
訓
令
第
二
号



 

訓 
 

令 
  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

本

庁 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

地

域

機

関 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
労
働
委
員
会
事
務
局 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
収
用
委
員
会
事
務
局 

 
 

 

 

埼
玉
県
職
員
服
務
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。 

 
 

平
成
二
十
六
年
三
月
二
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
職
員
服
務
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令 

 

埼
玉
県
職
員
服
務
規
程
（
昭
和
四
十
二
年
埼
玉
県
訓
令
第
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。 

 

第
二
条
第
一
項
第
二
号
中
「
含
む
。
）
」
の
下
に
「
、
Ｉ
Ｔ
統
括
幹
」
を
加
え
る
。 

 
 

 

附 

則 

 

こ
の
訓
令
は
、
平
成
二
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

埼
玉
県
訓
令
第
三
号



訓 
 

令 

 

本 
 

 
 

 
 

 
 

 

庁 
 

 
 

地

域

機

関 
 

 
 

埼
玉
県
労
働
委
員
会
事
務
局 

 
 

 

埼
玉
県
収
用
委
員
会
事
務
局 

 
 

 

埼
玉
県
職
員
表
彰
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。 

平
成
二
十
六
年
三
月
二
十
八
日 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

埼
玉
県
職
員
表
彰
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令 

埼
玉
県
職
員
表
彰
規
程
（
昭
和
三
十
一
年
埼
玉
県
訓
令
第
二
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。 

第
五
条
第
一
項
中
「
以
下
」
の
下
に
「
こ
の
条
に
お
い
て
」
を
加
え
、
同
条
第
三
項
中
「
副
部

長
」
の
下
に
「
そ
の
他
審
査
会
が
必
要
と
認
め
る
者
」
を
加
え
る
。 

附 

則 

こ
の
訓
令
は
、
平
成
二
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

埼
玉
県
訓
令
第
四
号



訓 
 

令 

 

本 
 

 
 

 

庁 
 

 
 

地 

域 

機 

関 
 

 
 

技
能
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。 

平
成
二
十
六
年
三
月
二
十
八
日 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

技
能
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令 

技
能
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
規
程
（
昭
和
四
十
四
年
埼
玉
県
訓
令
第
四
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。 

別
表
第
二
中 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

を 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

         
 

 
 

 
 

 

         
 る
。 

附 

則 

こ
の
訓
令
は
、
平
成
二
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

「
 

77 

77 

76 

76 

75 

75 

74 

74 

73 

73 

72 

72 

71 

71 

70 

70 

69 

69 

別
表
第
四
中 

 
 
 
 
 

を 
 
 
 
 
 

に
、 
 
 
 
 
 

を 
 
 
 
 
 

に
改
め 

」
 
72 

71 

71 

71 

70 

70 

70 

70 

70 

69 

69 

69 

69 

69 

68 

68 

68 

68 
「
 

」
 

63 

62 

62 

61 

61 

60 

60 

59 

59 

58 

58 

57 

57 

56 

56 

56 

56 
「
 

」
 
59 

59 

59 

58 

58 

58 

57 

57 

57 

57 

57 

56 

56 

56 

56 

56 

55 

」
 

「
 

４
 
 
 
 
級
 
主
任
の
職
務
 

「
 

」
 

「
 

」
 

に
改
め
る
。 

主
任
又
は
主
任
専
門
員
の
職
務
 

 

４
 
 
 
 
級
 

埼
玉
県
訓
令
第
五
号



訓 
 

令 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

本 
 

 
 

 

庁 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

地 

域 

機 

関 
 

 
 

 

埼
玉
県
文
書
管
理
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。 

 
 

平
成
二
十
六
年
三
月
二
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
文
書
管
理
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令 

 

埼
玉
県
文
書
管
理
規
程
（
平
成
十
三
年
埼
玉
県
訓
令
第
二
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。 

 

第
九
条
第
二
項
第
二
号
中
「
及
び
特
定
記
録
郵
便
物
」
を
「
、
特
定
記
録
郵
便
物
、
交
付
記
録

郵
便
物
及
び
配
達
日
指
定
郵
便
物
」
に
改
め
る
。 

 

別
表
課
の
文
書
記
号
の
表
青
少
年
課
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。 

 
 

国
際
ス
ポ
ー
ツ
課 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

国
ス 

 

別
表
課
の
文
書
記
号
の
表
全
国
育
樹
祭
課
の
項
を
削
る
。 

 
 

 

附 

則 

 

こ
の
訓
令
は
、
平
成
二
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

埼
玉
県
訓
令
第
六
号



訓 
 

令 

 
埼
玉
県
会
計
管
理
者
訓
令
第
一
号 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

出
納
総
務
課 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

会
計
管
理
課 

 
 

 

 

埼
玉
県
会
計
管
理
者
の
権
限
に
属
す
る
事
務
の
決
裁
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。 

 
 

平
成
二
十
六
年
三
月
二
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

埼
玉
県
会
計
管
理
者 

吉 

浦 

伸 

和 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
会
計
管
理
者
の
権
限
に
属
す
る
事
務
の
決
裁
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る 

 
 

 

訓
令 

 

埼
玉
県
会
計
管
理
者
の
権
限
に
属
す
る
事
務
の
決
裁
に
関
す
る
規
程
（
平
成
十
九
年
埼
玉
県
会

計
管
理
者
訓
令
第
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

別
表
出
納
総
務
課
長
専
決
事
項
の
項
第
三
号
及
び
会
計
管
理
課
長
専
決
事
項
の
項
第
一
号
中 

「
第
四
十
条
第
四
項
第
二
号
」
を
「
第
四
十
条
第
五
項
第
二
号
」
に
改
め
る
。 

 
 

 

附 

則 

 

こ
の
訓
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 



訓 
 

令 

 
埼
玉
県
教
育
委
員
会
教
育
長
訓
令
第
一
号 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

埼
玉
県
教
育
局 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

県
立
教
育
機
関 

 
 

 

 

埼
玉
県
教
育
委
員
会
教
育
長
の
権
限
に
属
す
る
事
務
の
委
任
及
び
決
裁
に
関
す
る
規
程
の
一
部

を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。 

 
 

平
成
二
十
六
年
三
月
二
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
教
育
委
員
会
教
育
長 

関 

根 

郁 

夫 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
教
育
委
員
会
教
育
長
の
権
限
に
属
す
る
事
務
の
委
任
及
び
決
裁
に
関
す
る
規
程
の 

 
 

 

一
部
を
改
正
す
る
訓
令 

 

埼
玉
県
教
育
委
員
会
教
育
長
の
権
限
に
属
す
る
事
務
の
委
任
及
び
決
裁
に
関
す
る
規
程
（
昭
和

五
十
六
年
埼
玉
県
教
育
委
員
会
教
育
長
訓
令
第
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

別
表
第
四
教
育
総
務
部
の
表
財
務
課
の
項
教
育
長
決
裁
事
項
の
欄
中
１
を
削
り
、２
を
１
と
し
、

３
を
２
と
す
る
。 

 
 

 

附 

則 

 

こ
の
訓
令
は
、
平
成
二
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 



訓 
 

令 

 
埼
玉
県
教
育
委
員
会
教
育
長
訓
令
第
二
号 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

県
立
学
校 

 
 

 

 

埼
玉
県
教
育
委
員
会
教
育
長
の
権
限
に
属
す
る
埼
玉
県
立
高
等
学
校
の
授
業
料
及
び
入
学
料
の

減
免
に
関
す
る
事
務
の
決
裁
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。 

 
 

平
成
二
十
六
年
三
月
二
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
教
育
委
員
会
教
育
長 

関 

根 

郁 

夫 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
教
育
委
員
会
教
育
長
の
権
限
に
属
す
る
埼
玉
県
立
高
等
学
校
の
授
業
料
及
び
入
学

料
の
減
免
に
関
す
る
事
務
の
決
裁
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令 

 

埼
玉
県
教
育
委
員
会
教
育
長
の
権
限
に
属
す
る
埼
玉
県
立
高
等
学
校
の
授
業
料
及
び
入
学
料
の

減
免
に
関
す
る
事
務
の
決
裁
に
関
す
る
規
程
（
平
成
十
九
年
埼
玉
県
教
育
委
員
会
教
育
長
訓
令
第

一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

題
名
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

 
 

 

埼
玉
県
教
育
委
員
会
教
育
長
の
権
限
に
属
す
る
埼
玉
県
立
高
等
学
校
の
授
業
料
等
の
減
免

及
び
徴
収
猶
予
に
係
る
事
務
の
決
裁
に
関
す
る
規
程 

 

第
一
条
中
「
以
下
第
三
条
」
を
「
第
三
条
」
に
、
「
「
規
則
」
」
を
「
「
減
免
規
則
」
」
に
、

「
に
規
定
す
る
」
を
「
及
び
埼
玉
県
立
高
等
学
校
の
授
業
料
等
に
関
す
る
条
例
第
三
条
第
一
項
に

規
定
す
る
授
業
料
を
徴
収
す
る
月
等
を
定
め
る
規
則
（
平
成
二
十
六
年
埼
玉
県
教
育
委
員
会
規
則

第
八
号
。
第
三
条
第
五
号
に
お
い
て
「
徴
収
規
則
」
と
い
う
。
）
に
規
定
す
る
」
に
、
「
事
務
の

決
裁
に
関
し
必
要
な
事
項
」
を
「
埼
玉
県
立
高
等
学
校
の
授
業
料
等
の
減
免
及
び
徴
収
猶
予
に
係

る
事
務
に
つ
い
て
、
埼
玉
県
立
高
等
学
校
の
校
長
の
専
決
す
る
こ
と
が
で
き
る
事
項
」
に
改
め
る
。 

 

第
三
条
中
「
次
の
各
号
に
」
を
「
次
に
」
に
、
「
規
則
」
を
「
減
免
規
則
」
に
改
め
、
同
条
に

次
の
二
号
を
加
え
る
。 

 

四 

減
免
規
則
附
則
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
授
業
料
の
減
免
を
決
定
し
、
及
び
通
知
す
る

こ
と
。 

 

五 

徴
収
規
則
第
三
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
授
業
料
の
徴
収
を
猶
予
す
る
こ
と
。 

 
 

 

附 

則 

 

こ
の
訓
令
は
、
平
成
二
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
一
条
の
改
正
規
定
（
「
以

下
第
三
条
」
を
「
第
三
条
」
に
改
め
る
部
分
に
限
る
。
）
及
び
第
三
条
の
改
正
規
定
（
「
次
の
各

号
に
」
を
「
次
に
」
に
改
め
る
部
分
に
限
る
。
）
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 



訓 
 

令 

 
埼
玉
県
教
育
委
員
会
訓
令
第
一
号 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

埼
玉
県
教
育
局 

 
 

 

 

県
立
教
育
機
関 

 
 

 

技
能
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。 

 
 

平
成
二
十
六
年
三
月
二
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
教
育
委
員
会
委
員
長 

千 

葉 

照 

實 
 

 
 

 
 

 

技
能
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令 

 

技
能
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
規
程
（
昭
和
四
十
四
年
埼
玉
県
教
育
委
員
会
訓
令
第
四
号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

「 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

「 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

別
表
第
四
中 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

を 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

」 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

「 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

「 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

に
、 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

を 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

」 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

」 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

に
改
め
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

」 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

附 

則 

 

こ
の
訓
令
は
、
平
成
二
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

 

69 
69 
70 
70 
71 
71 
72 
72 
73 
73 
74 
74 
75 
75 
76 
76 
77 
77 

 

68 
68 
68 
68 
69 
69 
69 
69 
69 

 

70 
70 
70 
70 
70 
71 
71 
71 
72 

 

56 
56 
56 
56 
57 
57 
58 
58 
59 
59 
60 
60 
61 
61 
62 
62 
63 

 

55 
56 
56 
56 

 

56 
56 
57 
57 
57 
57 
57 
58 
58 
58 
59 
59 
59 

 



管 

理 

規 

程 

 
埼
玉
県
公
営
企
業
管
理
規
程
第
三
号 

埼
玉
県
企
業
局
組
織
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。 

平
成
二
十
六
年
三
月
二
十
八
日 

 

埼
玉
県
公
営
企
業
管
理
者 

松 

岡 
 

 

進 
 

 
 

 

埼
玉
県
企
業
局
組
織
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程 

 

埼
玉
県
企
業
局
組
織
規
程
（
昭
和
三
十
八
年
埼
玉
県
公
営
企
業
管
理
規
程
第
一
号
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

第
二
条
第
二
項
中
第
十
八
号
を
第
十
九
号
と
し
、
同
項
第
十
七
号
中
「
第
十
六
号
」
を
「
第
十

七
号
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
十
八
号
と
し
、
同
項
中
第
十
六
号
を
第
十
七
号
と
し
、
第
十
五

号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。 

十
六 

水
道
に
係
る
県
内
企
業
の
海
外
展
開
支
援
に
関
す
る
こ
と
。 

附 

則 

こ
の
規
程
は
、
平
成
二
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 



管 

理 

規 

程 

 
埼
玉
県
公
営
企
業
管
理
規
程
第
四
号 

埼
玉
県
公
営
企
業
財
務
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。 

平
成
二
十
六
年
三
月
二
十
八
日 

埼
玉
県
公
営
企
業
管
理
者 

松 

岡 
 

 

進 

埼
玉
県
公
営
企
業
財
務
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程 

埼
玉
県
公
営
企
業
財
務
規
程
（
昭
和
三
十
九
年
埼
玉
県
公
営
企
業
管
理
規
程
第
五
号
）
の
一
部

を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

第
三
条
第
十
五
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

十
五 

引
当
金 

貸
倒
引
当
金
、
賞
与
引
当
金
、
修
繕
引
当
金
、
特
別
修
繕
引
当
金
及
び
退
職

給
付
引
当
金
を
い
う
。 

第
八
条
の
三
中
「
第
六
号
」
を
「
第
五
号
」
に
、
「
第
七
号
」
を
「
第
六
号
」
に
、
「
第
八
号

」
を
「
第
七
号
」
に
改
め
、
第
四
号
を
削
り
、
第
五
号
を
第
四
号
と
し
、
第
六
号
か
ら
第
八
号
ま

で
を
一
号
ず
つ
繰
り
上
げ
る
。 

第
十
四
条
第
一
項
第
十
四
号
中
「
補
て
ん
財
源
明
細
簿
」
を
「
補
塡
財
源
明
細
簿
」
に
改
め
、

同
項
中
第
二
十
二
号
を
第
二
十
三
号
と
し
、
第
十
一
号
か
ら
第
二
十
一
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り

下
げ
、
第
十
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。 

十
一 

リ
ー
ス
資
産
台
帳 

第
十
四
条
第
二
項
第
一
号
か
ら
第
五
号
ま
で
の
規
定
中
「
第
十
一
号
」
を
「
第
十
二
号
」
に
改

め
、
同
項
第
二
号
中
「
第
十
四
号
」
を
「
第
十
五
号
」
に
改
め
、
同
項
第
六
号
中
「
第
十
五
号
」

を
「
第
十
六
号
」
に
改
め
、
同
項
第
六
号
か
ら
第
九
号
ま
で
の
規
定
中
「
第
二
十
二
号
」
を
「
第

二
十
三
号
」
に
改
め
、
同
項
第
七
号
中
「
第
十
九
号
」
を
「
第
二
十
号
」
に
改
め
る
。 

第
五
十
一
条
の
四
中
「
総
務
課
長
又
は
所
長
は
、
自
ら
」
を
削
り
、
「
を
す
る
場
合
を
除
い
て

」
を
「
の
請
求
は
」
に
、
「
あ
て
」
を
「
宛
て
」
に
、
「
又
は
そ
の
写
し
」
を
「
そ
の
他
の
管
理

者
が
適
当
と
認
め
る
書
類
」
に
、
「
し
、
こ
の
内
容
を
整
理
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」

を
「
す
る
。
」
に
改
め
る
。 

第
五
十
三
条
の
五
を
削
る
。 

第
五
十
三
条
の
六
の
見
出
し
を
「
（
預
り
金
、
前
受
金
及
び
前
受
収
益
の
利
子
）
」
に
改
め
、

同
条
中
「
預
り
金
及
び
前
受
金
」
を
「
法
令
又
は
契
約
に
特
別
の
定
め
が
あ
る
も
の
を
除
く
ほ
か

、
預
り
金
、
前
受
金
及
び
前
受
収
益
」
に
改
め
る
。 

第
八
十
三
条
の
五
第
三
項
中
「
、
管
理
者
が
別
に
定
め
る
も
の
を
除
き
」
を
削
り
、
同
条
第
四

項
中
「
物
品
供
用
引
継
書
に
よ
り
」
を
削
る
。 

第
八
十
三
条
の
十
二
第
一
項
中
「
そ
の
本
来
の
用
途
に
供
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
認
め
ら
れ



る
」
を
「
使
用
不
能
と
な
っ
た
若
し
く
は
使
用
す
る
必
要
の
な
い
」
に
改
め
る
。 

第
八
十
五
条
第
二
項
第
一
号
中
「
固
定
資
産
台
帳
（
」
の
下
に
「
リ
ー
ス
資
産
台
帳
及
び
」
を

加
え
る
。 

第
八
十
七
条
第
五
号
中
「
適
正
な
見
積
り
に
よ
る
価
額
」
を
「
公
正
な
評
価
額
」
に
改
め
る
。 

 

第
九
十
六
条
の
四
第
二
項
中
「
こ
え
て
」
を
「
超
え
て
」
に
改
め
、
次
の
た
だ
し
書
を
加
え
る

。 

た
だ
し
、
第
二
号
の
場
合
に
お
い
て
、
管
理
者
が
特
に
必
要
と
認
め
る
と
き
は
、
こ
の
限
り

で
な
い
。 

 

第
百
三
条
中
「
第
七
十
三
号
」
の
下
に
「
。
以
下
「
地
公
企
則
」
と
い
う
。
」
を
加
え
る
。 

 

第
百
十
四
条
た
だ
し
書
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

た
だ
し
、
管
理
者
又
は
そ
の
委
任
を
受
け
た
者
が
そ
の
性
質
上
書
面
に
よ
る
届
出
を
要
し
な

い
と
認
め
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。 

 

第
百
四
十
三
条
第
二
項
中
「
な
ら
な
い
。
」
の
下
に
「
な
お
、
予
算
に
関
す
る
説
明
書
の
う
ち

予
定
キ
ャ
ッ
シ
ュ･

フ
ロ
ー
計
算
書
の
作
成
は
、
間
接
法
に
よ
る
も
の
と
す
る
。
」
を
加
え
る
。 

第
百
四
十
八
条
第
一
項
中
第
五
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。 

六 

前
各
号
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
契
約
を
伴
う
支
出
予
算
の
執
行
の
う
ち
、
当
該
契
約
の

執
行
予
定
額
が
、
第
百
三
十
七
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
随
意
契
約
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
予

定
価
格
と
し
て
定
め
る
額
を
超
え
る
も
の 

第
百
五
十
五
条
中
「
第
三
号
」
を
「
第
五
号
」
に
改
め
、
「
第
四
号
」
を
「
第
六
号
及
び
第
七

号
」
に
改
め
、
同
条
第
一
号
か
ら
第
四
号
ま
で
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

一 

実
地
た
な
卸
に
基
づ
く
た
な
卸
資
産
の
修
正 

二 

固
定
資
産
の
減
価
償
却 

三 

繰
延
収
益
の
償
却 

四 

資
産
の
評
価 

第
百
五
十
五
条
中
第
四
号
の
次
に
次
の
三
号
を
加
え
る
。 

五 

引
当
金
の
計
上 

六 

未
払
費
用
等
の
経
過
勘
定
に
関
す
る
整
理 

七 

消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
納
税
計
算
に
伴
う
整
理 

第
百
五
十
七
条
第
一
項
中
「
な
ら
な
い
。
」
の
下
に
「
な
お
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ･

フ
ロ
ー
計
算
書

の
作
成
は
、
予
定
キ
ャ
ッ
シ
ュ･

フ
ロ
ー
計
算
書
と
同
じ
方
法
に
よ
る
も
の
と
す
る
。
」
を
加
え
、

同
項
中
第
十
号
を
第
十
一
号
と
し
、
第
七
号
か
ら
第
九
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
六
号

の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。 

七 

キ
ャ
ッ
シ
ュ･

フ
ロ
ー
計
算
書 

第
百
五
十
七
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。 



（
報
告
セ
グ
メ
ン
ト
） 

第
百
五
十
七
条
の
二 

地
公
企
則
第
四
十
条
第
二
項
に
規
定
す
る
報
告
す
べ
き
セ
グ
メ
ン
ト
の
区

分
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。 

  
 

 
 

   

別
表
第
二
の
表
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

 

 

  

地
域
整
備
事
業
会
計 

会 
 

計 

ゴ
ル
フ
場
施
設
貸
付
事
業 

土
地
造
成
事
業 区 

 

分 



  

 



 

  

  



   

 

   



   

 



   

 

   



   

 

 



   

 

   



   

 

   



   

 

   



   

 

   



   

 

  



   



 

  

 



   

 

   



   

 

   



   

 

   



   

 

   



   

 

   



別
表
第
三
の
表
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

  

 

   



   

 

   



   

 

    



   

 

   



   

 

    



   

 

    



   

 

   



   

 

   



   

 

    



   

 

   



   

 

   



   

 

   



   

 

   



   

 

   



 

 

       



別
表
第
六
の
表
中
「 

 
 

 
 

 

」
を
「 

 
 

 
 

 

」
に
改
め
る
。 

別
表
第
六
の
二
の
表
中
「 

 
 

 
 

 
 

」
を
「 

 
 

 
 

 

」
に
改
め
、「 

 

」
を
「 

 

」

に
改
め
る
。 

別
表
第
七
の
表
四
の
項
中
「
別
表
」
の
下
に
「
第
」
を
加
え
、
同
表
の
七
の
項
を
八
の
項
と
し

、
同
表
の
六
の
項
を
七
の
項
と
し
、
五
の
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。 

    

別
表
第
七
の
二
給
与
費
の
項
中
「 

 
 

 
 

」
を
「 

 
 

 
 

」
に
改
め
る
。 

様
式
第
二
十
一
号
中
「
補
て
ん
」
を
「
補
塡
」
に
改
め
る
。 

様
式
第
六
十
一
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

 

1
0
0
分

の
1
0
5

1
0
0
分

の
1
0
8

1
0
0
分

の
1
0
5

1
0
0
分

の
1
0
8

1
0
5
 

1
0
0
 

1
0
8
 

1
0
0
 

６
 

契
約

を
伴

う
支

出
予

算
の

執
行

の
う

ち
、

当
該

契
約

の
執

行
予

定
額

が
、

第
1
3
7
条

の
２

に
定

め
る

随
意

契
約

に
よ

る
こ

と
が

で
き

る
予

定
価

格
と

し
て

定
め

る
額

を
超

え
る

も
の

に

係
る

伺
書

は
、

執
行

し
よ

う
と

す
る

費
目

等
に

応
じ

た
別

表
第

７
の

２
に

定
め

る
区

分
に

従

い
決

裁
を

受
け

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
 

退
職

給
与

金
 

退
職

給
付

費
 



様
式
第
六
十
二
号
を
削
る
。 

様
式
第
七
十
八
号
中
「 

 
 

 

」
を
「 

 
 

 

」
に
改
め
る
。 

附 

則 

1
0
0
／

1
0
5
 

1
0
0
／

1
0
8
 



こ
の
規
程
は
、
平
成
二
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 



管 

理 

規 

程 

 
埼
玉
県
病
院
事
業
管
理
規
程
第
二
号 

埼
玉
県
病
院
事
業
財
務
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。 

 
 

平
成
二
十
六
年
三
月
二
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

埼
玉
県
病
院
事
業
管
理
者 

名 

和 
 

 

肇 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
病
院
事
業
財
務
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程 

 

埼
玉
県
病
院
事
業
財
務
規
程
（
平
成
十
四
年
病
院
事
業
管
理
規
程
第
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。 

 

目
次
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

目
次 

 

第
一
章 

総
則
（
第
一
条
―
第
六
条
） 

 

第
二
章 

会
計
伝
票
、
帳
簿
及
び
勘
定
科
目 

 
 

第
一
節 

会
計
伝
票
（
第
七
条
―
第
十
条
） 

 
 

第
二
節 

帳
簿
（
第
十
一
条
―
第
十
五
条
） 

 
 

第
三
節 

勘
定
科
目
（
第
十
六
条
） 

 

第
三
章 

金
銭
会
計 

 
 

第
一
節 

通
則
（
第
十
七
条
―
第
十
九
条
） 

 
 

第
二
節 

収
入
（
第
二
十
条
―
第
三
十
一
条
） 

第
三
節 

支
出
（
第
三
十
二
条
―
第
五
十
二
条
） 

第
四
節 

出
納
取
扱
金
融
機
関
（
第
五
十
三
条
―
第
六
十
四
条
） 

第
五
節 

預
り
金
及
び
預
り
有
価
証
券
（
第
六
十
五
条
―
第
六
十
九
条
） 

第
四
章 

た
な
卸
資
産 

第
一
節 

通
則
（
第
七
十
条
・
第
七
十
一
条
） 

第
二
節 

調
達
（
第
七
十
二
条
・
第
七
十
三
条
） 

第
三
節 

出
納
（
第
七
十
四
条
―
第
七
十
九
条
） 

第
四
節 

た
な
卸
し
（
第
八
十
条
―
第
八
十
三
条
） 

第
五
章 

た
な
卸
資
産
以
外
の
物
品
（
第
八
十
四
条
―
第
八
十
九
条
） 

第
六
章 

固
定
資
産 

第
一
節 

通
則
（
第
九
十
条
・
第
九
十
一
条
） 

第
二
節 

取
得
（
第
九
十
二
条
―
第
九
十
八
条
） 

第
三
節 

管
理
及
び
処
分
（
第
九
十
九
条
―
第
百
十
三
条
の
二
） 

第
四
節 

減
価
償
却
（
第
百
十
四
条
・
第
百
十
五
条
） 

第
七
章 

契
約 



第
一
節 

通
則
（
第
百
十
六
条
―
第
百
三
十
一
条
） 

第
二
節 

一
般
競
争
入
札
（
第
百
三
十
二
条
―
第
百
四
十
一
条
） 

第
三
節 

指
名
競
争
入
札
（
第
百
四
十
二
条
―
第
百
四
十
四
条
） 

第
四
節 

随
意
契
約
（
第
百
四
十
五
条
―
第
百
四
十
七
条
） 

第
五
節 
単
価
契
約
（
第
百
四
十
八
条
―
第
百
四
十
九
条
の
二
） 

第
六
節 

長
期
継
続
契
約
（
第
百
四
十
九
条
の
三
） 

第
八
章 

職
員
の
賠
償
責
任
（
第
百
五
十
条
・
第
百
五
十
一
条
） 

第
九
章 

引
当
金
（
第
百
五
十
二
条
） 

第
十
章 

予
算 

第
一
節 

予
算
の
編
成
（
第
百
五
十
三
条
―
第
百
五
十
六
条
） 

第
二
節 

予
算
の
執
行
（
第
百
五
十
七
条
―
第
百
六
十
九
条
） 

第
十
一
章 

決
算
（
第
百
七
十
条
―
第
百
七
十
四
条
） 

第
十
二
章 

雑
則
（
第
百
七
十
五
条
―
第
百
七
十
九
条
） 

 

第
四
条
第
二
項
の
表
経
営
管
理
課
長
（
以
下
、
「
課
長
」
と
い
う
。
）
の
項
中
「
主
幹
」
を
「
副

課
長
」
に
改
め
る
。 

 

第
十
一
条
第
二
項
中
「
が
ん
セ
ン
タ
ー
建
設
課
長
及
び
」
を
削
る
。 

 

第
十
六
条
第
二
項
に
次
の
た
だ
し
書
を
加
え
る
。 

 
 

た
だ
し
、
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
別
に
区
分
を
設
け
て
経
理
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

第
三
十
四
条
か
ら
第
三
十
六
条
ま
で
の
規
定
中
「
支
払
集
計
票
兼
支
払
依
頼
書
」
を
「
支
払
依

頼
書
」
に
改
め
る
。 

 

第
三
十
七
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

第
三
十
七
条 

削
除 

 

第
五
十
九
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

 

（
支
払
依
頼
書
等
を
受
け
た
場
合
の
手
続
） 

第
五
十
九
条 

統
轄
店
は
、
第
三
十
四
条
第
三
項
の
支
払
証
及
び
支
払
依
頼
書
の
送
付
を
受
け
た

と
き
は
、
支
払
依
頼
書
に
記
載
さ
れ
た
金
額
を
支
払
資
金
と
し
て
引
き
出
し
、
債
権
者
に
交
付
さ

れ
た
支
払
証
と
引
換
え
に
現
金
を
当
該
債
権
者
に
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

統
轄
店
は
、
第
三
十
五
条
の
案
内
書
及
び
支
払
依
頼
書
の
送
付
を
受
け
た
と
き
は
、
支
払
依 

 

頼
書
に
記
載
さ
れ
た
金
額
を
支
払
資
金
と
し
て
引
き
出
し
、
速
や
か
に
課
長
で
あ
る
企
業
出
納 

 

員
の
指
示
し
た
支
払
場
所
で
支
払
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

３ 

統
轄
店
は
、
第
三
十
六
条
の
案
内
書
及
び
支
払
依
頼
書
の
送
付
を
受
け
た
と
き
は
、
支
払
依 

 

頼
書
に
記
載
さ
れ
た
金
額
を
支
払
資
金
と
し
て
引
き
出
し
、
速
や
か
に
口
座
振
替
の
手
続
を
と 

 

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い 

４ 

統
括
店
は
、
第
三
十
四
条
第
三
項
、
第
三
十
五
条
及
び
第
三
十
六
条
に
定
め
る
方
法
に
よ
り 



 

支
払
を
し
た
と
き
は
、
支
払
済
通
知
書
を
課
長
で
あ
る
企
業
出
納
員
に
送
付
し
な
け
れ
ば
な
ら 

 
な
い 

 
第
六
十
一
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

第
六
十
一
条 

削
除 

 

第
九
十
条
各
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

 

一 

有
形
固
定
資
産 

 
 

イ 

土
地 

 
 

ロ 

建
物
及
び
附
属
設
備 

 
 

ハ 

構
築
物
（
土
地
に
定
着
す
る
土
木
設
備
又
は
工
作
物
を
い
う
。
） 

 
 

ニ 

機
械
及
び
装
置
並
び
に
そ
の
他
の
附
属
設
備 

 
 

ホ 

車
両
運
搬
具 

 
 

へ 

器
具
及
び
備
品
（
耐
用
年
数
が
一
年
以
上
か
つ
取
得
価
額
が
十
万
円
以
上
の
も
の
に
限 

 
 

 

る
。
） 

 

 
 

ト 

リ
ー
ス
資
産
（
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
・
リ
ー
ス
取
引
に
お
け
る
リ
ー
ス
物
件
の
借
主
で
あ
る 

 
 

 

資
産
で
あ
っ
て
、
当
該
リ
ー
ス
物
件
が
イ
か
ら
へ
ま
で
に
掲
げ
る
も
の
で
あ
る
場
合
に
限 

 
 

 

る
。
） 

 
 

チ 

建
物
仮
勘
定
（
ロ
か
ら
へ
ま
で
に
掲
げ
る
資
産
で
あ
っ
て
、
事
業
の
用
に
供
す
る
も
の 

 
 

 

を
建
設
し
た
場
合
に
お
け
る
支
出
し
た
金
額
及
び
当
該
建
設
の
目
的
の
た
め
に
充
当
し
た 

 
 

 

材
料
を
い
う
。
） 

 
 

リ 

そ
の
他
の
有
形
資
産
で
あ
っ
て
、
有
形
固
定
資
産
に
属
す
る
資
産
と
す
べ
き
も
の 

 

二 

無
形
固
定
資
産 

 
 

イ 

借
地
権 

 
 

ロ 

地
上
権 

 
 

ハ 

特
許
権 

 
 

ニ 

施
設
利
用
権 

 
 

ホ 

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア 

 
 

へ 

そ
の
他
の
無
形
資
産
で
あ
っ
て
、
無
形
固
定
資
産
に
属
す
る
資
産
と
す
べ
き
も
の 

 

三 

投
資
そ
の
他
の
資
産 

 
 

イ 

投
資
有
価
証
券
（
一
年
以
内
（
当
該
事
業
年
度
の
末
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
以 

 
 

 

内
の
日
を
い
う
。
）
に
満
期
の
到
来
す
る
有
価
証
券
を
除
く
。
） 

 
 

ロ 

出
資
金 

 
 

ハ 

長
期
貸
付
金 

 
 

ニ 

基
金 

 
 

ホ 

そ
の
他
の
固
定
資
産
で
あ
っ
て
、
投
資
そ
の
他
の
資
産
に
属
す
る
資
産
と
す
べ
き
も
の 



 
 

へ 

有
形
固
定
資
産
若
し
く
は
無
形
固
定
資
産
、
流
動
資
産
又
は
繰
延
資
産
に
属
し
な
い
資 

 
 

 

産 

 
第
九
十
二
条
第
五
号
中
「
無
償
で
譲
り
受
け
た
」
を
「
譲
与
、
贈
与
そ
の
他
無
償
で
取
得
し
た
」 

に
、
「
適
正
な
見
積
価
額
」
を
「
公
正
な
評
価
額
」
に
改
め
る
。 

 

第
百
七
十
七
条
を
第
百
七
十
九
条
と
し
、
第
百
七
十
三
条
か
ら
百
七
十
六
条
ま
で
を
二
条
ず
つ

繰
り
下
げ
る
。 

 

第
十
一
章
を
第
十
二
章
と
す
る
。 

 

第
百
七
十
二
条
第
一
項
各
号
列
記
以
外
の
部
分
に
後
段
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え
る
。 

 
 

な
お
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
フ
ロ
ー
計
算
書
の
作
成
は
、
予
定
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
フ
ロ
ー
計
算
書
と 

 

同
じ
方
法
に
よ
る
も
の
と
す
る
。 

 

第
百
七
十
二
条
第
一
項
中
第
十
一
号
を
第
十
二
号
と
し
、
第
七
号
か
ら
第
十
号
ま
で
を
一
号
ず

つ
繰
り
下
げ
、
第
六
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。 

 

七 

キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
フ
ロ
ー
計
算
書 

 

第
百
七
十
二
条
を
第
百
七
十
三
条
と
し
、
第
十
章
中
同
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。 

 

（
セ
グ
メ
ン
ト
情
報
の
開
示
） 

第
百
七
十
四
条 

地
方
公
営
企
業
法
施
行
規
則
第
四
十
条
第
二
項
に
定
め
る
セ
グ
メ
ン
ト
情
報
の

開
示
に
つ
い
て
は
、
各
病
院
と
病
院
局
の
区
分
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。 

 

第
百
七
十
一
条
を
第
百
七
十
二
条
と
す
る
。 

 

第
百
七
十
条
各
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
、
同
条
を
第
百
七
十
一
条
と
す
る
。 

 

一 

実
地
た
な
卸
し
に
基
づ
く
た
な
卸
資
産
の
修
正 

 

二 

固
定
資
産
の
減
価
償
却 

 

三 

繰
延
収
益
の
償
却 

 

四 

資
産
の
評
価 

 
 

 

五 

引
当
金
の
計
上 

 

六 

未
払
費
用
等
経
過
勘
定
に
関
す
る
整
理 

 

七 

消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
納
税
計
算
に
伴
う
整
理 

 

第
百
六
十
九
条
を
第
百
七
十
条
と
す
る
。 

 

第
十
章
を
第
十
一
章
と
す
る
。 

 

第
百
六
十
八
条
を
第
百
六
十
九
条
と
し
、
第
百
五
十
二
条
か
ら
第
百
六
十
八
条
ま
で
を
一
条
ず

つ
繰
り
下
げ
る
。 

 

第
九
章
を
第
十
章
と
し
、
第
八
章
の
次
に
次
の
章
名
及
び
一
条
を
加
え
る
。 

 
 

 

第
九
章 

引
当
金 

 

（
退
職
給
付
引
当
金
の
計
上
方
法
） 

第
百
五
十
二
条 

退
職
給
付
引
当
金
の
計
上
は
、
簡
便
法
（
当
該
事
業
年
度
の
末
日
に
お
い
て
全



企
業
職
員
（
同
日
に
お
け
る
退
職
者
を
除
く
。
）
）
が
自
己
の
都
合
に
よ
り
退
職
す
る
も
の
と
仮

定
し
た
場
合
に
支
給
す
べ
き
退
職
手
当
の
総
額
に
よ
る
方
法
を
い
う
。
） 

 
別
表
第
一
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 



 別表第一（第十六条関係） 

      勘定科目表 

 収益 

 

款 項 目 節 備考 

病院事業収益  

医業収益 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

医業外収益 

 

 

入院収益 

外来収益 

その他医業収益 

 

 

 

 

 

室料差額収益 

公衆衛生活動収益 

 

医療相談収益 

受託検査施設利用

収益 

その他医業収益 

 

 

 

医業活動に係る収益 

入院医療に係る収益 

外来医療に係る収益 

 

上級室使用に係る室料差額の収益 

各種の集団健康診断・予防接種等の公衆衛生活動に係る

収益 

人間ドック等個別的健康診断に係る収益 

受託検査料収入、医療設備又は器械を他の医療機関に利

用させた場合等の収益 

消毒料、洗たく料、乗物使用料等前記の科目に属さない

収益 

金融及び財務活動に伴う収益、その他の主たる医業活動 



   

受取利息配当金 

 

 

 

他会計補助金 

補助金 

負担金交付金 

消費税及び地方消

費税還付金 

長期前受金戻入 

 

 

 

 

 

その他医業外収益 

 

 

預金利息 

基金利息 

有価証券利息 

配当金 

 

 

 

 

 

 

受贈財産評価額長

期前受金戻入 

寄附金長期前受金

戻入 

国庫補助金長期前

受金戻入 

他会計負担金長期

前受金戻入 

 

有価証券売却収益 

不用品売却収益 

その他医業外収益 

以外の原因から生ずる収益 

預貯金の利息、出資金に対する分配金等 

 

 

 

 

 

 

 

 

地方公営企業法施行規則（昭和２７年総理府令第７３

号。以下「則」という。）第２１条第２項又は第３項の

規定により償却した長期前受金の額のうち医業外収益

として整理するもの  

 



 費用 

 

 特別利益  

固定資産売却益 

 

過年度損益修正益 

その他特別利益 

 

 

 

 

当年度の経常的収益から除外すべき収益 

固定資産の売却価額が当該固定資産の売却時の帳簿価

額を超える金額 

前年度以前の損益の修正で利益の性質を有するもの 

款 項 目 節 備考 

病院事業費用  

医業費用 

 

 

 

 

 

 

給与費 

 

 

 

給料 

手当 

 

報酬 

賃金 

退職給付費 

 

法定福利費 

 

 

 

常勤の職員の本給 

常勤の職員の扶養、期末、時間外勤務及び特殊勤務等の

諸手当 

臨時又は非常勤の顧問、参与、嘱託員等に対する報酬 

臨時又は非常勤の職員の報酬、賃金 

退職給付引当金として計上するための繰入額及び退職

手当の支払に当たって不足が生じた場合の当該不足額 

 



   

 

 

材料費 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

賞与引当金繰入額 

その他引当金繰入

額 

 

薬品費 

 

診療材料費 

 

 

 

 

 

 

 

給食材料費 

 

 

 

医療消耗備品費 

賞与引当金として計上するための繰入額 

 

 

 

投薬用薬品、注射用薬品（血液、プラスマを含む。）、

その他薬品の費用 

１ 診療用材料として直接消費されるもの。例えば、レ 

 ントゲンフィルム、歯科用の材料、酸素、ギブス粉、 

 包帯、ガーゼ、脱脂綿、縫合糸、氷等の費用 

２ 診療用具（患者の用に供するものを含む。）等であ 

 って、１年以内に消費するもの。例えば、注射針、注 

 射筒、ゴム管、薬瓶、試験管、シャーレ、体温計、氷 

 枕等の費用 

３ 半減期が１年未満の放射性同位元素の費用 

１ 患者給食のため消費する食品の費用 

２ 患者給食用具等であって、１年以内に消耗するも 

 の。例えば、泡立器、ざる、たわし、食器、食品用洗 

 剤等の費用 

診療用具（患者の用に供するものを含む。）、患者給食 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

経費 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

厚生福利費 

 

 

 

 

 

 

賃金 

報償費 

旅費交通費 

 

交際費 

職員被服費 

 

用具等であって、減価償却を必要としないもののうち１

年を超えて使用できるもの。例えば、聴診器、血圧計、

鉗（かん）子（し）、鈎（こう）類（るい）、食（しょ

く）罐（かん）、なべ、自動天びん等の費用 

 

職員及びその家族に対する法定外福利費 

１ 診療、健康診断、予防接種等を行った場合における 

 減免額 

２ 各種のレクリエーション、文化活動等に要する費用 

３ 食堂、売店等を利用した場合における事業主負担額 

４ 慶弔禍福に際し、一定の基準により支給される金 

 品、記念品に供与される飲食、金品代等の費用 

臨時職員の賃金 

報酬金・賞賜金等 

業務のための出張旅費（研修に属するものを除く。）等

の費用 

 

職員に支給又は貸与する白衣、予防衣、診察衣、作業衣

等の費用 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

消耗品費 

 

 

 

消耗備品費 

 

光熱水費 

燃料費 

食糧費 

印刷製本費 

修繕費 

 

 

保険料 

賃借料 

委託料 

 

通信運搬費 

負担金、補助及び 

事務用、管理用等に使用するものであって、１年以内に

消耗するもの。例えば、帳簿、諸用紙、ペン先、印肉、

ゴム印等の事務用品、タイプ活字、電球、洗剤、掃除用

品等の費用 

事務用、管理用の用具等で、１年を超えて使用できるも

のであっても減価償却を必要としないものの費用 

電気料、ガス料、水道料等 

石炭、重油、ガソリン、プロパンガス、まき等の費用 

 

 

固定資産等の維持のための補修、工作及び修繕材料の購

入に必要な費用。ただし、固定資産の価値が増加するよ

うな改良拡張費は、当該固定資産勘定に含める。 

火災保険料、自動車損害賠償責任保険等の保険料 

土地、建物の賃借料、設備機械の使用料等 

委託した業務の対価として支払われる費用（検査委託

費、歯科技工委託費、洗たく委託費等） 

電信料、電話料、郵便料、搬送料等 

 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

減価償却費 

 

 

 

 

 

交付金 

諸会費 

公課費 

修繕引当金繰入額 

特別修繕引当金繰

入額 

貸倒引当金繰入額 

雑費 

 

 

建物減価償却費 

構築物減価償却費 

器械備品減価償却

費 

車両減価償却費 

放射性同位元素減

価償却費 

リース資産減価償

却費 

 

各種団体等に対する会費 

 

修繕引当金として計上するための繰入額 

特別修繕引当金として計上するための繰入額 

 

貸倒引当金として計上するための繰入額 

前記の科目に属さない費用。ただし、金額の大きいもの

については、独立した勘定科目を設けて整理すること。 

 

建物（建物附属設備を含む。）に対する減価償却費 

構築物に対する減価償却費 

器械備品に対する減価償却費 

 

車両に対する減価償却費 

放射性同位元素に対する減価償却費 

 

リース資産に対する減価償却費 

 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

医業外費用 

 

 

 

 

 

資産減耗費 

 

 

 

研究研修費 

 

 

 

 

 

 

 

 

支払利息及び企業

債取扱諸費 

その他有形固定資

産減価償却費 

無形固定資産減価

償却費 

 

たな卸資産減耗費 

固定資産除却費 

 

 

研究材料費 

謝金 

 

図書費 

旅費 

研究雑費 

 

 

 

 

その他有形固定資産に対する減価償却費 

 

無形固定資産に対する減価償却費 

 

 

貯蔵品の破損、変質等による減耗損 

資産価値のある固定資産の廃棄処分による損失及び撤

去費 

 

研究材料（動物、飼料等を含む。）の費用 

研究、研修のために招へいした講師に対する謝礼金等の

費用 

研究、研修用図書（定期刊行物を含む。）の購入代 

学会、講習会出席等の旅費又はこれらに対する補助額 

印刷費、消耗品費、研修会費等で、前記の科目に属さな

い費用 

 

企業債、他会計借入金等に対する利息並びに企業債の手

数料及び取扱費 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

特別損失 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

長期前払消費税勘

定償却 

雑損失 

 

 

 

 

固定資産売却損 

 

減損損失 

 

 

災害による損失 

企業債利息 

長期借入金利息 

一時借入金利息 

その他利息 

企業債手数料及び

取扱費 

長期前払消費税額

償却 

 

 

不用品売却原価 

その他雑損失 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

前記の科目に属さない費用。ただし、金額の大きいもの

については、独立した勘定科目を設けて整理すること。 

 

 

当年度の経常的費用から除外すべき損失 

固定資産の売却価額が当該固定資産の売却時の帳簿価

額に不足する金額 

事業年度の末日において予測することができない減損

が生じたもの又は減損損失を認識すべきものの当該生

じた減損による損失又は認識すべき減損損失の額 

災害による巨額の臨時損失 



      資産 

  固定資産 

 

  過年度損益修正損 

手当等 

その他特別損失 

 

 

前年度以前の損益の修正で損失の性質を有するもの 

 

款 項 目 節 備考 

有形固定資産 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

土地 

建物 

建物減価償却累計

額 

構築物 

 

構築物減価償却累 

計額 

 

 

 

 

 

１単位（１個、１セット、１台など）の取得価額が10

万円以上であって、耐用年数が１年以上のもの。（固定

資産の取得価額には、手数料、周せん料、搬入費、据付

費等、これを取得するために要した費用を含む。） 

 

建物附属設備を含む。 

 

 

煙突、貯水池、門、囲障等建物以外の工作物であって土

地に固定されたもの。 

 



 器械備品 

器械備品減価償却

累計額 

車両 

車両減価償却累計

額 

放射性同位元素 

放射性同位元素減

価償却累計額 

リース資産 

 

リース資産減価償

却累計額 

建設仮勘定 

 

その他有形固定資

産 

その他の有形固定 

資産減価償却累計 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

機械器具、じゆう器等 

 

 

自動車、船舶など 

 

 

診療用の放射性同位元素 

 

 

有形固定資産（建設仮勘定を除く）に係るファイナン

ス・リース取引におけるリース資産 

 

 

有形固定資産の建設又は改良のため支出した工事費（前

払金を含む。） 

上記以外の有形固定資産 

 

 



 

無形固定資産 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

投資その他の資産 

 

 

 

 

 

額 

 

借地権 

地上権 

電話加入権 

リース資産 

 

ソフトウェア 

ソフトウェア仮勘

定 

その他無形固定資

産 

 

投資有価証券 

長期貸付金 

貸倒引当金 

出資金 

基金 

長期前払消費税 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

電話債権は、その他投資に含める。 

無形固定資産に係るファイナンス・リース取引における

リース資産 

 

 



  流動資産 

 

 その他投資    

款 項 目 節 備考 

現金預金 

 

 

未収金 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

有価証券 

 

 

現金 

預金 

 

医業未収金 

医業外未収金 

 

 

 

 

貸倒引当金 

 

その他未収金 

 

 

 

 

 

 

未収消費税及び地

方消費税還付金 

その他医業外未収

金 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

医業収益に対する未収額 

医業外収益に対する未収額 

 

 

 

 

未収金の回収不能による損失に備えるために引き当て

るもの 

上記以外の未収額 

国債、地方債、株式、社債等随時現金化できる有価証券

で、一時的に所有するもの。ただし、１年を超えて所有 



 

貯蔵品 

 

 

 

 

 

 

 

短期貸付金 

 

 

 

前払費用 

 

 

前払金 

 

 

 

 

薬品 

診療材料 

給食材料 

医療消耗備品 

消耗備品 

燃料 

その他貯蔵品 

 

一般貸付金 

他会計貸付金 

職員貸付金 

 

前払保険料 

その他前払費用 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

前払消費税及び地 

 

 

 

 

 

 

 

 

するものは含めない。 

 

薬品のたな卸高 

診療材料のたな卸高 

給食材料のたな卸高 

医療消耗備品のたな卸高 

消耗備品のたな卸高 

重油、石炭、炭等燃料のたな卸高 

上記以外のたな卸資産 

 

 

 

 

 

 

 

たな卸資産等の購入手付金及び修繕工事の予納金とし

て前渡した金額その他これに類するもの 



  繰延資産 

 

      負債 

  固定負債 

 

 

 

未収収益 

 

 

貸倒引当金 

その他流動資産 

 

 

 

 

 

 

 

仮払消費税及び地

方消費税 

その他流動資産 

方消費税 

その他前払金 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一定の契約に従い、継続して役務の提供を行う場合に既

に提供した役務に対していまだ支払を受けていないも

の 

未収収益の回収不能による損失に備えるために引き当て

るもの 

款 項 目 節 備考 

災害による損失     

款 項 目 節 備考 

企業債     



 

 

 

 

 

 

 

 

 

他会計借入金 

 

 

 

 

 

 

リース債務 

 

引当金 

建設改良費等の財

源に充てるための

企業債 

 

 

 

 

その他の企業債 

 

 

建設改良費等の財

源に充てるための

長期借入金 

その他の長期借入

金 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

建設改良費（建設若しくは改良に要する経費又は地方債

に関する省令（平成１８年総務省令第５４号）第１２条

に規定する公営企業の建設又は改良に要する経費に準

ずる経費をいう。以下同じ。）の財源に充てるために発

行する企業債（１年内に償還期限の到来するものを除

く。） 

 

建設改良費等以外の財源に充てるために発行する企業

債（１年内に償還期限の到来するものを除く。） 

 

建設改良費等の財源に充てるために他の会計から繰り

入れた借入金（１年内に返済期限の到来するものを除

く。） 

建設改良費等以外の財源に充てるために他の会計から

繰り入れた借入金（１年内に返済期限の到来するものを

除く。） 

ファイナンス・リース取引におけるリース債務（１年内

に返済期限の到来するものを除く。） 

 



  流動負債 

 

 

 

 

 

 

 

 

その他固定負債 

退職給付引当金 

 

 

特別修繕引当金 

 

 

その他引当金 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

将来生ずることが予想される職員に対する退職手当の

支払に充てるための引当額（１年内に使用される見込み

のものを除く。） 

数事業年度ごとに定期的に行われる特別の大修繕に備

えて計上する引当金（１年内に使用される見込みのもの

を除く。） 

款 項 目 節 備考 

一時借入金 

企業債 

 

 

 

 

 

他会計借入金 

 

 

建設改良費等の財

源に充てるための

企業債 

その他の企業債 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１年内に償還期限の到来する建設改良費等の財源に充

てるために発行する企業債 

 

１年内に償還期限の到来する建設改良費等以外の財源

に充てるために発行する企業債 

 



 

 

 

 

 

リース債務 

 

未払金 

 

 

 

 

 

 

 

 

未払費用 

 

前受金 

建設改良費等の財

源に充てるための

長期借入金 

その他の長期借入

金 

 

 

 

医業未払金 

医業外未払金 

 

 

 

 

その他未払金 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

未払消費税及び地

方消費税 

その他医業外未払

金 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１年内に返済期限の到来する建設改良費等の財源に充

てるために発行する借入金 

 

１年内に返済期限の到来する建設改良費等以外の財源

に充てるために発行する借入金 

１年内に支払期限の到来するファイナンス・リース取引

におけるリース債務 

 

通常の取引に基づいて発生した医業費用の未払額 

 

 

 

 

 

償却資産等に対する未払額（たな卸資産の買掛金を含

む。） 

未払賃借料等一定の契約に従い、継続的に役務の提供を

受ける場合、すでに提供を受けた役務の対価の未払額 



 

 

 

前受収益 

 

 

引当金 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

その他流動負債 

 

 

医業前受金 

医業外前受金 

その他前受金 

 

 

 

 

賞与引当金 

 

修繕引当金 

 

 

特別修繕引当金 

 

 

その他引当金 

 

預り金 

仮受消費税及び地 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

前受利息、前受賃貸借料等の一定の契約に従い、継続的

に役務の提供を行う場合、いまだ提供していない役務の

対価の前受額 

 

翌事業年度に支払う賞与のうち、当年度負担相当額を見

積もり計上する引当金 

企業の所有する設備等について、毎事業年度行われる通

常の修繕が何らかの理由で行われなかった場合におい

て、その修繕に備えて計上する引当金 

数事業年度ごとに定期的に行われる特別の大修繕に備

えて計上する引当金のうち１年内に使用される見込み

のもの 

 

 

 

 



  繰延収益 

 

 

 

 

 

方消費税 

受託金 

 

 

その他流動負債 

 

 

工事受託金 

委託受託金 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

款 項 目 節 備考 

受贈財産評価額長

期前受金 

受贈財産評価額長

期前受金収益化累

計額 

寄附金長期前受金 

寄附金長期前受金 

収益化累計額 

国庫補助金長期前

受金 

国庫補助金長期前 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



      資本 

  資本金 

 

  剰余金 

 

受金収益化累計額 

他会計負担金長期 

前受金 

他会計負担金長期 

前受金累計額 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

款 項 目 節 備考 

資本金     

款 項 目 節 備考 

資本剰余金  

再評価積立金 

受贈財産評価額 

寄附金 

補助金 

国庫補助金 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



      整理勘定 

 

 

 

 

 

利益剰余金 

 

 

 

 

その他資本剰余金 

 

 

 

 

減債積立金 

利益積立金 

その他積立金 

当年度未処分利益

剰余金（又は当年

度未処理欠損金） 

 

 

 

 

 

他会計補助金 

他会計負担金 

その他資本剰余金 

 

 

 

 

 

 

 

繰越利益剰余金年

度末残高（又は繰

越欠損金年度末残

高） 

当年度純利益（又

は当年度純損失） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

款 項 目 節 備考 

本庁勘定 

病院勘定 

    



 

別
表
第
二
の
表
使
用
料
の
欄
中 

 
 

 
 

 
 

を 
 

 
 

 
 

 

に
改
め
る
。 

 
別
表
第
三
の
表
貸
付
料
の
欄
中 

 
 

 
 

 
 

を 
 

 
 

 
 

 

に
改
め
る
。 

 
別
表
第
四
中 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

を 
 

 
 

 
 

 
 

 

に
改
め
る
。 

 

別
表
第
五
中 

 
 

 
 

 
 

 
 

を 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

に
、 

 
 

 
 

 
 

を 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 

に
改
め
る
。 

 

別
記
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

                            

「
1
0
0
分

の
1
0
5
」
 

「
1
0
0
分

の
1
0
8
」
 

「
1
0
0
分

の
1
0
5
」
 

「
1
0
0
分

の
1
0
8
」
 

「
第

百
五

十
九
条

関
係
」
 

「
第

百
六

十
条
関

係
」
 

「
第

百
六

十
条
関

係
」
 

「
第

百
六

十
一
条

関
係

」
 

「
退

職
給

与
金
」
 

 
 
 

退
職

給
付

費
」
 

「
 



 別記（第百七十九条関係） 

 

番 

号 

名称 条文 摘要 

１ 収入伝票 ８、10、21  

２ 支出伝票 ８、10、33、48、160  

３ 

振替伝票 ８、10、13、21、31、75、

77、78、79、83、97、113、

160、170 

 

４ 検査調書 ９、129  

５ 総勘定元帳 11  

６ 収入予算整理簿 11  

７ 支出予算整理簿 11  

８ 未収金整理簿 11  

９ 未払金整理簿 11  

10 経過勘定整理簿 11  

11 物品受払簿 11、85  

12 預り金整理簿 11  

13 預り有価証券整理簿 11  



14 固定資産台帳 11  

15 企業債台帳 11  

16 預金口座出納簿 11  

17 貯蔵品出納簿 11、80、83  

18 一時借入金出納簿 11  

19 現金出納簿 11、41  

20 納入通知書兼領収書、納入通知書 22、23  

21 口座振替納付届 24  

22 口座振替納入通知書 24  

23 領収書 25、27、56、57、61  

24 領収印 25、27  

25 払込書兼領収書、払込書 26、41、58  

26 収納事務受託者証明書 27  

27 受託収入計算書 27  

28 督促状兼領収書、督促状 30  

29 収入額欠損調書 31  

30 支払内訳書 33  

31 小切手振出済通知書 34、51  

32 支払証 34、37  



33 支払依頼書 34、35、36、59  

34 案内書 35、36、37、50、59  

35 通知書 35、36、50、51、52、58  

36 削除   

37 病院事業支払金日計表 48、55  

38 病院事業支払済通知書（日計表） 48  

39 過誤納金還付（充当）通知書 49  

40 小切手訂正通知書 50  

41 小切手・通知書再発行請求書 51  

42 送金取消依頼書 52  

43 送金取消請求書 52  

44 病院事業収納金日計表 55  

45 病院事業支払金月計表 55  

46 病院事業月末預金現在高表 55  

47 隔地払・小切手未払通知書 58  

48 小切手年度経過通知書 58  

49 送金取消済通知書 62  

50 預り証 68、69  

51 入庫伝票 75、78、83、113  



52 出庫伝票 77、79、83  

53 たな卸表 81、83  

54 標示票 87  

55 物品所管換え請求書 88  

56 物品受領書 88  

57 器械備品購入依頼書 98  

58 固定資産事故報告書 99  

59 固定資産引継書 100  

60 固定資産使用許可申請書 101、108の２  

61 請書 117  

62 予定価格調書 136  

63 執行伺 160   

64 支出負担行為決議書 161   

65 予算流用計算書 163   

66 予備費充当計算書 164   

67 予算繰越計算書、予算繰越計算書（事故繰越し） 166 地方公営企業法施行規則（昭和27年総理府令第

73号。以下「規則」という。）別記第８号によ

る。 

68 継続費繰越計算書 166 規則別記第６号による。 



69 決算報告書 173 規則別記第９号による。 

70 損益計算書 173 規則別記第10号による。 

71 貸借対照表 173 規則別記第13号による。 

72 剰余金計算書、欠損金計算書 173 規則別記第11号による。 

73 剰余金処分計算書、欠損金処理計算書 173 規則別記第12号による。 

74 事業報告書 173 規則別記第14号による。 

75 キャッシュ・フロー計算書 173 規則別記第15号による。 

76 収益費用明細書 173 規則別記第16号による。 

77 固定資産明細書 173 規則別記第17号による。 

78 企業債明細書 173 規則別記第18号による。 

79 継続費精算報告書 173 規則別記第７号による。 

80 基金運用状況報告書 173   

81 試算表 175 規則別記第19号による。 

82 資金予算表 175  



 

様
式
第
三
十
三
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 



様式第三十三号 

 

支   払   依   頼   書 

 

 

    年度 会計  埼玉県病院事業会計 

 

作成     年  月  日  

                           支払依頼番号 

 

 埼玉県病院事業出納取扱金融機関 

 

   銀行  本（支）店     様 

 

 

地方公営企業法施行令第２２条の４第２項の規定により本書記載の金額を 

支払ってください。 

埼玉県病院局経営管理課 

企業出納員          印 

 

 

 支払年月日  年  月  日   

 

 支 払 総 額 円  

 

 

 支払方法 件数 金    額 備考 

 

支 

払 

内 

訳 

  円  

  円  

  円  

  円  

  円  

計  円  

 

（出納取扱金融機関保管用）   



 

様
式
第
三
十
五
号
（
三
）
の
次
に
次
の
一
様
式
を
加
え
る
。 



様式第三十五号（四） 

 

支  払  済  通  知  書 

 

 

    年度 会計  埼玉県病院事業会計 

 

作成     年  月  日  

                           支払依頼番号 

 

 （あて先） 

 埼玉県病院局経営管理課企業出納員 

 

 

以下のとおり支払いました。 

 

 

埼玉県病院局出納取扱金融機関 

銀行  本（支）店       印 

 

 

 支払年月日  年  月  日   

 

 支 払 総 額 円  

 

 

 支払方法 件   数 金   額 備   考 

 

支 

払 

内 

訳 

  円  

  円  

  円  

  円  

  円  

計  円  

 

（埼玉県病院局保管用）   



 

様
式
第
三
十
六
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

  
様
式
第
六
十
二
号
中 

 
 

 
 

を 
 

 
 

 
 

に
改
め
る
。 

 

 

様
式
第
六
十
六
号
及
び
様
式
第
八
十
号
の
注
中 

 
 

 

を 
 

 
 

に
、 

 
 

 
 

を 
 

 
 

 
 

 
 

に
改
め
る
。 

 
 

 

附 

則 

 

（
施
行
期
日
） 

１ 

こ
の
規
程
は
、
平
成
二
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

 

（
経
過
措
置
） 

２ 

改
正
前
の
埼
玉
県
病
院
事
業
財
務
規
程
に
定
め
る
様
式
に
係
る
用
紙
は
、
当
分
の
間
、
所
要

の
調
整
を
し
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

「
第

1
7
7
条
関
係
」
 

「
第

1
7
9
条
関
係
」
 

「
1
0
0
/
1
0
5
」
 
「

1
0
0
/
1
0
8
」
 

様
式
第
三
十
六
号

 
削
除

 

「
別
表
」
 

「
別
記
」
 



管 

理 

規 

程 

 
埼
玉
県
病
院
事
業
管
理
規
程
第
四
号 

 

埼
玉
県
病
院
局
組
織
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。 

 
 

平
成
二
十
六
年
三
月
二
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

埼
玉
県
病
院
事
業
管
理
者 

名 

和 
 

 

肇 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
病
院
局
組
織
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程 

 

埼
玉
県
病
院
局
組
織
規
程
（
平
成
十
四
年
埼
玉
県
病
院
事
業
管
理
規
程
第
二
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

第
二
条
中
「
、
が
ん
セ
ン
タ
ー
建
設
課
」
を
削
る
。 

 

第
二
条
中
第
三
項
を
削
り
、
第
四
項
を
第
三
項
と
す
る
。 

 

第
八
条
の
表
の
が
ん
セ
ン
タ
ー
の
部
事
務
局
の
項
中
「
新
病
院
準
備
担
当
」
を
削
り
、
小
児

医
療
セ
ン
タ
ー
の
部
看
護
部
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。 

  

 

第
九
条
第
二
項
の
表
の
病
院
の
部
精
神
保
健
指
導
幹
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。 

      

 
 

 

附 

則 

 

こ
の
規
程
は
、
平
成
二
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

治
験
管
理
室 

 

副
室
長 

上
司
の
命
を
受
け
、
特
に
指
定
さ
れ
た
事
項
を
掌
理

す
る
と
と
も
に
、
当
該
指
定
事
項
に
つ
い
て
、
上
司

を
助
け
、
こ
れ
ら
の
事
務
を
処
理
す
る
た
め
、
職
員

を
指
揮
監
督
す
る
。 



管 

理 

規 

程 

 
埼
玉
県
病
院
事
業
管
理
規
程
第
五
号 

 

埼
玉
県
病
院
局
公
印
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。 

 

 
 

平
成
二
十
六
年
三
月
二
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

埼
玉
県
病
院
事
業
管
理
者 

名 

和 
 

 

肇 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
病
院
局
公
印
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程 

 

埼
玉
県
病
院
局
公
印
規
程
（
平
成
十
四
年
埼
玉
県
病
院
事
業
管
理
規
程
第
七
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

別
表
埼
玉
県
病
院
局
が
ん
セ
ン
タ
ー
建
設
課
長
印
の
項
を
削
る
。 

 
 

 

附 

則 

 

こ
の
規
程
は
、
平
成
二
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

   



管 

理 

規 

程 

 
埼
玉
県
病
院
事
業
管
理
規
程
第
六
号 

 

埼
玉
県
病
院
局
文
書
管
理
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。 

 

 
 

平
成
二
十
六
年
三
月
二
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

埼
玉
県
病
院
事
業
管
理
者 

名 

和 
 

 

肇 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
病
院
局
文
書
管
理
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程 

 

埼
玉
県
病
院
局
文
書
管
理
規
程
（
平
成
十
四
年
埼
玉
県
病
院
事
業
管
理
規
程
第
八
号
）
の
一
部

を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

別
表
が
ん
セ
ン
タ
ー
建
設
課
の
項
を
削
る
。 

 
 

 

附 

則 

 

こ
の
規
程
は
、
平
成
二
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

   



管 

理 

規 

程 

 
埼
玉
県
流
域
下
水
道
事
業
管
理
規
程
第
二
号 

埼
玉
県
流
域
下
水
道
事
業
財
務
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。 

平
成
二
十
六
年
三
月
二
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
下
水
道
事
業
管
理
者 

土 

屋 

綱 

男 

埼
玉
県
流
域
下
水
道
事
業
財
務
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程 

埼
玉
県
流
域
下
水
道
事
業
財
務
規
程
（
平
成
二
十
二
年
埼
玉
県
流
域
下
水
道
事
業
管
理
規
程
第

十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

第
四
条
第
十
二
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

十
二 

引
当
金 

貸
倒
引
当
金
、
賞
与
引
当
金
、
修
繕
引
当
金
、
特
別
修
繕
引
当
金
及
び
退
職

給
付
引
当
金
を
い
う
。 

第
十
二
条
中
「
第
七
号
」
を
「
第
六
号
」
に
改
め
、
「
第
八
号
」
を
「
第
七
号
」
に
改
め
、
第

四
号
を
削
り
、
第
五
号
を
第
四
号
と
し
、
第
六
号
か
ら
第
八
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
上
げ
る
。 

第
六
十
条
中
「
課
長
又
は
所
長
は
、
自
ら
」
を
削
り
、
「
を
す
る
場
合
を
除
い
て
」
を
「
の
請

求
は
」
に
改
め
、
「
あ
て
」
を
「
宛
て
」
に
改
め
、
「
又
は
そ
の
写
し
」
を
「
そ
の
他
の
管
理
者

が
適
当
と
認
め
る
書
類
」
に
改
め
る
。 

第
百
二
条
第
三
項
中
「
、
管
理
者
が
別
に
定
め
る
も
の
を
除
き
」
を
削
り
、
同
条
第
四
項
中
「

物
品
供
用
引
継
書
に
よ
り
」
を
削
る
。 

第
百
九
条
第
一
項
中
「
そ
の
本
来
の
用
途
に
供
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
認
め
ら
れ
る
」
を
「

使
用
不
能
と
な
っ
た
若
し
く
は
使
用
す
る
必
要
の
な
い
」
に
改
め
る
。 

第
百
十
八
条
第
五
号
中
「
適
正
な
見
積
り
に
よ
る
価
額
」
を
「
公
正
な
評
価
額
」
に
改
め
る
。 

 

第
百
五
十
九
条
た
だ
し
書
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

た
だ
し
、
管
理
者
又
は
そ
の
委
任
を
受
け
た
者
が
そ
の
性
質
上
書
面
に
よ
る
届
出
を
要
し
な

い
と
認
め
る
も
の
に
あ
っ
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。 

 

第
百
九
十
七
条
第
二
項
中
「
な
ら
な
い
。
」
の
下
に
「
な
お
、
予
算
に
関
す
る
説
明
書
の
う
ち

予
定
キ
ャ
ッ
シ
ュ･

フ
ロ
ー
計
算
書
の
作
成
は
、
間
接
法
に
よ
る
も
の
と
す
る
。
」
を
加
え
る
。 

第
二
百
十
五
条
各
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

一 

実
地
た
な
卸
に
基
づ
く
た
な
卸
資
産
の
修
正 

二 

固
定
資
産
の
減
価
償
却 

三 

繰
延
収
益
の
償
却 

四 

資
産
の
評
価 

第
二
百
十
五
条
中
第
四
号
の
次
に
次
の
三
号
を
加
え
る
。 

五 

引
当
金
の
計
上 



六 

未
払
費
用
等
の
経
過
勘
定
に
関
す
る
整
理 

七 

消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
納
税
計
算
に
伴
う
整
理 

第
二
百
十
七
条
第
一
項
中
「
な
ら
な
い
。
」
の
下
に
「
な
お
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ･

フ
ロ
ー
計
算
書

の
作
成
は
、
予
定
キ
ャ
ッ
シ
ュ･

フ
ロ
ー
計
算
書
と
同
じ
方
法
に
よ
る
も
の
と
す
る
。
」
を
加
え
、

同
項
中
第
十
号
を
第
十
一
号
と
し
、
第
七
号
か
ら
第
九
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
六
号

の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。 

七 

キ
ャ
ッ
シ
ュ･
フ
ロ
ー
計
算
書 

第
二
百
十
七
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。 

（
報
告
セ
グ
メ
ン
ト
） 

第
二
百
十
七
条
の
二 

報
告
す
べ
き
セ
グ
メ
ン
ト
区
分
は
単
一
と
す
る
。 

別
表
第
一
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

 

  別
表
第
一
（
第
４
、
19条

関
係
）

款
項

目
節

備
考

流
域
下
水
道

事
業
収
益

  
  

  
  

  
営
業
収
益

  
  

主
た
る
営
業
活
動
か
ら
生
ず
る
収
益

  
  

維
持
管
理
負
担
金

  
下
水
道
法
（
昭
和
33年

法
律
第
79号

）
第
31条

の
２
の
規
定
に
基
づ
く
、
各
市
町
の
負
担
金

  
  

他
会
計
補
助
金

  
  

  
  

受
託
工
事
収
益

  
排
水
設
備
等
の
工
事
受
託
に
伴
う
収
益

  
  

そ
の
他
営
業
収
益

  
上
記
以
外
の
通
常
発
生
す
る
収
益

  
  

  
生
産
物
売
却
収
益

再
生
水
等
生
産
物
の
販
売
収
益

  
  

  
材
料
売
却
収
益

排
水
設
備
等
の
新
設
、
修
繕
等
に
使
用
す
る
材

料
等
の
販
売
収
益

  
  

  
手
数
料

証
明
手
数
料
、
材
料
検
査
手
数
料
等

  
  

  
雑
収
益

上
記
以
外
の
営
業
収
益

  
営
業
外
収
益

  
  

金
融
及
び
販
売
活
動
に
伴
う
収
益
そ
の
他
主
た

る
営
業
活
動
か
ら
生
ず
る
収
益
以
外
の
収
益

  
  

受
取
利
息
及
び

配
当
金

  
  

  
  

  
預
金
利
息

普
通
・
定
期
預
金
等
の
利
子

  
  

  
基
金
利
息

  
  

  
  

そ
の
他
受
取
利
息

及
び
配
当
金

有
価
証
券
、
貸
付
金
等
の
利
息

  
  

他
会
計
負
担
金

  
高
度
処
理
等
に
係
る
他
会
計
か
ら
の
負
担
金

  
  

他
会
計
補
助
金

  
収
益
的
支
出
を
負
担
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る

他
会
計
か
ら
の
補
助
金

  
  

受
託
工
事
収
益

  
排
水
設
備
等
の
工
事
受
託
に
伴
う
収
益

長
期
前
受
金
戻
入

補
助
金
、
負
担
金
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
も

の
に
よ
り
取
得
し
又
は
改
良
し
た
固
定
資
産
の

減
価
償
却
又
は
除
却
を
行
う
際
に
、
当
該
固
定

資
産
の
減
価
償
却
費
又
は
残
存
価
額
に
相
当
す

る
額
に
当
該
固
定
資
産
の
減
価
償
却
又
は
除
却

を
行
う
日
の
直
前
に
お
け
る
当
該
固
定
資
産
に

係
る
長
期
前
受
金
の
額
の
割
合
を
乗
じ
て
得
た

額
を
償
却
し
た
場
合
に
、
当
該
償
却
し
た
額
に

相
当
す
る
額

国
庫
補
助
金

長
期
前
受
金
戻
入

工
事
負
担
金

長
期
前
受
金
戻
入

流
域
下
水
道
事
業
勘
定
科
目
表

収
益



 

 

受
贈
財
産
評
価
額

長
期
前
受
金
戻
入

他
会
計
補
助
金

長
期
前
受
金
戻
入

 
 

 
 

雑
収
益

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

不
用
品
売
却
収
益

不
用
品
の
販
売
収
益

 
 

 
 

 
 

そ
の
他
雑
収
益

延
滞
金
、
占
用
料
、
資
料
代
等

 
 

特
別
利
益

 
 

 
 

当
年
度
の
経
常
的
収
益
か
ら
除
外
す
べ
き
収
益

 
 

 
 

 
 

 
 

（
１
件
1
,
0
0
0
万
円
以
上
）

 
 

 
 

固
定
資
産
売
却
益

 
 

固
定
資
産
の
売
却
価
額
が
当
該
固
定
資
産
の
売

却
時
の
帳
簿
価
額
を
超
え
る
金
額

 
 

 
 

過
年
度
損
益
修
正
益

 
 

前
年
度
以
前
の
損
益
の
修
正
で
利
益
の
性
質
を

有
す
る
も
の

長
期
前
受
金
戻
入

補
助
金
、
負
担
金
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
も

の
に
よ
り
取
得
し
又
は
改
良
し
た
固
定
資
産
の

減
損
を
行
う
際
に
、
当
該
固
定
資
産
の
減
損
損

失
に
相
当
す
る
額
に
当
該
固
定
資
産
の
減
損
を

行
う
日
の
直
前
に
お
け
る
当
該
固
定
資
産
に
係

る
長
期
前
受
金
の
額
の
割
合
を
乗
じ
て
得
た
額

を
償
却
し
た
場
合
に
、
当
該
償
却
し
た
額
に
相

当
す
る
額

国
庫
補
助
金

長
期
前
受
金
戻
入

工
事
負
担
金

長
期
前
受
金
戻
入

受
贈
財
産
評
価
額

長
期
前
受
金
戻
入

他
会
計
補
助
金

長
期
前
受
金
戻
入

 
 

 
 

そ
の
他
特
別
利
益

 
 

 
 

款
項

目
節

備
考

流
域
下
水
道

事
業
費
用

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

営
業
費
用

 
 

 
 

主
た
る
営
業
活
動
に
要
す
る
費
用

 
 

 
 

管
渠 キ
ョ費

 
 

管
渠 キ
ョの

維
持
管
理
に
要
す
る
費
用

 
 

 
 

ポ
ン
プ
場
費

 
 

ポ
ン
プ
場
施
設
の
維
持
管
理
及
び
処
理
作
業
に

要
す
る
費
用

 
 

 
 

処
理
場
費

 
 

処
理
場
施
設
の
維
持
管
理
及
び
処
理
作
業
に
要

す
る
費
用

 
 

 
 

受
託
工
事
費

 
 

排
水
設
備
等
の
工
事
受
託
に
要
す
る
費
用

 
 

 
 

業
務
費

 
 

下
水
道
維
持
管
理
負
担
金
等
の
単
価
算
定
、
徴

収
等
の
業
務
に
要
す
る
費
用

 
 

 
 

雨
水
幹
線
管
理
費

 
 

雨
水
幹
線
の
維
持
管
理
に
要
す
る
費
用

 
 

 
 

再
生
水
事
業
管
理
費

 
 

再
生
水
事
業
施
設
の
維
持
管
理
、
再
生
水
供
給

に
要
す
る
費
用

 
 

 
 

総
係
費

 
 

事
業
活
動
の
全
般
に
関
連
す
る
費
用

 
 

 
 

（
管
渠 キ
ョ費

か
ら
総
係

費
ま
で
各
目
共
通
）

報
酬

臨
時
又
は
非
常
勤
特
別
職
の
給
与
、
報
酬
等

 
 

 
 

 
 

給
料

職
員
の
本
給

 
 

 
 

 
 

手
当
等

職
員
の
扶
養
、
期
末
、
勤
勉
、
時
間
外
勤
務
等

の
諸
手
当

賞
与
引
当
金
繰
入
額

賞
与
引
当
金
と
し
て
計
上
す
る
た
め
の
繰
入
額

 
 

 
 

 
 

法
定
福
利
費

事
業
主
負
担
の
健
康
保
険
料
、
厚
生
年
金
保
険

料
、
雇
用
保
険
料
、
労
災
保
険
料
、
労
務
災
害

補
償
費
等

 
 

 
 

 
 

厚
生
福
利
費

医
務
、
衛
生
、
保
健
、
文
化
体
育
等
の
職
員
健

康
管
理
に
要
す
る
費
用

退
職
給
付
費

退
職
給
付
引
当
金
と
し
て
計
上
す
る
た
め
の
繰

入
額
及
び
退
職
手
当
の
支
払
に
当
た
っ
て
不
足

が
生
じ
た
場
合
の
当
該
不
足
額

 
 

 
 

 
 

賃
金

臨
時
職
員
及
び
人
夫
の
賃
金
等

 
 

 
 

 
 

報
償
費

役
務
の
提
供
に
対
す
る
謝
礼
、
報
償
金
、
奨
励

金
等

 
 

 
 

 
 

旅
費

条
例
に
基
づ
い
て
職
員
等
に
支
給
す
る
旅
費
等

 
 

 
 

 
 

消
耗
品
費

事
務
、
工
事
用
消
耗
品
及
び
耐
用
年
数
１
年
未

満
又
は
1
0
万
円
未
満
の
器
具
、
備
品
費

費
用



 

  
 

 
 

 
 

材
料
費

有
形
固
定
資
産
等
の
維
持
修
繕
等
に
要
す
る
諸

材
料
費

 
 

 
 

 
 

被
服
費

被
服
貸
与
規
程
に
基
づ
い
て
職
員
に
貸
与
す
る

被
服
の
購
入
費

 
 

 
 

 
 

薬
品
費

諸
薬
品
購
入
費

 
 

 
 

 
 

光
熱
水
費

電
灯
、
ガ
ス
、
水
道
使
用
料
等

 
 

 
 

 
 

動
力
費

機
械
装
置
等
の
運
転
に
要
す
る
電
力
料
及
び
燃

料
費

 
 

 
 

 
 

燃
料
費

自
動
車
用
、
採
暖
用
等
の
燃
料
費

 
 

 
 

 
 

印
刷
製
本
費

文
書
、
図
面
等
の
印
刷
及
び
製
本
に
要
す
る
費

用
 
 

 
 

 
 

修
繕
費

有
形
固
定
資
産
等
の
維
持
修
繕
に
要
す
る
工
事

請
負
等
の
費
用

修
繕
引
当
金
繰
入
額

修
繕
引
当
金
と
し
て
計
上
す
る
た
め
の
繰
入
額

特
別
修
繕
引
当
金

繰
入
額

特
別
修
繕
引
当
金
と
し
て
計
上
す
る
た
め
の
繰

入
額

 
 

 
 

 
 

通
信
運
搬
費

郵
送
料
、
電
信
電
話
料
、
運
送
料
等

 
 

 
 

 
 

広
告
料

広
告
、
宣
伝
等
に
要
す
る
費
用

 
 

 
 

 
 

手
数
料

登
記
委
託
、
試
験
、
鑑
定
、
振
込
手
数
料
等
の

役
務
の
提
供
の
要
す
る
費
用

 
 

 
 

 
 

委
託
料

検
査
、
調
査
、
測
量
等
の
委
託
に
要
す
る
費
用

 
 

 
 

 
 

賃
借
料

借
地
料
、
機
械
及
び
自
動
車
借
上
料
等
の
不
動

産
、
物
品
等
の
借
上
げ
又
は
権
利
の
使
用
に
要

す
る
費
用

 
 

 
 

 
 

工
事
請
負
費

請
負
契
約
に
よ
り
工
事
を
行
う
場
合
の
工
事
完

成
者
に
支
払
う
費
用

 
 

 
 

 
 

補
償
費

補
償
金
、
賠
償
金
、
見
舞
金
等

 
 

 
 

 
 

負
担
金

関
係
団
体
の
会
費
負
担
金
等

 
 

 
 

 
 

補
助
金
及
び
交
付
金

 
 

 
 

 
 

 
 

研
修
費

職
員
の
研
修
に
要
す
る
費
用

 
 

 
 

 
 

交
際
費

 
 

 
 

 
 

 
 

保
険
料

事
業
用
財
産
に
対
す
る
損
害
保
険
料
等

 
 

 
 

 
 

公
課
費

 
 

貸
倒
損
失

貸
倒
引
当
金
繰
入
額

貸
倒
引
当
金
と
し
て
計
上
す
る
た
め
の
繰
入
額

そ
の
他
引
当
金

繰
入
額

規
則
第
2
2
条
の
規
定
に
よ
り
引
き
当
て
る
そ
の

他
引
当
金
と
し
て
計
上
す
る
た
め
の
繰
入
額

 
 

 
 

 
 

雑
費

 
 

 
 

 
 

維
持
管
理
負
担
金

返
還
金

 
 

 
 

 
 

維
持
管
理
負
担
金

返
還
金

 
 

 
 

 
 

減
価
償
却
費

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

有
形
固
定
資
産

減
価
償
却
費

建
物
、
構
築
物
、
機
械
及
び
装
置
、
車
両
運
搬

具
、
工
具
、
器
具
及
び
備
品
、
リ
ー
ス
資
産
等

の
償
却
額

 
 

 
 

 
 

無
形
固
定
資
産

減
価
償
却
費

借
地
権
、
地
上
権
、
施
設
利
用
権
、
ソ
フ
ト

ウ
ェ
ア
等
の
償
却
額

 
 

 
 

資
産
減
耗
費

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

固
定
資
産
除
却
費

有
形
固
定
資
産
の
除
却
損
、
廃
棄
損
及
び
撤
去

費
 
 

 
 

 
 

た
な
卸
資
産
減
耗
費

 
 

 
 

 
 

そ
の
他
営
業
費
用

 
 

上
記
以
外
の
営
業
費
用

 
 

 
 

 
 

生
産
物
売
却
原
価

売
却
し
た
生
産
物
の
原
価
（
再
生
水
の
場
合
は

再
生
水
事
業
維
持
管
理
費
）

 
 

 
 

 
 

材
料
売
却
原
価

排
水
設
備
等
の
新
設
、
修
繕
等
に
使
用
す
る
材

料
等
の
原
価

 
 

 
 

 
 

雑
支
出

 
 

 
 

営
業
外
費
用

 
 

 
 

金
融
及
び
財
務
活
動
に
伴
う
費
用
そ
の
他
主
た

る
営
業
活
動
に
係
る
費
用
以
外
の
費
用

 
 

 
 

支
払
利
息
及
び

企
業
債
取
扱
諸
費

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

企
業
債
利
息

企
業
債
に
対
す
る
利
息

 
 

 
 

 
 

借
入
金
利
息

他
会
計
借
入
金
等
に
対
す
る
利
息

 
 

 
 

 
 

企
業
債
手
数
料

及
び
取
扱
費

企
業
債
の
元
利
償
還
の
都
度
支
払
う
手
数
料
及

び
取
扱
費

 
 

 
 

受
託
工
事
費

 
 

排
水
設
備
等
の
工
事
受
託
に
要
す
る
費
用

 
 

 
 

雑
支
出

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

不
用
品
売
却
原
価

売
却
し
た
不
用
品
の
原
価

貸
倒
損
失



 

 

貸
倒
引
当
金
繰
入
額

 
 

 
 

 
 

そ
の
他
雑
支
出

 
 

 
 

特
別
損
失

 
 

 
 

当
年
度
の
経
常
費
用
か
ら
除
外
す
べ
き
損
失

 
 

 
 

 
 

 
 

（
１
件
1
,
0
0
0
万
円
以
上
）

 
 

 
 

固
定
資
産
売
却
損

 
 

固
定
資
産
の
売
却
価
額
が
当
該
固
定
資
産
の
売

却
時
の
帳
簿
価
額
に
不
足
す
る
金
額

減
損
損
失

　
 
 

 
 

過
年
度
損
益
修
正
損

 
 

前
年
度
以
前
の
損
益
の
修
正
で
損
失
の
性
質
を

有
す
る
も
の

 
 

 
 

災
害
に
よ
る
損
失

 
 

災
害
等
に
よ
る
巨
額
の
臨
時
損
失

手
当
等

 
 

 
 

そ
の
他
特
別
損
失

 
 

 
 

(
１
)
　
固
定
資
産

款
項

目
節

備
考

有
形
固
定
資
産

 
 

 
 

 
 

土
地
、
建
物
、
構
築
物
、
機
械
、
装
置
、
車

両
、
工
具
、
器
具
、
備
品
、
建
設
仮
勘
定
及
び

そ
の
他
有
形
固
定
資
産
に
区
分
し
て
記
載
す

る
。

 
 

 
 

 
 

 
 

各
有
形
固
定
資
産
に
対
す
る
減
価
償
却
費
の
累

計
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
科
目
に
対
す
る
控
除
科

目
と
し
、
減
価
償
却
累
計
額
と
し
て
項
に
記
載

す
る
。

 
 

土
地

 
 

 
 

土
地
（
事
業
用
の
敷
地
の
ほ
か
、
運
動
場
等
の

経
営
附
属
用
土
地
を
含
む
。
）
は
用
途
別
に
記

載
す
る
。

 
 

 
 

事
務
所
用
地

 
 

本
庁
社
用
地
等
も
っ
ぱ
ら
事
務
所
の
た
め
に
用

い
る
用
地

 
 

 
 

施
設
用
地

 
 

処
理
場
用
地
等
の
施
設
の
た
め
に
用
い
る
用
地

（
施
設
に
附
属
す
る
事
務
所
の
用
地
を
含

む
。
）

 
 

 
 

 
 

管
路
用
地

 
 

 
 

 
 

 
 

ポ
ン
プ
所
用
地

 
 

 
 

 
 

 
 

処
理
場
用
地

 
 

 
 

 
 

 
 

そ
の
他
施
設
用
地

 
 

 
 

 
 

そ
の
他
用
地

 
 

 
 

 
 

建
物

 
 

 
 

建
物
（
事
務
所
、
作
業
場
、
倉
庫
、
車
庫
の
ほ

か
公
舎
そ
の
他
の
経
営
附
属
用
建
物
を
含

む
。
）
及
び
建
物
と
一
体
を
な
す
暖
房
、
照

明
、
通
風
等
の
附
属
設
備

 
 

 
 

事
務
所
用
建
物

 
 

本
庁
舎
等
も
っ
ぱ
ら
事
務
所
の
用
に
供
さ
れ
て

い
る
建
物

 
 

 
 

施
設
用
建
物

 
 

事
業
施
設
の
用
に
供
さ
れ
て
い
る
建
物

 
 

 
 

 
 

ポ
ン
プ
場
建
物

 
 

 
 

 
 

 
 

処
理
場
建
物

 
 

 
 

 
 

そ
の
他
建
物

 
 

 
 

 
 

 
 

（
建
物
の
各
目
共

通
）

建
物
附
属
設
備

 
 

 
 

建
物

減
価
償
却
累
計
額

 
 

 
 

 
 

 
 

構
築
物

 
 

 
 

管
渠 キ
ョ、

マ
ン
ホ
ー
ル
、
沈
砂
池
、
水
処
理
施
設

等
土
地
に
定
着
す
る
土
木
施
設
又
は
工
作
物

 
 

 
 

管
路
施
設

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

管
渠 キ
ョ

 
 

 
 

 
 

 
 

マ
ン
ホ
ー
ル

 
 

 
 

 
 

 
 

そ
の
他
施
設

 
 

 
 

 
 

ポ
ン
プ
場
施
設

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

除
砂
施
設

 
 

 
 

 
 

 
 

そ
の
他
施
設

 
 

 
 

 
 

処
理
場
施
設

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

沈
澱
施
設

 
 

 
 

 
 

 
 

反
応
タ
ン
ク
施
設

 
 

 
 

 
 

 
 

汚
泥
タ
ン
ク
施
設

 
 

 
 

 
 

 
 

そ
の
他
施
設

 
 

 
 

 
 

そ
の
他
構
築
物

 
 

 
 

 
 

構
築
物

減
価
償
却
累
計
額

 
 

 
 

 
 

資
産



 

    
機
械
及
び
装
置

  
  

電
気
設
備
、
ポ
ン
プ
設
備
、
下
水
処
理
作
業
に

要
す
る
機
械
等
の
設
備
、
そ
の
他
機
械
及
び
装

置
  

  
管
路
機
械
設
備

  
  

  
  

ポ
ン
プ
場
機
械
設
備

  
  

  
  

  
沈
砂
池
設
備

  
  

  
  

ポ
ン
プ
設
備

  
  

  
  

そ
の
他
設
備

  
  

  
処
理
場
機
械
設
備

  
  

  
  

  
沈
砂
池
設
備

  
  

  
  

ポ
ン
プ
設
備

  
  

  
  

水
処
理
設
備

  
  

  
  

高
度
処
理
設
備

  
  

  
  

汚
泥
処
理
設
備

  
  

  
  

そ
の
他
設
備

  
  

  
そ
の
他
機
械
設
備

  
  

  
  

  
（
機
械
設
備
の
各
節

共
通
）

  

  
  

管
路
電
気
設
備

  
  

  
  

ポ
ン
プ
場
電
気
設
備

  
  

  
  

処
理
場
電
気
設
備

  
  

  
  

そ
の
他
電
気
設
備

  
  

  
  

（
電
気
設
備
の
各
目

共
通
）

電
気
計
装
設
備

  

  
  

  
（
電
気
設
備
の
各
節

共
通
）

  

  
機
械
及
び
装
置

減
価
償
却
累
計
額

  
  

  

  
車
両
運
搬
具

  
  

自
動
車
、
そ
の
他
陸
上
運
搬
具

  
車
両
運
搬
具

減
価
償
却
累
計
額

  
  

  

  
工
具
、
器
具
及
び
備

品
  

  
機
械
及
び
装
置
の
附
属
設
備
に
含
ま
れ
な
い
器

具
及
び
金
庫
、
机
、
Ｏ
Ａ
機
器
等
の
事
務
用
備

品
、
検
査
器
具
の
備
品
等
で
耐
用
年
数
１
年
以

上
で
あ
り
、
か
つ
、
取
得
価
額
が
1
0万

円
以
上

の
も
の

  
工
具
、
器
具
及
び
備

品
減
価
償
却
累
計
額

  
  

  

リ
ー
ス
資
産

有
形
固
定
資
産
(建

設
仮
勘
定
を
除
く
。
)に

係
る
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
・
リ
ー
ス
取
引
に
お
け
る

リ
ー
ス
資
産

リ
ー
ス
資
産

減
価
償
却
累
計
額

  
建
設
仮
勘
定

  
  

有
形
固
定
資
産
の
建
設
又
は
改
良
の
た
め
に
支

出
し
た
経
費
（
前
払
金
等
を
含
む
。
）

  
そ
の
他

有
形
固
定
資
産

  
  

上
記
以
外
の
有
形
固
定
資
産

  
そ
の
他
有
形
固
定
資

産
減
価
償
却
累
計
額

  
  

  

  
固
定
資
産

除
却
未
決
算

  
  

  

  
固
定
資
産
除
却
未
決

算
減
価
償
却
累
計
額

  
  

  

無
形
固
定
資
産

  
  

  
  

  
地
上
権

  
  

民
法
（
明
治
29年

法
律
第
89号

）
第
265条

に
規
定
す
る
権
利

  
借
地
権

  
  

土
地
の
上
に
設
定
さ
れ
た
民
法
第
6
01
条
に
規

定
す
る
権
利

  
施
設
利
用
権

  
  

電
気
、
ガ
ス
、
専
用
側
線
利
用
権
等

  
電
話
加
入
権

  
  

電
話
設
備
負
担
金
、
加
入
料
及
び
装
置
料

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
に
係
る
費
用

で
、
当
該
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
利
用
に
よ
り
将
来

の
収
益
獲
得
又
は
費
用
削
減
が
確
実
で
あ
る
こ

と
が
認
め
ら
れ
る
も
の

リ
ー
ス
資
産

無
形
固
定
資
産
(営

業
権
を
除
く
。
)に

係
る

フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
・
リ
ー
ス
取
引
に
お
け
る
リ
ー

ス
資
産

  
そ
の
他

無
形
固
定
資
産

  
  

  



 

 投
資
そ
の
他
の
資
産

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

投
資
有
価
証
券

 
 

 
 

金
融
商
品
取
引
法
(
昭
和
23
年
法
律
第
25
号
)第

２
条
に
規
定
す
る
有
価
証
券
並
び
に
こ
れ
に
係

る
払
込
金
領
収
書
及
び
申
込
金
領
収
書
（
以
下

「
有
価
証
券
」
と
い
う
。
）
中
で
投
資
の
目
的

を
も
っ
て
所
有
す
る
も
の

 
 

 
 

国
債

 
 

 
 

 
 

 
 

地
方
債

 
 

 
 

 
 

 
 

そ
の
他
有
価
証
券

 
 

 
 

 
 

出
資
金

 
 

 
 

 
 

 
 

長
期
貸
付
金

 
 

 
 

貸
付
金
で
返
済
期
日
が
貸
借
対
照
表
日
の
翌
日

か
ら
起
算
し
て
１
年
を
超
え
る
も
の

 
 

 
 

一
般
貸
付
金

 
 

 
 

 
 

 
 

他
会
計
貸
付
金

 
 

 
 

 
 

 
 

職
員
貸
付
金

 
 

 
 

貸
倒
引
当
金

投
資
そ
の
他
の
資
産
に
計
上
し
た
債
権
の
回
収

不
能
に
よ
る
損
失
に
備
え
る
た
め
に
引
き
当
て

る
も
の

 
 

基
金

 
 

 
 

基
金
設
置
条
例
に
基
づ
き
、
積
立
金
等
に
対
応

し
て
特
定
預
金
等
の
形
態
で
保
有
す
る
も
の

 
 

そ
の
他
投
資

 
 

 
 

長
期
前
払
費
用
ほ
か
、
上
記
以
外
の
投
資
の
性

質
を
有
す
る
も
の

款
項

目
節

備
考

現
金
預
金

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

現
金

 
 

 
 

現
金
、
期
限
到
来
の
公
社
債
利
札
、
手
元
に
あ

る
当
座
小
切
手
、
送
金
小
切
手
、
郵
便
為
替
証

書
、
振
替
預
金
払
出
証
書
等

 
 

預
金

 
 

 
 

貸
借
対
照
表
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
１
年
以

内
に
期
限
が
到
来
す
る
金
融
機
関
に
対
す
る
預

金
、
貯
金
、
金
銭
信
託
等

未
収
金

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

営
業
未
収
金

 
 

 
 

主
た
る
営
業
活
動
か
ら
生
ず
る
収
益
の
未
収
額

 
 

 
 

未
収
下
水
道

維
持
管
理
負
担
金

 
 

 
 

 
 

 
 

未
収
受
託
工
事
収
益

 
 

 
 

 
 

 
 

そ
の
他
営
業
未
収
金

 
 

 
 

 
 

営
業
外
未
収
金

 
 

 
 

主
た
る
営
業
活
動
か
ら
生
ず
る
収
益
以
外
の
収

益
の
未
収
額

 
 

 
 

未
収
受
取
利
息

 
 

 
 

 
 

 
 

未
収
受
託
工
事
収
益

 
 

 
 

 
 

 
 

未
収
消
費
税
及
び

地
方
消
費
税
還
付
金

 
 

 
 

 
 

 
 

そ
の
他
営
業
外

未
収
金

 
 

 
 

 
 

そ
の
他
未
収
金

 
 

 
 

固
定
資
産
売
却
代
金
等
営
業
及
び
営
業
外
収
益

以
外
の
未
収
額

 
 

 
 

諸
売
却
代

 
 

 
 

 
 

 
 

そ
の
他
未
収
金

 
 

 
 

有
価
証
券

 
 

 
 

 
 

一
時
的
所
有
を
目
的
と
す
る
有
価
証
券

受
取
手
形

通
常
の
業
務
活
動
に
お
い
て
発
生
し
た
手
形
債

権
貯
蔵
品

 
 

 
 

 
 

使
用
に
供
さ
れ
て
い
な
い
修
繕
用
材
料
等

短
期
貸
付
金

 
 

 
 

 
 

貸
付
金
で
返
済
期
日
が
貸
借
対
照
表
日
の
翌
日

か
ら
起
算
し
て
１
年
以
内
の
も
の

 
 

一
般
短
期
貸
付
金

 
 

 
 

 
 

 
 

他
会
計
貸
付
金

 
 

 
 

 
 

貸
倒
引
当
金

流
動
資
産
に
計
上
し
た
債
権
の
回
収
不
能
に
よ

る
損
失
に
備
え
る
た
め
に
引
き
当
て
る
も
の

前
払
費
用

 
 

 
 

 
 

前
払
賃
借
料
等
一
定
の
契
約
に
従
い
継
続
的
に

役
務
の
提
供
を
受
け
る
場
合
、
い
ま
だ
提
供
さ

れ
て
い
な
い
役
務
に
対
し
て
支
払
わ
れ
た
対
価

で
、
貸
借
対
照
表
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
１

年
以
内
に
費
用
と
な
る
も
の

 
 

未
経
過
保
険
料

 
 

 
 

 
 

 
 

そ
の
他
前
払
費
用

 
 

 
 

 
 

前
払
金

 
 

 
 

 
 

工
事
の
請
負
、
物
品
の
購
入
等
に
際
し
て
前
払

い
さ
れ
た
金
額
で
前
払
い
費
用
に
属
し
な
い
も

の

(
２
)
　
流
動
資
産



 

  
 

工
事
代

 
 

 
 

 
 

 
 

物
品
代

 
 

 
 

 
 

 
 

前
払
消
費
税
及
び

地
方
消
費
税

 
 

 
 

 
 

 
 

そ
の
他
前
払
金

 
 

 
 

 
 

未
収
収
益

一
定
の
契
約
に
従
い
、
継
続
し
て
役
務
の
提
供

を
行
う
場
合
に
既
に
提
供
し
た
役
務
に
対
し
て

未
だ
支
払
を
受
け
て
い
な
い
も
の

未
収
利
息

そ
の
他
未
収
収
益

そ
の
他
流
動
資
産

 
 

 
 

 
 

上
記
以
外
の
流
動
資
産

 
 

仮
払
消
費
税
及
び

地
方
消
費
税

 
 

 
 

 
 

 
 

仮
払
金

 
 

 
 

 
 

 
 

そ
の
他
流
動
資
産

 
 

 
 

 
 

(
３
)
　
固
定
負
債

款
項

目
節

備
考

企
業
債

 
 

 
 

 
 

１
年
内
に
償
還
期
限
の
到
来
す
る
も
の
を
除
い

た
企
業
債

借
入
先
別
に
整
理
す
る
。

建
設
改
良
費
等
の
財

源
に
充
て
る
た
め
の

企
業
債

建
設
改
良
費
等
(
建
設
若
し
く
は
改
良
に
要
す

る
経
費
又
は
地
方
債
に
関
す
る
省
令
(
平
成
18

年
総
務
省
令
第
5
4
号
)
第
1
2
条
に
規
定
す
る
公

営
企
業
の
建
設
又
は
改
良
に
要
す
る
経
費
に
準

ず
る
経
費
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
)
の
財
源
に

充
て
る
た
め
に
発
行
す
る
企
業
債
(
貸
借
対
照

表
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
１
年
以
内
に
償
還

期
限
の
到
来
す
る
も
の
を
除
く
。
)

そ
の
他
の
企
業
債

建
設
改
良
費
等
以
外
の
財
源
に
充
て
る
た
め
に

発
行
す
る
企
業
債
(
貸
借
対
照
表
日
の
翌
日
か

ら
起
算
し
て
１
年
以
内
に
償
還
期
限
の
到
来
す

る
も
の
を
除
く
。
)

他
会
計
借
入
金

 
 

 
 

 
 

１
年
内
に
償
還
期
限
の
到
来
す
る
も
の
を
除
い

た
他
会
計
借
入
金

借
入
先
別
に
整
理
す
る
。

建
設
改
良
費
等
の
財

源
に
充
て
る
た
め
の

長
期
借
入
金

建
設
改
良
費
等
の
財
源
に
充
て
る
た
め
に
他
の

会
計
か
ら
繰
り
入
れ
た
借
入
金
(
貸
借
対
照
表

日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
１
年
以
内
に
返
済
期

限
の
到
来
す
る
も
の
を
除
く
。
)

そ
の
他
の
長
期
借
入

金
建
設
改
良
費
等
以
外
の
財
源
に
充
て
る
た
め
に

他
の
会
計
か
ら
繰
り
入
れ
た
借
入
金
(
貸
借
対

照
表
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
１
年
以
内
に
返

済
期
限
の
到
来
す
る
も
の
を
除
く
。
)

 
 

（
何
）
会
計
借
入
金

 
 

 
 

 
 

リ
ー
ス
債
務

フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
・
リ
ー
ス
取
引
に
お
け
る
リ
ー

ス
債
務
(
１
年
内
に
支
払
期
限
の
到
来
す
る
も

の
を
除
く
。
)

引
当
金

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

退
職
給
付
引
当
金

 
 

 
 

将
来
生
ず
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
職
員
に
対
す

る
退
職
手
当
の
支
払
に
充
て
る
た
め
の
引
当
額

特
別
修
繕
引
当
金

数
事
業
年
度
ご
と
に
定
期
的
に
行
わ
れ
る
特
別

の
大
修
繕
に
備
え
て
計
上
す
る
引
当
金
（
１
年

以
内
に
使
用
さ
れ
る
見
込
み
の
も
の
を
除

く
。
）

そ
の
他
引
当
金

そ
の
他
固
定
負
債

 
 

 
 

 
 

上
記
以
外
の
固
定
負
債

(
４
)
　
流
動
負
債

款
項

目
節

備
考

一
時
借
入
金

 
 

 
 

 
 

借
入
金
等
で
貸
借
対
照
表
日
か
ら
起
算
し
て
１

年
以
内
に
返
還
又
は
支
払
を
要
す
る
も
の

企
業
債

１
年
以
内
に
償
還
期
限
の
到
来
す
る
企
業
債

建
設
改
良
費
等
の
財

源
に
充
て
る
た
め
の

企
業
債

貸
借
対
照
表
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
１
年
以

内
に
償
還
期
限
の
到
来
す
る
建
設
改
良
費
等
の

財
源
に
充
て
る
た
め
に
発
行
す
る
企
業
債

そ
の
他
の
企
業
債

貸
借
対
照
表
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
１
年
以

内
に
償
還
期
限
の
到
来
す
る
建
設
改
良
費
等
以

外
の
財
源
に
充
て
る
た
め
に
発
行
す
る
企
業
債

負
産



 

  他
会
計
借
入
金

 
 

１
年
以
内
に
償
還
期
限
の
到
来
す
る
他
会
計
借

入
金

建
設
改
良
費
等
の
財

源
に
充
て
る
た
め
の

長
期
借
入
金

貸
借
対
照
表
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
１
年
以

内
に
返
済
期
限
の
到
来
す
る
建
設
改
良
費
等
の

財
源
に
充
て
る
た
め
に
他
の
会
計
か
ら
繰
り
入

れ
た
借
入
金

そ
の
他
の
長
期
借
入

金
貸
借
対
照
表
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
１
年
以

内
に
返
済
期
限
の
到
来
す
る
建
設
改
良
費
等
以

外
の
財
源
に
充
て
る
た
め
に
他
の
会
計
か
ら
繰

り
入
れ
た
借
入
金

リ
ー
ス
債
務

１
年
以
内
に
支
払
期
限
の
到
来
す
る
フ
ァ
イ
ナ

ン
ス
・
リ
ー
ス
取
引
に
お
け
る
リ
ー
ス
債
務

未
払
金

 
 

 
 

 
 

 
 

営
業
未
払
金

 
 

 
 

 
 

 
 

営
業
外
未
払
金

 
 

 
 

 
 

 
 

そ
の
他
未
払
金

 
 

 
 

 
 

未
払
費
用

 
 

 
 

 
 

未
払
利
息
、
未
払
賃
借
料
等
一
定
の
契
約
に
従

い
継
続
的
に
役
務
の
提
供
を
受
け
る
場
合
、
既

に
提
供
を
受
け
た
役
務
の
対
価
の
支
払
額

 
 

営
業
未
払
費
用

 
 

 
 

 
 

 
 

営
業
外
未
払
費
用

 
 

 
 

 
 

 
 

そ
の
他
未
払
費
用

 
 

 
 

 
 

前
受
金

 
 

 
 

 
 

契
約
等
に
よ
り
既
に
受
け
取
っ
た
対
価
の
う

ち
、
い
ま
だ
そ
の
債
務
の
履
行
を
終
わ
ら
な
い

も
の

 
 

営
業
前
受
金

 
 

 
 

 
 

 
 

営
業
外
前
受
金

 
 

 
 

 
 

 
 

そ
の
他
前
受
金

 
 

 
 

 
 

前
受
収
益

引
当
金

賞
与
引
当
金

翌
事
業
年
度
に
支
払
う
賞
与
の
う
ち
、
当
年
度

負
担
相
当
額
を
見
積
り
計
上
す
る
引
当
金

修
繕
引
当
金

修
繕
引
当
金

（
旧
基
準
）

地
方
公
営
企
業
法
施
行
規
則
等
の
一
部
を
改
正

す
る
省
令
（
平
成
2
4年

総
務
省
令
第
6
号
）
附

則
第
4
条
（
引
当
金
に
関
す
る
経
過
措
置
）
の

規
定
に
基
づ
く
引
当
金
（
１
年
以
内
の
使
用
額

を
正
確
に
算
定
で
き
な
い
場
合
に
限
る
）

修
繕
引
当
金

企
業
の
所
有
す
る
設
備
等
に
つ
い
て
、
毎
事
業

年
度
行
わ
れ
る
通
常
の
修
繕
が
何
ら
か
の
理
由

で
行
わ
れ
な
か
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
修

繕
に
備
え
て
計
上
す
る
引
当
金

特
別
修
繕
引
当
金

数
事
業
年
度
ご
と
に
定
期
的
に
行
わ
れ
る
特
別

の
大
修
繕
に
備
え
て
計
上
す
る
引
当
金
の
う
ち

１
年
以
内
に
取
り
崩
す
予
定
の
も
の

そ
の
他
引
当
金

維
持
管
理
負
担
金

繰
越
金

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

維
持
管
理
負
担
金

繰
越
金

 
 

 
 

 
 

そ
の
他
流
動
負
債

 
 

 
 

 
 

上
記
以
外
の
流
動
負
債

 
 

預
り
有
価
証
券

 
 

 
 

 
 

 
 

担
保
証
券

 
 

 
 

 
 

 
 

保
証
証
券

 
 

 
 

 
 

 
 

そ
の
他

預
り
有
価
証
券

 
 

 
 

 
 

預
り
金

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

源
泉
徴
収
税

 
 

 
 

 
 

 
 

社
会
保
険
料

 
 

 
 

 
 

 
 

入
札
保
証
金

 
 

 
 

 
 

 
 

契
約
保
証
金

 
 

 
 

 
 

 
 

そ
の
他
預
り
金

 
 

 
 

 
 

仮
受
消
費
税
及
び

地
方
消
費
税

 
 

 
 

 
 

 
 

仮
受
金

 
 

 
 

 
 

 
 

そ
の
他
流
動
負
債

 
 

 
 

 
 



 

 

(５
)　

繰
延
収
益

款
項

目
節

備
考

長
期
前
受
金

国
庫
補
助
金

工
事
負
担
金

受
贈
財
産
評
価
額

他
会
計
補
助
金

寄
附
金

そ
の
他
資
本
剰
余
金

償
却
資
産
の
取
得
又
は
改
良
に
充
て
る
た
め
の

補
助
金
、
負
担
金
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
も

の
の
交
付
を
受
け
た
場
合
に
お
け
る
そ
の
交
付

を
受
け
た
金
額
に
相
当
す
る
額
及
び
償
却
資
産

の
取
得
又
は
改
良
に
充
て
る
た
め
に
起
こ
し
た

企
業
債
の
元
金
の
償
還
に
要
す
る
資
金
に
充
て

る
た
め
一
般
会
計
又
は
他
の
特
別
会
計
か
ら
繰

入
れ
を
行
っ
た
場
合
に
お
け
る
そ
の
繰
入
金
の

額償
却
資
産
の
取
得
又
は
改
良
に
充
て
た
国
庫
補

助
金

償
却
資
産
の
取
得
又
は
改
良
に
充
て
た
工
事
負

担
金

償
却
資
産
の
贈
与
を
受
け
た
財
産
の
評
価
額

償
却
資
産
の
取
得
又
は
改
良
に
充
て
た
他
会
計

補
助
金

償
却
資
産
の
取
得
又
は
改
良
に
充
て
た
寄
附
金

長
期
前
受
金

収
益
化
累
計
額

国
庫
補
助
金

工
事
負
担
金

受
贈
財
産
評
価
額

他
会
計
補
助
金

寄
附
金

そ
の
他
資
本
剰
余
金

(６
)　

資
本
金

款
項

目
節

備
考

資
本
金

  
  

  
  

  
固
有
資
本
金

  
  

企
業
開
始
の
時
（
地
方
公
営
企
業
法
（
昭
和
2
7

年
法
律
第
292号

。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）

適
用
の
時
）
に
お
け
る
資
産
の
総
額
か
ら
建
設

又
は
改
良
に
要
す
る
資
金
に
充
て
る
た
め
に
発

行
し
た
企
業
債
、
負
債
及
び
基
金
の
合
計
額
を

控
除
し
た
額

  
繰
入
資
本
金

  
  

法
第
18条

に
基
づ
き
他
会
計
か
ら
出
資
さ
れ
た

額
  

組
入
資
本
金

  
  

  

(７
)　

剰
余
金

款
項

目
節

備
考

資
本
剰
余
金

  
  

  
  

  
国
庫
補
助
金

  
  

償
却
資
産
以
外
の
固
定
資
産
の
取
得
又
は
改
良

に
充
て
た
国
庫
補
助
金

  
工
事
負
担
金

  
  

償
却
資
産
以
外
の
固
定
資
産
の
取
得
又
は
改
良

に
充
て
た
工
事
負
担
金

  
受
贈
財
産
評
価
額

  
  

償
却
資
産
以
外
の
固
定
資
産
の
贈
与
を
受
け
た

財
産
の
評
価
額

  
他
会
計
補
助
金

  
  

償
却
資
産
以
外
の
固
定
資
産
の
取
得
又
は
改
良

に
充
て
た
他
会
計
補
助
金

  
寄
附
金

  
  

償
却
資
産
以
外
の
固
定
資
産
の
取
得
又
は
改
良

に
充
て
た
寄
附
金

  
そ
の
他
資
本
剰
余
金

  
  

  
利
益
剰
余
金

  
  

  
  

  
減
債
積
立
金

  
  

  
  

利
益
積
立
金

  
  

  
  

建
設
改
良
積
立
金

  
  

  
  

（
何
）
積
立
金

  
  

  
  

当
年
度
未
処
分
利
益

剰
余
金

  
  

  

  
（
当
年
度
未
処
理
欠

損
金
）

  
  

  

  
  

繰
越
利
益
剰
余
金
年

度
末
残
高

  
  

  
  

（
繰
越
欠
損
金
年
度

末
残
高
）

  
  

  
  

当
年
度
純
利
益

  
  

  
（
当
年
度
純
損
失
）

  

資
本



 

別
表
第
二
の
表
中
「 

 
 

 
 

 

」
を
「 

 
 

 
 

 

」
に
改
め
る
。 

別
表
第
三
の
表
中
「 

 
 

 
 

 
 

」
を
「 

 
 

 
 

 

」
に
改
め
、
「 

 

」
を
「 

 

」

に
改
め
る
。 

別
表
第
五
科
目
等
の
項
給
与
費
の
欄
中
「 

 
 

 
 

」
を
「 

 
 

 
 

」
に
改
め
る
。 

様
式
第
四
十
八
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

                            

1
0
0
分

の
1
0
5
 

1
0
0
分

の
1
0
8
 

1
0
0
分

の
1
0
5
 

1
0
0
分

の
1
0
8
 

1
0
5
 

1
0
0
 

1
0
8
 

1
0
0
 

退
職

給
与

金
 

退
職

給
付

費
 



 

   様
式
第
48号

備
　
　
品

管
理
番
号

整
　
理

区
分
名

供
用
区
分

整
理
番
号

品
目
名

規
格
・

寸
法
・

型
式
等

購
入
単
価

又
は
見
積

単
価
(円

)

供
用
開
始

年
月
日

保
管
場
所

使
用

（
責
任
）

者
備
考

物
品
供
用
簿



様
式
第
四
十
九
号
を
削
る
。 

様
式
第
六
十
四
号
中
「 

 
 

 

」
を
「 

 
 

 

」
に
改
め
る
。 

附 

則 
こ
の
規
程
は
、
平
成
二
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

1
0
0
／

1
0
5
 

1
0
0
／

1
0
8
 



告 
 

示 

  
特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
（
平
成
十
年
法
律
第
七
号
）
第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
特
定

非
営
利
活
動
法
人
を
設
立
し
よ
う
と
す
る
者
か
ら
次
の
と
お
り
申
請
書
が
提
出
さ
れ
た
の
で
、
同

条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
公
告
す
る
。 

 

な
お
、
当
該
申
請
に
係
る
定
款
、
役
員
名
簿
、
設
立
趣
旨
書
並
び
に
設
立
当
初
の
事
業
年
度
及

び
翌
事
業
年
度
の
事
業
計
画
書
及
び
活
動
予
算
書
を
、
申
請
書
を
受
理
し
た
日
か
ら
二
月
間
、
県

民
生
活
部
共
助
社
会
づ
く
り
課
及
び
埼
玉
県
南
部
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
備
え
置
く
方
法

並
び
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
す
る
方
法
（
埼
玉
県
Ｎ
Ｐ
Ｏ
情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（

http://www.saitamaken-npo.net/
）
）
に
よ
り
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
六
年
三
月
二
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

一 

申
請
の
あ
っ
た
年
月
日 

平
成
二
十
六
年
二
月
二
十
六
日 

二 

申
請
に
係
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
名
称 

特
定
非
営
利
活
動
法
人
チ
ャ
イ
ル
ド
・
ギ
フ
ト 

三 

代
表
者
の
氏
名 

吉
野 

春
江 

四 

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地 

埼
玉
県
川
口
市
西
青
木
四
丁
目
七
番
十
三
号
フ
レ
ー
ル
西
青
木
二
〇
六
号 

五 

定
款
に
記
載
さ
れ
た
目
的 

こ
の
法
人
は
、
発
達
障
が
い
児
の
援
助
者
に
対
し
、
相
談
、
情
報
提
供
、
メ
ン
タ
ル
ケ
ア
な

ど
の
支
援
を
し
、
発
達
障
が
い
児
と
健
常
児
（
児
童
期
中
心
）
や
そ
の
保
護
者
、
一
般
市
民
が

参
加
す
る
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
、
発
達
障
が
い
の
偏
見
を
な
く
し
理
解
す
る
事
で
、
よ
り
良
い
関

係
で
共
存
で
き
る
社
会
の
実
現
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。 

埼
玉
県
告
示
第
四
百
二
十
五
号



告 
 

示 

  
特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
（
平
成
十
年
法
律
第
七
号
）
第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
特
定

非
営
利
活
動
法
人
を
設
立
し
よ
う
と
す
る
者
か
ら
次
の
と
お
り
申
請
書
が
提
出
さ
れ
た
の
で
、
同

条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
公
告
す
る
。 

 

な
お
、
当
該
申
請
に
係
る
定
款
、
役
員
名
簿
、
設
立
趣
旨
書
並
び
に
設
立
当
初
の
事
業
年
度
及

び
翌
事
業
年
度
の
事
業
計
画
書
及
び
活
動
予
算
書
を
、
申
請
書
を
受
理
し
た
日
か
ら
二
月
間
、
県

民
生
活
部
共
助
社
会
づ
く
り
課
及
び
埼
玉
県
南
部
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
備
え
置
く
方
法

並
び
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
す
る
方
法
（
埼
玉
県
Ｎ
Ｐ
Ｏ
情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（

http://www.saitamaken-npo.net/
）
）
に
よ
り
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
六
年
三
月
二
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

一 

申
請
の
あ
っ
た
年
月
日 

平
成
二
十
六
年
三
月
七
日 

二 

申
請
に
係
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
名
称 

特
定
非
営
利
活
動
法
人
ぺ
ら
ー
だ 

三 

代
表
者
の
氏
名 

安
斎 

義
則 

四 

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地 

埼
玉
県
川
口
市
大
字
木
曽
呂
ニ
百
八
十
八
番
地
の
九 

五 

定
款
に
記
載
さ
れ
た
目
的 

こ
の
法
人
は
、
子
ど
も
か
ら
大
人
に
対
し
「
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
場
」
を

提
供
し
、
誰
も
が
健
康
に
楽
し
く
、
健
全
育
成
・
子
ど
も
の
放
課
後
支
援
・
余
暇
支
援
の
増
進

に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

埼
玉
県
告
示
第
四
百
二
十
六
号



告 
 

示 

  
特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
（
平
成
十
年
法
律
第
七
号
）
第
二
十
五
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
、

定
款
の
変
更
の
認
証
を
受
け
よ
う
と
す
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人
か
ら
次
の
と
お
り
申
請
書
が
提

出
さ
れ
た
の
で
、
同
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
公
告
す

る
。 

 

な
お
、
当
該
申
請
に
係
る
変
更
後
の
定
款
並
び
に
当
該
定
款
の
変
更
の
日
の
属
す
る
事
業
年
度

及
び
翌
事
業
年
度
の
事
業
計
画
書
及
び
活
動
予
算
書
を
、
申
請
書
を
受
理
し
た
日
か
ら
二
月
間
、

県
民
生
活
部
共
助
社
会
づ
く
り
課
及
び
埼
玉
県
西
部
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
備
え
置
く
方

法
並
び
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
す
る
方
法
（
埼
玉
県
Ｎ
Ｐ
Ｏ
情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（http:/

/www.saitamaken-npo.net/

）
）
に
よ
り
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
六
年
三
月
二
十
八
日 

 
 

 
 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

一 

申
請
の
あ
っ
た
年
月
日 

平
成
二
十
六
年
三
月
二
十
四
日 

二 

特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
名
称 

特
定
非
営
利
活
動
法
人
サ
マ
リ
ア 

三 

代
表
者
の
氏
名 

黒
田 

和
代 

四 

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地 

埼
玉
県
所
沢
市
大
字
北
秋
津
八
百
七
十
六
番
地
二
所
沢
コ
ー
ポ
ラ
ス
Ｂ
棟
四
百
十
二
号
室 

五 

定
款
に
記
載
さ
れ
た
目
的 

こ
の
法
人
は
、
生
活
困
窮
者
に
対
し
、
社
会
福
祉
士
等
が
生
活
全
般
に
渡
る
支
援
を
総
合
的

に
行
い
、
社
会
福
祉
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。 

埼
玉
県
告
示
第
四
百
二
十
七
号



告 
 

示 

  
特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
（
平
成
十
年
法
律
第
七
号
）
第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
特
定

非
営
利
活
動
法
人
を
設
立
し
よ
う
と
す
る
者
か
ら
次
の
と
お
り
申
請
書
が
提
出
さ
れ
た
の
で
、
同

条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
公
告
す
る
。 

 

な
お
、
当
該
申
請
に
係
る
定
款
、
役
員
名
簿
、
設
立
趣
旨
書
並
び
に
設
立
当
初
の
事
業
年
度
及

び
翌
事
業
年
度
の
事
業
計
画
書
及
び
活
動
予
算
書
を
、
申
請
書
を
受
理
し
た
日
か
ら
二
月
間
、
県

民
生
活
部
共
助
社
会
づ
く
り
課
及
び
埼
玉
県
利
根
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
備
え
置
く
方
法

並
び
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
す
る
方
法
（
埼
玉
県
Ｎ
Ｐ
Ｏ
情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（http://w

ww.saitamaken-npo.net/

）
）
に
よ
り
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
六
年
三
月
二
十
八
日 

 
 

 
 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

一 

申
請
の
あ
っ
た
年
月
日 

平
成
二
十
六
年
三
月
十
八
日 

二 

申
請
に
係
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
名
称 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
恵
愛 

三 

代
表
者
の
氏
名 

相
沢 

芳
子 

四 

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地 

埼
玉
県
行
田
市
長
野
一
丁
目
三
十
六
番
十
二
号 

五 

定
款
に
記
載
さ
れ
た
目
的 

こ
の
法
人
は
、
ど
ん
な
障
が
い
が
あ
ろ
う
と
も
地
域
で
生
活
を
す
る
障
が
い
者
に
対
し
、
自

立
生
活
や
社
会
参
加
の
促
進
と
支
援
を
行
い
、
一
生
涯
、
安
心
し
て
安
全
に
、
は
つ
ら
つ
と
過

ご
せ
る
生
活
を
目
指
す
こ
と
を
目
的
と
す
る
。 

 

埼
玉
県
告
示
第
四
百
二
十
八
号



告 
 

示 

  
特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
（
平
成
十
年
法
律
第
七
号
）
第
二
十
五
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
、

定
款
の
変
更
の
認
証
を
受
け
よ
う
と
す
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人
か
ら
次
の
と
お
り
申
請
書
が
提

出
さ
れ
た
の
で
、
同
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
公
告
す

る
。 

 

な
お
、
当
該
申
請
に
係
る
変
更
後
の
定
款
、
役
員
名
簿
並
び
に
当
該
定
款
の
変
更
の
日
の
属
す

る
事
業
年
度
及
び
翌
事
業
年
度
の
事
業
計
画
書
及
び
活
動
予
算
書
を
、
申
請
書
を
受
理
し
た
日
か

ら
二
月
間
、
県
民
生
活
部
共
助
社
会
づ
く
り
課
及
び
埼
玉
県
東
部
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て

備
え
置
く
方
法
並
び
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
す
る
方
法
（
埼
玉
県
Ｎ
Ｐ
Ｏ
情
報
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
（http://www.saitamaken-npo.net/
）
）
に
よ
り
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
六
年
三
月
二
十
八
日 

 
 

 
 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

一 

申
請
の
あ
っ
た
年
月
日 

平
成
二
十
六
年
三
月
十
八
日 

二 

特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
名
称 

（
変
更
前
）
特
定
非
営
利
活
動
法
人
星
の
金
貨
福
祉
会 

（
変
更
後
）
特
定
非
営
利
活
動
法
人
も
み
じ
の
手 

三 

代
表
者
の
氏
名 

堀 

内 

喜
代
子 

四 

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地 

（
変
更
前
）
東
京
都
港
区
赤
坂
三
丁
目
二
十
一
番
八
号 

（
変
更
後
）
埼
玉
県
草
加
市
新
里
町
百
七
十
二
番
地
七 

五 

定
款
に
記
載
さ
れ
た
目
的 

（
変
更
前
）
こ
の
法
人
は
、
心
身
障
が
い
者
、
高
齢
者
に
対
す
る
支
援
に
係
る
福
祉
事
業
を
行
い
、

社
会
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。 

（
変
更
後
）
こ
の
法
人
は
、
障
が
い
児
・
者
及
び
そ
の
家
族
並
び
に
高
齢
者
に
対
す
る
地
域
に
根

ざ
し
た
支
援
活
動
を
行
い
、
社
会
全
体
の
利
益
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。 

埼
玉
県
告
示
第
四
百
二
十
九
号



告 
 

示 

  
埼
玉
県
環
境
影
響
評
価
条
例
（
平
成
六
年
埼
玉
県
条
例
第
六
十
一
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規

定
に
よ
り
、
坂
戸
市
か
ら
坂
戸
市
の
区
域
内
に
お
い
て
行
わ
れ
る
坂
戸
都
市
計
画
事
業
（
仮
称
）

入
西
東
部
土
地
区
画
整
理
事
業
に
つ
い
て
環
境
影
響
評
価
書
の
提
出
が
あ
っ
た
。 

 

な
お
、
環
境
影
響
評
価
書
の
縦
覧
の
場
所
及
び
期
間
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。 

 
 

平
成
二
十
六
年
三
月
二
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

一 

縦
覧
の
場
所 

 
 

埼
玉
県
環
境
部
環
境
政
策
課 

 
 

埼
玉
県
東
松
山
環
境
管
理
事
務
所 

 
 

坂
戸
市
産
業
基
盤
づ
く
り
推
進
室 

 
 

東
松
山
市
生
活
環
境
課 

 
 

鶴
ヶ
島
市
生
活
環
境
課 

 
 

毛
呂
山
町
生
活
環
境
課 

 
 

鳩
山
町
生
活
環
境
課 

二 

縦
覧
の
期
間 

 
 

平
成
二
十
六
年
三
月
二
十
八
日
（
金
）
か
ら
平
成
二
十
六
年
四
月
十
一
日
（
金
）
ま
で
（
た 

 

だ
し
、
土
曜
日
及
び
日
曜
日
を
除
く
。
） 

埼
玉
県
告
示
第
四
百
三
十
号



告 
 

示 

  
土
壌
汚
染
対
策
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
五
十
三
号
）
第
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
特

定
有
害
物
質
に
よ
っ
て
汚
染
さ
れ
て
お
り
、
土
地
の
形
質
の
変
更
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
の
届
出

を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
区
域
（
以
下
「
形
質
変
更
時
要
届
出
区
域
」
と
い
う
。
）
を
次
の
と
お

り
指
定
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
六
年
三
月
二
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

一 

形
質
変
更
時
要
届
出
区
域 

 

別
図
の
と
お
り
（
埼
玉
県
ふ
じ
み
野
市
大
井
中
央
二
丁
目
千
百
九
十
六
番
二
の
一
部
） 

二 

土
壌
汚
染
対
策
法
施
行
規
則
（
平
成
十
四
年
環
境
省
令
第
二
十
九
号
）
第
三
十
一
条
第
一
項 

 

の
基
準
に
適
合
し
て
い
な
い
特
定
有
害
物
質
の
種
類 

 
 

六
価
ク
ロ
ム
化
合
物
、
ふ
っ
素
及
び
そ
の
化
合
物
、
ほ
う
素
及
び
そ
の
化
合
物 

三 

土
壌
汚
染
対
策
法
施
行
規
則
第
三
十
一
条
第
二
項
の
基
準
に
適
合
し
て
い
な
い
特
定
有
害
物 

 

質
の
種
類 

 
 

鉛
及
び
そ
の
化
合
物
、
ふ
っ
素
及
び
そ
の
化
合
物 

埼
玉
県
告
示
第
四
百
三
十
一
号





告 
 

示 

  
土
壌
汚
染
対
策
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
五
十
三
号
）
第
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
特

定
有
害
物
質
に
よ
っ
て
汚
染
さ
れ
て
お
り
、
土
地
の
形
質
の
変
更
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
の
届
出

を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
区
域
（
以
下
「
形
質
変
更
時
要
届
出
区
域
」
と
い
う
。
）
を
次
の
と
お

り
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定
す
る
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定
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り
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の
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の
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を
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よ
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と
す
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の
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を
し
な
け
れ
ば
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ら
な
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（
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出
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と
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四
の
一
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対
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法
施
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十
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年
環
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）
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一
条
第
一
項 

 

の
基
準
に
適
合
し
て
い
な
い
特
定
有
害
物
質
の
種
類 

 
 

六
価
ク
ロ
ム
化
合
物
、
シ
ア
ン
化
合
物
、
鉛
及
び
そ
の
化
合
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10m

起点

Ｎ

74.5°

8-148-13

10m

605-4605-3

605-6

単位区画

形質変更時要
届出区域

起 点 格子の回転角度  74.5°

起点は飯能市大字笠
縫字後際8番14の最北
端 とした。

起点を通り、東西方向及び南北方向に引いた線並び
に、これらと平行して10ｍ間隔で引いた線より構成さ
れる区画線を、起点を支点に右方向に回転された角
度を示す。
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部
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四
百
十
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（
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玉
県
立
嵐
山
郷
条
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定
め
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い
て
）
の
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を
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よ
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に
改
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し
、
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成
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十
六
年
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月
一
日
か

ら
施
行
す
る
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て
）
の
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を
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の
よ
う
に
改
正
し
、
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年
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年
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四
条
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名 称 所 在 地 開 設 者 名 サ ー ビ ス の 種 類 指定年月日 

フィットネスデイ アサヒトラスト 三 郷 市 栄 ３ － １ ７ ５ － ８ ア サヒ産業株式会社 通 所 介 護 平成 25年 10 月 1日 

福 祉 用 具 さ く ら 春日部市大場８７２－９ 中村不動産ビル１階 株 式 会 社  さ く ら 特 定 福 祉 用 具 販 売 平成 26 年 3月 1 日 

特定介護予防福祉用具販売 

福 祉 用 具  ア イ エ リ ア 上 尾 市 南 ５ ６ ア イエリア株式会社 特 定 福 祉 用 具 販 売 平成 26 年 3月 1 日 

特定介護予防福祉用具販売 

ス タ イ ル ケ ア 越 谷 越 谷 市 瓦 曽 根 2 - 5 - 7 3 シ ン 建工業株式会社 特定施設入居者生活介護 平成 26 年 3月 1 日 

介護予防特定施設入居者生活介護 

居宅介護支援事業所よつばのクローバー  深 谷 市 小 前 田 ２ ５ ６ ０ クローバーホーム株式会社 居 宅 介 護 支 援 平成 26 年 3月 1 日 

デイリハセンターうちリハ深谷 中山道店 深 谷 市 深 谷 町 8 - 5 - 2 株 式 会 社  和 一 通 所 介 護 平成 26 年 3月 1 日 

介 護 予 防 通 所 介 護 

え が お 介 護 サ ポ ー ト 所沢市若狭４－２４６８－１５－１０５ 合 同 会 社 な か が わ 訪 問 介 護 平成 26 年 3月 1 日 

介 護 予 防 訪 問 介 護 

チ ャ レ ン ジ 倶 楽 部   新 座 市 栗 原 ５ － ２ － ２ ０ － １ ０ ２ 株 式 会 社  L I N K 通 所 介 護 平成 26 年 3月 1 日 

介 護 予 防 通 所 介 護 

株式会社 栗原医療器械店ヘルスケア事業部 所沢  所 沢 市 東 所 沢 ３ － １ ３ － ９ 株式会社 栗原医療器械店 福 祉 用 具 貸 与 平成 26 年 3月 1 日 

特 定 福 祉 用 具 販 売 

特定介護予防福祉用具販売 

介護予防福祉用具貸与 



居宅介護支援事業所とだ優和の杜 戸 田 市 新 曽 南 ４ － ２ － ３ ５ 社会福祉法人 優美会 居 宅 介 護 支 援 平成 26 年 3月 1 日 

ケ ア ハ ウ ス と だ 優 和 の 杜 戸 田 市 新 曽 南 ４ － ２ － ３ ５ 社会福祉法人 優美会 特定施設入居者生活介護 平成 26 年 3月 1 日 

介護予防特定施設入居者生活介護 

デ イ サ ー ビ ス と だ 優 和 の 杜 戸 田 市 新 曽 南 ４ － ２ － ３ ５ 社会福祉法人 優美会 通 所 介 護 平成 26 年 3月 1 日 

介 護 予 防 通 所 介 護 

ショートステイとだ優和の杜 戸 田 市 新 曽 南 ４ － ２ － ３ ５ 社会福祉法人 優美会 短 期 入 所 生 活 介 護 平成 26 年 3月 1 日 

介護予防短期入所生活介護 

特別養護老人ホームとだ優和の杜（ユニット型） 戸 田 市 新 曽 南 ４ － ２ － ３ ５ 社会福祉法人 優美会 介 護 老 人 福 祉 施 設 平成 26 年 3月 1 日 

特別養護老人ホームとだ優和の杜（従来型） 戸 田 市 新 曽 南 ４ － ２ － ３ ５ 社会福祉法人 優美会 介 護 老 人 福 祉 施 設 平成 26 年 3月 1 日 

株式会社ミタカ 埼玉営業所 上 尾 市 上 １ ２ ５ ０ － １ 株 式 会 社  ミ タ カ 福 祉 用 具 貸 与 平成 26 年 3月 3 日 

特 定 福 祉 用 具 販 売 

特定介護予防福祉用具販売 

介護予防福祉用具貸与 

ふるさとホーム鶴ヶ島三ツ木 鶴 ヶ 島 市 三 ツ 木 ３ ５ ３ － ２ 株 式会社ヴァティー 特定施設入居者生活介護 平成 26 年 3月 1 日 

介護予防特定施設入居者生活介護 

ス マ イ ル ケ ア サ ポ ー ト 深 谷 市 上 柴 町 東 ５ － １ ５ － ２ ０ 株 式会社  ス マイル 居 宅 介 護 支 援 平成 26 年 3月 1 日 

八 千 代 行 田 行田市城西２－７－３９ パークフロント B１０２  株式会社 ニューゲート 通 所 介 護 平成 25年 11 月 1日 

介 護 予 防 通 所 介 護 

デイサービスセンター きずな吉川市吉川 吉 川 市 吉 川 ２ － ４ ０ － １ １ 株 式 会 社  西 頭 通 所 介 護 平成 26 年 3月 1 日 



所沢リハビリテーション病院訪問看護ステーション  所 沢 市 中 富 １ ０ １ ６ 医療法人社団 和風会 訪 問 看 護 平成 26 年 3月 1 日 

介 護 予 防 訪 問 看 護 

さくら訪問看護ステーション 朝霞市本町１－３４－１ ボンビラージュ５０５  志木メディカル株式会社 訪 問 看 護 平成 25 年 9月 1 日 

介 護 予 防 訪 問 看 護 

訪問看護ステーションみのる 坂 戸 市 薬 師 町 １ ５ － ６ 医療法人社団 薫風会 訪 問 看 護 平成 26 年 3月 1 日 

介 護 予 防 訪 問 看 護 

ケアーズ訪問看護リハビリステーション深谷上野台  深谷市上野台２４９－３ オリジン１０１ 株 式 会 社  A S 訪 問 看 護 平成 26年 1月 10 日 

介 護 予 防 訪 問 看 護 

居宅介護支援事業所ゴールドプランニング 北本市二ツ家３－１４６－１ アルファスクエア北本アリーナ１０４号  株式会社 ゴールドプランニング 居 宅 介 護 支 援 平成 24 年 1月 1 日 

あ ず み 苑  ラ ・ テ ラ ス 庄 和 春 日 部 市 西 金 野 井 １ ７ ８ － ２ 株式会社 レオパレス 21 訪 問 介 護 平成 26 年 2月 1 日 

介 護 予 防 訪 問 介 護 

シ ョ ー ト ス テ イ  フ ェ リ ス 草 加 市 長 栄 町 ６ ５ ８ 社会福祉法人草加福祉会 短 期 入 所 生 活 介 護 平成 26 年 1月 1 日 

介護予防短期入所生活介護 

特定施設入居者生活介護あかつき 深 谷 市 藤 野 木 １ １ ７ 社会福祉法人 邑元会 特定施設入居者生活介護 平成 26 年 2月 1 日 

介護予防特定施設入居者生活介護 

エスケアステーション和光デイサービス  和 光 市 白 子 町 ３ － ２ ５ － ８ 株式会社エスケアメイト 通 所 介 護 平成 26 年 2月 1 日 

介 護 予 防 通 所 介 護 

グループホーム 藤の里大越 加 須 市 大 越 ３ ３ ８ ６ － １ 有 限 会 社  フ ク シ 認知症対応型共同生活介護 平成 26 年 3月 1 日 

介護予防認知症対応型共同生活介護 



地 域 密 着 型 サ ー ビ ス と き わ 朝 霞 市 宮 戸 １ ６ １ ４ 社会福祉法人 常盤会 認知症対応型通所介護 平成 25 年 8 月 1 日 

介護予防認知症対応型通所介護 

認知症対応型共同生活介護 平 成 ２ ５ 年 ５ 月 １ 日 

介護予防認知症対応型共同生活介護 

薬 局 ア ポ ッ ク 上 福 岡 西 口 店 ふじみ野市霞ヶ丘１－２－２７－１０１ 株式会社日本アポック 居 宅 療 養 管 理 指 導 平成 26 年 2 月 1 日 

介護予防居宅療養管理指導 

ク オ ー ル 薬 局 蓮 田 店 蓮 田 市 東 ６ － ３ － ５ ク オ ー ル 株 式 会 社 居 宅 療 養 管 理 指 導 平成 26 年 3月 1 日 

介護予防居宅療養管理指導 

日生訪問看護ステーション和光 和 光 市 新 倉 ２ － ５ － ４ ９ 株式会社日本生科学研究所 訪 問 看 護 平成 26 年 2月 1 日 

介 護 予 防 訪 問 看 護 

薬 局  薬 泉 堂 ２ 号 店 草 加 市 新 里 町 １ ０ ７ － ６ 有 限 会 社 薬 泉 堂 居 宅 療 養 管 理 指 導 平成 26 年 3月 1 日 

介護予防居宅療養管理指導 

め ぐ み 薬 局 鴻 巣 市 鴻 巣 ３ ２ ３ － ４ 株 式会社あさひ調剤 居 宅 療 養 管 理 指 導 平成 26 年 3月 1 日 

介護予防居宅療養管理指導 

は な ま る 薬 局  所 沢 店 所 沢 市 東 狭 山 ヶ 丘 １ － ３ ０ － ５ 株 式会社あさひ調剤 居 宅 療 養 管 理 指 導 平成 26 年 3月 1 日 

介護予防居宅療養管理指導 

パ ル 薬 局 朝 霞 駅 前 店 朝 霞 市 本 町 ２ － ４ － ２ ４ 株式会社パル・オネスト 居 宅 療 養 管 理 指 導 平成 26 年 2月 1 日 

介護予防居宅療養管理指導 

ク オ ー ル 薬 局  熊 谷 店 熊 谷 市 中 西 ４ － ６ － ５ ク オ ー ル 株 式 会 社 居 宅 療 養 管 理 指 導 平成 26 年 2月 1 日 



介護予防居宅療養管理指導 

第 一 薬 局 八潮市八條１５６７八潮団地２２号棟 日 下 部  和 砂 居 宅 療 養 管 理 指 導 平成 26 年 3月 1 日 

介護予防居宅療養管理指導 

ア イ セ イ 薬 局  朝 霞 台 店 朝霞市西原２－４－１７ジェミニビル 株式会社アイセイ薬局 居 宅 療 養 管 理 指 導 平成 26 年 2月 1 日 

介護予防居宅療養管理指導 

ア イ セ イ 薬 局  三 郷 高 洲 店 三 郷 市 高 洲 １ － １ ８ １ － ２ 株式会社アイセイ薬局 居 宅 療 養 管 理 指 導 平成 26 年 2月 1 日 

介護予防居宅療養管理指導 

ア イ セ イ 薬 局  北 朝 霞 店 朝 霞 市 浜 崎 １ － ２ － １ ０ ア ゴ ラ ２ １ 株式会社アイセイ薬局 居 宅 療 養 管 理 指 導 平成 26 年 2月 1 日 

介護予防居宅療養管理指導 

伊 藤 歯 科 医 院 鶴 ヶ 島 市 上 広 谷 ２ － ２ ９ 伊 藤  一 雄 居 宅 療 養 管 理 指 導 平成 26 年 2月 1 日 

介護予防居宅療養管理指導 

上 尾 コ ス モ ス 歯 科 上 尾 市 二 ツ 宮 ９ ５ ５ － １ 松 浦  信 人 居 宅 療 養 管 理 指 導 平成 26 年 2月 1 日 

介護予防居宅療養管理指導 

医療法人社団仁心会越谷ハートフルクリニック  越 谷 市 川 柳 町 ３ － ５ ０ － １ 医 療法人社団仁心会 訪問リハビリテーション 平成 26 年 4月 1 日 

居 宅 療 養 管 理 指 導 

介護予防訪問リハビリテーション 

介護予防居宅療養管理指導 

医療法人社団平成医会平成ゆうわクリニック 戸田市新曽南４－２－３５ とだ優和の杜１階 医療法人社団平成医会 居 宅 療 養 管 理 指 導 平成 26 年 3月 1 日 

介護予防居宅療養管理指導 



デイサービスセンター アクア 白 岡 市 白 岡 １ ０ ２ ５ － ５ 株 式 会 社 ク リ エ 通 所 介 護 平成 26 年 3月 1 日 

介 護 予 防 通 所 介 護 

ドーミー戸田公園居宅介護支援事業所 戸 田 市 本 町 ３ － ９ － １ ６ 株式会社 共立メンテナンス 居 宅 介 護 支 援 平成 26 年 2月 1 日 

デイサービスリハセンターあいあい 越 谷 市 赤 山 町 ２ － ２ ７ ア イ・ケア株式会社 通 所 介 護 平成 25年 11 月 1日 

介 護 予 防 通 所 介 護 

訪 問 介 護  あ ず き 白 岡 市 小 久 喜 １ ０ ９ ２ － ２ 大川不動産商事有限会社 訪 問 介 護 平成 26 年 3月 1 日 

介 護 予 防 訪 問 介 護 

居宅介護支援事業所シャングリラ 熊 谷 市 中 西 ３ － １ １ － １ ４ 有限会社 オフィストゥーワン 居 宅 介 護 支 援 平成 26 年 2月 1 日 

G E N K I  N E X T  桶 川 桶川市若宮２－３３－４ ドミサイル・オケガワ１０１ 株式会社 アドバンスメディカルケア 通 所 介 護 平成 26 年 2月 1 日 

介 護 予 防 通 所 介 護 

いきいきらいふ SPA 川口 WEST 川 口 市 西 川 口 ６ － ７ － ６ 株式会社ベストエナジー 通 所 介 護 平成 26 年 2月 1 日 

介 護 予 防 通 所 介 護 

デイサービス ゆらり参番館 所沢市和ケ原３－２６２ エムケーエスハイツ１－A  株 式 会 社  ゆ ら り 通 所 介 護 平成 26 年 2月 1 日 

介 護 予 防 通 所 介 護 

ビ バ シ オ 久 喜 久 喜 市 中 妻 １ ５ ５ １ － ６ 株 式 会 社  レ ポ ス 通 所 介 護 平成 26 年 2月 1 日 

介 護 予 防 通 所 介 護 

坂戸グループホーム そよ風 坂 戸 市 赤 尾 １ ８ ９ ３ － １ 株式会社 ユニマットそよ風 認知症対応型共同生活介護 平成 25年 12 月 1日 

介護予防認知症対応型共同生活介護 

介護付有料老人ホーム おおぜの郷 八 潮 市 大 瀬 １ ６ ５ ８ － １ 英 和 株 式 会 社 特定施設入居者生活介護 平成 26 年 2月 1 日 



介護予防特定施設入居者生活介護 
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名 称 変更事項 変 更 前 変 更 後 機 関 種 別 名 

居宅介護支援事業所シルバーホクソン末広 名 称 老人介護支援ｾﾝﾀｰｼﾙﾊﾞｰﾎｸｿﾝ 居宅介護支援事業所ｼﾙﾊﾞｰﾎｸｿﾝ末広 居 宅 介 護 支 援 

ほ ほ え み 訪 問 看 護 ス テ ー シ ョ ン 所 在 地 川口市里９９１－２－７１４ 川 口 市 里 ９ ３ ６ － １ － ９ ０ ２ 介護予防訪問看護 

訪 問 看 護 

わ た ぼ う し 介 護 ケ ア セ ン タ ー 所 在 地 川口市安行原１７０３－９ 川 口 市 安 行 領 家 １ ８ ４ ３ － １ 介護予防訪問介護 

訪 問 介 護 

フ ァ イ ン ケ ア 狭 山 所 在 地 狭山市入間川３－２４－１５ 狭 山 市 富 士 見 １ － ２ ３ － １ ４ 居 宅 介 護 支 援 

介護予防訪問介護 

訪 問 介 護 
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名 称 所 在 地 サ ー ビ ス の 種 類 廃 止 年 月 日 

医療法人社団和風会 所沢リハビリテーション病院 所 沢 市 中 富 １ ０ １ ６ 訪 問 看 護 平成 26 年 3 月 1 日 

訪 問 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 

短 期 入 所 療 養 介 護 

介 護 療 養 型 医 療 施 設 

介 護 予 防 訪 問 看 護 

介護予防訪問リハビリテーション 

介護予防短期入所療養介護 

入 曽 診 療 所 狭 山 市 南 入 曽 ４ ２ ６ － １ 居 宅 療 養 管 理 指 導 平成 26 年 1 月 8 日 

介護予防居宅療養管理指導 

伊 藤 歯 科 医 院 鶴 ケ 島 市 上 広 谷 ２ － ２ ９ 居 宅 療 養 管 理 指 導 平成 26 年 2 月 1 日 

介護予防居宅療養管理指導 

ク オ ー ル 薬 局  熊 谷 店 熊 谷 市 中 西 ４ － ６ － ５ 居 宅 療 養 管 理 指 導 平成 26 年 1月 31 日 

介護予防居宅療養管理指導 

小 敷 谷  く る み 上 尾 市 小 敷 谷 ９ ５ ８ － ３ ６ 通 所 介 護 平成 26 年 3月 31 日 

介 護 予 防 通 所 介 護 

居 宅 介 護 支 援 事 業 所  シ ャ ン グ リ ラ 熊 谷 市 中 西 ３ － １ １ － １ ４ 居 宅 介 護 支 援 平成 20 年 9 月 1 日 

有 限 会 社  タ ニ ウ チ 幸手市北１－１４－２７ニューエルディム前田１０１ 福 祉 用 具 貸 与 平成 26 年 4 月 1 日 

坂 戸 グ ル ー プ ホ ー ム そ よ 風 坂 戸 市 赤 尾 １ ８ ９ ３ － １ 認知症対応型共同生活介護 平成 25 年 11 月 30 日 



介護予防認知症対応型共同生活介護 
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名 称 所 在 地 サ ー ビ ス の 種 類 開 設 者 名 休 止 年 月 日 

スギ訪問看護ステーション所沢航空公園 所沢市並木３－１－６－１０１ 介護予防居宅療養管理指導 スギメディカル株式会社 平成 26 年 4 月 1 日 

介 護 予 防 訪 問 看 護 

居 宅 療 養 管 理 指 導 

訪 問 看 護 
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一 指定医療機関 

名 称 開 設 者 所 在 地 指 定 年 月 日 

春 日 部 セ ン ト ノ ア 病 院 医 療 法 人  忠 洋 会 春 日 部 市 不 動 院 野 1 1 1 2 - 1 平成 26 年 3 月 1 日 

あ い お い ク リ ニ ッ ク 船 生  純 志 秩 父 市 相 生 町 ９ － １ ４ 平成 26 年 3 月 4 日 

医療法人 愛生会内科・婦人科クリニック 医 療 法 人  愛 生 会 久 喜 市 久 喜 中 央 ４ － ３ － １ 平成 26 年 2 月 1 日 

は に ゅ う 整 形 外 科 羽 生  亮 越 谷 市 相 模 町 ３ － １ ３ ９ － １ 平成 26 年 3 月 1 日 

風 間 医 院 風 間  操 子 深 谷 市 深 谷 町 ７ － ５ ６ 平成 26 年 2 月 1 日 

医療法人社団 平成医会平成ゆうわクリニック 医 療 法 人 社 団  平 成 医 会 戸田市新曽南４－２－３５とだ優和の杜 １階 平成 26 年 3 月 1 日 

入 曽 診 療 所 名 知  志 子 狭 山 市 南 入 曽 ４ ２ ６ － １ 平成 26 年 1 月 9 日 

ゆ め み 野 デ ン タ ル ク リ ニ ッ ク 村 川  嚴 彦 北葛飾郡松伏町ゆめみ野５－２－６ 平成 26 年 2 月 1 日 

ふ じ た 歯 科 藤 田  修 平 越 谷 市 南 越 谷 ４ － ２ １ － １ ３ 平成 26 年 2 月 2 日 

伊 藤 歯 科 医 院 伊 藤  一 雄 鶴 ヶ 島 市 上 広 谷 ２ － ２ ９ 平成 26 年 2 月 1 日 

ア ー ル デ ン タ ル ク リ ニ ッ ク 岩 野  隆 宏 春日部市西金野井字馬場５９９－２ 平成 26 年 3 月 1 日 

わ た な べ 歯 科 渡 辺  勝 春 日 部 市 中 央 １ － ２ １ － ２ 平成 25 年 11 月 1日 

大 月 デ ン タ ル ケ ア 医 療 法 人  満 月 会 富 士 見 市 鶴 馬 ３ ５ ３ ０ － １ １ 平成 26 年 3 月 1 日 

し ろ く ま デ ン タ ル ク リ ニ ッ ク 医 療 法 人  裕 徳 会 熊谷市銀座２－２４５ニットー・モール４Ｆ 平成 26 年 3 月 1 日 

上 尾 コ ス モ ス 歯 科 松 浦  信 人 上 尾 市 二 ツ 宮 ９ ５ ５ 平成 26 年 2 月 1 日 

け や 木 薬 局 株式会社メディカルパティオ 本 庄 市 け や 木 １ － ５ － ３ 平成 26 年 2 月 1 日 

ク オ ー ル 薬 局  熊 谷 店 ク オ ー ル 株 式 会 社 熊 谷 市 中 西 ４ － ６ － ５ 平成 26 年 2 月 1 日 



エ グ サ 薬 局 江 草  啓 子 日 高 市 南 平 沢 ３ ６ ７ － ４ 平成 12 年 11 月 16 日 

サ カ エ 薬 局 有 限 会 社  エ ル ケ ア 深 谷 市 岡 ２ ７ ５ ４ － ２ 平成 26 年 2 月 1 日 

ア イ ラ ン ド 薬 局 有 限会社  ア サヒ調剤薬局 秩 父 市 相 生 町 １ ５ － ６ 平成 26 年 3 月 1 日 

中 川 薬 局  東 松 山 店 株 式 会 社  グ ラ ム 東 松 山 市 五 領 町 ２ － １ ０ 平成 26 年 2 月 1 日 

医療法人社団 薫風会訪問看護ステーションみのる 医 療 法 人 社 団  薫 風 会 坂 戸 市 薬 師 町 １ ５ － ６ 平成 26 年 3 月 1 日 

訪 問 看 護 ス テ ー シ ョ ン  あ お ぞ ら 株式会社 ヒューマン＆ネイチャー 草 加 市 八 幡 町 １ ３ ２ ６ － １ 平成 26 年 3 月 1 日 

 

二 指定施術者 

氏 名 住 所 名 称 所 在 地 指 定 年 月 日 

笠 井  拓 也   あ ゆ み 整 骨 院 上 尾 市 愛 宕 ３ - ２ - １ ０ 平成 26 年 4月 1日 

有 賀  隆 二   立 石 ひ か り 整 骨 院 東 京 都 葛 飾 区 立 石 ７ - ２ - ２ 平成 26 年 3月 1日 

中 野  弘 章   し ま 鍼 灸 整 骨 院 入 間 市 野 田 １ ８ ８ - １ 平成 26 年 2月 4日 

荒 明  清 栄   有限会社 オアシス在宅マッサージ・ピース 草 加 市 瀬 崎 町 ２ - ３ ６ - ３ ２ 平成 26 年 2月 17 日 

加 藤  正 司   鍼・灸・あん摩マッサージ指圧リリウム治療院  川口市幸町２-８-１８フローラルみゆき１階事務所  平成 26 年 2月 7日 

松 本  悠 希   埼 玉 リ ハ ビ リ 治 療 院 朝 霞 市 膝 折 町 ５ - ９ - ３ ２ 平成 26 年 2月 1日 

田 島  美 紀   セ リ オ 訪 問 マ ッ サ ー ジ 熊 谷 熊 谷 市 中 奈 良 １ ９ ７ － ４ 平成 26 年 1月 1日 

新 井  徳 孝   鶴 ヶ 島 中 央 接 骨 院 鶴ヶ島市松ヶ丘１－１４－２６ ヴィラ松ヶ丘１０１  平成 25 年 8月 1日 

竹 村  哲 也   た け む ら 接 骨 鍼 灸 院 鴻 巣 市 郷 地 １ ７ ８ － １ 平成 25 年 8月 6日 



本 間  悠 太   手 あ て ん 東 十 条 接 骨 院 東京都北区東十条１－２４－５セントラルウェルネスクラブ４Ｆ  平成 25 年 7月 17 日 

宮 脇  優 馬   株式会社 アメニティサービス 埼玉営業所 さいたま市見沼区東大宮４－２６－３－２０１ 平成 25 年 12 月 9 日 

菊 池  俊 宏   げ ん き 堂 接 骨 院  春 日 部 春日部市中央１－１３－１ イトーヨーカドー春日部店５Ｆ 平成 26 年 2月 1日 
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名 称 変 更 事 項 変 更 前 変 更 後 

さ め し ま 整 形 外 科 所 在 地 越 谷 市 赤 山 町 ６ － １ ２ － １ １ 越 谷 市 赤 山 本 町 ６ － ７ 

ほほえみ訪問看護ステーション 所 在 地 川 口 市 里 ９ ９ １ － ２ － ７ １ ４ 川 口 市 里 ９ ３ ６ － １ － ９ ０ ２ 

羽 生 訪 問 看 護 ス テ ー シ ョ ン 名 称 埼玉医療生活協同組合 羽生訪問看護ステーション  羽 生 訪 問 看 護 ス テ ー シ ョ ン 

志 木 江 原 耳 鼻 咽 喉 科 所 在 地 志 木 市 本 町 ５ － １ ５ － ２ １ 志 木 市 本 町 ５ － ２ ３ － ２ ６ － １ ０ １ 
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一 指定医療機関 

名 称 所 在 地 廃 止 年 月 日 

わ た な べ 歯 科 春 日 部 市 中 央 １ － ８ － ７ Ｓ Ｓ Ｋ ビ ル 2 階 平成 25 年 10 月 31 日 

サ カ エ 薬 局 深 谷 市 岡 ２ ９ ９ － ５ 平成 26 年 1 月 31 日 

医 療 法 人 満 月 会  大 月 歯 科 医 院 富 士 見 市 鶴 馬 ２ ６ ０ ５ － １ ０  え り 美 ビ ル ３ 階 平成 26 年 1 月 31 日 

飛 鳥 薬 局  行 田 店 行 田 市 門 井 町 ３ － ６ － ２ ９ 平成 26 年 3 月 31 日 

医療法人  満月会  おおつきっずデンタルランド 富 士 見 市 鶴 馬 ２ ６ ０ ５ － １  Ｏ Ｄ ビ ル ４ 階 平成 26 年 1 月 31 日 

ク オ ー ル 薬 局  熊 谷 店 熊 谷 市 中 西 ４ － ６ － ５ 平成 26 年 1 月 31 日 

け や 木 薬 局 本 庄 市 け や 木 1 - 5 - 3 平成 26 年 1 月 31 日 

所沢リハビリテーション病院訪問看護ステーション 所 沢 市 中 富 １ ０ １ ６ 平 成 26 年 3 月 1 日 

医 療 法 人 愛 生 会 病 院 久 喜 市 久 喜 中 央 ４ － ３ － １ 平成 26 年 1 月 31 日 

伊 藤 歯 科 医 院 鶴 ヶ 島 市 上 広 谷 ２ － ２ ９ 平成 26 年 1 月 31 日 

入 曽 診 療 所 狭 山 市 南 入 曽 ４ ２ ６ － １ 平 成 26 年 1 月 8 日 

風 間 医 院 深 谷 市 深 谷 町 ７ － ５ ６ 平成 26 年 1 月 31 日 

ふ じ た 歯 科 医 院 越 谷 市 南 越 谷 ４ － ２ １ － １ ３ 平成 26 年 1 月 31 日 

 

 

 

 

 



二 指定施術者 

氏 名 住 所 名 称 所 在 地 廃 止 年 月 日 

島 田  尚 大   ゆ う し ん 接 骨 院 西 東 京 市 中 町 １ － １ １ － ８ 平成 26 年 1 月 31 日 

井 上  亮   井 上 接 骨 院 さいたま市岩槻区東岩槻１－５－１５ 平成 25 年 12 月 31 日 

杉 山  良 彰   前 砂 Ｃ ｏ ｚ ｙ  Ｒ ｏ ｏ ｍ 鴻 巣 市 前 砂 １ ５ １ － １ ８ 平成 26 年 2 月 18 日 
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名 称 所 在 地 休 止 年 月 日 

ス ギ 訪 問 看 護 ス テ ー シ ョ ン 所 沢 航 空 公 園 所 沢 市 並 木 ３ － １ － ６ － １ ０ １ 平 成 2 6 年 4 月 1 日 
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イ 

埼
玉
県
本
庁
舎
一
階
南
側
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
前
掲
示 

 
 

 

平
成
二
十
六
年
九
月
三
日
（
水
）
及
び
四
日
（
木
） 

平
成
二
十
六
年 

 
 

七
月
十
五
日
（
火
） 

 
 

試 

験 

期 

日 

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
浦
和
区
岸
町
七
丁
目
五
番
十
四
号 

さ
い
た
ま
共
済
会
館 

 

 
 

 
 

 
 

試 
 

験 
 

場 
 

所 

埼
玉
県
告
示
第
四
百
四
十
七
号



 
 

 

午
前
十
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で 

 
ロ 

埼
玉
県
保
健
医
療
政
策
課
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲
載 

 
 

 

平
成
二
十
六
年
九
月
三
日
（
水
）
午
前
十
時
か
ら
十
月
二
日
（
木
）
午
後
五
時
ま
で 

 
 

 



告 
 

示 

  
大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
（
平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号
）
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届

出
の
概
要
等
に
つ
い
て
、
同
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
五
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り

公
告
し
、
及
び
当
該
届
出
等
を
次
の
と
お
り
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
六
年
三
月
二
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

一 

届
出
の
概
要
等 

 

イ 

大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地 

 
 

 

東
鷲
宮
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー 

 
 

 

埼
玉
県
久
喜
市
桜
田
三
丁
目
二
番
一
、
二
番
四 

 

ロ 

変
更
の
概
要 

 
 

 

大
規
模
小
売
店
舗
に
お
い
て
小
売
業
を
行
う
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人

に
あ
っ
て
は
代
表
者
の
氏
名 

（
変
更
前
）
株
式
会
社
ダ
イ
エ
ー 

代
表
取
締
役 
西
見
徹 

 
 

 
 

 

兵
庫
県
神
戸
市
中
央
区
港
島
中
町
四
丁
目
一
番
一 

外 

計
十
二
者 

 
 

 

（
変
更
後
）
株
式
会
社
ダ
イ
エ
ー 

代
表
取
締
役 

村
井
正
平 

 
 

 
 

 

兵
庫
県
神
戸
市
中
央
区
港
島
中
町
四
丁
目
一
番
一 

外 
計
十
一
者 

 

ハ 

変
更
年
月
日 

 
 

 

平
成
二
十
五
年
五
月
二
十
二
日
外 

 

ニ 

届
出
年
月
日 

 
 

 

平
成
二
十
六
年
三
月
十
八
日 

二 

縦
覧
期
間 

 
 

平
成
二
十
六
年
三
月
二
十
八
日
か
ら
平
成
二
十
六
年
七
月
二
十
八
日
ま
で 

三 

縦
覧
場
所 

 
 

埼
玉
県
産
業
労
働
部
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
産
業
支
援
課 

 
 

埼
玉
県
利
根
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー 

四 

意
見
書
の
提
出 

 
 

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
第
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
当
該
大
規
模
小
売
店
舗
の
周
辺 

 

の
地
域
の
生
活
環
境
の
保
持
の
た
め
配
慮
す
べ
き
事
項
に
つ
い
て
意
見
を
有
す
る
者
は
、
県
に 

 

対
し
、
意
見
書
の
提
出
に
よ
り
、
こ
れ
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

イ 

意
見
書
提
出
期
間 

 
 

 

平
成
二
十
六
年
三
月
二
十
八
日
か
ら
平
成
二
十
六
年
七
月
二
十
八
日
ま
で 

 

ロ 

意
見
書
提
出
先 

埼
玉
県
告
示
第
四
百
四
十
八
号



 
 

 

埼
玉
県
産
業
労
働
部
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
産
業
支
援
課 



告 
 

示 

  
大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
（
平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号
）
第
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
届

出
の
概
要
等
に
つ
い
て
、
同
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
五
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り

公
告
し
、
及
び
当
該
届
出
等
を
次
の
と
お
り
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
六
年
三
月
二
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

一 

届
出
の
概
要
等 

 

イ 

大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地 

 
 

 

東
鷲
宮
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー 

 
 

 

埼
玉
県
久
喜
市
桜
田
三
丁
目
二
番
一
、
二
番
四 

 

ロ 

変
更
の
概
要 

 
 

 

大
規
模
小
売
店
舗
に
お
い
て
小
売
業
を
行
う
者
の
開
店
時
刻
及
び
閉
店
時
刻 

 
 

 

（
変
更
前
）
株
式
会
社
ダ
イ
エ
ー 

午
前
九
時
か
ら
午
後
十
一
時 

 
 

 

（
変
更
後
）
株
式
会
社
ダ
イ
エ
ー 

午
前
七
時
か
ら
午
後
十
一
時 

 
 

 

来
客
が
駐
車
場
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
時
間
帯 

 
 

 

（
変
更
前
）
平
面
駐
車
場 

午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午
後
十
一
時
十
五
分 

 
 

 
 

 
 

 
 

三
階
・
屋
上
駐
車
場 

午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午
後
十
時 

 
 

 

（
変
更
後
）
平
面
駐
車
場 

午
前
六
時
三
十
分
か
ら
午
後
十
一
時
十
五
分 

 
 

 
 

 
 

 
 

三
階
・
屋
上
駐
車
場 

午
前
六
時
三
十
分
か
ら
午
後
十
時 

 

ハ 

変
更
年
月
日 

 
 

 

平
成
二
十
六
年
四
月
二
日 

 

ニ 

届
出
年
月
日 

 
 

 

平
成
二
十
六
年
三
月
十
八
日 

二 

縦
覧
期
間 

 
 

平
成
二
十
六
年
三
月
二
十
八
日
か
ら
平
成
二
十
六
年
七
月
二
十
八
日
ま
で 

三 

縦
覧
場
所 

 
 

埼
玉
県
産
業
労
働
部
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
産
業
支
援
課 

 
 

埼
玉
県
利
根
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー 

四 

意
見
書
の
提
出 

 
 

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
第
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
当
該
大
規
模
小
売
店
舗
の
周
辺 

 

の
地
域
の
生
活
環
境
の
保
持
の
た
め
配
慮
す
べ
き
事
項
に
つ
い
て
意
見
を
有
す
る
者
は
、
県
に 

 

対
し
、
意
見
書
の
提
出
に
よ
り
、
こ
れ
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

イ 

意
見
書
提
出
期
間 

埼
玉
県
告
示
第
四
百
四
十
九
号



 
 

 

平
成
二
十
六
年
三
月
二
十
八
日
か
ら
平
成
二
十
六
年
七
月
二
十
八
日
ま
で 

 
ロ 

意
見
書
提
出
先 

 
 

 

埼
玉
県
産
業
労
働
部
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
産
業
支
援
課 



告 
 

示 

  
職
業
能
力
開
発
促
進
法
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
四
年
労
働
省
令
第
二
十
四
号
）
第
六
十
六
条
第

三
項
の
規
定
に
よ
り
、
平
成
二
十
六
年
度
前
期
技
能
検
定
の
実
施
に
つ
い
て
次
の
と
お
り
公
示
す

る
。 

 
 

平
成
二
十
六
年
三
月
二
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

一 

実
施
等
級
別
職
種 

 

イ 

一
級
及
び
二
級 

 

園
芸
装
飾
（
室
内
園
芸
装
飾
作
業
）
、
造
園
（
造
園
工
事
作
業
）
、
鋳
造
（
鋳
鉄
鋳
物
鋳

造
作
業
）
、
金
属
熱
処
理
（
一
般
熱
処
理
作
業
、
浸
炭
・
浸
炭
窒
化
・
窒
化
処
理
作
業
、
高

周
波
・
炎
熱
処
理
作
業
）
、
粉
末
冶や

金
（
焼
結
作
業
）
、
機
械
加
工
（
普
通
旋
盤
作
業
、
数

値
制
御
旋
盤
作
業
、
フ
ラ
イ
ス
盤
作
業
、
数
値
制
御
フ
ラ
イ
ス
盤
作
業
、
平
面
研
削
盤
作
業
、

円
筒
研
削
盤
作
業
、
ホ
ブ
盤
作
業
、
マ
シ
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
作
業
）
、
放
電
加
工
（
数
値
制
御

形
彫
り
放
電
加
工
作
業
、
ワ
イ
ヤ
放
電
加
工
作
業
）
、
金
属
プ
レ
ス
加
工
（
金
属
プ
レ
ス
作

業
）
、
鉄
工
（
構
造
物
鉄
工
作
業
）
、
建
築
板
金
（
内
外
装
板
金
作
業
、
ダ
ク
ト
板
金
作
業
）
、

工
場
板
金
（
曲
げ
板
金
作
業
、
打
出
し
板
金
作
業
）
、
仕
上
げ
（
治
工
具
仕
上
げ
作
業
、
金

型
仕
上
げ
作
業
、
機
械
組
立
仕
上
げ
作
業
）
、
電
子
機
器
組
立
て
（
電
子
機
器
組
立
て
作
業
）
、

電
気
機
器
組
立
て
（
配
電
盤
・
制
御
盤
組
立
て
作
業
）
、
産
業
車
両
整
備
（
産
業
車
両
整
備

作
業
）
、
鉄
道
車
両
製
造
・
整
備
（
内
部
ぎ
装
作
業
、
配
管
ぎ
装
作
業
、
電
気
ぎ
装
作
業
）
、

建
設
機
械
整
備
（
建
設
機
械
整
備
作
業
）
、
婦
人
子
供
服
製
造
（
婦
人
子
供
注
文
服
製
作
作

業
）
、
家
具
製
作
（
家
具
手
加
工
作
業
）
、
建
具
製
作
（
木
製
建
具
手
加
工
作
業
）
、
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
成
形
（
射
出
成
形
作
業
）
、
石
材
施
工
（
石
張
り
作
業
）
、
と
び
（
と
び
作
業
）
、

左
官
（
左
官
作
業
）
、
ブ
ロ
ツ
ク
建
築
（
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ツ
ク
工
事
作
業
）
、
タ
イ
ル

張
り
（
タ
イ
ル
張
り
作
業
）
、
畳
製
作
（
畳
製
作
作
業
）
、
防
水
施
工
（
ウ
レ
タ
ン
ゴ
ム
系

塗
膜
防
水
工
事
作
業
、
シ
ー
リ
ン
グ
防
水
工
事
作
業
）
、
内
装
仕
上
げ
施
工
（
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
系
床
仕
上
げ
工
事
作
業
、
木
質
系
床
仕
上
げ
工
事
作
業
、
鋼
製
下
地
工
事
作
業
、
ボ
ー
ド

仕
上
げ
工
事
作
業
）
、
サ
ッ
シ
施
工
（
ビ
ル
用
サ
ッ
シ
施
工
作
業
）
、
表
装
（
壁
装
作
業
）
、

塗
装
（
建
築
塗
装
作
業
、
金
属
塗
装
作
業
）
及
び
フ
ラ
ワ
ー
装
飾
（
フ
ラ
ワ
ー
装
飾
作
業
） 

 

ロ 

三
級 

 

園
芸
装
飾
（
室
内
園
芸
装
飾
作
業
）
、
造
園
（
造
園
工
事
作
業
）
、
鋳
造
（
鋳
鉄
鋳
物
鋳

造
作
業
）
、
金
属
熱
処
理
（
一
般
熱
処
理
作
業
、
浸
炭
・
浸
炭
窒
化
・
窒
化
処
理
作
業
、
高

周
波
・
炎
熱
処
理
作
業
）
、
機
械
加
工
（
普
通
旋
盤
作
業
、
数
値
制
御
旋
盤
作
業
、
フ
ラ
イ

ス
盤
作
業
、
平
面
研
削
盤
作
業
、
マ
シ
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
作
業
）
、
仕
上
げ
（
機
械
組
立
て
仕

埼
玉
県
告
示
第
四
百
五
十
号



上
げ
作
業
）
、
機
械
検
査
（
機
械
検
査
作
業
）
、
機
械
保
全
（
機
械
系
保
全
作
業
、
電
気
系

保
全
作
業
）
、
電
子
機
器
組
立
て
（
電
子
機
器
組
立
て
作
業
）
、
建
築
大
工
（
大
工
工
事
作

業
）
、
と
び
（
と
び
作
業
）
、
左
官
（
左
官
作
業
）
、
塗
装
（
金
属
塗
装
作
業
）
、
舞
台
機

構
調
整
（
音
響
機
構
調
整
作
業
）
、
商
品
装
飾
展
示
（
商
品
装
飾
展
示
作
業
）
及
び
フ
ラ
ワ

ー
装
飾
（
フ
ラ
ワ
ー
装
飾
作
業
） 

 

ハ 

単
一
等
級 

 

路
面
標
示
施
工
（
溶
融
ペ
イ
ン
ト
ハ
ン
ド
マ
ー
カ
ー
工
事
作
業
）
、
塗
料
調
色
（
調
色
作

業
）
及
び
産
業
洗
浄
（
高
圧
洗
浄
作
業
） 

二 

試
験
の
方
法 

 
 

実
技
試
験
及
び
学
科
試
験 

三 

実
施
期
日
、
実
施
場
所
及
び
試
験
問
題
の
公
表 

 

イ 

実
技
試
験 

 
 

１ 

実
施
期
日 

 

平
成
二
十
六
年
六
月
四
日
（
水
）
か
ら
同
年
九
月
九
日
（
火
）
ま
で
の
間
に
お
い
て
、

埼
玉
県
職
業
能
力
開
発
協
会
（
以
下
「
協
会
」
と
い
う
。)

が
指
定
す
る
日 

 
 

２ 

実
施
場
所 

協
会
が
指
定
す
る
場
所 

 
 

３ 

試
験
問
題
の
公
表 

 
 

 
 

平
成
二
十
六
年
五
月
二
十
八
日
（
水
）
に
協
会
事
務
所
で
公
表
す
る
（
一
部
の
職
種
を 

除
く
。
）
。 

 

ロ 

学
科
試
験 

 
 

１ 

実
施
期
日 

 

次
の
表
の
検
定
職
種
の
欄
に
掲
げ
る
職
種
に
応
じ
、
同
表
の
実
施
期
日
の
欄
に
掲
げ
る

日 

一 

三
級 

 

園
芸
装
飾
、
造
園
、
鋳
造
、
機
械
加
工
、

仕
上
げ
、
機
械
検
査
、
機
械
保
全
、
電
子

機
器
組
立
て
、
建
築
大
工
、
と
び
、
左
官
、 

 
 

 
 

 
 

塗
装
、
舞
台
機
構
調
整
、
商
品
装
飾
展
示

及
び
フ
ラ
ワ
ー
装
飾 

検
定
職
種 

平
成
二
十
六
年
七
月
二
十
日
（
日
） 

実
施
期
日 



 
 

２ 

実
施
場
所 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

協
会
が
指
定
す
る
場
所 

 
 

 
 

 
 

四 

受
検
申
請
の
手
続 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

イ 

提
出
書
類 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

１ 

技
能
検
定
受
検
申
請
書
（
以
下
「
申
請
書
」
と
い
う
。
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

２ 

実
技
試
験
又
は
学
科
試
験
の
免
除
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
資
格
を 

証
す
る
書
面 

 
 

３ 

手
数
料
の
払
込
み
を
証
す
る
書
面 

 
 

一 

一
級
及
び
二
級 

 

園
芸
装
飾
、
鋳
造
、
放
電
加
工
、
建
築

板
金
、
工
場
板
金
、
仕
上
げ
、
電
気
機
器

組
立
て
、
鉄
道
車
両
製
造
・
整
備
、
石
材

施
工
、
ブ
ロ
ツ
ク
建
築
、
タ
イ
ル
張
り
、

表
装
及
び
フ
ラ
ワ
ー
装
飾 

二 

単
一
等
級 

路
面
標
示
施
工
及
び
塗
料
調
色 

一 

一
級
及
び
二
級 

 

粉
末
冶や

金
、
機
械
加
工
、
鉄
工
、
電
子

機
器
組
立
て
、
建
設
機
械
整
備
、
婦
人
子

供
服
製
造
、
家
具
製
作
、
建
具
製
作
、
左

官
、
畳
製
作
及
び
内
装
仕
上
げ
施
工 

一 

一
級
及
び
二
級 

 

造
園
、
金
属
熱
処
理
、
金
属
プ
レ
ス
加

工
、
産
業
車
両
整
備
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
成

形
、
と
び
、
防
水
施
工
、
サ
ッ
シ
施
工
及

び
塗
装 

二 

三
級 

金
属
熱
処
理 

三 

単
一
等
級 

産
業
洗
浄 

平
成
二
十
六
年
九
月
七
日
（
日
） 

平
成
二
十
六
年
八
月
三
十
一
日
（
日
） 

平
成
二
十
六
年
八
月
二
十
四
日
（
日
） 



 

ロ 

提
出
先 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 

協
会 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
浦
和
区
北
浦
和
五
丁
目
六
番
五
号
（
郵
便
番
号
三
三
〇─

〇
〇
七
四
） 

 

ハ 
受
付
期
間 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

平
成
二
十
六
年
四
月
七
日
（
月
）
か
ら
同
年
四
月
十
八
日
（
金
）
ま
で 

 

ニ 

受
検
申
請
に
関
す
る
注
意 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

１ 

申
請
書
の
用
紙
及
び
受
検
案
内
は
、
協
会
で
交
付
す
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

な
お
、
こ
れ
ら
の
書
類
を
郵
送
で
求
め
る
場
合
は
、
受
検
し
よ
う
と
す
る
等
級
を
明
記

し
、
切
手
百
四
十
円
分
を
同
封
し
て
請
求
す
る
こ
と
。 

 
 

 
 

 
 

２ 

申
請
書
を
郵
送
す
る
場
合
は
、
封
筒
の
表
面
に
「
技
能
検
定
受
検
申
請
書
在
中
」
と
朱 

 
 

 

書
す
る
こ
と
。 

 
 

 
 

 
 

３ 

郵
送
に
よ
る
申
請
書
は
、
受
付
期
間
内
の
消
印
の
あ
る
も
の
に
限
り
受
け
付
け
る
。 

五 

手
数
料 

 

次
に
掲
げ
る
額
の
手
数
料
を
郵
便
振
替
で
協
会
に
納
付
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
実
技
試
験

又
は
学
科
試
験
の
免
除
を
受
け
る
者
に
あ
っ
て
は
、
当
該
免
除
を
受
け
る
試
験
に
係
る
手
数

料
の
納
付
を
要
し
な
い
。 

 

な
お
、
受
検
申
請
を
受
け
付
け
た
後
は
、
申
請
を
取
り
消
し
た
場
合
又
は
試
験
を
受
け
な

か
っ
た
場
合
で
も
手
数
料
は
返
還
し
な
い
。 

 

イ 

実
技
試
験 

            
 

工
場
板
金 

建
築
板
金 

鉄
工 

金
属
プ
レ
ス
加
工 

放
電
加
工 

機
械
加
工 

粉
末
冶や

金 

金
属
熱
処
理 

鋳
造 

造
園 

園
芸
装
飾 

検
定
職
種 

一
七
、
九
〇
〇 

一
七
、
九
〇
〇 

一
七
、
九
〇
〇 

一
七
、
九
〇
〇 

一
七
、
九
〇
〇 

一
七
、
九
〇
〇
（
一
一
、
九
〇
〇
） 

一
七
、
九
〇
〇 

一
七
、
九
〇
〇
（
一
一
、
九
〇
〇
） 

一
七
、
九
〇
〇
（
一
一
、
九
〇
〇
） 

一
七
、
九
〇
〇
（
一
一
、
九
〇
〇
） 

一
七
、
九
〇
〇
（
一
一
、
九
〇
〇
） 

手
数
料
（
円
） 



                                         
 

サ
ッ
シ
施
工 

内
装
仕
上
げ
施
工 

防
水
施
工 

畳
製
作 

タ
イ
ル
張
り 

ブ
ロ
ツ
ク
建
築 

左
官 

と
び 

建
築
大
工 

石
材
施
工 

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
成
形 

建
具
製
作 

家
具
製
作 

婦
人
子
供
服
製
造 

建
設
機
械
整
備 

鉄
道
車
両
製
造
・
整
備 

産
業
車
両
整
備 

電
気
機
器
組
立
て 

電
子
機
器
組
立
て 

機
械
保
全 

機
械
検
査 

仕
上
げ 

一
七
、
九
〇
〇 

一
七
、
九
〇
〇 

一
七
、
九
〇
〇 

一
七
、
九
〇
〇 

一
七
、
九
〇
〇 

一
七
、
九
〇
〇 

一
七
、
九
〇
〇
（
一
一
、
九
〇
〇
） 

一
七
、
九
〇
〇
（
一
一
、
九
〇
〇
） 

一
七
、
九
〇
〇
（
一
一
、
九
〇
〇
） 

一
七
、
九
〇
〇 

一
七
、
九
〇
〇 

一
七
、
九
〇
〇 

一
七
、
九
〇
〇 

一
七
、
九
〇
〇 

一
七
、
九
〇
〇 

一
七
、
九
〇
〇 

一
七
、
九
〇
〇 

一
七
、
九
〇
〇 

一
七
、
九
〇
〇
（
一
一
、
九
〇
〇
） 

一
七
、
九
〇
〇
（
一
一
、
九
〇
〇
） 

一
七
、
九
〇
〇
（
一
一
、
九
〇
〇
） 

一
七
、
九
〇
〇
（
一
一
、
九
〇
〇
） 



                    

備
考 

手
数
料
（
円
）
の
欄
の
（ 

）
は
、
埼
玉
県
手
数
料
条
例
（
平
成
十
二
年
埼
玉

県
条
例
第
九
号
）
別
表
産
業
労
働
部
の
項
第
十
一
号
金
額
の
欄
の
知
事
が
別
に
定
め
る

者
に
関
す
る
公
示
（
平
成
十
二
年
埼
玉
県
告
示
第
四
百
十
一
号
）
に
定
め
る
者
に
適
用

す
る
。 

 

ロ 

学
科
試
験
（
全
職
種
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

三
、
一
〇
〇
円 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

六 

合
格
発
表
及
び
通
知 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

イ 

技
能
検
定
合
格
者
の
発
表 

 
 

 
 

 
 

 

平
成
二
十
六
年
七
月
二
十
日
（
日
）
に
学
科
試
験
を
実
施
す
る
職
種
に
あ
っ
て
は
、
同
年

八
月
二
十
二
日
（
金
）
に
、
そ
の
他
の
職
種
に
あ
っ
て
は
同
年
十
月
三
日
（
金
）
に
埼
玉
県

庁
本
庁
舎
一
階
南
玄
関
の
掲
示
板
に
掲
示
す
る
ほ
か
、
協
会
か
ら
合
格
者
に
対
し
書
面
で
通

知
す
る
。 

 

ロ 

実
技
試
験
又
は
学
科
試
験
の
合
格
通
知 

 
 

 

協
会
か
ら
合
格
者
に
対
し
書
面
で
通
知
す
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

七 

そ
の
他 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

こ
の
技
能
検
定
に
関
し
不
明
な
点
は
、
埼
玉
県
産
業
労
働
部
産
業
人
材
育
成
課
又
は
協
会
に

問
い
合
わ
せ
る
こ
と
。 

フ
ラ
ワ
ー
装
飾 

商
品
装
飾
展
示 

産
業
洗
浄 

舞
台
機
構
調
整 

塗
料
調
色 

路
面
標
示
施
工 

塗
装 

表
装 

一
七
、
九
〇
〇
（
一
一
、
九
〇
〇
） 

一
七
、
九
〇
〇
（
一
一
、
九
〇
〇
） 

一
七
、
九
〇
〇 

一
七
、
九
〇
〇
（
一
一
、
九
〇
〇
） 

一
七
、
九
〇
〇 

一
七
、
九
〇
〇 

一
七
、
九
〇
〇
（
一
一
、
九
〇
〇
） 

一
七
、
九
〇
〇 



告 
 

示 

  
職
業
能
力
開
発
促
進
法
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
四
年
労
働
省
令
第
二
十
四
号
）
第
六
十
六
条
第

三
項
の
規
定
に
よ
り
、
平
成
二
十
六
年
度
随
時
実
施
技
能
検
定
の
実
施
に
つ
い
て
次
の
と
お
り
公

示
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
六
年
三
月
二
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

一 

実
施
等
級
別
職
種 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

イ 

随
時
三
級 

 
 

 

鋳
造
（
鋳
鉄
鋳
物
鋳
造
作
業
）
、
機
械
加
工
（
普
通
旋
盤
作
業
、
フ
ラ
イ
ス
盤
作
業
）
、

金
属
プ
レ
ス
加
工
（
金
属
プ
レ
ス
作
業
）
、
電
子
機
器
組
立
て
（
電
子
機
器
組
立
て
作
業
）
、

婦
人
子
供
服
製
造
（
婦
人
子
供
既
製
服
製
造
作
業
）
、
寝
具
製
作
（
寝
具
製
作
作
業
）
、
印

刷
（
オ
フ
セ
ッ
ト
印
刷
作
業
）
、
製
本
（
製
本
作
業
）
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
成
形
（
射
出
成
形

作
業
）
、
建
築
大
工
（
大
工
工
事
作
業
）
、
と
び
（
と
び
作
業
）
、
配
管
（
建
築
配
管
作
業
）
、

型
枠
施
工
（
型
枠
工
事
作
業
）
、
鉄
筋
施
工
（
鉄
筋
組
立
て
作
業
）
、
防
水
施
工
（
シ
ー
リ

ン
グ
防
水
工
事
作
業
）
及
び
塗
装
（
金
属
塗
装
作
業
、
噴
霧
塗
装
作
業
） 

 

ロ 

基
礎
一
級 

 
 

 

鋳
造
、
機
械
加
工
、
金
属
プ
レ
ス
加
工
、
電
子
機
器
組
立
て
、
婦
人
子
供
服
製
造
、
寝
具

製
作
、
印
刷
、
製
本
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
成
形
、
建
築
大
工
、
と
び
、
配
管
、
型
枠
施
工
、
鉄

筋
施
工
、
防
水
施
工
及
び
塗
装 

 

ハ 

基
礎
二
級 

 

さ
く
井
、
鋳
造
、
鍛
造
、
機
械
加
工
、
金
属
プ
レ
ス
加
工
、
鉄
工
、
建
築
板
金
、
工
場
板

金
、
め
つ
き
、
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
陽
極
酸
化
処
理
、
仕
上
げ
、
機
械
検
査
、
ダ
イ
カ
ス
ト
、
機

械
保
全
、
電
子
機
器
組
立
て
、
電
気
機
器
組
立
て
、
プ
リ
ン
ト
配
線
板
製
造
、
冷
凍
空
気
調

和
機
器
施
工
、
染
色
、
ニ
ッ
ト
製
品
製
造
、
婦
人
子
供
服
製
造
、
紳
士
服
製
造
、
寝
具
製
作
、

帆
布
製
品
製
造
、
布
は
く
縫
製
、
家
具
製
作
、
建
具
製
作
、
紙
器
・
段
ボ
ー
ル
箱
製
造
、
印

刷
、
製
本
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
成
形
、
強
化
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
成
形
、
石
材
施
工
、
パ
ン
製
造
、

ハ
ム
・
ソ
ー
セ
ー
ジ
・
ベ
ー
コ
ン
製
造
、
水
産
練
り
製
品
製
造
、
建
築
大
工
、
か
わ
ら
ぶ
き
、

と
び
、
左
官
、
タ
イ
ル
張
り
、
配
管
、
型
枠
施
工
、
鉄
筋
施
工
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
圧
送
施
工
、

防
水
施
工
、
内
装
仕
上
げ
施
工
、
熱
絶
縁
施
工
、
サ
ッ
シ
施
工
、
ウ
ェ
ル
ポ
イ
ン
ト
施
工
、

表
装
、
塗
装
及
び
工
業
包
装 

二 

試
験
の
方
法 

 

 
 

実
技
試
験
及
び
学
科
試
験 

 
 

 
 

 
 
 

三 

実
施
期
日
、
実
施
場
所
及
び
試
験
問
題
の
公
表 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

埼
玉
県
告
示
第
四
百
五
十
一
号



 

イ 

実
施
期
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 

埼
玉
県
職
業
能
力
開
発
協
会
（
以
下
「
協
会
」
と
い
う
。
）
が
指
定
す
る
日 

 
ロ 

実
施
場
所 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
協
会
が
指
定
す
る
場
所 

 
 

 
 

 
 

 

ハ 

試
験
問
題
の
公
表 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

実
技
試
験
の
問
題
は
、
あ
ら
か
じ
め
受
検
申
請
者
に
送
付
す
る
。 

四 

受
検
申
請
の
手
続 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

イ 

提
出
書
類 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

技
能
検
定
受
検
申
請
書
（
以
下
「
申
請
書
」
と
い
う
。
） 

 
 

 
 

 
 

 

 

ロ 

提
出
先 

 
 

 

協
会 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
浦
和
区
北
浦
和
五
丁
目
六
番
五
号
（
郵
便
番
号
三
三
〇─

〇
〇
七
四
） 

 

ハ 

受
付
期
間 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

随
時 

 

ニ 

受
検
申
請
に
関
す
る
注
意 

 
 

１ 

申
請
書
の
用
紙
は
、
協
会
で
交
付
す
る
。 

２ 

申
請
書
を
郵
送
す
る
場
合
は
、
封
筒
の
表
面
に
「
技
能
検
定
受
検
申
請
書
在
中
」
と
朱 

 

書
す
る
こ
と
。 

 
 

 
 

五 

手
数
料 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

次
に
掲
げ
る
額
の
手
数
料
を
銀
行
振
込
で
協
会
に
納
付
す
る
こ
と
。 

 

イ 

実
技
試
験
（
全
職
種
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

一
七
、
九
〇
〇
円 

 

ロ 

学
科
試
験
（
全
職
種
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

三
、
一
〇
〇
円 

六 

合
格
発
表
及
び
通
知 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

合
格
者
に
対
し
、
合
格
証
書
を
送
付
す
る
。 

七 

そ
の
他 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

こ
の
技
能
検
定
に
関
し
不
明
な
点
は
、
埼
玉
県
産
業
労
働
部
産
業
人
材
育
成
課
又
は
協
会
に

問
い
合
わ
せ
る
こ
と
。 



告 
 

示 

  
平
成
二
十
五
年
埼
玉
県
告
示
第
千
二
百
六
十
七
号
（
平
成
二
十
五
年
度
後
期
技
能
検
定
の
実
施

に
つ
い
て
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
六
年
三
月
二
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

三
ロ
１
の
表
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。 

  

  
 

   

六
イ
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

イ 

技
能
検
定
合
格
者
の
発
表 

 
 

 

平
成
二
十
六
年
一
月
及
び
二
月
に
学
科
試
験
を
実
施
す
る
職
種
に
あ
っ
て
は
同
年
三
月
十

四
日
（
金
）
に
、
同
年
三
月
十
六
日
（
日
）
に
学
科
試
験
を
実
施
す
る
職
種
に
あ
っ
て
は
同

年
三
月
二
十
八
日
（
金
）
に
、
同
年
五
月
十
八
日
（
日
）
に
学
科
試
験
を
実
施
す
る
職
種
に

あ
っ
て
は
同
年
五
月
三
十
日
（
金
）
に
埼
玉
県
庁
本
庁
舎
一
階
南
玄
関
の
掲
示
板
に
掲
示
す

る
ほ
か
、
協
会
か
ら
合
格
者
に
対
し
、
書
面
で
通
知
す
る
。 

一 

一
級
及
び
二
級 

プ
リ
ン
ト
配
線
板
製
造
、
空
気
圧
装

置
組
立
て
、
建
築
大
工
、
か
わ
ら
ぶ
き
、

機
械
保
全 

二 

単
一
等
級 

 
 

樹
脂
接
着
剤
注
入
施
工 

 
 

 
 

 

平
成
二
十
六
年
五
月
十
八
日
（
日
） 

 

埼
玉
県
告
示
第
四
百
五
十
二
号



告 
 

示 

  
農
業
経
営
基
盤
強
化
事
業
事
務
取
扱
費
交
付
規
程
を
廃
止
す
る
告
示
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。 

 
 

平
成
二
十
六
年
三
月
二
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

 
 

 

農
業
経
営
基
盤
強
化
事
業
事
務
取
扱
費
交
付
規
程
を
廃
止
す
る
告
示 

 

農
業
経
営
基
盤
強
化
事
業
事
務
取
扱
費
交
付
規
程（
昭
和
三
十
一
年
埼
玉
県
告
示
第
六
百
七
号
）

は
、
廃
止
す
る
。 

 
 

 

附 

則 

１ 

こ
の
告
示
は
、
平
成
二
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

２ 

平
成
二
十
五
年
度
以
前
の
予
算
に
係
る
こ
の
告
示
に
よ
る
廃
止
前
の
農
業
経
営
基
盤
強
化
事 

 

業
事
務
取
扱
費
交
付
規
程
に
基
づ
く
交
付
金
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。 

    

埼
玉
県
告
示
第
四
百
五
十
三
号



 
 

告 
 

示 

  
農
業
振
興
地
域
の
整
備
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
四
年
法
律
第
五
十
八
号
）
第
七
条
第
一
項

の
規
定
に
よ
り
、
坂
戸
農
業
振
興
地
域
の
区
域
を
別
図
の
と
お
り
変
更
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
六
年
三
月
二
十
八
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 
 
 

                            

埼
玉
県
告
示
第
四
百
五
十
四
号



 
 
 別図 

坂戸農業振興地域
から除く区域 



告 
 

示 

 
 

 
県
営
土
地
改
良
事
業
荒
川
右
岸
地
区
（
湛
水
防
除
事
業
）
の
工
事
を
平
成
二
十
五
年
三
月
二
十

五
日
完
了
し
た
の
で
、
土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
百
十
三
条
の
二

第
三
項
の
規
定
に
よ
り
公
告
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
六
年
三
月
二
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 

        

埼
玉
県
告
示
第
四
百
五
十
五
号



告 
 

示 

 
土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
十
八
条
第
十
六
項
の
規
定
に
よ
り
、 

秦
第
二
土
地
改
良
区
か
ら
当
該
役
員
に
就
任
し
た
者
の
氏
名
及
び
住
所
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り

届
出
が
あ
っ
た
。 

 
 

平
成
二
十
六
年
三
月
二
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

 

職
名 

 
 

氏 
 

 
名 

 
 

 

住 
 

 

所 

 

理
事 

鈴 

木 

國 

雄 
 

埼
玉
県
熊
谷
市
�
和
田
九
百
二
十
四
番
地 

    

埼
玉
県
告
示
第
四
百
五
十
六
号



告 
 

示 

  
農
地
中
間
管
理
事
業
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
百
一
号
）
第
四
条
の
規

定
に
よ
り
、
埼
玉
県
に
お
け
る
農
地
中
間
管
理
機
構
と
し
て
、
次
の
法
人
を
指
定
し
た
の
で
、
同

法
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
公
告
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
六
年
三
月
二
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

一 

名
称
及
び
住
所 

 
 

公
益
社
団
法
人
埼
玉
県
農
林
公
社 

 
 

埼
玉
県
行
田
市
大
字
真
名
板
千
九
百
七
十
五
番
一 

二 

農
地
中
間
管
理
事
業
を
行
う
事
務
所
の
所
在
地 

 
 

埼
玉
県
行
田
市
大
字
真
名
板
千
九
百
七
十
五
番
一 

三 

農
地
中
間
管
理
事
業
の
開
始
の
日 

 
 

平
成
二
十
六
年
四
月
一
日 

 

埼
玉
県
告
示
第
四
百
五
十
七
号



告 
 

示 

  
漁
業
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
六
十
七
号
）
第
百
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、

第
五
種
共
同
漁
業
権
遊
漁
規
則
の
制
定
を
認
可
し
た
の
で
、
同
条
第
七
項
の
規
定
に
よ
り
公
示
す

る
。 

 
 

平
成
二
十
六
年
三
月
二
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

一 

埼
玉
中
央
漁
業
協
同
組
合
共
第
一
号
、
共
第
四
号
及
び
共
第
五
号
第
五
種
共
同
漁
業
権
遊
漁

規
則 

 

イ 

漁
業
権
者
の
名
称
及
び
住
所 

 
 

 

埼
玉
中
央
漁
業
協
同
組
合 

 
 

 

埼
玉
県
熊
谷
市
久
下
千
八
百
三
十
一
番
地 

 

ロ 

漁
業
権
の
免
許
番
号 

 
 

 

共
第
一
号
、
共
第
四
号
及
び
共
第
五
号 

 

ハ 

遊
漁
規
則
の
施
行
の
日 

 
 

 

平
成
二
十
六
年
一
月
一
日 

 

ニ 

遊
漁
規
則
の
全
文 

 
 

 

次
の
と
お
り 

 

埼
玉
県
告
示
第
四
百
五
十
八
号



   埼玉中央漁業協同組合共第１号、共第４号及び共第５号第五種共同漁業権遊 

   漁規則 

 （目的） 

第１条 この規則は、埼玉中央漁業協同組合（以下「組合」という。）が免許を受 

 けた共第１号、共第４号及び共第５号第五種共同漁業権に係る漁場（以下「漁場」 

 という。）の区域において、組合員以外の者のする当該漁業権の対象となってい 

 る魚種（あゆ、ます類、うぐい、おいかわ、こい、ふな、うなぎ、どじょう、か 

 じか、わかさぎ及びなまずをいう。）の採捕（以下「遊漁」という｡)についての 

 制限に関し必要な事項を定めることを目的とする。 

 （遊漁の承認及び遊漁料の納付義務） 

第２条 この漁場の区域内において遊漁をしようとする者は、あらかじめ組合に申 

 請してその承認を受けなければならない。 

２ 前項の規定による申請は、口頭によるものとする。 

３ 組合は、第１項の規定による申請があったときは、第１４条に規定する場合を 

 除き、第１項の承認をするものとする。 

４ 第１項の承認を受けた者は、直ちに第９条各項又は第１０条各項に掲げる遊漁 

 料を納付しなければならない。 

 （漁具・漁法の制限） 

第３条 この漁場区域内で使用できる漁具・漁法は、さで網、うけ、四つ手網、投 

 網、置ばり、あゆめがねかけ漁法及び釣りに限る。 

２ 次の表のア欄に掲げる漁具・漁法による遊漁は、それぞれイ欄に掲げる規模の 

 範囲内でなければならない。 

 

 

 

 

 

 

３ 日没から日の出までは、投網を使用して遊漁をしてはならない。 

４ 釣りについては、組合が定めて公示した漁具・漁法以外の漁具・漁法を使用し 

 て遊漁をしてはならない。 

 （遊漁期間） 

第４条 次の表のア欄に掲げる魚種を対象とする遊漁は、それぞれイ欄に掲げる期 

 間でなければならない。 

ア 漁具・漁法 イ 規模 

  さで網   間口１．５ｍ以下 

  うけ   口径３０㎝以下 

  四つ手網   長辺３ｍ以下 

  投網   円周２０ｍ以下 

  釣り   道糸２本以内 

 



 

 

 

 

 

 

 

 （禁止区域） 

第５条 前条の規定にかかわらず、次の表のア欄に掲げる区域においては、それぞ 

 れイ欄に掲げる期間は、遊漁をしてはならない。 

 

 

 

 

 

 

 

２ 魚類の繁殖保護のため、組合が造成し、標識をもって表示した産卵場の区域に 

 おいては、当該表示期間は遊漁をしてはならない。 

３ 魚類の保護のため、魚道の区域においては、遊漁をしてはならない。 

 （保護水面における制限） 

第６条 水産資源保護法（昭和２６年法律第３１３号）第１５条第１項（保護水面 

 の指定）の規定に基づく次の表のア欄に掲げる区域においては、イ欄に掲げる期 

 間は、釣り以外の漁具・漁法を使用して遊漁をしてはならない。 

 

 

 

 

２ あゆについては、前項の規定にかかわらず、１０月１日から１０月３１日まで 

 は、遊漁をしてはならない。 

 （釣り専用区等） 

第７条 次の表のア欄に掲げる区域においては、それぞれイ欄に掲げる期間は、釣 

 り以外の漁具・漁法を使用して遊漁をしてはならない。 

 

ア 魚種 イ 期間 

  あゆ   組合で定めて公示した日から 

 １２月３１日まで 

  ます類   ３月１日から９月３０日まで 

  うぐい、おいかわ、こい、ふな、 

 うなぎ、どじょう、かじか、わかさ 

 ぎ、なまず 

  １月１日から１２月３１日まで 

 

ア 区域 イ 期間 

  荒川（深谷市永田、六堰上流 

 １００ｍから下流２００ｍまで 

 の区域） 

  １月１日から１２月３１日まで 

  星川（熊谷市鎌倉町、せいけい 

 園の流れ出しから熊谷市筑波、清 

 水橋までの区域） 

 

ア 区域 イ 期間 

  荒川（寄居町末野、玉淀ダム上 

 流端から寄居町寄居、正喜橋下流 

 端までの区域） 

  １月１日から１２月３１日まで

（リール釣りについては、４月１日

から６月３０日までを除く。） 

 

ア 区域 イ 期間 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （体長制限） 

第８条 次の表のア欄に掲げる魚種については、それぞれイ欄に掲げる全長以下の 

 ものの遊漁をしてはならない。 

 

 

 

 

 （遊漁料の額及び納付の方法） 

第９条 次の表に掲げる魚種をそれぞれに掲げる漁具・漁法を使用して遊漁をする 

 場合の遊漁料の額は、次の表のとおりとし、その遊漁料は、組合事務所、組合が 

 公示する指定取扱店及び漁場監視員に納付するものとする。なお、料金は、消費 

 税及び地方消費税（以下「消費税等」という。）を含むものとする。 

  荒川（寄居町寄居、正喜橋下流端 

 から東武東上線鉄橋までの区域） 

  １月１日から１２月３１日まで 

  荒川（熊谷市川原明戸、御正堰用 

 水横断管渠から下流７５０ｍまでの 

 区域） 

  荒川（熊谷市榎町、荒川大橋上流 

 ５００ｍから下流１１００ｍまでの 

 区域） 

  星川（行田市斎条、斎条堰から天 

 籟橋までの区域） 

  小山川（深谷市岡、砂田橋から橋 

 南堰下流１００ｍまでの区域） 

  小山川（深谷市高島、新明橋上流 

 １００ｍから下流４００ｍまでの区 

 域） 

  福川（熊谷市 和田、落合橋下流 

 の標識から下流５００ｍまでの区

域） 

  切れ所沼（熊谷市小泉、全区域） 

  荒川（寄居町寄居、東武東上線鉄 

 橋から深谷市黒田、関越自動車道橋 

 下流端までの区域） 

  ４月１日から８月最終日曜日ま 

 で 

 

ア 魚種 イ 全長 

  ます類   １５センチメートル 

  こい   １８センチメートル 

  うなぎ   ２６センチメートル 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ただし、期間の欄の１年とは３月１日から翌年２月末日までをいい、料金の欄

の現とは遊漁承認証を漁場で取り扱ったものをいう。 

２ 前項の規定にかかわらず、小学生以下は無料とし、中学生及び身体障害者は同

項に規定する額の２分の１に相当する額とする。なお、料金は、消費税等を含む

ものとする。 

 （県内共通遊漁料の額及び納付の方法） 

第１０条 前条各項の規定にかかわらず、次の表に掲げる魚種を釣り（リール釣り

を除く。）の漁具・漁法を使用して遊漁をする場合の遊漁料の額は、次の表のと

おりとし、その遊漁料は、遊漁承認証を発行する埼玉県漁業協同組合連合会、県 

 内各漁業協同組合事務所及び県内各漁業協同組合が公示する指定取扱店に納付す 

 るものとする。なお、料金は、消費税等を含むものとする。 

 

 

 

 

  ただし、期間の欄の１年とは、３月１日から翌年２月末日までをいう。 

２ 前項の規定にかかわらず、小学生以下は無料とし、身体障害者は同項に規定す

遊漁承認証名 魚    種 漁具・漁法 期間 料金（円） 

甲  種 あゆ、ます類、うぐい、

おいかわ、こい、ふな、

うなぎ、どじょう、か

じか、わかさぎ、なま

ず 

さで網、うけ、

四つ手網、投

網、置きばり、

あゆめがねか

け漁法、釣り 

１年 ８，４００ 

１日 ２，６００ 

釣り １日 ２，１００ 

現２，６００ 

ます類券 ます類、うぐい、おい

かわ、こい、ふな、う

なぎ、どじょう、かじ

か、わかさぎ、なまず 

釣り １年 ４，２００ 

１日 ８００ 

乙  種 うぐい、おいかわ、こ

い、ふな、うなぎ、ど

じょう、かじか、わか

さぎ、なまず 

釣り（リール

釣りを除く。） 

１年 ３，１００ 

１日 ４００ 

 

魚     種 漁具・漁法 遊漁承認証名 期間 料金（円） 

うぐい、おいかわ、こい、ふ

な、うなぎ、どじょう、かじ

か、わかさぎ、なまず 

釣り（リー

ル釣りを

除く。） 

県内共通 １年 ５，０００ 

中学生 

県内共通 

１年 １，０００ 

 



る額の２分の１に相当する額とする。なお、料金は、消費税等を含むものとする。 

 （遊漁承認証に関する事項） 

第１１条 組合は、第２条第１項の承認をしたときは、別記様式の遊漁承認証を交

付するものとする。 

２ 遊漁承認証は、他人に貸与してはならない。 

 （遊漁に際して守るべき事項） 

第１２条 遊漁者は、遊漁をする場合には、遊漁承認証を携帯し、漁場監視員の要 

 求があったときは、これを提示しなければならない。 

２ 遊漁者は、遊漁をする場合には、漁場監視員の指示に従わなければならない。 

３ 遊漁者は、遊漁をする場合には、相互に適当な距離を保ち、他の者の迷惑とな 

 る行為をしてはならない。 

 （漁場監視員） 

第１３条 漁場監視員は、この規則の励行に関して必要な指示を行うことができる。 

２ 漁場監視員は、別記様式の漁場監視員証を携帯し、かつ、漁場監視員であるこ 

 とを表示する腕章又は記章を付けるものとする。 

 （違反者に対する措置） 

第１４条 組合は、遊漁者がこの規則に違反したときは、直ちにその者に遊漁の中 

 止を命じ、又は以後、その者の遊漁を拒絶することができる。この場合において、 

 遊漁者が既に納付した遊漁料は、払い戻さないものとする。 

   附 則 

１ この規則は、平成２６年１月１日から施行する。 

２ 平成１６年１月１日から施行の埼玉中央漁業協同組合共第１号、共第６号及び 

 共第 7 号第五種共同漁業権遊漁規則の規定により交付された遊漁承認証のうち期 

 間を１年とする遊漁承認証及び埼玉県漁業協同組合連合会が発行した県内共通遊 

 漁承認証（平成２６年２月２８日まで有効とされたものに限る。）は、この規則 

 による承認を受けたものとみなす。 

 別記様式 （略）



二 

秩
父
漁
業
協
同
組
合
共
第
一
号
及
び
共
第
四
号
第
五
種
共
同
漁
業
権
遊
漁
規
則 

 
イ 

漁
業
権
者
の
名
称
及
び
住
所 

 
 
 

秩
父
漁
業
協
同
組
合 

 
 
 

埼
玉
県
秩
父
市
荒
川
久
那
四
千
一
番
地
一 

 

ロ 

漁
業
権
の
免
許
番
号 

 
 
 

共
第
一
号
及
び
共
第
四
号 

 

ハ 

遊
漁
規
則
の
施
行
の
日 

 
 
 

平
成
二
十
六
年
一
月
一
日 

 

ニ 

遊
漁
規
則
の
全
文 
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   秩父漁業協同組合共第１号及び共第４号第五種共同漁業権遊漁規則 

 （目的） 

第１条 この規則は、秩父漁業協同組合（以下「組合」という。）が免許を受けた 

 共第１号及び共第４号第五種共同漁業権に係る漁場（以下「漁場」という。）の 

 区域において、組合員以外の者のする当該漁業権の対象となっている魚種（あゆ、 

 ます類、うぐい、おいかわ、こい、ふな、うなぎ、どじょう、かじか、わかさぎ 

 及びなまずをいう。）の採捕（以下「遊漁」という。）についての制限に関し必 

 要な事項を定めることを目的とする。 

 （遊漁の承認及び遊漁料の納付義務） 

第２条 この漁場の区域内において遊漁をしようとする者は、あらかじめ組合に申 

 請してその承認を受けなければならない。 

２ 前項の規定による申請は、口頭によるものとする。 

３ 組合は、第１項の規定による申請があったときは、第１４条に規定する場合を 

 除き、第１項の承認をするものとする。 

４ 第１項の承認を受けた者は、直ちに第９条各項又は第１０条各項に掲げる遊漁 

 料を納付しなければならない。 

 （キャッチアンドリリース区間の設置） 

第３条 次の表のア欄に掲げる魚種は、イ欄に掲げる区域でウ欄に掲げる期間にお 

 いては、採捕した魚の所持又は販売をしてはならず、その場で再放流しなければ 

 ならない。 

 

 

 

 

 

 

 

２ 前項の公示は、この組合及びこの組合が委託する遊漁券取扱店に掲示して公表 

 するものとする。 

 （漁具・漁法の制限） 

第４条 この漁場区域内で使用できる漁具・漁法は、投網、置ばり、やす突及び釣 

 りに限る。 

２ 次の表のア欄に掲げる漁具・漁法による遊漁は、それぞれイ欄に掲げる規模の 

 範囲内でなければならない。 

ア 魚種 イ 区域 ウ 期間 

  いわな、 

 やまめ、に 

 じます 

  この組合が定めて 

 公示した区間 

  ３月１日から９月３０日まで 

 （ただし、にじますについては、 

 皆野町地先皆野橋から親鼻橋下流 

 の秩父鉄道鉄橋までの荒川の区域 

 においては、１月１日から１２月 

 ３１日まで） 

 



 

 

 

３ あゆについては、６月１日から９月３０日までの間で組合が定めて公示した期 

 間は、釣り以外の漁具・漁法を使用して遊漁をしてはならない。 

４ 日没から日の出までは、投網を使用して遊漁をしてはならない。 

５ 釣りについては、組合が定めて公示した漁具・漁法以外の漁具・漁法を使用し 

 て遊漁をしてはならない。 

６ 前項の公示は、この組合及びこの組合が委託する遊漁券取扱店に掲示して公表 

 するものとする。 

 （遊漁期間） 

第５条 次の表のア欄に掲げる魚種を対象とする遊漁は、それぞれイ欄に掲げる期 

 間でなければならない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （禁止区域） 

第６条 前条の規定にかかわらず、次の表のア欄に掲げる区域においては、それぞ 

 れイ欄に掲げる期間は、遊漁をしてはならない。 

 

 

 

 

 

 

ア 漁具・漁法 イ 規模 

  投網   円周２０ｍ未満 

  釣り   道糸２本以内 

 

ア 魚種 イ 期間 

  あゆ   組合で定めて公示した日から１２月３１日

まで 

  ます類   ３月１日から９月３０日まで。ただし、にじ 

 ますについては、皆野町地先皆野橋から親鼻橋 

 下流の秩父鉄道鉄橋までの荒川の区域におい

ては、１月１日から１２月３１日まで 

  わかさぎ   ９月１日から翌年３月３１日までの間で組

合が定めて公示した期間 

  うぐい、おいかわ、こ 

 い、ふな、うなぎ、どじ 

 ょう、かじか、なまず 

  １月１日から１２月３１日まで 

 

ア 区域 イ 期間 

  吉田川（秩父市上吉田、合角ダム上流２００ｍから 

 下流３００ｍまでの区域） 

  １月１日から 

 １２月３１日ま 

 で   滝の沢（全川、小森川支流） 

  浦山川（秩父市荒川久那、浦山ダム上流２００ｍか

ら下流３００ｍまでの区域） 

 



 

 

 

 

 

２ 魚類の繁殖保護のため、組合が造成し、標識をもって表示した産卵場の区域に 

 おいては、当該表示期間は遊漁をしてはならない。 

３ 魚類の保護のため、魚道の上流５ｍから下流５ｍまでの区域においては、遊漁 

 をしてはならない。 

 （釣り専用区等） 

第７条 次の表のア欄に掲げる区域においては、それぞれイ欄に掲げる期間は、釣 

 り以外の漁具・漁法を使用して遊漁をしてはならない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ア 区域 イ 期間 

  田野沢（全川）   １月１日 

 から１２月 

 ３１日まで 

  三沢川（皆野町三沢、大堰から上流の区域) 

  日野沢川（皆野町国神、日野橋から上流の支流を含む区 

 域） 

  赤平川（小鹿野町三山、田ノ頭頭首工（取水口）から上 

 流の支流を含む区域） 

  吉田川（秩父市下吉田、ふりの堰堤から上流の支流を含 

 む区域） 

  阿熊川（支流を含む全川） 

  薄川（支流を含む全川） 

  小森川（小鹿野町両神小森、小森堰堤から上流の支流を 

 含む区域） 

  定峰川（秩父市定峰、定峰橋から上流の区域） 

  大棚沢（全川） 

  関ノ入谷（全川） 

  生川（全川） 

  横瀬川（横瀬町横瀬、滝の枕秩父用水（取水口）から上 

 流の支流を含む区域） 

  荒川（秩父市、旧秩父橋から秩父太平洋セメントベルト 

 コンベアー橋までの区域） 

  荒川（秩父市別所、秩父発電所放水口上流１００ｍから 

 

  荒川（秩父市大滝、二瀬ダム上流２００ｍから下流 

 ３００ｍまでの区域） 

 

  中津川（秩父市中津川、滝沢ダム上流４００ｍから 

 下流３００ｍ・貯砂ダム上下流３００ｍまでの区域） 

  小山川（皆野町全区域） 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

２ 次の表に掲げる特設釣区においては、釣り以外の漁具・漁法を使用して遊漁を 

 してはならない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （体長制限） 

第８条 次の表のア欄に掲げる魚種については、それぞれイ欄に掲げる全長以下の 

 ものの遊漁をしてはならない。 

 

 

 

 

 （遊漁料の額及び納付の方法） 

特設釣区の名称及び区域 

名称 大血川渓流観光釣場 

区域 大血川（秩父市大滝字大血川地先の６５０ｍの区域） 

名称 入川渓流観光釣場 

区域 荒川（秩父市大滝字入川地先の７８０ｍの区域） 

名称 中津川渓流観光釣場 

区域 中津川（秩父市中津川地先の６００ｍの区域） 

名称 浦山川渓流観光釣場 

区域 浦山川（秩父市荒川久那地先の１３００ｍの区域） 

名称 安谷川渓流観光釣場 

区域 安谷川（秩父市荒川日野１３１７番地先の２５０ｍの区域） 

名称 横瀬川渓流観光釣場 

区域 横瀬川（横瀬町大字芦ヶ久保地先の６００ｍの区域） 

名称 浦山広河原渓流観光釣場 

区域 広河原谷（秩父市浦山字広河原３２３５番地の１地先の２００ｍの区 

  域） 

 

ア 魚種 イ 全長 

  ます類   １５センチメートル 

  こい   １８センチメートル 

  うなぎ   ２６センチメートル 

 

 下流２００ｍまでの区域）  

  浦山川（支流を含む全川） 

  安谷川（支流を含む全川） 

  谷津川（全川） 

  贄川（全川） 

  猪鼻沢（全川） 

  荒川（秩父市荒川白久上サ、白川橋から上流の支流を含 

 む区域） 

 



第９条 次の表に掲げる魚種をそれぞれに掲げる漁具・漁法を使用して遊漁をする 

 場合の遊漁料の額は、次の表のとおりとし、その遊漁料は、組合事務所、組合が 

 公示する指定取扱店及び漁場監視員に納付するものとする。なお、料金は、消費 

 税及び地方消費税（以下「消費税等」という。）を含むものとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 備考 

遊漁承認証名 魚     種 漁具・漁法 期間 料金（円） 

甲  種 あゆ、ます類（にじますを

除く。）、にじます（第５

条表中ただし書に掲げる区

域で、１０月１日から翌年

２月末日までを除く。）、

うぐい、おいかわ、こい、

ふな、うなぎ、どじょう、

かじか、わかさぎ、なまず 

投網、置

ばり、や

す突、釣

り 

１年 １１，０００ 

１日 ２，１００ 

現３，０００ 

渓 流 券 ます類（にじますを除く。）、

にじます（第５条表中ただ

し書に掲げる区域で、１０

月１日から翌年２月末日ま

でを除く。）、うぐい、お

いかわ、こい、ふな、うな

ぎ、どじょう、かじか、な

まず 

釣り １年 ７，０００ 

１日 １，８００ 

現３，０００ 

特 乙 種 うぐい、おいかわ、こい、

ふな、うなぎ、どじょう、

かじか、わかさぎ、なまず 

釣り １年 ５，０００ 

１日 ８００ 

現１，２００ 

乙  種 うぐい、おいかわ、こい、

ふな、うなぎ、どじょう、

かじか、なまず 

釣り（リ

ール釣り

を除く。） 

１年 ３，０００ 

１日 ４００ 

現５００ 

本  流 

にじます券 

にじます（第５条表中ただ

し 書 に 掲 げ る 区 域 に 限

る。）、うぐい、おいかわ、

こい、ふな、うなぎ、どじ

ょう、かじか、なまず 

釣り シーズ

ン 

４，０００ 

１日

（シー

ズンに

限る。） 

１，５００ 

現２，０００ 

 



  １ 「１年」とは３月１日から翌年２月末日までをいい、「シーズン」とは 

   １０月１日から翌年２月末日までをいう。 

  ２ 「現」とは、遊漁承認証を漁場で取り扱ったものをいう。 

２ 前項の規定にかかわらず、中学生以下は無料とし、身体障害者は同項に規定す 

 る額の２分の１に相当する額とする。なお、料金は、消費税等を含むものとする。 

３ 第７条第２項に掲げる特設釣区における遊漁料の額及び納付の方法は、前２項 

 及び次条各項の規定にかかわらず、組合が定めて公示した遊漁料の額及び納付の 

 方法とする。なお、料金は、消費税等を含むものとする。 

 （県内共通遊漁料の額及び納付の方法） 

第１０条 前条各項の規定にかかわらず、次の表に掲げる魚種を釣り（リール釣り 

 を除く。）の漁具・漁法を使用して遊漁をする場合の遊漁料の額は、次の表のと 

 おりとし、その遊漁料は、遊漁承認証を発行する埼玉県漁業協同組合連合会、県 

 内各漁業協同組合事務所及び県内各漁業協同組合が公示する指定取扱店に納付す 

 るものとする。なお、料金は、消費税等を含むものとする。 

 

 

 

 

  ただし、期間の欄の１年とは、３月１日から翌年２月末日までをいう。 

２ 前項の規定にかかわらず、小学生以下は無料とし、身体障害者は同項に規定す 

 る額の２分の１に相当する額とする。なお、料金は、消費税等を含むものとする。 

 （遊漁承認証に関する事項） 

第１１条 組合は、第２条第１項の承認をしたときは、別記様式の遊漁承認証を交 

 付するものとする。 

２ 遊漁承認証は、他人に貸与してはならない。 

 （遊漁に際して守るべき事項） 

第１２条 遊漁者は、遊漁をする場合には、遊漁承認証を携帯し、漁場監視員の要 

 求があったときは、これを提示しなければならない。 

２ 遊漁者は、遊漁をする場合には、漁場監視員の指示に従わなければならない。 

３ 遊漁者は、遊漁をする場合には、相互に適当な距離を保ち、他の者の迷惑とな 

 る行為をしてはならない。 

 （漁場監視員） 

第１３条 漁場監視員は、この規則の励行に関して必要な指示を行うことができる。 

２ 漁場監視員は、別記様式の漁場監視員証を携帯し、かつ、漁場監視員であるこ 

魚     種 漁具・漁法 遊漁承認証名 期間 料金（円） 

うぐい、おいかわ、こい、ふ

な、うなぎ、どじょう、かじ

か、わかさぎ、なまず 

釣り（リー

ル釣りを

除く。） 

県内共通 １年 ５，０００ 

中学生県内共

通 

１年 １，０００ 

 



 とを表示する腕章又は記章を付けるものとする。 

 （違反者に対する措置） 

第１４条 組合は、遊漁者がこの規則に違反したときは、直ちにその者に遊漁の中 

 止を命じ、又は以後、その者の遊漁を拒絶することができる。この場合において、 

 遊漁者が既に納付した遊漁料は、払い戻さないものとする。 

   附 則 

１ この規則は、平成２６年１月１日から施行する。 

２ 平成１６年１月１日から施行の秩父漁業協同組合共第１号及び共第７号第五種 

 共同漁業権遊漁規則の規定により交付された遊漁承認証のうち期間を１年とする 

 遊漁承認証及び埼玉県漁業協同組合連合会が発行した県内共通遊漁承認証（平成 

 ２６年２月２８日まで有効とされたものに限る。）は、この規則による承認を受 

 けたものとみなす。 

 別記様式 （略）
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   武蔵漁業協同組合共第２号及び共第３号第五種共同漁業権遊漁規則 

 （目的） 

第１条 この規則は、武蔵漁業協同組合（以下「組合」という。）が免許を受けた 

 共第２号及び共第３号第五種共同漁業権に係る漁場（以下「漁場」という。）の 

 区域において、組合員以外の者のする当該漁業権の対象となっている魚種（あゆ、 

 ます類、うぐい、おいかわ、こい、ふな、うなぎ、どじょう、かじか、わかさぎ 

 及びなまずをいう。）の採捕（以下「遊漁」という。）についての制限に関し必 

 要な事項を定めることを目的とする。 

 （遊漁の承認及び遊漁料の納付義務） 

第２条 この漁場の区域内において遊漁をしようとする者は、あらかじめ組合に申 

 請してその承認を受けなければならない。 

２ 前項の規定による申請は、口頭によるものとする。 

３ 組合は、第１項の規定による申請があったときは、第１３条に規定する場合を 

 除き、第１項の承認をするものとする。 

４ 第１項の承認を受けた者は、直ちに第８条各項又は第９条各項に掲げる遊漁料 

 を納付しなければならない。 

 （漁具・漁法の制限） 

第３条 この漁場区域内で使用できる漁具・漁法は、さで網、うけ、四つ手網、投 

 網、やす突及び釣りに限る。 

２ 次の表のア欄に掲げる漁具・漁法による遊漁は、それぞれイ欄に掲げる規模の 

 範囲内でなければならない。 

 

 

 

 

 

 

 

３ 次の表のア欄に掲げる漁具・漁法による遊漁は、それぞれイ欄に掲げる期間で 

 なければならない。 

 

 

 

 

ア 漁具・漁法 イ 規模 

  さで網   間口１ｍ未満 

  うけ   口径３０㎝未満 

  四つ手網   長辺１．５ｍ未満 

  投網   円周２０ｍ未満 

  やす突   船舶を使用しない 

  釣り   道糸２本以内 

 

ア 漁具・漁法 イ 期間 

  さで網、四つ手網   組合で定めて公示した日から９ 

 月３０日まで及び１１月１日から 

 翌年２月末日まで 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

４ 日没から日の出までは、釣り以外の漁具・漁法を使用して遊漁をしてはならな 

 い。 

５ 釣りについては、組合が定めて公示した漁具・漁法以外の漁具・漁法を使用し 

 て遊漁をしてはならない。 

 （遊漁期間） 

第４条 次の表のア欄に掲げる魚種を対象とする遊漁は、それぞれイ欄に掲げる期 

 間でなければならない。 

 

 

 

 

 

 

 

 （禁止区域） 

第５条 前条の規定にかかわらず、次の表のア欄に掲げる区域においては、それぞ 

 れイ欄に掲げる期間は、遊漁をしてはならない。 

 

 

 

２ 魚類の繁殖保護のため、組合が造成し、標識をもって表示した産卵場の区域に 

 おいては、当該表示期間は遊漁をしてはならない。 

３ 魚類の保護のため、魚道の区域においては、遊漁をしてはならない。 

 （釣り専用区等） 

第６条 次の表のア欄に掲げる区域においては、それぞれイ欄に掲げる期間は、釣 

 り以外の漁具・漁法を使用して遊漁をしてはならない。 

  うけ   組合で定めて公示した日から翌

年２月末日まで 

  ただし、入間川、越辺川、都幾川、 

 槻川においては、４月１日から５月 

 １５日までを除く。 

  投網、やす突   組合で定めて公示した日から翌

年２月末日まで 

  釣り   １月１日から１２月３１日まで 

 

ア 魚種 イ 期間 

  あゆ   組合で定めて公示した日から 

 １２月３１日まで 

  ます類   ３月１日から９月３０日まで 

  うぐい、おいかわ、こい、ふな、 

 うなぎ、どじょう、かじか、わかさ 

 ぎ、なまず 

  １月１日から１２月３１日まで 

 

ア 区域 イ 期間 

  荒川（鴻巣市糠田、武蔵水路合流点上流１００ｍ 

 から下流１００ｍまでの区域） 

  １月１日から 

 １２月３１日まで 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （体長制限） 

第７条 次の表のア欄に掲げる魚種については、それぞれイ欄に掲げる全長以下の 

 ものの遊漁をしてはならない。 

 

 

ア 区域 イ 期間 

  都幾川（東松山市下唐子、稲荷橋から上流１００ｍ 

 までの区域） 

  １月１日から 

 １２月３１日ま 

 で   都幾川（ときがわ町玉川、玉川橋から上流の区域）、 

 氷川、正法寺川、八木成沢、七重川、大羽根川、舟の 

 沢、外川、陣場平川、橋倉川 

  槻川（小川町下里、柳町橋上流１００ｍから下流 

 １００ｍまでの区域） 

  槻川（小川町青山、青山堰上流１０ｍから下流２０ 

 ｍまでの区域） 

  槻川（小川町大塚、栃本堰上流２０ｍから下流５０ 

 ｍまでの区域） 

  館川（全川） 

  萩平川（全川） 

  槻川（東秩父村坂本、落合橋から上流の区域）、オ 

 クマン沢、せぎり沢、春塚沢、細山川、丸塚沢、たか 

 がや沢 

  越辺川（東松山市早俣、落合橋から川島町吹塚、中 

 山用水取水堰までの区域） 

  越辺川（東松山市毛塚、高坂橋から坂戸市島田、島 

 田堰までの区域） 

  旧荒川（北本市石谷宿「石や下」、全区域） 

  旧荒川（鴻巣市、北本市及び吉見町「明秋、釜虎」、 

 全区域） 

  三日月池（東松山市上押垂（都幾川旧川）、全区域） 

  明善谷沼（東松山市大谷、全区域） 

  城ケ谷沼（東松山市大谷、全区域） 

  八反沼（東松山市大谷、全区域） 

 

ア 魚種 イ 全長 

  ます類   １５センチメートル 

 



 

 

 （遊漁料の額及び納付の方法） 

第８条 次の表に掲げる魚種をそれぞれに掲げる漁具・漁法を使用して遊漁をする 

 場合の遊漁料の額は、次の表のとおりとし、その遊漁料は、組合事務所、組合が 

 公示する指定取扱店及び漁場監視員に納付するものとする。なお、料金は、消費 

 税及び地方消費税（以下「消費税等」という。）を含むものとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

  ただし、期間の欄の１年とは３月１日から翌年２月末日までをいい、料金の欄 

 の現とは遊漁承認証を漁場で取り扱ったものをいう。 

２ 前項の規定にかかわらず、小学生以下は無料とし、中学生及び身体障害者は同 

 項に規定する額の２分の１に相当する額とする。なお、料金は、消費税等を含む 

 ものとする。 

 （県内共通遊漁料の額及び納付の方法） 

第９条 前条各項の規定にかかわらず、次の表に掲げる魚種を釣り（リール釣りを 

 除く。）の漁具・漁法を使用して遊漁をする場合の遊漁料の額は、次の表のとお 

 りとし、その遊漁料は、遊漁承認証を発行する埼玉県漁業協同組合連合会、県内 

 各漁業協同組合事務所及び県内各漁業協同組合が公示する指定取扱店に納付する 

 ものとする。なお、料金は、消費税等を含むものとする。 

 

 

 

 

  こい   １８センチメートル 

  うなぎ   ２６センチメートル 

 

遊漁承認証名 魚   種 漁具・漁法 期間 料金（円） 

甲   種 あゆ、ます類、うぐい、

おいかわ、こい、ふな、

うなぎ、どじょう、かじ

か、わかさぎ、なまず 

さで網、う

け、四つ手

網、投網、や

す突、釣り 

１年 ６，３００ 

１日 ２，０００ 

現２，５００ 

釣り １日 １，０００ 

現１，５００ 

乙   種 うぐい、おいかわ、こい、

ふな、うなぎ、どじょう、

かじか、わかさぎ、なま

ず 

釣り １年 ３，１００ 

１日 ５００ 

釣り（リール

釣 り を 除

く。） 

１日 ４００ 

 

魚   種 漁具・漁法 遊漁承認証名 期間 料金（円） 

うぐい、おいかわ、こい、

ふな、うなぎ、どじょう、

かじか、わかさぎ、なまず 

釣り（リー

ル釣りを除

く。） 

県内共通 １年 ５，０００ 

中学生県内共

通 

１年 １，０００ 

 



  ただし、期間の欄の１年とは、３月１日から翌年２月末日までをいう。 

２ 前項の規定にかかわらず、小学生以下は無料とし、身体障害者は同項に規定す 

 る額の２分の１に相当する額とする。なお、料金は、消費税等を含むものとする。 

 （遊漁承認証に関する事項） 

第１０条 組合は、第２条第１項の承認をしたときは、別記様式の遊漁承認証を交 

 付するものとする。 

２ 遊漁承認証は、他人に貸与してはならない。 

 （遊漁に際して守るべき事項） 

第１１条 遊漁者は、遊漁をする場合には、遊漁承認証を携帯し、漁場監視員の要 

 求があったときは、これを提示しなければならない。 

２ 遊漁者は、遊漁をする場合には、漁場監視員の指示に従わなければならない。 

３ 遊漁者は、遊漁をする場合には、相互に適当な距離を保ち、他の者の迷惑とな 

 る行為をしてはならない。 

 （漁場監視員） 

第１２条 漁場監視員は、この規則の励行に関して必要な指示を行うことができる。 

２ 漁場監視員は、別記様式の漁場監視員証を携帯し、かつ、漁場監視員であるこ 

 とを表示する腕章又は記章を付けるものとする。 

 （違反者に対する措置） 

第１３条 組合は、遊漁者がこの規則に違反したときは、直ちにその者に遊漁の中 

 止を命じ、又は以後、その者の遊漁を拒絶することができる。この場合において、 

 遊漁者が既に納付した遊漁料は、払い戻さないものとする。 

   附 則 

１ この規則は、平成２６年１月１日から施行する。 

２ 平成１６年１月１日から施行の武蔵漁業協同組合共第２号、共第３号、共第４ 

 号及び共第５号第五種共同漁業権遊漁規則の規定により交付された遊漁承認証の 

 うち期間を１年とする遊漁承認証及び埼玉県漁業協同組合連合会が発行した県内 

 共通遊漁承認証（平成２６年２月２８日まで有効とされたものに限る。）は、こ 

 の規則による承認を受けたものとみなす。 

 別記様式 （略）
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   埼玉西部漁業協同組合共第３号第五種共同漁業権遊漁規則 

 （目的） 

第１条 この規則は、埼玉西部漁業協同組合（以下「組合」という。）が免許を受 

 けた共第３号第五種共同漁業権に係る漁場（以下「漁場」という。）の区域にお 

 いて、組合員以外の者のする当該漁業権の対象となっている魚種（あゆ、ます類、 

 うぐい、おいかわ、こい、ふな、うなぎ、どじょう、かじか、わかさぎ及びなま 

 ずをいう｡）の採捕（以下「遊漁」という。）についての制限に関し必要な事項を 

 定めることを目的とする。 

 （遊漁の承認及び遊漁料の納付義務） 

第２条 この漁場の区域内において遊漁をしようとする者は、あらかじめ組合に申 

 請してその承認を受けなければならない。 

２ 前項の規定による申請は、口頭によるものとする。 

３ 組合は、第１項の規定による申請があったときは、第１３条に規定する場合を 

 除き、第１項の承認をするものとする。 

４ 第１項の承認を受けた者は、直ちに第８条各項又は第９条各項に掲げる遊漁料 

 を納付しなければならない。 

 （漁具・漁法の制限） 

第３条 この漁場区域内で使用できる漁具・漁法は、さで網、四つ手網、投網、や 

 す突及び釣りに限る。 

２ 次の表のア欄に掲げる漁具・漁法による遊漁は、それぞれイ欄に掲げる規模の 

 範囲内でなければならない。 

 

 

 

 

 

 

３ １１月１日から翌年７月３１日までは、釣り以外の漁具・漁法を使用して遊漁 

 をしてはならない。 

４ 日没から日の出までは、釣り以外の漁具・漁法を使用して遊漁をしてはならな 

 い。 

５ 釣りについては、組合が定めて公示した漁具・漁法以外の漁具・漁法を使用し 

 て遊漁してはならない。 

 （遊漁期間） 

ア 漁具・漁法 イ 規模 

  さで網   間口１ｍ未満 

  四つ手網   長辺１．５ｍ未満 

  投網   円周２０ｍ未満 

  やす突   船舶を使用しない。 

  釣り   道糸２本以内 

 



第４条 次の表のア欄に掲げる魚種を対象とする遊漁は、それぞれイ欄に掲げる期 

 間でなければならない。 

 

 

 

 

 

 

 （禁止区域） 

第５条 魚類の繁殖保護のため、組合が造成し、標識をもって表示した産卵場の区 

 域においては、当該表示期間は遊漁をしてはならない。 

２ 魚類の保護のため、魚道の区域においては、遊漁をしてはならない。 

 （釣り専用区等） 

第６条 次の表のア欄に掲げる区域においては、それぞれイ欄に掲げる期間は、釣 

 り以外の漁具・漁法を使用して遊漁をしてはならない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ア 魚種 イ 期間 

  あゆ   ６月１５日から１２月３１日まで 

  ます類   ３月１日から９月３０日まで 

  うぐい、おいかわ、こい、ふな、 

 うなぎ、どじょう、かじか、わか 

 さぎ、なまず 

  １月１日から１２月３１日まで 

 

ア 区域 イ 期間 

  越辺川（坂戸市沢木、関越自動車道橋から坂戸 

 市東和田、樋の口橋上流赤城堰までの区域） 

  １月１日から１２ 

 月３１日まで 

  越辺川（鳩山町石坂、重郎橋上流２００ｍから 

 下流２００ｍまでの区域） 

  越辺川（鳩山町今宿、今川橋上流２００ｍから 

 下流２００ｍまでの区域） 

  越辺川（毛呂山町大類、大類堰から上流２５０ 

 ｍまでの区域） 

  越辺川（毛呂山町西戸、西戸堰から上流２００ 

 ｍまでの区域） 

  越辺川(越生町如意、如意堰から上流１５０ｍま 

 での区域) 

  麦原川（全川） 

  竜ヶ谷川（全川） 

  三滝川、顔振川（全川） 

  高麗川（坂戸市浅羽、関越自動車道橋から坂戸 

 市粟生田、栗生田堰までの区域） 

  高麗川（坂戸市四日市場、東武越生線鉄橋から 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （体長制限） 

第７条 次の表のア欄に掲げる魚種については、それぞれイ欄に掲げる全長以下の 

 ものの遊漁をしてはならない。 

 

 

 

 

 （遊漁料の額及び納付の方法） 

第８条 次の表に掲げる魚種をそれぞれに掲げる漁具・漁法を使用して遊漁をする 

 場合の遊漁料の額は、次の表のとおりとし、その遊漁料は、組合事務所、組合が 

 坂戸市森戸、森戸橋下堰までの区域）  

  高麗川（坂戸市多和目、城西大学下多和目三号 

 堰から上流１０００ｍまでの区域） 

  高麗川（日高市新堀、金剛寺淵上流２５０ｍか 

 ら下流２５０ｍまでの区域） 

  高麗川（日高市高麗本郷、日向公会堂前から日 

 高市台、鹿台橋下流堰堤までの区域） 

  高麗川（飯能市坂石、坂石橋から吾野駅前橋ま 

 での区域） 

  高麗川（飯能市吾野、北川合流点から上流の区 

 域） 

  権現川、久通川、花桐川、大蔵山川、入西沢、 

 タツマ谷（全川） 

  長沢川、風影入、八徳谷、高山沢（全川） 

  北川、入谷入、高畑川、空竜谷、藤原谷、岩井 

 沢（全川） 

  大谷木川（全川） 

  阿諏訪川（全川） 

  毛呂川（全川） 

  高麗川（飯能市白子、東橋から日高市横手、諏 

 訪橋までの区域） 

  ６月１５日から８ 

 月１４日まで 

  高麗川（飯能市吾野、北川合流点から間野、畑 

 井堰堤までの区域） 

 

ア 魚種 イ 全長 

  ます類   １５センチメートル 

  こい   １８センチメートル 

  うなぎ   ２６センチメートル 

 



 公示する指定取扱店及び漁場監視員に納付するものとする。なお、料金は、消費 

 税及び地方消費税（以下「消費税等」という。）を含むものとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ただし、期間の欄の１年とは３月１日から翌年２月末日までをいい、料金の欄 

 の現とは遊漁承認証を漁場で取り扱ったものをいう。 

２ 前項の規定にかかわらず、小学生以下は無料とし、中学生及び身体障害者は同 

 項に規定する額の２分の１に相当する額とする。なお、料金は、消費税等を含む 

 ものとする。 

 （県内共通遊漁料の額及び納付の方法） 

第９条 前条各項の規定にかかわらず、次の表に掲げる魚種を釣り（リール釣りを 

 除く。）の漁具・漁法を使用して遊漁をする場合の遊漁料の額は、次の表のとお 

 りとし、その遊漁料は、遊漁承認証を発行する埼玉県漁業協同組合連合会、県内 

 各漁業協同組合事務所及び県内各漁業協同組合が公示する指定取扱店に納付する 

 ものとする。なお、料金は、消費税等を含むものとする。 

 

 

 

 

 

  ただし、期間の欄の１年とは、３月１日から翌年２月末日までをいう。 

２ 前項の規定にかかわらず、小学生以下は無料とし、身体障害者は同項に規定す 

 る額の２分の１に相当する額とする。なお、料金は、消費税等を含むものとする。 

 （遊漁承認証に関する事項） 

第１０条 組合は、第２条第１項の承認をしたときは、別記様式の遊漁承認証を交 

 付するものとする。 

遊漁承認証名 魚   種 漁具・漁法 期間 料金（円） 

甲   種 あゆ、ます類、うぐい、

おいかわ、こい、ふな、

うなぎ、どじょう、かじ

か、わかさぎ、なまず 

さで網、四つ

手網、投網、

やす突、釣り 

１年 ６，３００ 

１日 ２，０００ 

現２，５００ 

釣り １日 １，０００ 

現１，５００ 

乙   種 うぐい、おいかわ、こい、

ふな、うなぎ、どじょう、

かじか、わかさぎ、なま

ず 

１日 ４００ 

現５００ 

 

魚   種 漁具・漁法 遊漁承認証名 期間 料金（円） 

うぐい、おいかわ、こ

い、ふな、うなぎ、ど

じょう、かじか、わか

さぎ、なまず 

釣り(リール釣

りを除く。) 

県内共通 １年 ５，０００ 

中学生県内共通 １年 １，０００ 

 



２ 遊漁承認証は、他人に貸与してはならない。 

 （遊漁に際して守るべき事項） 

第１１条 遊漁者は、遊漁をする場合には、遊漁承認証を携帯し、漁場監視員の要 

 求があったときは、これを提示しなければならない。 

２ 遊漁者は、遊漁をする場合には、漁場監視員の指示に従わなければならない。 

３ 遊漁者は、遊漁をする場合には、相互に適当な距離を保ち、他の者の迷惑とな 

 る行為をしてはならない。 

 （漁場監視員） 

第１２条 漁場監視員は、この規則の励行に関して必要な指示を行うことができる。 

２ 漁場監視員は、別記様式の漁場監視員証を携帯し、かつ、漁場監視員であるこ 

 とを表示する腕章又は記章を付けるものとする。 

 （違反者に対する措置） 

第１３条 組合は、遊漁者がこの規則に違反したときは、直ちにその者に遊漁の中 

 止を命じ、又は以後、その者の遊漁を拒絶することができる。この場合において、 

 遊漁者が既に納付した遊漁料は、払い戻さないものとする。 

   附 則 

１ この規則は、平成２６年１月１日から施行する。 

２ 平成１６年１月１日から施行の埼玉西部漁業協同組合共第４号第五種共同漁業 

 権遊漁規則の規定により交付された遊漁承認証のうち期間を１年とする遊漁承認 

 証及び埼玉県漁業協同組合連合会が発行した県内共通遊漁承認証（平成２６年２ 

 月２８日まで有効とされたものに限る。）は、この規則による承認を受けたもの 

 とみなす。 

 別記様式 （略）
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   入間漁業協同組合共第２号及び共第３号第五種共同漁業権遊漁規則 

 （目的） 

第１条 この規則は、入間漁業協同組合（以下「組合」という。）が免許を受けた 

 共第２号及び共第３号第五種共同漁業権に係る漁場（以下「漁場」という。）の 

 区域において、組合員以外の者のする当該漁業権の対象となっている魚種（あゆ、 

 ます類（やまめ、いわな、にじます等を含む。以下同じ。）、うぐい、おいかわ、 

 こい、ふな、うなぎ、どじょう、かじか、わかさぎ及びなまずをいう。以下同じ。） 

 の採捕（以下「遊漁」という。）についての制限に関し必要な事項を定めること 

 を目的とする。 

 （遊漁の承認及び遊漁料の納付義務） 

第２条 この漁場の区域内において遊漁をしようとする者は、あらかじめ組合に申 

 請してその承認を受けなければならない。 

２ 前項の規定による申請は、口頭によるものとする。 

３ 組合は、第１項の規定による申請があったときは、第１３条に規定する場合を 

 除き、第１項の承認をするものとする。 

４ 第１項の承認を受けた者は、直ちに第８条各項又は第９条各項に掲げる遊漁料 

 を納付しなければならない。 

 （漁具・漁法の制限） 

第３条 この漁場区域内で使用できる漁具・漁法は、さで網、投網、釣りに限る。 

２ 次の表のア欄に掲げる漁具・漁法による遊漁は、それぞれイ欄に掲げる規模の 

 範囲内でなければならない。 

 

 

 

 

３ あゆについては、組合で定めて公示した日から７月３１日までは、釣り以外の 

 漁具・漁法を使用して遊漁してはならない。 

４ 釣りについては、組合で定めて公示した漁具・漁法以外の漁具・漁法を使用し 

 て遊漁をしてはならない。 

 （遊漁期間） 

第４条 次の表のア欄に掲げる魚種を対象とする遊漁は、それぞれイ欄に掲げる期 

 間でなければならない。 

 

 

ア 漁具・漁法 イ 規模 

  投網   円周２０ｍ未満 

  さで網   間口１ｍ未満 

  釣り   道糸３本以内 

 

ア 魚種 イ 期間 

  あゆ   組合で定めて公示した日から１２月３１日まで 

 



 

 

 

 

 

 

２ 前項の規定にかかわらず、日没から日の出までの間は釣り以外の漁具・漁法を 

 使用して採捕をしてはならない。 

３ 宮沢湖では、日没から日の出までの間は遊漁を禁止する。 

 （禁止区域） 

第５条 前条の規定にかかわらず、次の表のア欄に掲げる区域においては、それぞ 

 れイ欄に掲げる期間中は、遊漁をしてはならない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 魚類の保護のため、組合が造成し標識をもって表示した産卵場の区域において 

 は、当該表示の期間中は遊漁してはならない。 

３ 魚類保護のため、魚道の上流５メートルから下流５メートルまでの区域におい

ア 区域 イ 期間 

  入間川(飯能市小瀬戸、扇橋から小瀬戸頭首工までの 

 区域) 

  １月１日から 

 １２月３１日ま 

 で   入間川（笹井堰堤上流１００メートルから下流２０

０メートルまでの区域） 

  中沢（飯能市南、第２堰堤から上流の区域） 

  山中沢（全川） 

  桜久保入（全川） 

  蕨入（全川） 

  有間川（飯能市下名栗、有間ダム流木止めから堰堤 

 下流３００メートルまでの区域） 

  白岩沢（飯能市下名栗、鋼管工業から上流の区域） 

  穴沢川（全川） 

  湯の沢川（全川） 

  湯ノ沢（全川） 

  釜ノ入沢（全川） 

  蕨入川（飯能市上名栗、蕨入堰から下流２００メー 

 トルまでの区域） 

 

  ます類   ３月１日から９月３０日まで 

  わかさぎ   １１月１日から翌年３月３１日まで 

  かじか   ４月１日から１０月３１日まで 

  うぐい、おいかわ、 

 こい、ふな、うなぎ、 

 どじょう、なまず 

  １月１日から１２月３１日まで 

 



ては、遊漁してはならない。 

 （釣り専用区等） 

第６条 この漁場区域内で次表ア欄に掲げる区域においてはイ欄に掲げる期間中 

 は、釣り以外の漁具・漁法で遊漁してはならない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 次の表のア欄に掲げる特設釣区においては、イ欄に掲げる漁具・漁法以外の漁 

 具・漁法で遊漁してはならない。 

 

 

 

 

 （体長制限） 

第７条 次の表のア欄に掲げる魚種については、イ欄に掲げる全長以下のものの遊 

 漁をしてはならない。 

 

 

 

 

 （遊漁料の額及び納付の方法） 

ア 区域 イ 期間 

  霞川（全川）   １月１日から１２月３１ 

 日まで 

  ただし、入間川（有間橋 

 から開運橋までの区間、鹿

の戸堰から石原橋までの区

間、宮沢湖取入れ口から本

郷取水堰までの区間、中橋

から新豊水橋までの区間）

にあっては、１０月第２土

曜日から１０月３１日まで

の期間を除く。 

  入間川（狭山市広瀬東、広瀬橋から田島 

 屋堰までの区域） 

  入間川（入間市黒須、豊水橋下流堰堤か 

 ら上流の全区域） 

  成木川（飯能市下畑、両郡橋から下流の 

 全区域） 

  要害川及び唐沢（全川） 

  中藤川及び中沢（全川） 

  妻沢、湯基入川、柏木入川、人見入川、 

 蕨入川、白岩沢川、山中沢川及び横倉入川 

 （全川） 

  有間川、白谷沢川、逆川、滝ノ入川、栃 

 ノ木入川及び白岩沢（全川） 

  宮沢湖（飯能市宮沢、全区域） 

 

ア 特設釣区の名称及び区域 イ 漁具・漁法 

  名称 有間渓谷観光釣場 

  区域 飯能市大字下名栗字落合地先の有間川５５０メ 

    ートルの区域 

  釣り 

 

ア 魚種 イ 全長 

  ます類   全長１５センチメートル 

  こい   全長１８センチメートル 

  うなぎ   全長２６センチメートル 

 



第８条 第３条第１項に掲げる漁具・漁法を使用して遊漁をする場合の遊漁料の額

は次表のとおりとし、その納付場所は入間漁業協同組合事務所、組合が公示する

組合指定取扱店、及び漁場監視員とする。なお、消費税及び地方消費税（以下「消

費税等」という。）を含むものとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ただし、期間の欄の１年とは３月１日から翌年２月末日までとし、料金の欄の 

 「現」とは遊漁承認証を漁場で取り扱ったものをいう。 

２ 前項の規定にかかわらず、中学生以下は無料とし、身体障害者は同項に規定す 

 る２分の１に相当する額とする。 

３ 宮沢湖における遊漁料金は前項の規定にかかわらず次表のとおりとする。なお、 

 消費税等を含むものとする。 

 

 

 

４ 第６条第２項に掲げる特設釣区における遊漁料の額及び納付の方法は、第８条 

 各項及び第９条各項の規定にかかわらず、組合が定めて公示した遊漁料の額及び 

 納付の方法とする。なお、消費税等を含むものとする。 

 （県内共通遊漁料の額及び納付の方法） 

第９条 この漁場区域及び県内各第五種共同漁業権の区域において次の表に掲げる 

遊漁承認証名 対 象 魚 種 漁具・漁法 期間 料金（円） 

甲  種 あゆ、ます類、うぐい、

おいかわ、こい、ふな、

うなぎ、どじょう、かじ

か、わかさぎ、なまず 

さで網、投

網、釣り 

１年 ７，５００ 

１日 ２，１００ 

現３，０００ 

ます類券 ます類、うぐい、おいか

わ、こい、ふな、うなぎ、

どじょう、かじか、わか

さぎ、なまず 

釣り １日 １，２００ 

現２，０００ 

特 乙 券 うぐい、おいかわ、こい、

ふな、うなぎ、どじょう、

かじか、わかさぎ、なま

ず 

釣り １年 ４，０００ 

１日 ７００ 

現１，０００ 

乙  券 うぐい、おいかわ、こい、

ふな、うなぎ、どじょう、

かじか、なまず 

釣り（リー

ル 釣 り を

除く。） 

１年 ２，６００ 

１日 ４００ 

現５００ 

 

区   分 期間 料金（円） 

大人（中学生を含む） １日 １，０００ 

小人（小学生を含む） １日 ７００ 

 



 魚種を漁具・漁法を使用して遊漁をする場合の遊漁料は、第８条第１項の規定に 

 かかわらず、次の表のとおりとし、その納付場所は県漁業協同組合連合会、各漁 

 業協同組合事務所及び各漁業協同組合が公示する組合指定取扱店において納付す 

 るものとする。なお、消費税等を含むものとする。 

 

 

 

 

  ただし、１年とは、３月１日から翌年２月末日までをいう。 

２ 前項の規定にかかわらず、小学生以下は無料とし、身体障害者は同項に規定す 

 る額の２分の１に相当する額とする。なお、消費税等を含むものとする。 

 （遊漁承認証に関する事項） 

第１０条 組合は、第２条第１項の承認をしたときは、別記様式の遊漁承認証を交 

 付するものとする。 

２ 遊漁承認証は他人に貸与してはならない。 

 （遊漁に際して守るべき事項） 

第１１条 遊漁者は遊漁をする場合には、遊漁承認証を携帯し、漁場監視員の要求 

 があったときは、これを提示しなければならない。 

２ 遊漁者は、遊漁に際しては、漁場監視員の指示に従わなければならない。 

３ 遊漁者は、遊漁に際しては、相互に適当な距離を保ち、他の者の迷惑となる行 

 為をしてはならない。 

 （漁場監視員） 

第１２条 漁場監視員は、この規則の遵守に関して必要な指示を行うことができる。 

２ 漁場監視員は別記様式の漁場監視員証を携帯し、かつ、漁場監視員であること 

 を表示する腕章（記章）を付けるものとする。 

 （違反者に対する措置） 

第１３条 組合は、遊漁者がこの規則に違反したときは、直ちにその者に遊漁の中 

 止を命じ、又は以後、その者の遊漁を拒絶することがある。この場合において、 

 遊漁者が既に納付した遊漁料は、払い戻しはしないものとする。 

   附 則 

１ この規則は、平成２６年１月１日から施行する。 

２ この規則施行前に入間漁業協同組合共第５号第五種共同漁業権遊漁規則の規定 

 により交付した遊漁承認証は、その期間内は有効なものとする。 

 別記様式 （略）

魚   種 漁具・漁法 遊漁承認証名 期間 料金（円） 

うぐい、おいかわ、こい、

ふな、うなぎ、どじょう、

かじか、わかさぎ、なまず 

釣り（リー

ル釣りを除

く。） 

県内共通 １年 ５，０００ 

中学生県内共通 １，０００ 
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   埼玉南部漁業協同組合共第２号、共第３号及び共第５号第五種共同漁業権遊 

   漁規則 

 （目的） 

第１条 この規則は、埼玉南部漁業協同組合（以下「組合」という。）が免許を受 

 けた共第２号、共第３号及び共第５号第五種共同漁業権に係る漁場（以下「漁場」 

 という。）の区域において、組合員以外の者のする当該漁業権の対象となってい 

 る魚種（あゆ、ます類、うぐい、おいかわ、こい、ふな、うなぎ、どじょう、か 

 じか、わかさぎ及びなまずをいう。）の採捕(以下「遊漁｣という。）についての 

 制限に関し必要な事項を定めることを目的とする。 

 （遊漁の承認及び遊漁料の納付義務） 

第２条 この漁場の区域内において遊漁をしようとする者は、あらかじめ組合に申 

 請してその承認を受けなければならない。 

２ 前項の規定による申請は、口頭によるものとする。 

３ 組合は、第１項の規定による申請があったときは、第１３条に規定する場合を 

 除き、第１項の承認をするものとする。 

４ 第１項の承認を受けた者は、直ちに第８条各項又は第９条各項に掲げる遊漁料 

 を納付しなければならない。 

 （漁具・漁法の制限） 

第３条 この漁場区域内で使用できる漁具・漁法は、さで網（まち網を含む。以下 

 同じ。）、四つ手網、投網、やす突及び釣りに限る。 

２ 次の表のア欄に掲げる漁具・漁法による遊漁は、それぞれイ欄に掲げる規模の 

 範囲内でなければならない。 

 

 

 

 

 

３ 釣りについては、組合が定めて公示した漁具・漁法以外の漁具・漁法を使用し 

 て遊漁をしてはならない。 

 （遊漁期間） 

第４条 次の表のア欄に掲げる魚種を対象とする遊漁は、それぞれイ欄に掲げる期 

 間でなければならない。 

 

 

ア 漁具・漁法 イ 規模 

  さで網   間口１ｍ未満 

  四つ手網   長辺３ｍ未満 

  投網   円周２０ｍ未満 

  釣り   道糸３本以内、幅は３ｍの範囲内 

 

ア 魚種 イ 期間 

  あゆ   組合で定めて公示した日から１２月３１日まで 

 



 

 

 

 

 

 （禁止区域） 

第５条 前条の規定にかかわらず、次の表のア欄に掲げる区域においては、それぞ 

 れイ欄に掲げる期間は、遊漁をしてはならない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 魚類の繁殖保護のため、組合が造成し、標識をもって表示した産卵場の区域に 

 おいては、当該表示期間は遊漁をしてはならない。 

３ 魚類の保護のため、魚道の上流５ｍから下流５ｍまでの区域においては、遊漁 

 をしてはならない。 

 （釣り専用区等） 

第６条 次の表のア欄に掲げる区域においては、それぞれイ欄に掲げる期間は、釣 

 り以外の漁具・漁法を使用して遊漁をしてはならない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ます類   ３月１日から９月３０日まで 

  うぐい、おいかわ、 

 こい、ふな、うなぎ、 

 どじょう、かじか、 

 わかさぎ、なまず 

  １月１日から１２月３１日まで 

 

ア 区域 イ 期間 

  新河岸川（川越市城下町、新城下橋から川越市石 

 原町、石原橋までの区域） 

  １月１日から 

 １２月３１日まで 

  びん沼川（さいたま市西区飯田新田、治水橋下流 

 端から上流の区域） 

  伊佐沼（川越市伊佐沼、舟のり入れ禁止標識から 

 北区域） 

  １月１日から 

 １２月３１日まで 

  黒目川（朝霞市浜崎、岡橋から朝霞市田島、花の 

 木橋までの区域） 

  １０月１日から 

 １０月１５日まで 

 

ア 区域 イ 期間 

  荒川（志木市宗岡、秋ケ瀬取水堰の上流１００ｍ 

 から下流２００ｍまでの区域） 

  １月１日から 

 １２月３１日まで 

  新河岸川（川越市下新河岸、旭橋から川越市城下 

 町、新城下橋までの区域） 

  九十川（川越市南田島、木の目橋から上流２００ 

 ｍまでの区域） 

  びん沼川（さいたま市西区塚本町、砂塚橋から富 

 士見市南畑新田、南畑排水機場までの区域） 

  新河岸川放水路（富士見市東大久保、三本木橋か 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （体長制限） 

第７条 次の表のア欄に掲げる魚種については、それぞれイ欄に掲げる全長以下の 

 ものの遊漁をしてはならない。 

 

 

 

 

 （遊漁料の額及び納付の方法） 

第８条 次の表に掲げる魚種をそれぞれに掲げる漁具・漁法を使用して遊漁をする 

 場合の遊漁料の額は、次の表のとおりとし、その遊漁料は、組合事務所、組合が 

 公示する指定取扱店及び漁場監視員に納付するものとする。なお、料金は、消費 

 税及び地方消費税（以下「消費税等」という。）を含むものとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ただし、期間の欄の１年とは、３月１日から翌年２月末日までをいう。 

２ 前項の規定にかかわらず、小学生以下、身体障害者及び満８０歳以上の高齢者 

 ら上流の区域）  

  丸堀（荒川、さいたま市西区西遊馬） 

  山王沼（さいたま市西区二ツ宮） 

  地蔵沼（さいたま市西区二ツ宮） 

  伊佐沼（川越市伊佐沼、舟のり入れ禁止標識から 

 南区域） 

  ４月１日から 

 １０月３１日まで 

  旧荒川（桶川市川田谷「川田谷沼」、標識から北 

 地区） 

  毎月１日から毎 

 月１５日まで 

  旧荒川（桶川市川田谷「川田谷沼」、標識から南 

 地区） 

  毎月１６日から 

 毎月末日まで 

 

ア 魚種 イ 全長 

  ます類   １５センチメートル 

  こい   １８センチメートル 

  うなぎ   ２６センチメートル 

 

遊漁承認証名 魚   種 漁具・漁法 期間 料金（円） 

甲   種 あゆ、ます類、うぐい、お

いかわ、こい、ふな、うな

ぎ、どじょう、かじか、わ

かさぎ、 なまず 

さで網、四

つ手網、投

網、やす突、

釣り 

１年 ４，５００ 

１日 １，０００ 

乙   種 うぐい、おいかわ、こい、

ふな、うなぎ、どじょう、

かじか、わかさぎ、 なまず 

釣り １年 ４，０００ 

１日 ６００ 

釣り（リー

ル釣りを除

く。） 

１年 ３，０００ 

１日 ４００ 

 



 は無料とし、中学生については乙種は無料とする。 

 （県内共通遊漁料の額及び納付の方法） 

第９条 前条各項の規定にかかわらず、次の表に掲げる魚種を釣り（リール釣りを 

 除く。）の漁具・漁法を使用して遊漁をする場合の遊漁料の額は、次の表のとお 

 りとし、その遊漁料は、遊漁承認証を発行する埼玉県漁業協同組合連合会、県内 

 各漁業協同組合事務所及び県内各漁業協同組合が公示する指定取扱店に納付する 

 ものとする。なお、料金は、消費税等を含むものとする。 

 

 

 

 

  ただし、期間の欄の１年とは、３月１日から翌年の２月末日までをいう。 

２ 前項の規定にかかわらず、小学生以下は無料とし、身体障害者は同項に規定す 

 る額の２分の１に相当する額とする。なお、料金は、消費税等を含むものとする。 

 （遊漁承認証に関する事項） 

第１０条 組合は、第２条第１項の承認をしたときは、別記様式の遊漁承認証を交 

 付するものとする。 

２ 遊漁承認証は、他人に貸与してはならない。 

 （遊漁に際して守るべき事項） 

第１１条 遊漁者は、遊漁をする場合には、遊漁承認証を携帯し、漁場監視員の要 

 求があったときは、これを提示しなければならない。 

２ 遊漁者は、遊漁をする場合には、漁場監視員の指示に従わなければならない。 

３ 遊漁者は、遊漁をする場合には、相互に適当な距離を保ち、他の者の迷惑とな 

 る行為をしてはならない。 

 （漁場監視員） 

第１２条 漁場監視員は、この規則の励行に関して必要な指示を行うことができる。 

２ 漁場監視員は、別記様式の漁場監視員証を携帯し、かつ、漁場監視員であるこ 

 とを表示する腕章又は記章を付けるものとする。 

 （違反者に対する措置） 

第１３条 組合は、遊漁者がこの規則に違反したときは、直ちにその者に遊漁の中 

 止を命じ、又は以後、その者の遊漁を拒絶することができる。この場合において、 

 遊漁者が既に納付した遊漁料は、払い戻さないものとする。 

   附 則 

１ この規則は、平成２６年１月１日から施行する。 

魚   種 漁具・漁法 遊漁承認証名 期間 料金（円） 

うぐい、おいかわ、こい、

ふな、うなぎ、どじょう、

かじか、わかさぎ、なまず 

釣り（リー

ル釣りを除

く。） 

県内共通 １年 ５，０００ 

中学生県内共通 １年 １，０００ 

 



２ 平成１６年１月１日から施行の埼玉南部漁業協同組合共第２号、共第５号、共 

 第６号及び共第８号第五種共同漁業権遊漁規則の規定により交付された遊漁承認 

 証のうち期間を１年とする遊漁承認証及び埼玉県漁業協同組合連合会が発行した 

 県内共通遊漁承認証（平成２６年２月２８日まで有効とされたものに限る。）は、 

 この規則による承認を受けたものとみなす。 

 別記様式 （略）
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   児玉郡市漁業協同組合共第４号第五種共同漁業権遊漁規則 

 （目的） 

第１条 この規則は、児玉郡市漁業協同組合（以下「組合」という。）が免許を受 

 けた共第４号第五種共同漁業権に係る漁場（以下「漁場」という。）の区域にお 

 いて、組合員以外の者のする当該漁業権の対象となっている魚種（うぐい、おい 

 かわ、こい、ふな、うなぎ、どじょう、わかさぎ及びなまずをいう。）の採捕(以 

 下「遊漁｣という。）についての制限に関し必要な事項を定めることを目的とする。 

 （遊漁の承認及び遊漁料の納付義務） 

第２条 この漁場の区域内において遊漁をしようとする者は、あらかじめ組合に申 

 請してその承認を受けなければならない。 

２ 前項の規定による申請は、口頭によるものとする。 

３ 組合は、第１項の規定による申請があったときは、第１３条に規定する場合を 

 除き、第１項の承認をするものとする。 

４ 第１項の承認を受けた者は、直ちに第８条各項又は第９条各項に掲げる遊漁料 

 を納付しなければならない。 

 （漁具・漁法の制限） 

第３条 この漁場区域内で使用できる漁具・漁法は、さで網（すくい網を含む。以 

 下同じ。）、四つ手網、投網及び釣りに限る。 

２ 次の表のア欄に掲げる漁具・漁法による遊漁は、それぞれイ欄に掲げる規模の 

 範囲内でなければならない。 

 

 

 

 

 

３ 釣りについては、組合が定めて公示した漁具・漁法以外の漁具・漁法を使用し 

 て遊漁をしてはならない。 

 （遊漁期間） 

第４条 次の表のア欄に掲げる魚種を対象とする遊漁は、それぞれイ欄に掲げる期 

 間でなければならない。 

 

 

 

 （禁止区域） 

ア 漁具・漁法 イ 規模 

  さで網   間口１ｍ以下 

  四つ手網   長辺１．５ｍ以下 

  投網   円周２０ｍ以下 

  釣り   道糸２本以内 

 

ア 魚種 イ 期間 

  うぐい、おいかわ、こい、ふな、 

 うなぎ、どじょう、なまず、わかさぎ 

  １月１日から１２月３１日ま 

 で 

 



第５条 魚類の繁殖保護のため、組合が造成し、標識をもって表示した産卵場の区 

 域においては、当該表示期間は遊漁をしてはならない。 

２ 魚類の保護のため、魚道の区域においては、遊漁をしてはならない。 

 （釣り専用区等） 

第６条 次の表のア欄に掲げる区域においては、それぞれイ欄に掲げる期間は、釣 

 り以外の漁具・漁法を使用して遊漁をしてはならない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （体長制限） 

第７条 次の表のア欄に掲げる魚種については、それぞれイ欄に掲げる全長以下の 

 ものの遊漁をしてはならない。 

 

 

 

 （遊漁料の額及び納付の方法） 

第８条 次の表に掲げる魚種をそれぞれに掲げる漁具・漁法を使用して遊漁をする 

 場合の遊漁料の額は、次の表のとおりとし、その遊漁料は、組合事務所、組合が 

 公示する指定取扱店及び漁場監視員に納付するものとする。なお、料金は、消費 

 税及び地方消費税（以下「消費税等」という。）を含むものとする。 

 

 

 

 

 

 

 

  ただし、期間の欄の１年とは、３月１日から翌年２月末日までをいう。 

２ 前項の規定にかかわらず、小学生以下は無料とし、中学生及び身体障害者は同 

ア 区域 イ 期間 

  小山川（美里町殿ヶ谷戸、関越道の橋から下流５０

０ｍの砂防堰堤までの区域） 

  １月１日から 

 １２月３１日ま 

 で   備前渠川（本庄市大字久々宇、備前渠川第３樋管か 

 ら下流１５００ｍまでの区域） 

  志戸川（美里町関、関越道の橋から下流５００ｍの 

 砂防堰堤までの区域） 

  間瀬川（間瀬湖を含む全川） 

 

ア 魚種 イ 全長 

  こい   １８センチメートル 

  うなぎ   ２６センチメートル 

 

遊漁承認証名 魚   種 漁具・漁法 期間 料金（円） 

甲   種 うぐい、おいかわ、こい、ふ

な、うなぎ、どじょう、なま

ず、わかさぎ 

さで網、四

つ手網、投

網、釣り 

１年 ５，０００ 

１日 ５００ 

乙   種 うぐい、おいかわ、こい、ふ

な、うなぎ、どじょう、なま

ず 

釣り １年 ２，３００ 

１日 ４００ 

 



 項に規定する額の２分の１に相当する額とする。なお、料金は、消費税等を含む 

 ものとする。 

 （県内共通遊漁料の額及び納付の方法） 

第９条 前条各項の規定にかかわらず、次の表に掲げる魚種を釣り（リール釣りを 

 除く。）の漁具・漁法を使用して遊漁をする場合の遊漁料の額は、次の表のとお 

 りとし、その遊漁料は、遊漁承認証を発行する埼玉県漁業協同組合連合会、県内 

 各漁業協同組合事務所及び県内各漁業協同組合が公示する指定取扱店に納付する 

 ものとする。なお、料金は、消費税等を含むものとする。 

 

 

 

 

  ただし、期間の欄の１年とは、３月１日から翌年２月末日までをいう。 

２ 前項の規定にかかわらず、小学生以下は無料とし、身体障害者は同項に規定す 

 る額の２分の１に相当する額とする。なお、料金は、消費税等を含むものとする。 

 （遊漁承認証に関する事項） 

第１０条 組合は、第２条第１項の承認をしたときは、別記様式の遊漁承認証を交 

 付するものとする。 

２ 遊漁承認証は、他人に貸与してはならない。 

 （遊漁に際して守るべき事項） 

第１１条 遊漁者は、遊漁をする場合には、遊漁承認証を携帯し、漁場監視員の要 

 求があったときは、これを提示しなければならない。 

２ 遊漁者は、遊漁をする場合には、漁場監視員の指示に従わなければならない。 

３ 遊漁者は、遊漁をする場合には、相互に適当な距離を保ち、他の者の迷惑とな 

 る行為をしてはならない。 

 （漁場監視員） 

第１２条 漁場監視員は、この規則の励行に関して必要な指示を行うことができる。 

２ 漁場監視員は、別記様式の漁場監視員証を携帯し、かつ、漁場監視員であるこ 

 とを表示する腕章又は記章を付けるものとする。 

 （違反者に対する措置） 

第１３条 組合は、遊漁者がこの規則に違反したときは、直ちにその者に遊漁の中 

 止を命じ、又は以後、その者の遊漁を拒絶することができる。この場合において、 

 遊漁者が既に納付した遊漁料は、払い戻さないものとする。 

   附 則 

魚   種 漁具・漁法 遊漁承認証名 期間 料金（円） 

うぐい、おいかわ、こい、

ふな、うなぎ、どじょう、

なまず、わかさぎ 

釣り（リール

釣りを除く。） 

県内共通 １年 ５，０００ 

中学生県内共通 １年 １，０００ 

 



１ この規則は、平成２６年１月１日から施行する。 

２ 平成１６年１月１日から施行の児玉郡市漁業協同組合共第７号第五種共同漁業 

 権遊漁規則の規定により交付された遊漁承認証のうち期間を１年とする遊漁承認 

 証及び埼玉県漁業協同組合連合会が発行した県内共通遊漁承認証（平成２６年２ 

 月２８日まで有効とされたものに限る。）は、この規則による承認を受けたもの 

 とみなす。 

 別記様式 （略）
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   埼玉東部漁業協同組合共第５号第五種共同漁業権遊漁規則 

 （目的） 

第１条 この規則は、埼玉東部漁業協同組合（以下「組合」という。）が免許を受 

 けた共第５号第五種共同漁業権に係る漁場（以下「漁場」という。）の区域にお 

 いて、組合員以外の者のする当該漁業権の対象となっている魚種（おいかわ、こ 

 い、ふな、うなぎ、どじょう、わかさぎ及びなまずをいう。）の採捕（以下「遊 

 漁」という。）についての制限に関し必要な事項を定めることを目的とする。 

 （遊漁の承認及び遊漁料の納付義務） 

第２条 この漁場の区域内において遊漁をしようとする者は、あらかじめ組合に申 

 請してその承認を受けなければならない。 

２ 前項の規定による申請は、口頭によるものとする。 

３ 組合は、第１項の規定による申請があったときは、第１３条に規定する場合を 

 除き、第１項の承認をするものとする。 

４ 第１項の承認を受けた者は、直ちに第８条各項又は第９条各項に掲げる遊漁料 

 を納付しなければならない。 

 （漁具・漁法の制限） 

第３条 この漁場区域内で使用できる漁具・漁法は、さで網、うなぎ竹筒及び類似 

 の筒（以下「うなぎ竹筒」という。）、四つ手網、投網、置ばり及び釣りに限る。 

２ 釣りについては、組合が定めて公示した漁具・漁法以外の漁具・漁法を使用し 

 て遊漁をしてはならない。 

 （遊漁期間） 

第４条 次の表のア欄に掲げる魚種を対象とする遊漁は、それぞれイ欄に掲げる期 

 間でなければならない。 

 

 

 

２ 前項の規定にかかわらず、次の表のア欄に掲げる漁具・漁法は、それぞれイ欄 

 に掲げる期間でなければ遊漁をしてはならない。 

 

 

 

 

 

 

ア 魚種 イ 期間 

  おいかわ、こい、ふな、うなぎ、 

 どじょう、わかさぎ、なまず 

  １月１日から１２月３１日まで 

 

ア 漁業の方法 イ 期間 

  さで網、うなぎ竹筒（中川、古 

 利根川、元荒川を除く。）、四つ 

 手網、投網、置ばり及び釣り 

  １月１日から１２月３１日まで 

  うなぎ竹筒（中川、古利根川、 

 元荒川） 

  １月１日から３月３１日まで及び 

 ５月１６日から１２月３１日まで 



 （禁止区域） 

第５条 前条の規定にかかわらず、次の表のア欄に掲げる区域においては、それぞ 

 れイ欄に掲げる期間は、遊漁をしてはならない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 魚類の繁殖保護のため、組合が造成し、標識をもって表示した産卵場の区域に 

 おいては、当該表示期間は遊漁をしてはならない。 

３ 魚類の保護のため、魚道の区域においては、遊漁をしてはならない。 

 （釣り専用区等） 

第６条 次の表のア欄に掲げる区域においては、それぞれイ欄に掲げる期間は、釣 

 り以外の漁具・漁法を使用して遊漁をしてはならない。 

 

 

 

 

 

 

 

 （体長制限） 

第７条 次の表のア欄に掲げる魚種については、それぞれイ欄に掲げる全長以下の 

 ものの遊漁をしてはならない。 

 

 

 

 （遊漁料の額及び納付の方法） 

ア 区域 イ 期間 

  中川（八潮市垳（東京都境）、垳川合流点から上 

 流２００ｍまでの区域） 

  １月１日から 

 １２月３１日まで 

  大場川（八潮市古新田（東京都境）、中川合流点 

 から上流１００ｍまでの区域） 

  元荒川（越谷市相模町、瓦曽根堰上流２０ｍから 

 下流５０ｍまでの区域） 

  元荒川（さいたま市岩槻区末田、末田須賀堰上流 

 ５０ｍから下流１１０ｍまでの区域） 

  権現堂川（幸手市権現堂、中川合流点（越流堤） 

 から上流２００ｍまでの区域） 

 

ア 区域 イ 期間 

  大落古利根川（松伏町松伏、寿橋から下流１００ 

 ｍまでの区域） 

  １月１日から 

 １２月３１日まで 

   西用水路（逆川用水（越谷市東大沢、新内橋か 

 ら越谷市大沢、地蔵橋までの区域） 

  東京 西用水（越谷市西方、瓦曽根取入口から下 

 流２００ｍまでの区域） 

 

ア 魚種 イ 全長 

  こい   １８センチメートル 

  うなぎ   ２６センチメートル 

 



第８条 次の表に掲げる魚種をそれぞれに掲げる漁具・漁法を使用して遊漁をする 

 場合の遊漁料の額は、次の表のとおりとし、その遊漁料は、組合事務所、組合が 

 公示する指定取扱店及び漁場監視員に納付するものとする。なお、料金は、消費 

 税及び地方消費税（以下「消費税等」という。）を含むものとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ただし、期間の欄の１年とは、３月１日から翌年２月末日までをいう。 

２ 前項の規定にかかわらず、小学生以下は無料とし、中学生及び身体障害者は同 

 項に規定する額の２分の１に相当する額とする。なお、料金は、消費税等を含む 

 ものとする。 

 （県内共通遊漁料の額及び納付の方法） 

第９条 前条各項の規定にかかわらず、次の表に掲げる魚種を釣り（リール釣りを 

 除く。）の漁具・漁法を使用して遊漁をする場合の遊漁料の額は、次の表のとお 

 りとし、その遊漁料は、遊漁承認証を発行する埼玉県漁業協同組合連合会、県内 

 各漁業協同組合事務所及び県内各漁業協同組合が公示する指定取扱店に納付する 

 ものとする。なお、料金は、消費税等を含むものとする。 

 

 

 

 

  ただし、期間の欄の１年とは、３月１日から翌年２月末日までをいう。 

２ 前項の規定にかかわらず、小学生以下は無料とし、身体障害者は同項に規定す 

 る額の２分の１に相当する額とする。なお、料金は、消費税等を含むものとする。 

 （遊漁承認証に関する事項） 

第１０条 組合は、第２条第１項の承認をしたときは、別紙様式の遊漁承認証を交 

 付するものとする。 

遊漁承認証名 魚 種 漁具・漁法 期間 料金（円） 

特   種 おいかわ、こ

い、ふな、う

なぎ、どじょ

う、わかさぎ、

なまず 

四つ手網、投網、さで網（間

口１ｍ未満）、うなぎ竹筒、

置ばり、釣り 

１年 ８，０００ 

１日 １，０００ 

甲   種 四つ手網(間口３ｍ以下）、

投網（円周２０ｍ未満）、

さで網（間口１ｍ未満）、

うなぎ竹筒、置ばり、釣り 

１年 ５，０００ 

１日 ５００ 

乙   種 釣り（リール釣りを除く｡) １年 ３，０００ 

１日 ４００ 

 

魚   種 漁具・漁法 遊漁承認証名 期間 料金（円） 

おいかわ、こい、ふな、

うなぎ、どじょう、なま

ず、わかさぎ 

釣り（リール

釣 り を 除

く。) 

県内共通 １年 ５，０００ 

中学生県内共通 １年 １，０００ 

 



２ 遊漁承認証は、他人に貸与してはならない。 

 （遊漁に際して守るべき事項） 

第１１条 遊漁者は、遊漁をする場合には、遊漁承認証を携帯し、漁場監視員の要 

 求があったときは、これを提示しなければならない。 

２ 遊漁者は、遊漁をする場合には、漁場監視員の指示に従わなければならない。 

３ 遊漁者は、遊漁をする場合には、相互に適当な距離を保ち、他の者の迷惑とな 

 る行為をしてはならない。 

 （漁場監視員） 

第１２条 漁場監視員は、この規則の励行に関して必要な指示を行うことができる。 

２ 漁場監視員は、別記様式の漁場監視員証を携帯し、かつ、漁場監視員であるこ 

 とを表示する腕章又は記章を付けるものとする。 

 （違反者に対する措置） 

第１３条 組合は、遊漁者がこの規則に違反したときは、直ちにその者に遊漁の中 

 止を命じ、又は以後、その者の遊漁を拒絶することができる。この場合において、 

 遊漁者が既に納付した遊漁料は、払い戻さないものとする。 

   附 則 

１ この規則は、平成２６年１月１日から施行する。 

２ 平成１６年１月１日から施行の埼玉東部漁業協同組合共第６号第五種共同漁業 

 権遊漁規則の規定により交付された遊漁承認証のうち期間を１年とする遊漁承認 

 証及び埼玉県漁業協同組合連合会が発行した県内共通遊漁承認証（平成２６年２ 

 月２８日まで有効とされたものに限る。）は、この規則による承認を受けたもの 

 とみなす。 

 別記様式 （略）
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   埼玉県北部漁業協同組合共第５号第五種共同漁業権遊漁規則 

 （目的） 

第１条 この規則は、埼玉県北部漁業協同組合（以下「組合」という。）が免許を 

 受けた共第５号第五種共同漁業権に係る漁場（以下「漁場」という。）の区域に 

 おいて、組合員以外の者のする当該漁業権の対象となっている魚種（おいかわ、 

 こい、ふな、うなぎ、どじょう、わかさぎ及びなまずをいう。）の採捕（以下「遊 

 漁」という。）についての制限に関し必要な事項を定めることを目的とする。 

 （遊漁の承認及び遊漁料の納付義務） 

第２条 この漁場の区域内において遊漁をしようとする者は、あらかじめ組合に申 

 請してその承認を受けなければならない。 

２ 前項の規定による申請は、口頭によるものとする。 

３ 組合は、第１項の規定による申請があったときは、第１２条に規定する場合を 

 除き、第１項の承認をするものとする。 

４ 第１項の承認を受けた者は、直ちに第７条各項又は第８条各項に掲げる遊漁料 

 を納付しなければならない。 

 （漁具・漁法の制限） 

第３条 この漁場区域内で使用できる漁具・漁法は、四つ手網、投網、やす突及び 

 釣りに限る。 

２ 次の表のア欄に掲げる漁具・漁法による遊漁は、それぞれイ欄に掲げる規模の 

 範囲内でなければならない。 

 

 

 

 

３ 日没から日の出までは、釣り以外の漁具・漁法を使用して遊漁をしてはならな 

 い。 

４ 釣りについては、組合が定めて公示した漁具・漁法以外の漁具・漁法を使用し 

 て遊漁をしてはならない。 

 （遊漁期間） 

第４条 次の表のア欄に掲げる魚種を対象とする遊漁は、それぞれイ欄に掲げる期 

 間でなければならない。 

 

 

 

ア 漁具・漁法 イ 規模 

  四つ手網   間口１．５ｍ以下 

  投網   円周２０ｍ以下 

  釣り   道糸２本以内 

 

ア 魚種 イ 期間 

  おいかわ、こい、ふな、うなぎ、 

 なまず 

  １月１日から１２月３１日まで 

 



 

 

 

 （禁止区域） 

第５条 魚類の繁殖保護のため、組合が造成し、標識をもって表示した産卵場の区 

 域においては、当該表示期間は遊漁をしてはならない。 

２ 魚類の保護のため、魚道の区域においては、遊漁をしてはならない。 

 （体長制限） 

第６条 次の表のア欄に掲げる魚種については、それぞれイ欄に掲げる全長以下の 

 ものの遊漁をしてはならない。 

 

 

 

 （遊漁料の額及び納付の方法） 

第７条 次の表に掲げる魚種をそれぞれに掲げる漁具・漁法を使用して遊漁をする 

 場合の遊漁料の額は、次の表のとおりとし、その遊漁料は、組合事務所、組合が 

 公示する指定取扱店及び漁場監視員に納付するものとする。なお、料金は、消費 

 税及び地方消費税（以下「消費税等」という。）を含むものとする。 

 

 

 

 

 

  ただし、期間の欄の１年とは、３月１日から翌年２月末日までをいう。 

２ 前項の規定にかかわらず、小学生以下は無料とし、中学生及び身体障害者は同 

 項に規定する額の２分の１に相当する額とする。なお、料金は、消費税等を含む 

 ものとする。 

 （県内共通遊漁料の額及び納付の方法） 

第８条 前条各項の規定にかかわらず、次の表に掲げる魚種を釣り（リール釣りを 

 除く。）の漁具・漁法を使用して遊漁をする場合の遊漁料の額は、次の表のとお 

 りとし、その遊漁料は、遊漁承認証を発行する埼玉県漁業協同組合連合会、県内 

 各漁業協同組合事務所及び県内各漁業協同組合が公示する指定取扱店に納付する 

 ものとする。なお、料金は、消費税等を含むものとする。 

 

  どじょう   １月１日から４月３０日まで及 

 び８月１日から１２月３１日まで 

  わかさぎ   １０月１日から３月３１日まで 

 

ア 魚種 イ 全長 

  こい   １８センチメートル 

  うなぎ   ２６センチメートル 

 

遊漁承認証名 魚   種 漁具・漁法 期間 料金（円） 

甲   種 おいかわ、こい、ふな、

うなぎ、どじょう、な

まず、わかさぎ 

四つ手網、投網、

やす突、釣り 

１年 ５，０００ 

１日 ８００ 

乙   種 釣り １年 ３，０００ 

１日 ５００ 

 

魚   種 漁具・漁法 遊漁承認証名 期間 料金（円） 

 



 

 

 

  ただし、期間の欄の１年とは、３月１日から翌年２月末日までをいう。 

２ 前項の規定にかかわらず、小学生以下は無料とし、身体障害者は同項に規定す 

 る額の２分の１に相当する額とする。なお、料金は、消費税等を含むものとする。 

 （遊漁承認証に関する事項） 

第９条 組合は、第２条第１項の承認をしたときは、別記様式の遊漁承認証を交付 

 するものとする。 

２ 遊漁承認証は、他人に貸与してはならない。 

 （遊漁に際して守るべき事項） 

第１０条 遊漁者は、遊漁をする場合には、遊漁承認証を携帯し、漁場監視員の要 

 求があったときは、これを提示しなければならない。 

２ 遊漁者は、遊漁をする場合には、漁場監視員の指示に従わなければならない。 

３ 遊漁者は、遊漁をする場合には、相互に適当な距離を保ち、他の者の迷惑とな 

 る行為をしてはならない。 

 （漁場監視員） 

第１１条 漁場監視員は、この規則の励行に関して必要な指示を行うことができる。 

２ 漁場監視員は、別記様式の漁場監視員証を携帯し、かつ、漁場監視員であるこ 

 とを表示する腕章又は記章を付けるものとする。 

 （違反者に対する措置） 

第１２条 組合は、遊漁者がこの規則に違反したときは、直ちにその者に遊漁の中 

 止を命じ、又は以後、その者の遊漁を拒絶することができる。この場合において、 

 遊漁者が既に納付した遊漁料は、払い戻さないものとする。 

   附 則 

１ この規則は、平成２６年１月１日から施行する。 

２ 平成２６年２月２８日まで承認された、平成１６年１月１日から施行の埼玉県 

 北部漁業協同組合共第６号第五種共同漁業権遊漁規則の規定により交付された遊 

 漁承認証のうち期間を１年とする遊漁承認証及び埼玉県漁業協同組合連合会が発

行した県内共通遊漁承認証（平成２６年２月２８日まで有効とされたものに限る。）

は、この規則による承認を受けたものとみなす。 

 別記様式 （略）

おいかわ、こい、ふな、

うなぎ、どじょう、な

まず、わかさぎ 

釣り（リール釣

りを除く。） 

県内共通 １年 ５，０００ 

中学生県内共通 １年 １，０００ 
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   入間漁業協同組合共第６号第五種共同漁業権遊漁規則 

 （目的） 

第１条 この規則は、入間漁業協同組合（以下「組合」という。）が免許を受けた 

 共第６号第五種共同漁業権に係る漁場（以下「漁場」という。）の区域において、 

 組合員以外の者のする当該漁業権の対象となっている魚種（あゆ、ます類、うぐ 

 い、おいかわ、こい、ふな及びうなぎをいう。）の採捕（以下「遊漁」という。） 

 についての制限に関し必要な事項を定めることを目的とする。 

 （遊漁の承認及び遊漁料の納付義務） 

第２条 この漁場の区域内において遊漁しようとする者は、あらかじめ組合に申請 

 してその承認を受けなければならない。 

２ 前項の規定による申請は、口頭によるものとする。 

３ 組合は、第１項の規定による申請があったときは、第１２条に規定する場合を 

 除き、第１項の承認をするものとする。 

４ 第１項の承認を受けた者は、直ちに第７条各項又は第８条各項の遊漁料を納付 

 しなければならない。 

５ 前項の規定にかかわらず、入間漁業協同組合埼玉県共第２号及び第３号第五種 

 共同漁業権遊漁規則又は奥多摩漁業協同組合東京都内共第４号第五種共同漁業権 

 遊漁規則により発行した遊漁承認証を持つ者は、遊漁の承認を受け、及び遊漁料 

 を納めた者とみなす。 

 （漁具・漁法の制限） 

第３条 この漁場区域内で使用できる漁具・漁法は、釣りに限る。 

２ 次の表のア欄に掲げる漁具・漁法による遊漁は、イ欄に掲げる規模の範囲内で 

 なければならない。 

 

 

３ この漁場の区域内では、日没から日の出までの間は、遊漁してはならない。 

４ 釣りについては、組合で定めて公示した漁具・漁法以外の漁具・漁法を使用し 

 て遊漁してはならない。 

 （遊漁期間） 

第４条 次の表のア欄に掲げる魚種を対象とする遊漁は、それぞれイ欄に掲げる期 

 間でなければならない。 

 

 

 

ア 漁具・漁法 イ 規模 

  釣り   道糸１本 

 

ア 魚種 イ 遊漁期間 

  あゆ   組合が定めて公示した日から１２月３１日まで 

  ます類   ３月１日から９月３０日まで 

 



 

 

 （禁止区域） 

第５条 魚類の繁殖保護のため、組合が造成し、標識をもって表示した産卵場の区 

 域においては、当該表示期間は遊漁してはならない。 

２ 魚類保護のため、魚道の上流５ｍから下流５ｍまでの区域においては、遊漁を 

 してはならない。 

 （体長制限） 

第６条 次の表のア欄に掲げる魚種については、イ欄に掲げる全長以下のものを遊 

 漁してはならない。 

 

 

 

 

 （遊漁料の額及び納付の方法） 

第７条 次の表に掲げる魚種をそれぞれに掲げる漁具・漁法を使用して遊漁をする 

 場合の遊漁料の額は、次表のとおりとし、その遊漁料は、組合事務所、組合が公 

 示する組合指定取扱店及び漁場監視員に納付するものとする。なお、料金は、消 

 費税及び地方消費税（以下「消費税等」という。）を含むものとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ただし、期間の欄の１年とは３月１日から翌年２月末日までとし、料金の欄 

 の「現」とは遊漁承認証を現場で取扱ったものをいう。 

ア 魚種 イ 全長 

  ます類   全長１５センチメートル 

  こい   全長１８センチメートル 

  うなぎ   全長２６センチメートル 

 

遊漁承認証名 対 象 魚 種 漁具・漁法 期間 料金（円） 

甲   種 あゆ、ます類、うぐい、

おいかわ、こい、ふな、

うなぎ 

釣り １年 ７，５００ 

１日 ２，１００ 

現３，０００ 

ます類券 ます類、うぐい、おい

かわ、こい、ふな、う

なぎ 

１日 １，２００ 

現２，０００ 

特 乙 券 うぐい、おいかわ、こ

い、ふな、うなぎ 

１年 ４，０００ 

１日 ７００ 

現１，０００ 

乙   券 うぐい、おいかわ、こ

い、ふな、うなぎ 

釣り（リール釣

りを除く。） 

１年 ２，６００ 

１日 ４００ 

現５００ 

 

  うぐい、おいかわ、 

 こい、ふな、うなぎ 

  １月１日から１２月３１日まで 

 



２ 前項の規定にかかわらず、中学生以下は無料とし、身体障害者は同項に規定す 

 る額の２分の１に相当する額とする。なお、料金は、消費税等を含むものとする。 

 （県内共通遊漁料の額及び納付の方法） 

第８条 前条各項の規定にかかわらず、次の表に掲げる魚種を釣り（リール釣りを 

 除く。）の漁具・漁法を使用して遊漁する場合の遊漁料の額は、次の表のとおり 

 とし、その遊漁料は、遊漁承認証を発行する埼玉県漁業協同組合連合会、県内各 

 漁業協同組合事務所及び県内各漁業協同組合が公示する指定取扱店において納付 

 するものとする。なお、料金は、消費税等を含むものとする。 

 

 

 

 

  ただし、期間の欄の１年とは、３月１日から翌年２月末日までをいう。 

２ 前項の規定にかかわらず、小学生以下は無料とし、身体障害者は同項に規定す 

 る額の２分の１に相当する額とする。なお、料金は、消費税等を含むものとする。 

 （遊漁承認証に関する事項） 

第９条 組合は、第２条第１項の承認をしたときは、別記様式の遊漁承認証を交付 

 するものとする。 

２ 遊漁承認証は、他人に貸与してはならない。 

 （遊漁に際して守るべき事項） 

第１０条 遊漁者は遊漁をする場合には、遊漁承認証を携帯し、漁場監視員の要求 

 があったときは、これを提示しなければならない。 

２ 遊漁者は、遊漁をする場合には、漁場監視員の指示に従わなければならない。 

３ 遊漁者は、遊漁をする場合には、相互に適当な距離を保ち、他の者の迷惑とな 

 る行為をしてはならない。 

 （漁場監視員） 

第１１条 漁場監視員は、この規則の遵守に関して必要な指示を行うことができる。 

２ 漁場監視員は、別記様式の漁場監視員証を携帯し、かつ、漁場監視員であるこ 

 とを表示する腕章又は記章を付けるものとする。 

 （違反者に対する措置） 

第１２条 組合は、遊漁者がこの規則に違反したときは、直ちにその者に遊漁の中 

 止を命じ、又は以後、その者の遊漁を拒絶することができる。この場合において、 

 遊漁者が既に納付した遊漁料は、払い戻さないものとする。 

   附 則 

魚  種 漁具・漁法 遊漁承認証名 期間 料金（円） 区 域 

うぐい、おいか

わ、こい、ふな、

うなぎ 

釣り（リー

ル釣りを

除く。） 

県内共通 １年 ５，０００ 埼 玉 県

の 区 域

内 

中学生県内共通 １年 １，０００ 

 



１ この規則は、平成２６年１月１日から施行する。 

２ 平成１６年１月１日から施行の入間漁業協同組合共第１０号第五種共同漁業権 

 遊漁規則及び奥多摩漁業協同組合共第１０号第五種共同漁業権遊漁規則の規定に 

 より交付された遊漁承認証のうち期間を１年とする遊漁承認証並びに埼玉県漁業 

 協同組合連合会が発行した県内共通遊漁承認証（平成２６年２月２８日まで有効 

 とされたものに限る。）は、この規則による承認を受けたものとみなす。 

 別記様式 （略）
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   奥多摩漁業協同組合共第６号第五種共同漁業権遊漁規則 

 （目的） 

第１条 この規則は、奥多摩漁業協同組合（以下「組合」という。）が免許を受け 

 た共第６号第五種共同漁業権に係る漁場（以下「漁場」という。）の区域におい 

 て、組合員以外の者のする当該漁業権の対象となっている魚種（あゆ、ます類、 

 うぐい、おいかわ、こい、ふな及びうなぎをいう。）の採捕（以下「遊漁」とい 

 う。）についての制限に関し必要な事項を定めることを目的とする。 

 （遊漁の承認及び遊漁料の納付義務） 

第２条 この漁場の区域内において遊漁しようとする者は、あらかじめ組合に申請 

 してその承認を受けなければならない。 

２ 前項の規定による申請は、口頭によるものとする。 

３ 組合は、第１項の規定による申請があったときは、第１２条に規定する場合を 

 除き、第１項の承認をするものとする。 

４ 第１項の承認を受けた者は、直ちに第７条各項又は第８条各項の遊漁料を納付 

 しなければならない。 

５ 前項の規定にかかわらず、入間漁業協同組合埼玉県共第２号及び第３号第五種 

 共同漁業権遊漁規則又は奥多摩漁業協同組合東京都内共第４号第五種共同漁業権 

 遊漁規則により発行した遊漁承認証を持つ者は、遊漁の承認を受け、及び遊漁料 

 を納めた者とみなす。 

 （漁具・漁法の制限） 

第３条 この漁場区域内で使用できる漁具・漁法は、釣りに限る。 

２ 次の表のア欄に掲げる漁具・漁法による遊漁は、イ欄に掲げる規模の範囲内で 

 なければならない。 

 

 

３ この漁場の区域内では、日没から日の出までの間は、遊漁してはならない。 

４ 釣りについては、組合で定めて公示した漁具・漁法以外の漁具・漁法を使用し 

 て遊漁してはならない。 

 （遊漁期間） 

第４条 次の表のア欄に掲げる魚種を対象とする遊漁は、それぞれイ欄に掲げる期 

 間でなければならない。 

 

 

 

ア 漁具・漁法 イ 規模 

  釣り   道糸１本 

 

ア 魚種 イ 遊漁期間 

  あゆ   組合で定めて公示した日から１２月３１日まで 

  ます類   ３月１日から９月３０日まで 

 



 

 

 （禁止区域） 

第５条 魚類の繁殖保護のため、組合が造成し、標識をもって表示した産卵場の区 

 域においては、当該表示期間は遊漁してはならない。 

２ 魚類保護のため、魚道の上流５ｍから下流５ｍまでの区域においては、遊漁を 

 してはならない。 

 （体長制限） 

第６条 次の表のア欄に掲げる魚種については、イ欄に掲げる全長以下のものを遊 

 漁してはならない。 

 

 

 

 

 （遊漁料の額及び納付の方法） 

第７条 次の表に掲げる魚種をそれぞれに掲げる漁具・漁法を使用して遊漁をする 

 場合の遊漁料の額は、次表のとおりとし、その遊漁料は、組合事務所、組合が公 

 示する指定取扱店及び漁場監視員に納付するものとする。なお、料金は、消費税 

 及び地方消費税（以下「消費税等」という。）を含むものとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ただし、期間の欄の１年とは３月１日から翌年２月末日までとし、料金の欄の

「現」とは遊漁承認証を現場で取り扱ったものをいう。 

２ 前項の規定にかかわらず、中学生以下は無料とし、身体障害者は同項に規定す 

  うぐい、おいかわ、 

 こい、ふな、うなぎ 

  １月１日から１２月３１日まで 

 

ア 魚種 イ 全長 

  ます類   全長１５センチメートル 

  こい   全長１８センチメートル 

  うなぎ   全長２６センチメートル 

 

遊漁承認証名 対 象 魚 種 漁具・漁法 期間 料金（円） 

甲   種 あゆ、ます類、うぐい、お

いかわ、こい、ふな、うな

ぎ 

釣り １年 ７，５００ 

１日 ２，１００ 

現３，０００ 

ます類券 ます類、うぐい、おいかわ、

こい、ふな、うなぎ 

１日 １，２００ 

現２，０００ 

特 乙 券 うぐい、おいかわ、こい、

ふな、うなぎ 

１年 ４，０００ 

１日 ７００ 

現１，０００ 

乙   券 うぐい、おいかわ、こい、

ふな、うなぎ 

釣り（リー

ル釣りを

除く。） 

１年 ２，６００ 

１日 ４００ 

現５００ 

 



 る額の２分の１に相当する額とする。なお、料金は、消費税等を含むものとする。 

 （県内共通遊漁料の額及び納付の方法） 

第８条 前条各項の規定にかかわらず、次の表に掲げる魚種を釣り（リール釣りを 

 除く。）の漁具・漁法を使用して遊漁する場合の遊漁料の額は、次の表のとおり 

 とし、その遊漁料は、遊漁承認証を発行する埼玉県漁業協同組合連合会、県内各 

 漁業協同組合事務所及び県内各漁業協同組合が公示する指定取扱店において納付 

 するものとする。なお、料金は、消費税等を含むものとする。 

 

 

 

 

  ただし、期間の欄の１年とは３月１日から翌年２月末日までをいう。 

２ 前項の規定にかかわらず、小学生以下は無料とし、身体障害者は同項に規定す 

 る額の２分の１に相当する額とする。なお、料金は、消費税等を含むものとする。 

 （遊漁承認証に関する事項） 

第９条 組合は、第２条第１項の承認をしたときは、別記様式の遊漁承認証を交付 

 するものとする。 

２ 遊漁承認証は、他人に貸与してはならない。 

 （遊漁に際して守るべき事項） 

第１０条 遊漁者は、遊漁をする場合には、遊漁承認証を携帯し、漁場監視員の要 

 求があったときは、これを提示しなければならない。 

２ 遊漁者は、遊漁をする場合には、漁場監視員の指示に従わなければならない。 

３ 遊漁者は、遊漁をする場合には、相互に適当な距離を保ち、他の者の迷惑とな 

 る行為をしてはならない。 

 （漁場監視員） 

第１１条 漁場監視員は、この規則の遵守に関して必要な指示を行うことができる。 

２ 漁場監視員は、別記様式の漁場監視員証を携帯し、かつ、漁場監視員であるこ 

 とを表示する腕章又は記章を付けるものとする。 

 （違反者に対する措置） 

第１２条 組合は、遊漁者がこの規則に違反したときは、直ちにその者に遊漁の中 

 止を命じ、又は以後、その者の遊漁を拒絶することができる。この場合において、 

 遊漁者が既に納付した遊漁料は、払い戻さないものとする。 

   附 則 

１ この規則は、平成２６年１月１日から施行する。 

魚   種 漁具・漁法 遊漁承認証名 区 域 期間 料金（円） 

うぐい、おいか

わ、こい、ふな、

うなぎ 

釣り（リー

ル釣りを

除く。） 

県内共通 埼 玉 県

の 区 域

内 

１年 ５，０００ 

中学生県内共通 １年 １，０００ 

 



２ 平成１６年１月１日から施行の入間漁業協同組合共第１０号第五種共同漁業権 

 遊漁規則及び奥多摩漁業協同組合共第１０号第五種共同漁業権遊漁規則の規定に 

 より交付された遊漁承認証のうち期間を１年とする遊漁承認証並びに埼玉県漁業 

 協同組合連合会が発行した県内共通遊漁承認証（平成２６年２月２８日まで有効 

 とされたものに限る。）は、この規則による承認を受けたものとみなす。 

 別記様式 （略）
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   埼玉南部漁業協同組合及び東京東部漁業協同組合共第７号第五種共同漁業権 

   遊漁規則 

 （目的） 

第１条 この規則は、埼玉南部漁業協同組合及び東京東部漁業協同組合（以下「組 

 合」という。）が免許を受けた共第７号第五種共同漁業権に係る漁場（以下「漁 

 場」という。）の区域において、組合員以外の者のする当該漁業権の対象となっ 

 ている魚種（こい、ふな、うなぎ及びなまずをいう。）の採捕（以下「遊漁」と 

 いう。）についての制限に関し必要な事項を定めることを目的とする。 

 （遊漁の承認及び遊漁料の納付義務） 

第２条 この漁場の区域内において遊漁をしようとする者は、あらかじめ組合に申 

 請してその承認を受けなければならない。 

２ 前項の規定による申請は、口頭によるものとする。 

３ 組合は、第１項の規定による申請があったときは、第１１条に規定する場合を 

 除き、第１項の承認をするものとする。 

４ 第１項の承認を受けた者は、直ちに第７条各項に掲げる遊漁料を納付しなけれ 

 ばならない。 

５ 前項の規定にかかわらず、埼玉南部漁業協同組合共第２号、３号及び５号第五 

 種共同漁業権遊漁規則により発行した遊漁承認証を持つものは、遊漁の承認を受 

 け、及び遊漁料を納めた者とみなす。 

６ 第４項の規定にかかわらず、埼玉県漁業協同組合連合会が発行する県内共通遊 

 漁承認証を持つ者は、埼玉県区域で遊漁をする場合に限り、遊漁の承認を受け、 

 及び遊漁料を納めた者とみなす。 

 （漁具・漁法の制限） 

第３条 この漁場区域内で使用できる漁具・漁法は、さで網、四つ手網、投網、や 

 す突、旗網及び釣りに限る。 

２ 次の表のア欄に掲げる漁具・漁法による遊漁は、それぞれイ欄に掲げる規模の 

 範囲内でなければならない。 

 

 

 

 

３ 釣りについては、組合が定めて公示した漁具・漁法以外の漁具・漁法を使用し 

 て遊漁をしてはならない。 

 （遊漁期間） 

ア 漁具・漁法 イ 規模 

  四つ手網   長辺３ｍ未満 

  投網   円周２０ｍ未満 

  釣り   道糸３本以内、幅は３ｍの範囲内 

 



第４条 次の表のア欄に掲げる魚種を対象とする遊漁は、それぞれイ欄に掲げる期 

 間でなければならない。 

 

 

 （禁止区域） 

第５条 魚類の繁殖保護のため、組合が造成し、標識をもって表示した産卵場の区 

 域においては、当該表示期間は遊漁をしてはならない。 

 （体長制限） 

第６条 次の表のア欄に掲げる魚種については、それぞれイ欄に掲げる全長以下の 

 ものの遊漁をしてはならない。 

 

 

 

 （遊漁料の額及び納付の方法） 

第７条 次の表に掲げる魚種をそれぞれに掲げる漁具・漁法を使用して遊漁をする 

 場合の遊漁料の額は、次の表のとおりとし、その遊漁料は、組合事務所、組合が 

 公示する指定取扱店及び漁場監視員に納付するものとする。なお、料金は、消費 

 税及び地方消費税（以下「消費税等」という。）を含むものとする。 

 

 

 

 

 

 

 

   

  ただし、期間の欄の１年とは、３月１日から翌年２月末日までをいう。 

２ 前項の規定にかかわらず、小学生以下、身体障害者及び満８０歳以上の高齢者 

 は無料とし、中学生については乙種は無料とする。 

 （遊漁承認証に関する事項） 

第８条 組合は、第２条第１項の承認をしたときは、別紙様式の遊漁承認証を交付 

 するものとする。 

２ 遊漁承認証は、他人に貸与してはならない。 

 （遊漁に際して守るべき事項） 

ア 魚種 イ 期間 

  こい、ふな、うなぎ、なまず   １月１日から１２月３１日まで 

 

ア 魚種 イ 全長 

  こい   １８センチメートル 

  うなぎ   ２６センチメートル 

 

遊漁承認証名 魚   種 漁具・漁法 期間 料金（円） 

甲   種 こい、ふな、う

なぎ、なまず 

四つ手網、投網、釣り（手

釣り・竿釣り） 

１年 ４，５００ 

１日 １，０００ 

乙   種 釣り（手釣り・竿釣り） １年 ４，０００ 

１日 ６００ 

釣り（手釣り・竿釣り。

ただし、リール釣りを除

く。） 

１年 ３，０００ 

１日 ４００ 

 



第９条 遊漁者は、遊漁をする場合には、遊漁承認証を携帯し、漁場監視員の要求 

 があったときは、これを提示しなければならない。 

２ 遊漁者は、遊漁をする場合には、漁場監視員の指示に従わなければならない。 

３ 遊漁者は、遊漁をする場合には、相互に適当な距離を保ち、他の者の迷惑とな 

 る行為をしてはならない。 

 （漁場監視員） 

第１０条 漁場監視員は、この規則の励行に関して必要な指示を行うことができる。 

２ 漁場監視員は、別記様式の漁場監視員証を携帯し、かつ、漁場監視員であるこ 

 とを表示する腕章又は記章を付けるものとする。 

 （違反者に対する措置） 

第１１条 組合は、遊漁者がこの規則に違反したときは、直ちにその者に遊漁の中 

 止を命じ、又は以後、その者の遊漁を拒絶することができる。この場合において、 

 遊漁者が既に納付した遊漁料は、払い戻さないものとする。 

   附 則 

１ この規則は、平成２６年１月１日から施行する。 

２ 平成１６年１月１日から施行の埼玉南部漁業協同組合共第２号、共第５号、共 

 第６号及び共第８号第五種共同漁業権遊漁規則の規定により交付された遊漁承認 

 証のうち期間を１年とする遊漁承認証及び埼玉県漁業協同組合連合会が発行した 

 県内共通遊漁承認証（平成２６年２月２８日まで有効とされたものに限る。）は、 

 この規則による承認を受けたものとみなす。 

 別記様式 （略）
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   埼玉南部漁業協同組合及び東京東部漁業協同組合共第７号第五種共同漁業権 

   遊漁規則 

 （目的） 

第１条 この規則は、埼玉南部漁業協同組合及び東京東部漁業協同組合（以下「組 

 合」という。）が免許を受けた共第７号第五種共同漁業権に係る漁場（以下「漁 

 場」という。）の区域において、組合員以外の者のする当該漁業権の対象となっ 

 ている魚種（こい、ふな、うなぎ及びなまずをいう。）の採捕（以下「遊漁」と 

 いう。）についての制限に関し必要な事項を定めることを目的とする。 

 （遊漁の承認及び遊漁料の納付義務） 

第２条 この漁場の区域内において遊漁をしようとする者は、あらかじめ組合に申 

 請してその承認を受けなければならない。 

２ 前項の規定による申請は、口頭によるものとする。 

３ 組合は、第１項の規定による申請があったときは、第１１条に規定する場合を 

 除き、第１項の承認をするものとする。 

４ 第１項の承認を受けた者は、直ちに第７条各項に掲げる遊漁料を納付しなけれ 

 ばならない。 

５ 前項の規定にかかわらず、埼玉南部漁業協同組合共第２号、３号及び５号第五 

 種共同漁業権遊漁規則により発行した遊漁承認証を持つものは、遊漁の承認を受 

 け、及び遊漁料を納めた者とみなす。 

６ 第４項の規定にかかわらず、埼玉県漁業協同組合連合会が発行する県内共通遊 

 漁承認証を持つ者は、埼玉県区域で遊漁をする場合に限り、遊漁の承認を受け、 

 及び遊漁料を納めた者とみなす。 

 （漁具・漁法の制限） 

第３条 この漁場区域内で使用できる漁具・漁法は、さで網、四つ手網、投網、や 

 す突、旗網及び釣りに限る。 

２ 次の表のア欄に掲げる漁具・漁法による遊漁は、それぞれイ欄に掲げる規模の

範囲内でなければならない。 

 

 

 

 

３ 釣りについては、組合が定めて公示した漁具・漁法以外の漁具・漁法を使用し 

 て遊漁をしてはならない。 

 （遊漁期間） 

ア 漁具・漁法 イ 規模 

  四つ手網   長辺３ｍ未満 

  投網   円周２０ｍ未満 

  釣り   道糸３本以内、幅は３ｍの範囲内 

 



第４条 次の表のア欄に掲げる魚種を対象とする遊漁は、それぞれイ欄に掲げる期 

 間でなければならない。 

 

 

 （禁止区域） 

第５条 魚類の繁殖保護のため、組合が造成し、標識をもって表示した産卵場の区 

 域においては、当該表示期間は遊漁をしてはならない。 

 （体長制限） 

第６条 次の表のア欄に掲げる魚種については、それぞれイ欄に掲げる全長以下の 

 ものの遊漁をしてはならない。 

 

 

 

 （遊漁料の額及び納付の方法） 

第７条 次の表に掲げる魚種をそれぞれに掲げる漁具・漁法を使用して遊漁をする 

 場合の遊漁料の額は、次の表のとおりとし、その遊漁料は、組合事務所、組合が 

 公示する指定取扱店及び漁場監視員に納付するものとする。なお、料金は、消費 

 税及び地方消費税（以下「消費税等」という。）を含むものとする。 

 

 

 

 

 

 

 

   

  ただし、期間の欄の１年とは、３月１日から翌年２月末日までをいう。 

２ 前項の規定にかかわらず、小学生以下、身体障害者及び満８０歳以上の高齢者 

 は無料とし、中学生については乙種は無料とする。 

 （遊漁承認証に関する事項） 

第８条 組合は、第２条第１項の承認をしたときは、別紙様式の遊漁承認証を交付 

 するものとする。 

２ 遊漁承認証は、他人に貸与してはならない。 

 （遊漁に際して守るべき事項） 

ア 魚種 イ 期間 

  こい、ふな、うなぎ、なまず   １月１日から１２月３１日まで 

 

ア 魚種 イ 全長 

  こい   １８センチメートル 

  うなぎ   ２６センチメートル 

 

遊漁承認証名 魚   種 漁具・漁法 期間 料金（円） 

甲   種 こい、ふな、う

なぎ、なまず 

四つ手網、投網、釣り（手

釣り・竿釣り） 

１年 ４，５００ 

１日 １，０００ 

乙   種 釣り（手釣り・竿釣り） １年 ４，０００ 

１日 ６００ 

釣り（手釣り・竿釣り。

ただし、リール釣りを除

く。） 

１年 ３，０００ 

１日 ４００ 

 



第９条 遊漁者は、遊漁をする場合には、遊漁承認証を携帯し、漁場監視員の要求 

 があったときは、これを提示しなければならない。 

２ 遊漁者は、遊漁をする場合には、漁場監視員の指示に従わなければならない。 

３ 遊漁者は、遊漁をする場合には、相互に適当な距離を保ち、他の者の迷惑とな 

 る行為をしてはならない。 

 （漁場監視員） 

第１０条 漁場監視員は、この規則の励行に関して必要な指示を行うことができる。 

２ 漁場監視員は、別記様式の漁場監視員証を携帯し、かつ、漁場監視員であるこ 

 とを表示する腕章又は記章を付けるものとする。 

 （違反者に対する措置） 

第１１条 組合は、遊漁者がこの規則に違反したときは、直ちにその者に遊漁の中 

 止を命じ、又は以後、その者の遊漁を拒絶することができる。この場合において、

遊漁者が既に納付した遊漁料は、払い戻さないものとする。 

   附 則 

１ この規則は、平成２６年１月１日から施行する。 

２ 平成１６年１月１日から施行の埼玉南部漁業協同組合共第２号、共第５号、共 

 第６号及び共第８号第五種共同漁業権遊漁規則の規定により交付された遊漁承認 

 証のうち期間を１年とする遊漁承認証及び埼玉県漁業協同組合連合会が発行した 

 県内共通遊漁承認証（平成２６年２月２８日まで有効とされたものに限る。）は、 

 この規則による承認を受けたものとみなす。 

 別記様式 （略）
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   埼玉中央漁業協同組合、児玉郡市漁業協同組合、埼玉県北部漁業協同組合、 

   烏川漁業協同組合及び東毛漁業協同組合共第８号第五種共同漁業権遊漁規則 

 （目的） 

第１条 この規則は、埼玉中央漁業協同組合、児玉郡市漁業協同組合、埼玉県北部 

 漁業協同組合、烏川漁業協同組合及び東毛漁業協同組合（以下「組合」という。） 

 が免許を受けた共第８号第五種共同漁業権に係る漁場（以下「漁場」という。） 

 の区域において、組合員以外の者のする当該漁業権の対象となっている魚種（あ 

 ゆ、ます類、うぐい、おいかわ、こい、ふな、うなぎ、どじょう、なまず及びわ 

 かさぎをいう。以下同じ。）の採捕（以下「遊漁」という。）についての制限に 

 関し必要な事項を定めることを目的とする。 

 （遊漁の承認及び遊漁料の納付義務） 

第２条 この漁場の区域内において遊漁しようとする者は、あらかじめ漁場を管轄 

 する組合に申請してその承認を受けなければならない。 

２ 前項の規定による申請は、口頭によるものとする。 

３ 組合は、前項の規定による申請があったときは、第１１条に規定する場合を除 

 き、第１項の承認をするものとする。 

４ 第１項の承認を受けた者は、直ちに第７条第１項に掲げる遊漁料を納付しなけ 

 ればならない。 

５ 前項の規定にかかわらず、漁場を管轄する組合が別途定めた第五種共同漁業権 

 遊漁規則により発行した遊漁承認証のうち、期間を１年とする遊漁承認証を持つ 

 者は、うぐい、おいかわ、こい、ふな、うなぎ、どじょう及びなまずを釣りで遊 

 漁する場合に限り、遊漁の承認及び遊漁料を納めた者とみなす。 

６ 前２項の規定にかかわらず、埼玉県漁業協同組合連合会が発行した県内共通遊 

 漁承認証を持つ者は、利根川（右岸に限る。）、烏川（右岸に限る。）及び神流 

 川の区域内において、うぐい、おいかわ、こい、ふな、うなぎ、どじょう及びな 

 まずを釣り（リール釣りを除く。）で遊漁する場合に限り、遊漁の承認及び遊漁 

 料を納めた者とみなす。 

 （漁具・漁法の制限） 

第３条 この漁場区域内で使用できる漁具・漁法は、釣りに限る。 

２ 釣りについては、組合が定めて公示した漁具・漁法以外の漁具・漁法を使用し 

 て採捕してはならない。 

 （遊漁期間） 

第４条 次の表のア欄に掲げる魚種を対象とする遊漁は、それぞれイ欄に掲げる期 

 間でなければならない。 



 

 

 

 

 

 

 

 （禁止区域） 

第５条 前条の規定にかかわらず、次の表のア欄に掲げる区域においては、それぞ 

 れイ欄に掲げる期間中は、ウ欄に掲げる魚種を遊漁してはならない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 魚類の繁殖保護のため、組合が造成し、標識をもって表示した産卵場の区域に 

 おいては、当該表示期間中は遊漁をしてはならない。 

３ 魚類の保護のため、魚道の区域においては、遊漁をしてはならない。 

 （体長制限） 

第６条 次の表のア欄に掲げる魚種については、それぞれイ欄に掲げる全長以下の 

 ものを遊漁してはならない。 

 

 

 

 

 

ア 魚種 イ 期間 

  あゆ   ６月１日以降で組合で定めて公 

 示した日から１２月３１日まで 

  ます類   ３月１日から９月３０日まで 

  うぐい、おいかわ、こい、ふな、 

 うなぎ、どじょう、なまず 

  １月１日から１２月３１日まで 

  わかさぎ   １０月１日から３月３１日まで 

 

ア 区域 イ 期間 ウ 魚種 

  利根川（右岸埼玉県行田市須加、左 

 岸群馬県千代田町上中森、利根大堰上 

 流１６０メートルから下流２００メー 

 トルまでの区域） 

  １月１日から９ 

 月３０日まで 

  全魚種 

  利根川（右岸埼玉県行田市須加、左 

 岸群馬県千代田町上中森、利根大堰上 

 流１６０メートルから下流５００メー 

 トルまでの区域） 

  １０月１日から 

 １２月３１日まで 

  全魚種 

  利根川（右岸埼玉県深谷市中瀬、左 

 岸群馬県伊勢崎市境平塚、上武大橋上 

 流１５００メートルから下流５００メ 

 ートルまでの区域） 

  １０月１日から 

 １０月３１日まで 

  あゆ 

 

ア 魚種 イ 全長 

  ます類   全長１５センチメートル 

  こい   全長１８センチメートル 

  うなぎ   埼玉県域は全長２６センチメートル 

  群馬県域は全長３０センチメートル 

 



 （遊漁料の額及び納付の方法） 

第７条 第３条第１項に掲げる漁具・漁法を使用して遊漁をする場合の遊漁料の額 

 は次の表のとおりとする。なお、料金は、消費税及び地方消費税を含むものとす 

 る。 

 

 

 

 

 

 

 

２ 前項に規定する遊漁料は、次の表に掲げる共有組合の事務所、共有組合がそれ 

 ぞれ別途規則で公示する指定取扱店及び共有組合の漁場監視員に納付するものと 

 する。 

 

 

 

 

 

 

 （遊漁承認証に関する事項） 

第８条 組合は、第２条第１項の承認をしたときは、別記様式の遊漁承認証を交付 

 するものとする。 

２ 遊漁承認証は、他人に貸与してはならない。 

 （遊漁に際して守るべき事項） 

第９条 遊漁者は、遊漁をする場合には、遊漁承認証を携帯し、漁場監視員の要求 

 があったときは、これを提示しなければならない。 

２ 遊漁者は、遊漁に際しては、漁場監視員の指示に従わなければならない。 

３ 遊漁者は、遊漁に際しては、相互に適当な距離を保ち、他の者の迷惑となる行 

 為をしてはならない。 

４ 遊漁者は、次に掲げる区域においては、川底を撹はんし、遊漁してはならない。 

 一 第５条第２項の標識がある産卵場の付近の区域 

 二 人工ふ化放流の標識の付近の区域 

 （漁場監視員） 

遊漁承認証名 対  象  魚  種 漁具・漁法 期間 料金（円） 

埼玉県共第８

号共通 

あゆ、ます類、うぐい、おい

かわ、こい、ふな、うなぎ、

どじょう、なまず、わかさぎ 

釣り １日 １，０００ 

うぐい、おいかわ、こい、ふ

な、うなぎ、どじょう、なま

ず 

５００ 

 

漁業協同組合名 所    在    地 

埼玉中央漁業協同組合 埼玉県熊谷市久下１８３１番地 

児玉郡市漁業協同組合 埼玉県本庄市本庄４丁目８番３３号 

埼玉県北部漁業協同組合 埼玉県加須市愛宕１番地９号４７ 

烏川漁業協同組合 群馬県高崎市倉賀野町７９４番地２４ 

東毛漁業協同組合 群馬県伊勢崎市曲輪町２１番５号 

 



第１０条 漁場監視員は、この規則の励行に関して必要な指示を行うことができる。 

２ 漁場監視員は、別記様式の漁場監視員証を携帯し、かつ、漁場監視員であるこ 

 とを表示する腕章（記章）を付けるものとする。 

 （違反者に対する措置） 

第１１条 組合は、遊漁者がこの規則に違反したときは、直ちにその者に遊漁の中 

 止を命じ、又は以後、その者の遊漁を拒絶することがある。この場合、遊漁者が 

 既に納付した遊漁料の払戻しはしないものとする。 

   附 則 

 この規則は、平成２６年１月１日から施行する。 

 別記様式 （略）
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   埼玉中央漁業協同組合、児玉郡市漁業協同組合、埼玉県北部漁業協同組合、 

   烏川漁業協同組合及び東毛漁業協同組合共第８号第五種共同漁業権遊漁規則 

 （目的） 

第１条 この規則は、埼玉中央漁業協同組合、児玉郡市漁業協同組合、埼玉県北部 

 漁業協同組合、烏川漁業協同組合及び東毛漁業協同組合（以下「組合」という。） 

 が免許を受けた共第８号第五種共同漁業権に係る漁場（以下「漁場」という。） 

 の区域において、組合員以外の者のする当該漁業権の対象となっている魚種（あ 

 ゆ、ます類、うぐい、おいかわ、こい、ふな、うなぎ、どじょう、なまず及びわ 

 かさぎをいう。以下同じ。）の採捕（以下「遊漁」という。）についての制限に 

 関し必要な事項を定めることを目的とする。 

 （遊漁の承認及び遊漁料の納付義務） 

第２条 この漁場の区域内において遊漁しようとする者は、あらかじめ漁場を管轄 

 する組合に申請してその承認を受けなければならない。 

２ 前項の規定による申請は、口頭によるものとする。 

３ 組合は、前項の規定による申請があったときは、第１１条に規定する場合を除 

 き、第１項の承認をするものとする。 

４ 第１項の承認を受けた者は、直ちに第７条第１項に掲げる遊漁料を納付しなけ 

 ればならない。 

５ 前項の規定にかかわらず、漁場を管轄する組合が別途定めた第五種共同漁業権 

 遊漁規則により発行した遊漁承認証のうち、期間を１年とする遊漁承認証を持つ 

 者は、うぐい、おいかわ、こい、ふな、うなぎ、どじょう及びなまずを釣りで遊 

 漁する場合に限り、遊漁の承認及び遊漁料を納めた者とみなす。 

６ 前２項の規定にかかわらず、埼玉県漁業協同組合連合会が発行した県内共通遊 

 漁承認証を持つ者は、利根川（右岸に限る。）、烏川（右岸に限る。）及び神流 

 川の区域内において、うぐい、おいかわ、こい、ふな、うなぎ、どじょう及びな 

 まずを釣り（リール釣りを除く。）で遊漁する場合に限り、遊漁の承認及び遊漁 

 料を納めた者とみなす。 

 （漁具・漁法の制限） 

第３条 この漁場区域内で使用できる漁具・漁法は、釣りに限る。 

２ 釣りについては、組合が定めて公示した漁具・漁法以外の漁具・漁法を使用し 

 て採捕してはならない。 

 （遊漁期間） 

第４条 次の表のア欄に掲げる魚種を対象とする遊漁は、それぞれイ欄に掲げる期 

 間でなければならない。 



 

 

 

 

 

 

 

 （禁止区域） 

第５条 前条の規定にかかわらず、次の表のア欄に掲げる区域においては、それぞ 

 れイ欄に掲げる期間中は、ウ欄に掲げる魚種を遊漁してはならない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 魚類の繁殖保護のため、組合が造成し、標識をもって表示した産卵場の区域に 

 おいては、当該表示期間中は遊漁をしてはならない。 

３ 魚類の保護のため、魚道の区域においては、遊漁をしてはならない。 

 （体長制限） 

第６条 次の表のア欄に掲げる魚種については、それぞれイ欄に掲げる全長以下の 

 ものを遊漁してはならない。 

 

 

 

 

 

ア 魚種 イ 期間 

  あゆ   ６月１日以降で組合で定めて公 

 示した日から１２月３１日まで 

  ます類   ３月１日から９月３０日まで 

  うぐい、おいかわ、こい、ふな、 

 うなぎ、どじょう、なまず 

  １月１日から１２月３１日まで 

  わかさぎ   １０月１日から３月３１日まで 

 

ア 区域 イ 期間 ウ 魚種 

  利根川（右岸埼玉県行田市須加、左 

 岸群馬県千代田町上中森、利根大堰上 

 流１６０メートルから下流２００メー 

 トルまでの区域） 

  １月１日から９ 

 月３０日まで 

  全魚種 

  利根川（右岸埼玉県行田市須加、左 

 岸群馬県千代田町上中森、利根大堰上 

 流１６０メートルから下流５００メー 

 トルまでの区域） 

  １０月１日から 

 １２月３１日まで 

  全魚種 

  利根川（右岸埼玉県深谷市中瀬、左 

 岸群馬県伊勢崎市境平塚、上武大橋上 

 流１５００メートルから下流５００メ 

 ートルまでの区域） 

  １０月１日から 

 １０月３１日まで 

  あゆ 

 

ア 魚種 イ 全長 

  ます類   全長１５センチメートル 

  こい   全長１８センチメートル 

  うなぎ   埼玉県域は全長２６センチメートル 

  群馬県域は全長３０センチメートル 

 



 （遊漁料の額及び納付の方法） 

第７条 第３条第１項に掲げる漁具・漁法を使用して遊漁をする場合の遊漁料の額 

 は、次の表のとおりとする。なお、料金は、消費税及び地方消費税を含むものと 

 する。 

 

 

 

 

 

 

 

２ 前項に規定する遊漁料は、次の表に掲げる共有組合の事務所、共有組合がそれ 

 ぞれ別途規則で公示する指定取扱店及び共有組合の漁場監視員に納付するものと 

 する。 

 

 

 

 

 

 

 （遊漁承認証に関する事項） 

第８条 組合は、第２条第１項の承認をしたときは、別記様式の遊漁承認証を交付 

 するものとする。 

２ 遊漁承認証は、他人に貸与してはならない。 

 （遊漁に際して守るべき事項） 

第９条 遊漁者は、遊漁をする場合には、遊漁承認証を携帯し、漁場監視員の要求 

 があったときは、これを提示しなければならない。 

２ 遊漁者は、遊漁に際しては、漁場監視員の指示に従わなければならない。 

３ 遊漁者は、遊漁に際しては、相互に適当な距離を保ち、他の者の迷惑となる行 

 為をしてはならない。 

４ 遊漁者は、次に掲げる区域においては、川底を撹はんし、遊漁してはならない。 

 一 第５条第２項の標識がある産卵場の付近の区域 

 二 人工ふ化放流の標識の付近の区域 

 （漁場監視員） 

遊漁承認証名 対  象  魚  種 漁具・漁法 期間 料金（円） 

埼玉県共第８

号共通 

あゆ、ます類、うぐい、おい

かわ、こい、ふな、うなぎ、

どじょう、なまず、わかさぎ 

釣り １日 １，０００ 

うぐい、おいかわ、こい、ふ

な、うなぎ、どじょう、なま

ず 

５００ 

 

漁業協同組合名 所    在    地 

埼玉中央漁業協同組合 埼玉県熊谷市久下１８３１番地 

児玉郡市漁業協同組合 埼玉県本庄市本庄４丁目８番３３号 

埼玉県北部漁業協同組合 埼玉県加須市愛宕１番地９号４７ 

烏川漁業協同組合 群馬県高崎市倉賀野町７９４番地２４ 

東毛漁業協同組合 群馬県伊勢崎市曲輪町２１番５号 

 



第１０条 漁場監視員は、この規則の励行に関して必要な指示を行うことができる。 

２ 漁場監視員は、別記様式の漁場監視員証を携帯し、かつ、漁場監視員であるこ 

 とを表示する腕章（記章）を付けるものとする。 

 （違反者に対する措置） 

第１１条 組合は、遊漁者がこの規則に違反したときは、直ちにその者に遊漁の中 

 止を命じ、又は以後、その者の遊漁を拒絶することがある。この場合、遊漁者が 

 既に納付した遊漁料の払戻しはしないものとする。 

   附 則 

 この規則は、平成２６年１月１日から施行する。 

 別記様式 （略）
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   埼玉中央漁業協同組合、児玉郡市漁業協同組合、埼玉県北部漁業協同組合、 

   烏川漁業協同組合及び東毛漁業協同組合共第８号第五種共同漁業権遊漁規則 

 （目的） 

第１条 この規則は、埼玉中央漁業協同組合、児玉郡市漁業協同組合、埼玉県北部 

 漁業協同組合、烏川漁業協同組合及び東毛漁業協同組合（以下「組合」という。） 

 が免許を受けた共第８号第五種共同漁業権に係る漁場（以下「漁場」という。） 

 の区域において、組合員以外の者のする当該漁業権の対象となっている魚種（あ 

 ゆ、ます類、うぐい、おいかわ、こい、ふな、うなぎ、どじょう、なまず及びわ 

 かさぎをいう。以下同じ。）の採捕（以下「遊漁」という。）についての制限に 

 関し必要な事項を定めることを目的とする。 

 （遊漁の承認及び遊漁料の納付義務） 

第２条 この漁場の区域内において遊漁しようとする者は、あらかじめ漁場を管轄 

 する組合に申請してその承認を受けなければならない。 

２ 前項の規定による申請は、口頭によるものとする。 

３ 組合は、前項の規定による申請があったときは、第１１条に規定する場合を除 

 き、第１項の承認をするものとする。 

４ 第１項の承認を受けた者は、直ちに第７条第１項に掲げる遊漁料を納付しなけ 

 ればならない。 

５ 前項の規定にかかわらず、漁場を管轄する組合が別途定めた第五種共同漁業権 

 遊漁規則により発行した遊漁承認証のうち、期間を１年とする遊漁承認証を持つ 

 者は、うぐい、おいかわ、こい、ふな、うなぎ、どじょう及びなまずを釣りで遊 

 漁する場合に限り、遊漁の承認及び遊漁料を納めた者とみなす。 

６ 前２項の規定にかかわらず、埼玉県漁業協同組合連合会が発行した県内共通遊 

 漁承認証を持つ者は、利根川（右岸に限る。）、烏川（右岸に限る。）及び神流 

 川の区域内において、うぐい、おいかわ、こい、ふな、うなぎ、どじょう及びな 

 まずを釣り（リール釣りを除く。）で遊漁する場合に限り、遊漁の承認及び遊漁 

 料を納めた者とみなす。 

 （漁具・漁法の制限） 

第３条 この漁場区域内で使用できる漁具・漁法は、釣りに限る。 

２ 釣りについては、組合が定めて公示した漁具・漁法以外の漁具・漁法を使用し 

 て採捕してはならない。 

 （遊漁期間） 

第４条 次の表のア欄に掲げる魚種を対象とする遊漁は、それぞれイ欄に掲げる期 

 間でなければならない。 



 

 

 

 

 

 

 

 （禁止区域） 

第５条 前条の規定にかかわらず、次の表のア欄に掲げる区域においては、それぞ 

 れイ欄に掲げる期間中は、ウ欄に掲げる魚種を遊漁してはならない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 魚類の繁殖保護のため、組合が造成し、標識をもって表示した産卵場の区域に 

 おいては、当該表示期間中は遊漁をしてはならない。 

３ 魚類の保護のため、魚道の区域においては、遊漁をしてはならない。 

 （体長制限） 

第６条 次の表のア欄に掲げる魚種については、それぞれイ欄に掲げる全長以下の 

 ものを遊漁してはならない。 

 

 

 

 

 

ア 魚種 イ 期間 

  あゆ   ６月１日以降で組合で定めて公 

 示した日から１２月３１日まで 

  ます類   ３月１日から９月３０日まで 

  うぐい、おいかわ、こい、ふな、 

 うなぎ、どじょう、なまず 

  １月１日から１２月３１日まで 

  わかさぎ   １０月１日から３月３１日まで 

 

ア 区域 イ 期間 ウ 魚種 

  利根川（右岸埼玉県行田市須加、左 

 岸群馬県千代田町上中森、利根大堰上 

 流１６０メートルから下流２００メー 

 トルまでの区域） 

  １月１日から９ 

 月３０日まで 

  全魚種 

  利根川（右岸埼玉県行田市須加、左 

 岸群馬県千代田町上中森、利根大堰上 

 流１６０メートルから下流５００メー 

 トルまでの区域） 

  １０月１日から 

 １２月３１日まで 

  全魚種 

  利根川（右岸埼玉県深谷市中瀬、左 

 岸群馬県伊勢崎市境平塚、上武大橋上 

 流１５００メートルから下流５００メ 

 ートルまでの区域） 

  １０月１日から 

 １０月３１日まで 

  あゆ 

 

ア 魚種 イ 全長 

  ます類   全長１５センチメートル 

  こい   全長１８センチメートル 

  うなぎ   埼玉県域は全長２６センチメートル 

  群馬県域は全長３０センチメートル 

 



 （遊漁料の額及び納付の方法） 

第７条 第３条第１項に掲げる漁具・漁法を使用して遊漁をする場合の遊漁料の額 

 は次の表のとおりとする。なお、料金は、消費税及び地方消費税を含むものとす 

 る。 

 

 

 

 

 

 

 

２ 前項に規定する遊漁料は、次の表に掲げる共有組合の事務所、共有組合がそれ 

 ぞれ別途規則で公示する指定取扱店及び共有組合の漁場監視員に納付するものと 

 する。 

 

 

 

 

 

 

 （遊漁承認証に関する事項） 

第８条 組合は、第２条第１項の承認をしたときは、別記様式の遊漁承認証を交付 

 するものとする。 

２ 遊漁承認証は、他人に貸与してはならない。 

 （遊漁に際して守るべき事項） 

第９条 遊漁者は、遊漁をする場合には、遊漁承認証を携帯し、漁場監視員の要求 

 があったときは、これを提示しなければならない。 

２ 遊漁者は、遊漁に際しては、漁場監視員の指示に従わなければならない。 

３ 遊漁者は、遊漁に際しては、相互に適当な距離を保ち、他の者の迷惑となる行 

 為をしてはならない。 

４ 遊漁者は、次に掲げる区域においては、川底を撹はんし、遊漁してはならない。 

 一 第５条第２項の標識がある産卵場の付近の区域 

 二 人工ふ化放流の標識の付近の区域 

 （漁場監視員） 

遊漁承認証名 対  象  魚  種 漁具・漁法 期間 料金（円） 

埼玉県共第８

号共通 

あゆ、ます類、うぐい、おい

かわ、こい、ふな、うなぎ、

どじょう、なまず、わかさき 

釣り １日 １，０００ 

うぐい、おいかわ、こい、ふ

な、うなぎ、どじょう、なま

ず 

５００ 

 

漁業協同組合名 所    在    地 

埼玉中央漁業協同組合 埼玉県熊谷市久下１８３１番地 

児玉郡市漁業協同組合 埼玉県本庄市本庄４丁目８番３３号 

埼玉県北部漁業協同組合 埼玉県加須市愛宕１番地９号４７ 

烏川漁業協同組合 群馬県高崎市倉賀野町７９４番地２４ 

東毛漁業協同組合 群馬県伊勢崎市曲輪町２１番５号 

 



第１０条 漁場監視員は、この規則の励行に関して必要な指示を行うことができる。 

２ 漁場監視員は、別記様式の漁場監視員証を携帯し、かつ、漁場監視員であるこ 

 とを表示する腕章（記章）を付けるものとする。 

 （違反者に対する措置） 

第１１条 組合は、遊漁者がこの規則に違反したときは、直ちにその者に遊漁の中 

 止を命じ、又は以後、その者の遊漁を拒絶することがある。この場合、遊漁者が 

 既に納付した遊漁料の払戻しはしないものとする。 

   附 則 

 この規則は、平成２６年１月１日から施行する。 

 別記様式 （略）
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   埼玉中央漁業協同組合、児玉郡市漁業協同組合、埼玉県北部漁業協同組合、 

   烏川漁業協同組合及び東毛漁業協同組合共第８号第五種共同漁業権遊漁規則 

 （目的） 

第１条 この規則は、埼玉中央漁業協同組合、児玉郡市漁業協同組合、埼玉県北部 

 漁業協同組合、烏川漁業協同組合及び東毛漁業協同組合（以下「組合」という。） 

 が免許を受けた共第８号第五種共同漁業権に係る漁場（以下「漁場」という。） 

 の区域において、組合員以外の者のする当該漁業権の対象となっている魚種（あ 

 ゆ、ます類、うぐい、おいかわ、こい、ふな、うなぎ、どじょう、なまず及びわ 

 かさぎをいう。以下同じ。）の採捕（以下「遊漁」という。）についての制限に 

 関し必要な事項を定めることを目的とする。 

 （遊漁の承認及び遊漁料の納付義務） 

第２条 この漁場の区域内において遊漁しようとする者は、あらかじめ漁場を管轄 

 する組合に申請してその承認を受けなければならない。 

２ 前項の規定による申請は、口頭によるものとする。 

３ 組合は、前項の規定による申請があったときは、第１１条に規定する場合を除 

 き、第１項の承認をするものとする。 

４ 第１項の承認を受けた者は、直ちに第７条第１項に掲げる遊漁料を納付しなけ 

 ればならない。 

５ 前項の規定にかかわらず、漁場を管轄する組合が別途定めた第五種共同漁業権 

 遊漁規則により発行した遊漁承認証のうち、期間を１年とする遊漁承認証を持つ 

 者は、うぐい、おいかわ、こい、ふな、うなぎ、どじょう及びなまずを釣りで遊 

 漁する場合に限り、遊漁の承認及び遊漁料を納めた者とみなす。 

６ 前２項の規定にかかわらず、埼玉県漁業協同組合連合会が発行した県内共通遊 

 漁承認証を持つ者は、利根川（右岸に限る。）、烏川（右岸に限る。）及び神流 

 川の区域内において、うぐい、おいかわ、こい、ふな、うなぎ、どじょう及びな 

 まずを釣り（リール釣りを除く。）で遊漁する場合に限り、遊漁の承認及び遊漁 

 料を納めた者とみなす。 

 （漁具・漁法の制限） 

第３条 この漁場区域内で使用できる漁具・漁法は、釣りに限る。 

２ 釣りについては、組合が定めて公示した漁具・漁法以外の漁具・漁法を使用し 

 て採捕してはならない。 

 （遊漁期間） 

第４条 次の表のア欄に掲げる魚種を対象とする遊漁は、それぞれイ欄に掲げる期 

 間でなければならない。 



 

 

 

 

 

 

 

 （禁止区域） 

第５条 前条の規定にかかわらず、次の表のア欄に掲げる区域においては、それぞ 

 れイ欄に掲げる期間中は、ウ欄に掲げる魚種を遊漁してはならない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 魚類の繁殖保護のため、組合が造成し、標識をもって表示した産卵場の区域に 

 おいては、当該表示期間中は遊漁をしてはならない。 

３ 魚類の保護のため、魚道の区域においては、遊漁をしてはならない。 

 （体長制限） 

第６条 次の表のア欄に掲げる魚種については、それぞれイ欄に掲げる全長以下の 

 ものを遊漁してはならない。 

 

 

 

 

 

ア 魚種 イ 期間 

  あゆ   ６月１日以降で組合で定めて公 

 示した日から１２月３１日まで 

  ます類   ３月１日から９月３０日まで 

  うぐい、おいかわ、こい、ふな、 

 うなぎ、どじょう、なまず 

  １月１日から１２月３１日まで 

  わかさぎ   １０月１日から３月３１日まで 

 

ア 区域 イ 期間 ウ 魚種 

  利根川（右岸埼玉県行田市須加、左 

 岸群馬県千代田町上中森、利根大堰上 

 流１６０メートルから下流２００メー 

 トルまでの区域） 

  １月１日から９ 

 月３０日まで 

  全魚種 

  利根川（右岸埼玉県行田市須加、左 

 岸群馬県千代田町上中森、利根大堰上 

 流１６０メートルから下流５００メー 

 トルまでの区域） 

  １０月１日から 

 １２月３１日まで 

  全魚種 

  利根川（右岸埼玉県深谷市中瀬、左 

 岸群馬県伊勢崎市境平塚、上武大橋上 

 流１５００メートルから下流５００メ 

 ートルまでの区域） 

  １０月１日から 

 １０月３１日まで 

  あゆ 

 

ア 魚種 イ 全長 

  ます類   全長１５センチメートル 

  こい   全長１８センチメートル 

  うなぎ   埼玉県域は全長２６センチメートル 

  群馬県域は全長３０センチメートル 

 



 （遊漁料の額及び納付の方法） 

第７条 第３条第１項に掲げる漁具・漁法を使用して遊漁をする場合の遊漁料の額 

 は次の表のとおりとする。なお、料金は、消費税及び地方消費税を含むものとす 

 る。 

 

 

 

 

 

 

 

２ 前項に規定する遊漁料は、次の表に掲げる共有組合の事務所、共有組合がそれ 

 ぞれ別途規則で公示する指定取扱店及び共有組合の漁場監視員に納付するものと 

 する。 

 

 

 

 

 

 

 （遊漁承認証に関する事項） 

第８条 組合は、第２条第１項の承認をしたときは、別記様式の遊漁承認証を交付 

 するものとする。 

２ 遊漁承認証は、他人に貸与してはならない。 

 （遊漁に際して守るべき事項） 

第９条 遊漁者は、遊漁をする場合には、遊漁承認証を携帯し、漁場監視員の要求 

 があったときは、これを提示しなければならない。 

２ 遊漁者は、遊漁に際しては、漁場監視員の指示に従わなければならない。 

３ 遊漁者は、遊漁に際しては、相互に適当な距離を保ち、他の者の迷惑となる行 

 為をしてはならない。 

４ 遊漁者は、次に掲げる区域においては、川底を撹はんし、遊漁してはならない。 

 一 第５条第２項の標識がある産卵場の付近の区域 

 二 人工ふ化放流の標識の付近の区域 

 （漁場監視員） 

遊漁承認証名 対  象  魚  種 漁具・漁法 期間 料金（円） 

埼玉県共第８

号共通 

あゆ、ます類、うぐい、おい

かわ、こい、ふな、うなぎ、

どじょう、なまず、わかさぎ 

釣り １日 １，０００ 

うぐい、おいかわ、こい、ふ

な、うなぎ、どじょう、なま

ず 

５００ 

 

漁業協同組合名 所    在    地 

埼玉中央漁業協同組合 埼玉県熊谷市久下１８３１番地 

児玉郡市漁業協同組合 埼玉県本庄市本庄４丁目８番３３号 

埼玉県北部漁業協同組合 埼玉県加須市愛宕１番地９号４７ 

烏川漁業協同組合 群馬県高崎市倉賀野町７９４番地２４ 

東毛漁業協同組合 群馬県伊勢崎市曲輪町２１番５号 

 



第１０条 漁場監視員は、この規則の励行に関して必要な指示を行うことができる。 

２ 漁場監視員は、別記様式の漁場監視員証を携帯し、かつ、漁場監視員であるこ 

 とを表示する腕章（記章）を付けるものとする。 

 （違反者に対する措置） 

第１１条 組合は、遊漁者がこの規則に違反したときは、直ちにその者に遊漁の中 

 止を命じ、又は以後、その者の遊漁を拒絶することがある。この場合、遊漁者が 

 既に納付した遊漁料の払戻しはしないものとする。 

   附 則 

 この規則は、平成２６年１月１日から施行する。 

 別記様式 （略）
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   埼玉中央漁業協同組合、児玉郡市漁業協同組合、埼玉県北部漁業協同組合、 

   烏川漁業協同組合及び東毛漁業協同組合共第８号第五種共同漁業権遊漁規則 

 （目的） 

第１条 この規則は、埼玉中央漁業協同組合、児玉郡市漁業協同組合、埼玉県北部 

 漁業協同組合、烏川漁業協同組合及び東毛漁業協同組合（以下「組合」という。） 

 が免許を受けた共第８号第五種共同漁業権に係る漁場（以下「漁場」という。） 

 の区域において、組合員以外の者のする当該漁業権の対象となっている魚種（あ 

 ゆ、ます類、うぐい、おいかわ、こい、ふな、うなぎ、どじょう、なまず及びわ 

 かさぎをいう。以下同じ。）の採捕（以下「遊漁」という。）についての制限に 

 関し必要な事項を定めることを目的とする。 

 （遊漁の承認及び遊漁料の納付義務） 

第２条 この漁場の区域内において遊漁しようとする者は、あらかじめ漁場を管轄 

 する組合に申請してその承認を受けなければならない。 

２ 前項の規定による申請は、口頭によるものとする。 

３ 組合は、前項の規定による申請があったときは、第１１条に規定する場合を除 

 き、第１項の承認をするものとする。 

４ 第１項の承認を受けた者は、直ちに第７条第１項に掲げる遊漁料を納付しなけ 

 ればならない。 

５ 前項の規定にかかわらず、漁場を管轄する組合が別途定めた第五種共同漁業権 

 遊漁規則により発行した遊漁承認証のうち、期間を１年とする遊漁承認証を持つ 

 者は、うぐい、おいかわ、こい、ふな、うなぎ、どじょう及びなまずを釣りで遊 

 漁する場合に限り、遊漁の承認及び遊漁料を納めた者とみなす。 

６ 前２項の規定にかかわらず、埼玉県漁業協同組合連合会が発行した県内共通遊 

 漁承認証を持つ者は、利根川（右岸に限る。）、烏川（右岸に限る。）及び神流 

 川の区域内において、うぐい、おいかわ、こい、ふな、うなぎ、どじょう及びな 

 まずを釣り（リール釣りを除く。）で遊漁する場合に限り、遊漁の承認及び遊漁 

 料を納めた者とみなす。 

 （漁具・漁法の制限） 

第３条 この漁場区域内で使用できる漁具・漁法は、釣りに限る。 

２ 釣りについては、組合が定めて公示した漁具・漁法以外の漁具・漁法を使用し 

 て採捕してはならない。 

 （遊漁期間） 

第４条 次の表のア欄に掲げる魚種を対象とする遊漁は、それぞれイ欄に掲げる期 

 間でなければならない。 



 

 

 

 

 

 

 

 （禁止区域） 

第５条 前条の規定にかかわらず、次の表のア欄に掲げる区域においては、それぞ 

 れイ欄に掲げる期間中は、ウ欄に掲げる魚種を遊漁してはならない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 魚類の繁殖保護のため、組合が造成し、標識をもって表示した産卵場の区域に 

 おいては、当該表示期間中は遊漁をしてはならない。 

３ 魚類の保護のため、魚道の区域においては、遊漁をしてはならない。 

 （体長制限） 

第６条 次の表のア欄に掲げる魚種については、それぞれイ欄に掲げる全長以下の 

 ものを遊漁してはならない。 

 

 

 

 

 

ア 魚種 イ 期間 

  あゆ   ６月１日以降で組合で定めて公 

 示した日から１２月３１日まで 

  ます類   ３月１日から９月３０日まで 

  うぐい、おいかわ、こい、ふな、 

 うなぎ、どじょう、なまず 

  １月１日から１２月３１日まで 

  わかさぎ   １０月１日から３月３１日まで 

 

ア 区域 イ 期間 ウ 魚種 

  利根川（右岸埼玉県行田市須加、左 

 岸群馬県千代田町上中森、利根大堰上 

 流１６０メートルから下流２００メー 

 トルまでの区域） 

  １月１日から９ 

 月３０日まで 

  全魚種 

  利根川（右岸埼玉県行田市須加、左 

 岸群馬県千代田町上中森、利根大堰上 

 流１６０メートルから下流５００メー 

 トルまでの区域） 

  １０月１日から 

 １２月３１日まで 

  全魚種 

  利根川（右岸埼玉県深谷市中瀬、左 

 岸群馬県伊勢崎市境平塚、上武大橋上 

 流１５００メートルから下流５００メ 

 ートルまでの区域） 

  １０月１日から 

 １０月３１日まで 

  あゆ 

 

ア 魚種 イ 全長 

  ます類   全長１５センチメートル 

  こい   全長１８センチメートル 

  うなぎ   埼玉県域は全長２６センチメートル 

  群馬県域は全長３０センチメートル 

 



 （遊漁料の額及び納付の方法） 

第７条 第３条第１項に掲げる漁具・漁法を使用して遊漁をする場合の遊漁料の額 

 は次の表のとおりとする。なお、料金は、消費税及び地方消費税を含むものとす 

 る。 

 

 

 

 

 

 

 

２ 前項に規定する遊漁料は、次の表に掲げる共有組合の事務所、共有組合がそれ 

 ぞれ別途規則で公示する指定取扱店及び共有組合の漁場監視員に納付するものと 

 する。 

 

 

 

 

 

 

 （遊漁承認証に関する事項） 

第８条 組合は、第２条第１項の承認をしたときは、別記様式の遊漁承認証を交付 

 するものとする。 

２ 遊漁承認証は、他人に貸与してはならない。 

 （遊漁に際して守るべき事項） 

第９条 遊漁者は、遊漁をする場合には、遊漁承認証を携帯し、漁場監視員の要求 

 があったときは、これを提示しなければならない。 

２ 遊漁者は、遊漁に際しては、漁場監視員の指示に従わなければならない。 

３ 遊漁者は、遊漁に際しては、相互に適当な距離を保ち、他の者の迷惑となる行 

 為をしてはならない。 

４ 遊漁者は、次に掲げる区域においては、川底を撹はんし、遊漁してはならない。 

 一 第５条第２項の標識がある産卵場の付近の区域 

 二 人工ふ化放流の標識の付近の区域 

 （漁場監視員） 

遊漁承認証名 対  象  魚  種 漁具・漁法 期間 料金（円） 

埼玉県共第８

号共通 

あゆ、ます類、うぐい、おい

かわ、こい、ふな、うなぎ、

どじょう、なまず、わかさき 

釣り １日 １，０００ 

うぐい、おいかわ、こい、ふ

な、うなぎ、どじょう、なま

ず 

５００ 

 

漁業協同組合名 所    在    地 

埼玉中央漁業協同組合 埼玉県熊谷市久下１８３１番地 

児玉郡市漁業協同組合 埼玉県本庄市本庄４丁目８番３３号 

埼玉県北部漁業協同組合 埼玉県加須市愛宕１番地９号４７ 

烏川漁業協同組合 群馬県高崎市倉賀野町７９４番地２４ 

東毛漁業協同組合 群馬県伊勢崎市曲輪町２１番５号 

 



第１０条 漁場監視員は、この規則の励行に関して必要な指示を行うことができる。 

２ 漁場監視員は、別記様式の漁場監視員証を携帯し、かつ、漁場監視員であるこ 

 とを表示する腕章（記章）を付けるものとする。 

 （違反者に対する措置） 

第１１条 組合は、遊漁者がこの規則に違反したときは、直ちにその者に遊漁の中 

 止を命じ、又は以後、その者の遊漁を拒絶することがある。この場合、遊漁者が 

 既に納付した遊漁料の払戻しはしないものとする。 

   附 則 

 この規則は、平成２６年１月１日から施行する。 

 別記様式 （略） 



告 
 

示 

 
 

 
次
の
よ
う
に
保
安
林
の
指
定
を
解
除
す
る
予
定
で
あ
る
か
ら
、
森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律

第
二
百
四
十
九
号
）
第
三
十
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
六
年
三
月
二
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

一 

解
除
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所 

 

埼
玉
県
所
沢
市
大
字
新
郷
二
〇
五
の
七 

二 

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的 

 

耕
地
の
防
風 

三 

解
除
の
理
由 

 

指
定
理
由
の
消
滅 

埼
玉
県
告
示
第
四
百
五
十
九
号



告 
 

示 

 
 

 
測
量
計
画
機
関
で
あ
る
川
越
市
か
ら
次
の
と
お
り
公
共
測
量
を
実
施
す
る
旨
の
通
知
を
受
け
た

の
で
、
測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
三
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法

第
十
四
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
六
年
三
月
二
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

一 

測
量
計
画
機
関 

 
 

川
越
市 

二 

作
業
種
類 

 
 

公
共
測
量
（
三
級
基
準
点
測
量
、
四
級
基
準
点
測
量
） 

三 

作
業
地
域 

 
 

川
越
市
全
域 

四 

作
業
期
間 

 
 

平
成
二
十
六
年
三
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で 

      

埼
玉
県
告
示
第
四
百
六
十
号



告 
 

示 

 
 

 
測
量
計
画
機
関
で
あ
る
川
越
市
か
ら
次
の
と
お
り
公
共
測
量
を
実
施
す
る
旨
の
通
知
を
受
け
た

の
で
、
測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
三
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法

第
十
四
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
六
年
三
月
二
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

一 

測
量
計
画
機
関 

 
 

川
越
市 

二 

作
業
種
類 

 
 

公
共
測
量
（
三
級
基
準
点
測
量
） 

三 

作
業
地
域 

 
 

川
越
市
旭
町
一
丁
目 

四 

作
業
期
間 

 
 

平
成
二
十
六
年
三
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で 

      

埼
玉
県
告
示
第
四
百
六
十
一
号



告 
 

示 

 
 

 
測
量
計
画
機
関
で
あ
る
川
越
市
か
ら
次
の
と
お
り
公
共
測
量
を
実
施
す
る
旨
の
通
知
を
受
け
た

の
で
、
測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
三
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法

第
十
四
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
六
年
三
月
二
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

一 

測
量
計
画
機
関 

 
 

川
越
市 

二 

作
業
種
類 

 
 

公
共
測
量
（
二
級
基
準
点
測
量
） 

三 

作
業
地
域 

 
 

川
越
市
大
袋 

四 

作
業
期
間 

 
 

平
成
二
十
六
年
三
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で 

      

埼
玉
県
告
示
第
四
百
六
十
二
号



告 
 

示 

 
 

 
測
量
計
画
機
関
で
あ
る
川
越
市
か
ら
次
の
と
お
り
公
共
測
量
を
実
施
す
る
旨
の
通
知
を
受
け
た

の
で
、
測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
三
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法

第
十
四
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
六
年
三
月
二
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

一 

測
量
計
画
機
関 

 
 

川
越
市 

二 

作
業
種
類 

 
 

公
共
測
量
（
三
級
基
準
点
測
量
） 

三 

作
業
地
域 

 
 

川
越
市
旭
町
三
丁
目 

四 

作
業
期
間 

 
 

平
成
二
十
六
年
三
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で 

      

埼
玉
県
告
示
第
四
百
六
十
三
号



告 
 

示 

 
 

 
測
量
計
画
機
関
で
あ
る
さ
い
た
ま
市
か
ら
次
の
と
お
り
公
共
測
量
を
実
施
す
る
旨
の
通
知
を
受

け
た
の
で
、
測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
三
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る

同
法
第
十
四
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
六
年
三
月
二
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

一 

測
量
計
画
機
関 

 
 

さ
い
た
ま
市 

二 

作
業
種
類 

 
 

公
共
測
量
（
三
級
基
準
点
測
量
） 

三 

作
業
地
域 

 
 

さ
い
た
ま
市
見
沼
区 

四 

作
業
期
間 

 
 

平
成
二
十
六
年
三
月
二
十
四
日
か
ら
平
成
二
十
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で 

      

埼
玉
県
告
示
第
四
百
六
十
四
号



告 
 

示 

 
 

 
測
量
計
画
機
関
で
あ
る
川
口
市
か
ら
次
の
と
お
り
公
共
測
量
を
実
施
す
る
旨
の
通
知
を
受
け
た

の
で
、
測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
三
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法

第
十
四
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
六
年
三
月
二
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

一 

測
量
計
画
機
関 

 
 

川
口
市 

二 

作
業
種
類 

 
 

公
共
測
量
（
二
級
基
準
点
測
量
、
三
級
基
準
点
測
量
） 

三 

作
業
地
域 

 
 

川
口
市
末
広
一
丁
目
、
川
口
市
峯 

四 

作
業
期
間 

 
 

平
成
二
十
六
年
三
月
七
日
か
ら
平
成
二
十
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で 

      

埼
玉
県
告
示
第
四
百
六
十
五
号



告 
 

示 

 
 

 
測
量
計
画
機
関
で
あ
る
公
益
社
団
法
人
埼
玉
県
農
林
公
社
か
ら
次
の
と
お
り
公
共
測
量
を
実
施

す
る
旨
の
通
知
を
受
け
た
の
で
、
測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
三
十
九
条

に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
四
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
六
年
三
月
二
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

一 

測
量
計
画
機
関 

 
 

公
益
社
団
法
人
埼
玉
県
農
林
公
社 

二 

作
業
種
類 

 
 

公
共
測
量
（
基
準
点
測
量
） 

三 

作
業
地
域 

 
 

滑
川
町
西
部 

四 

作
業
期
間 

 
 

平
成
二
十
五
年
七
月
八
日
か
ら
平
成
二
十
六
年
三
月
十
四
日
ま
で 

      

埼
玉
県
告
示
第
四
百
六
十
六
号



告 
 

示 

 
 

 
国
土
交
通
省
国
土
地
理
院
長
か
ら
次
の
と
お
り
基
本
測
量
を
実
施
す
る
旨
の
通
知
を
受
け
た
の

で
、
測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
十
四
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
公
示
す

る
。 

 
 

平
成
二
十
六
年
三
月
二
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

一 

作
業
種
別 

 
 

基
本
測
量
（
電
子
国
土
基
本
図
（
地
図
情
報
）
修
正
測
量
） 

二 

作
業
期
間 

 
 

平
成
二
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日
ま
で 

三 

作
業
地
域 

 
 

埼
玉
県
内
全
域 

 
 埼

玉
県
告
示
第
四
百
六
十
七
号



告 
 

示 

 
 

 
平
成
二
十
五
年
埼
玉
県
告
示
第
千
二
百
十
七
号
で
公
示
し
た
公
共
測
量
（
出
来
形
確
認
測
量
）

は
、
平
成
二
十
六
年
三
月
十
日
終
了
し
た
旨
測
量
計
画
機
関
で
あ
る
加
須
市
か
ら
通
知
を
受
け
た

の
で
、
測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
三
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法

第
十
四
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
六
年
三
月
二
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

埼
玉
県
告
示
第
四
百
六
十
八
号



告 
 

示 

 
 

 
平
成
二
十
六
年
埼
玉
県
告
示
第
三
十
九
号
で
公
示
し
た
公
共
測
量
（
航
空
写
真
撮
影
）
は
、
平

成
二
十
六
年
三
月
十
八
日
終
了
し
た
旨
測
量
計
画
機
関
で
あ
る
と
き
が
わ
町
か
ら
通
知
を
受
け
た

の
で
、
測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
三
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法

第
十
四
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
六
年
三
月
二
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

埼
玉
県
告
示
第
四
百
六
十
九
号



告 
 

示 

 
 

 
平
成
二
十
五
年
埼
玉
県
告
示
第
千
四
百
三
号
で
公
示
し
た
公
共
測
量
（
航
空
写
真
撮
影
）
は
、

平
成
二
十
六
年
三
月
十
四
日
終
了
し
た
旨
測
量
計
画
機
関
で
あ
る
東
松
山
市
か
ら
通
知
を
受
け
た

の
で
、
測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
三
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法

第
十
四
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
六
年
三
月
二
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

埼
玉
県
告
示
第
四
百
七
十
号



告 
 

示 

 
 

 
平
成
二
十
五
年
埼
玉
県
告
示
第
九
百
八
十
二
号
で
公
示
し
た
公
共
測
量
（
数
値
地
形
図
デ
ー
タ

更
新
）
は
、
平
成
二
十
六
年
一
月
三
十
一
日
終
了
し
た
旨
測
量
計
画
機
関
で
あ
る
さ
い
た
ま
市
か

ら
通
知
を
受
け
た
の
で
、
測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
三
十
九
条
に
お
い

て
準
用
す
る
同
法
第
十
四
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
六
年
三
月
二
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

埼
玉
県
告
示
第
四
百
七
十
一
号



告 
 

示 

 
 

 
平
成
二
十
六
年
埼
玉
県
告
示
第
三
十
一
号
で
公
示
し
た
公
共
測
量
（
三
・
四
級
基
準
点
成
果
改

定
、
出
来
形
確
認
測
量
）
は
、
平
成
二
十
六
年
三
月
十
日
終
了
し
た
旨
測
量
計
画
機
関
で
あ
る
加

須
市
か
ら
通
知
を
受
け
た
の
で
、
測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
三
十
九
条

に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
四
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
六
年
三
月
二
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

埼
玉
県
告
示
第
四
百
七
十
二
号



告 
 

示 

 
 

 
平
成
二
十
五
年
埼
玉
県
告
示
第
千
六
百
八
十
九
号
で
公
示
し
た
公
共
測
量
（
レ
ベ
ル
一
〇
〇
〇

数
値
地
形
図
修
正
）
は
、
平
成
二
十
六
年
二
月
二
十
八
日
終
了
し
た
旨
測
量
計
画
機
関
で
あ
る
寄

居
町
か
ら
通
知
を
受
け
た
の
で
、
測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
三
十
九
条

に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
四
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
六
年
三
月
二
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

埼
玉
県
告
示
第
四
百
七
十
三
号



告 
 

示 

 
 

 
平
成
二
十
六
年
埼
玉
県
告
示
第
七
十
二
号
で
公
示
し
た
公
共
測
量
（
空
中
写
真
撮
影 

縮
尺
一

万
分
の
一
）
は
、
平
成
二
十
六
年
二
月
二
十
八
日
終
了
し
た
旨
測
量
計
画
機
関
で
あ
る
さ
い
た
ま

市
か
ら
通
知
を
受
け
た
の
で
、
測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
三
十
九
条
に

お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
四
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
六
年
三
月
二
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

埼
玉
県
告
示
第
四
百
七
十
四
号



告 
 

示 

 
 

 
平
成
二
十
六
年
埼
玉
県
告
示
第
三
十
五
号
で
公
示
し
た
公
共
測
量
（
航
空
写
真
撮
影
）
は
、
平

成
二
十
六
年
二
月
七
日
終
了
し
た
旨
測
量
計
画
機
関
で
あ
る
所
沢
市
か
ら
通
知
を
受
け
た
の
で
、

測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
三
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
四

条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
六
年
三
月
二
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

埼
玉
県
告
示
第
四
百
七
十
五
号



告 
 

示 

 
 

 
 

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
六
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
平
成
十

五
年
埼
玉
県
告
示
第
八
百
十
三
号
で
告
示
し
た
さ
い
た
ま
都
市
計
画
道
路
事
業
（
さ
い
た
ま
市
施

行
）
の
事
業
計
画
の
変
更
を
認
可
し
た
の
で
同
法
第
六
十
三
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法

第
六
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
六
年
三
月
二
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

 
 

一 

事
業
施
行
期
間 

平
成
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日
ま
で 

二 

変
更
に
係
る
事
業
地 

 

イ 

収
用
の
部
分 

 
 

 

変
更
な
し 

 

ロ 

使
用
の
部
分 

変
更
な
し 

埼
玉
県
告
示
第
四
百
七
十
六
号



告 
 

示 

 
 

 
 

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
六
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
平
成
十

五
年
埼
玉
県
告
示
第
八
百
十
四
号
で
告
示
し
た
さ
い
た
ま
都
市
計
画
道
路
事
業
（
さ
い
た
ま
市
施

行
）
の
事
業
計
画
の
変
更
を
認
可
し
た
の
で
同
法
第
六
十
三
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法

第
六
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
六
年
三
月
二
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

 
 

一 

事
業
施
行
期
間 

平
成
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
八
年
三
月
三
十
一
日
ま
で 

二 

変
更
に
係
る
事
業
地 

 

イ 

収
用
の
部
分 

 
 

 

変
更
な
し 

 

ロ 

使
用
の
部
分 

変
更
な
し 

埼
玉
県
告
示
第
四
百
七
十
七
号



告 
 

示 

 
 

 
 

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
六
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
平
成
十

七
年
埼
玉
県
告
示
第
七
百
八
十
号
で
告
示
し
た
さ
い
た
ま
都
市
計
画
道
路
事
業
（
さ
い
た
ま
市
施

行
）
の
事
業
計
画
の
変
更
を
認
可
し
た
の
で
同
法
第
六
十
三
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法

第
六
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
六
年
三
月
二
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

 
 

一 

事
業
施
行
期
間 

平
成
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
八
年
三
月
三
十
一
日
ま
で 

二 

変
更
に
係
る
事
業
地 

 

イ 

収
用
の
部
分 

 
 

 

変
更
な
し 

 

ロ 

使
用
の
部
分 

変
更
な
し 

埼
玉
県
告
示
第
四
百
七
十
八
号



告 
 

示 

 
 

 
 

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
六
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
平
成
十

一
年
埼
玉
県
告
示
第
千
二
百
二
十
四
号
で
告
示
し
た
川
越
都
市
計
画
道
路
事
業
（
川
越
市
施
行
）

の
事
業
計
画
の
変
更
を
認
可
し
た
の
で
同
法
第
六
十
三
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
六

十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
六
年
三
月
二
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

 
 

一 

事
業
施
行
期
間 

平
成
十
一
年
九
月
十
四
日
か
ら
平
成
三
十
一
年
三
月
三
十
一
日
ま
で 

二 

変
更
に
係
る
事
業
地 

 

イ 

収
用
の
部
分 

 
 

 

変
更
な
し 

 

ロ 

使
用
の
部
分 

変
更
な
し 

埼
玉
県
告
示
第
四
百
七
十
九
号



告 
 

示 

 
 

 
 

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
六
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
平
成
七

年
埼
玉
県
告
示
第
千
七
百
五
十
五
号
で
告
示
し
た
川
口
都
市
計
画
道
路
事
業
（
川
口
市
施
行
）
の

事
業
計
画
の
変
更
を
認
可
し
た
の
で
同
法
第
六
十
三
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
六
十

二
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
六
年
三
月
二
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

 
 

一 

事
業
施
行
期
間 

平
成
七
年
十
二
月
二
十
二
日
か
ら
平
成
三
十
一
年
三
月
三
十
一
日
ま
で 

二 

変
更
に
係
る
事
業
地 

 

イ 

収
用
の
部
分 

 
 

 

変
更
な
し 

 

ロ 

使
用
の
部
分 

変
更
な
し 

埼
玉
県
告
示
第
四
百
八
十
号



告 
 

示 

 
 

 
 

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
六
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
平
成
十

八
年
埼
玉
県
告
示
第
六
百
三
十
六
号
で
告
示
し
た
草
加
都
市
計
画
道
路
事
業
（
草
加
市
施
行
）
の

事
業
計
画
の
変
更
を
認
可
し
た
の
で
同
法
第
六
十
三
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
六
十

二
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
六
年
三
月
二
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

 
 

一 

事
業
施
行
期
間 

平
成
十
八
年
四
月
四
日
か
ら
平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日
ま
で 

二 

変
更
に
係
る
事
業
地 

 

イ 

収
用
の
部
分 

 
 

 

変
更
な
し 

 

ロ 

使
用
の
部
分 

変
更
な
し 

埼
玉
県
告
示
第
四
百
八
十
一
号



告 
 

示 

 
 

 
 

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
六
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
平
成
十

六
年
埼
玉
県
告
示
第
千
六
百
五
号
で
告
示
し
た
越
谷
都
市
計
画
道
路
事
業
（
越
谷
市
施
行
）
の
事

業
計
画
の
変
更
を
認
可
し
た
の
で
同
法
第
六
十
三
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
六
十
二

条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
六
年
三
月
二
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

 
 

一 

事
業
施
行
期
間 

平
成
十
六
年
八
月
十
日
か
ら
平
成
三
十
一
年
三
月
三
十
一
日
ま
で 

二 

変
更
に
係
る
事
業
地 

 

イ 

収
用
の
部
分 

 
 

 

変
更
な
し 

 

ロ 

使
用
の
部
分 

変
更
な
し 

埼
玉
県
告
示
第
四
百
八
十
二
号



告 
 

示 

 
 

 
 

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
六
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
平
成
二

十
一
年
埼
玉
県
告
示
第
九
百
三
十
号
で
告
示
し
た
入
間
都
市
計
画
道
路
事
業
（
入
間
市
施
行
）
の

事
業
計
画
の
変
更
を
認
可
し
た
の
で
同
法
第
六
十
三
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
六
十

二
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
六
年
三
月
二
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

 
 

一 

事
業
施
行
期
間 

平
成
二
十
一
年
六
月
二
十
六
日
か
ら
平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日
ま
で 

二 

変
更
に
係
る
事
業
地 

 

イ 

収
用
の
部
分 

 
 

 

変
更
な
し 

 

ロ 

使
用
の
部
分 

変
更
な
し 

埼
玉
県
告
示
第
四
百
八
十
三
号



告 
 

示 

 
 

 
 

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
六
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
平
成
十

七
年
埼
玉
県
告
示
第
四
百
四
十
号
で
告
示
し
た
富
士
見
都
市
計
画
道
路
事
業
（
富
士
見
市
施
行
）

の
事
業
計
画
の
変
更
を
認
可
し
た
の
で
同
法
第
六
十
三
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
六

十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
六
年
三
月
二
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

 
 

一 

事
業
施
行
期
間 

平
成
十
七
年
三
月
四
日
か
ら
平
成
三
十
一
年
三
月
三
十
一
日
ま
で 

二 

変
更
に
係
る
事
業
地 

 

イ 

収
用
の
部
分 

 
 

 

変
更
な
し 

 

ロ 

使
用
の
部
分 

変
更
な
し 

埼
玉
県
告
示
第
四
百
八
十
四
号



告 
 

示 

  
車
両
制
限
令
（
昭
和
三
十
六
年
政
令
第
二
百
六
十
五
号
）
第
三
条
第
一
項
第
三
号
の
規
定
に
基

づ
き
、
通
行
す
る
車
両
の
高
さ
の
最
高
限
度
が
四
・
一
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
道
路
を
次
の
と
お
り
指

定
し
、
及
び
同
令
第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
当
該
道
路
を
通
行
す
る
高
さ
が
三
・
八
メ

ー
ト
ル
を
超
え
四
・
一
メ
ー
ト
ル
以
下
の
車
両
の
通
行
方
法
を
次
の
と
お
り
定
め
る
。 

 
 

平
成
二
十
六
年
三
月
二
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 

一 

指
定
す
る
道
路
の
種
類
、
路
線
名
及
び
区
間 

二 

指
定
す
る
期
日 

 
 

平
成
二
十
六
年
四
月
一
日 

三 

通
行
方
法 

 

一
の
道
路
を
通
行
す
る
高
さ
が
三
・
八
メ
ー
ト
ル
を
超
え
四
・
一
メ
ー
ト
ル
以
下
の
車
両
は
、

次
の
通
行
方
法
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

イ 

走
行
位
置
の
指
定 

 

上
空
障
害
箇
所
で
は
、
車
両
又
は
車
両
に
積
載
す
る
貨
物
が
建
築
限
界
を
侵
す
お
そ
れ
が

あ
る
の
で
、
車
線
か
ら
は
み
出
さ
な
い
よ
う
走
行
す
る
と
と
も
に
、
道
路
に
隣
接
す
る
施
設

等
に
出
入
り
す
る
た
め
や
む
を
得
ず
車
線
か
ら
は
み
出
す
場
合
は
、
標
識
や
樹
木
等
の
上
空

県
道 

県
道 

県
道 

一
般
国
道 

種 

類 

川
口
上
尾
線 

上
尾
蓮
田
線 

熊
谷
小
川
秩

父
線 

二
百
五
十
四

号 路  

線  

名 

上
尾
市
日
の
出
三
丁
目
一
四
五
番
一
一
地
先
か
ら 

上
尾
市
日
の
出
三
丁
目
二
〇
七
番
二
地
先
ま
で 

上
尾
市
本
町
三
丁
目
九
一
六
番
一
地
先
か
ら 

北
足
立
郡
伊
奈
町
大
字
小
室
字
志
久
四
六
九
一
番
一
地
先

ま
で 

比
企
郡
嵐
山
町
大
字
杉
山
字
豊
岡
二
一
二
番
一
地
先
か
ら 

比
企
郡
小
川
町
大
字
中
爪
字
カ
サ
一
一
二
五
番
一
地
先
ま

で 比
企
郡
小
川
町
大
字
中
爪
字
カ
サ
一
一
二
五
番
一
地
先
か

ら 大
里
郡
寄
居
町
大
字
桜
沢
字
松
原
一
六
七
番
一
地
先
ま
で 

区 
               

間 

埼
玉
県
告
示
第
四
百
八
十
五
号



障
害
物
に
接
触
し
な
い
よ
う
十
分
に
注
意
す
る
こ
と
。 

ロ 

後
方
警
戒
措
置 

 

後
方
車
両
に
対
し
十
分
な
車
間
距
離
を
取
ら
せ
、
交
通
の
危
険
を
防
止
す
る
た
め
、
横
寸

法
〇
・
二
三
メ
ー
ト
ル
以
上
、
縦
寸
法
〇
・
一
二
メ
ー
ト
ル
以
上
（
又
は
横
寸
法
〇
・
一
二

メ
ー
ト
ル
以
上
、
縦
寸
法
〇
・
二
三
メ
ー
ト
ル
以
上
）
の
地
が
黒
色
の
板
等
に
黄
色
の
反
射

塗
装
そ
の
他
反
射
性
を
有
す
る
材
料
で
「
背
高
」
と
表
示
し
た
標
識
を
、
車
両
の
後
方
の
見

や
す
い
箇
所
に
掲
げ
る
こ
と
。 

ハ 

道
路
情
報
の
収
集 

 

道
路
の
状
況
は
、
工
事
の
実
施
等
に
よ
り
変
化
す
る
こ
と
が
あ
る
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
道

路
情
報
を
収
集
し
、
上
空
障
害
箇
所
の
な
い
こ
と
を
確
認
の
上
走
行
す
る
こ
と
。 



告 
 

示 

  
次
の
雨
水
流
出
抑
制
施
設
は
、
埼
玉
県
雨
水
流
出
抑
制
施
設
の
設
置
等
に
関
す
る
条
例
（
平
成

十
八
年
埼
玉
県
条
例
第
二
十
号
）
第
五
条
第
一
項
の
規
則
で
定
め
る
技
術
的
基
準
に
適
合
す
る
と

認
め
た
の
で
、
告
示
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
六
年
三
月
二
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

一 

許
可
番
号 

 
 

第
二
〇
一
二
―
八
―
〇
号 

二 

雨
水
流
出
抑
制
施
設
の
敷
地
で
あ
る
土
地
の
区
域 

 
 

埼
玉
県
加
須
市
下
三
俣
二
九
〇
番 

三 

雨
水
流
出
抑
制
施
設
の
容
量 

 
 

容
量 

九
百
八
十
九
立
方
メ
ー
ト
ル 

埼
玉
県
告
示
第
四
百
八
十
六
号



告 
 

示 

  
次
の
雨
水
流
出
抑
制
施
設
は
、
埼
玉
県
雨
水
流
出
抑
制
施
設
の
設
置
等
に
関
す
る
条
例
（
平
成

十
八
年
埼
玉
県
条
例
第
二
十
号
）
第
五
条
第
一
項
の
規
則
で
定
め
る
技
術
的
基
準
に
適
合
す
る
と

認
め
た
の
で
、
告
示
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
六
年
三
月
二
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

一 

許
可
番
号 

 
 

第
二
〇
一
二
―
一
〇
―
〇
号 

二 

雨
水
流
出
抑
制
施
設
の
敷
地
で
あ
る
土
地
の
区
域 

 
 

埼
玉
県
狭
山
市
大
字
笹
井
字
北
原
八
百
三
十
一
番
七 

他
八
十
九
筆 

 
 

埼
玉
県
飯
能
市
大
字
芦
苅
場
字
上
ノ
原
三
百
五
十
一
番
三 

他
四
筆 

三 

雨
水
流
出
抑
制
施
設
の
容
量 

 
 

容
量 

千
二
百
六
十
六
・
七
立
方
メ
ー
ト
ル 

浸
透
効
果
量 

〇
・
一
一
一
立
方
メ
ー
ト
ル
毎
秒 

埼
玉
県
告
示
第
四
百
八
十
七
号



告 
 

示 

  
次
の
雨
水
流
出
抑
制
施
設
は
、
埼
玉
県
雨
水
流
出
抑
制
施
設
の
設
置
等
に
関
す
る
条
例
（
平
成

十
八
年
埼
玉
県
条
例
第
二
十
号
）
第
五
条
第
一
項
の
規
則
で
定
め
る
技
術
的
基
準
に
適
合
す
る
と

認
め
た
の
で
、
告
示
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
六
年
三
月
二
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

一 

許
可
番
号 

 
 

第
二
〇
一
〇
―
八
―
一
号 

二 

雨
水
流
出
抑
制
施
設
の
敷
地
で
あ
る
土
地
の
区
域 

 
 

埼
玉
県
春
日
部
市
樋
堀
字
前
川
原
百
八
十
一
番
一 

他
三
十
三
筆 

三 

雨
水
流
出
抑
制
施
設
の
容
量 

 
 

容
量 

三
千
三
百
六
十
二
・
七
一
立
方
メ
ー
ト
ル 

埼
玉
県
告
示
第
四
百
八
十
八
号



告 
 

示 

 

 
土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
二
年

法
律
第
五
十
七
号
）
第
六
条
第
一
項
及
び
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
土
地
の
区
域
を

土
砂
災
害
警
戒
区
域
及
び
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
と
し
て
指
定
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
六
年
三
月
二
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 

一 

土
砂
災
害
警
戒
区
域 

 
 

土
砂
災
害
警
戒
区
域
の
名
称 
土
砂
災
害
警
戒
区
域 

 
 

土
砂
災
害
の
災
害
発
生
原
因 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

と
な
る
自
然
現
象
の
種
類 

 
 

 
 

妻
沢
―
３ 

 
 

 
 

 
 

 

平
面
図
等
を
埼
玉
県
飯
能 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

県
土
整
備
事
務
所
に
備
え 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

原
市
場
―
３ 

 
 

 
 

 
 

平
面
図
等
を
埼
玉
県
飯
能 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

県
土
整
備
事
務
所
に
備
え 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

妻
沢
―
２ 

 
 

 
 

 
 

 

平
面
図
等
を
埼
玉
県
飯
能 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

県
土
整
備
事
務
所
に
備
え 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

妻
沢
―
４
―
１ 

 
 

 
 

 

平
面
図
等
を
埼
玉
県
飯
能 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

県
土
整
備
事
務
所
に
備
え 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

妻
沢
―
４
―
２ 

 
 

 
 

 

平
面
図
等
を
埼
玉
県
飯
能 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

県
土
整
備
事
務
所
に
備
え 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

妻
沢
―
４
―
３ 

 
 

 
 

 

平
面
図
等
を
埼
玉
県
飯
能 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

県
土
整
備
事
務
所
に
備
え 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

妻
沢
―
４
―
４ 

 
 

 
 

 

平
面
図
等
を
埼
玉
県
飯
能 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

県
土
整
備
事
務
所
に
備
え 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

妻
沢
―
５ 

 
 

 
 

 
 

 

平
面
図
等
を
埼
玉
県
飯
能 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

県
土
整
備
事
務
所
に
備
え 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
告
示
第
四
百
八
十
九
号



 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

妻
沢
―
６
―
１ 

 
 

 
 

 

平
面
図
等
を
埼
玉
県
飯
能 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

県
土
整
備
事
務
所
に
備
え 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

妻
沢
―
６
―
２ 

 
 

 
 

 

平
面
図
等
を
埼
玉
県
飯
能 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

県
土
整
備
事
務
所
に
備
え 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

妻
沢
―
７ 

 
 

 
 

 
 

 

平
面
図
等
を
埼
玉
県
飯
能 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

県
土
整
備
事
務
所
に
備
え 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

妻
沢
―
８ 

 
 

 
 

 
 

 

平
面
図
等
を
埼
玉
県
飯
能 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

県
土
整
備
事
務
所
に
備
え 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

妻
沢
―
９ 

 
 

 
 

 
 

 

平
面
図
等
を
埼
玉
県
飯
能 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

県
土
整
備
事
務
所
に
備
え 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

妻
沢
―
１
―
１ 

 
 

 
 

 

平
面
図
等
を
埼
玉
県
飯
能 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

県
土
整
備
事
務
所
に
備
え 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

妻
沢
―
１
―
２ 

 
 

 
 

 

平
面
図
等
を
埼
玉
県
飯
能 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

県
土
整
備
事
務
所
に
備
え 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

妻
沢
―
１
０ 

 
 

 
 

 
 

平
面
図
等
を
埼
玉
県
飯
能 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

県
土
整
備
事
務
所
に
備
え 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

妻
沢
―
１
１ 

 
 

 
 

 
 

平
面
図
等
を
埼
玉
県
飯
能 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

県
土
整
備
事
務
所
に
備
え 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

妻
沢
―
１
２ 
 

 
 

 
 

 

平
面
図
等
を
埼
玉
県
飯
能 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

県
土
整
備
事
務
所
に
備
え 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

妻
沢
―
１
３ 

 
 

 
 

 
 

平
面
図
等
を
埼
玉
県
飯
能 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

県
土
整
備
事
務
所
に
備
え 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 



 
 

妻
沢
―
１
４ 

 
 

 
 

 
 

平
面
図
等
を
埼
玉
県
飯
能 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

県
土
整
備
事
務
所
に
備
え 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

原
市
場
―
２ 

 
 

 
 

 
 

平
面
図
等
を
埼
玉
県
飯
能 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

県
土
整
備
事
務
所
に
備
え 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

原
市
場
―
６ 

 
 

 
 

 
 

平
面
図
等
を
埼
玉
県
飯
能 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

県
土
整
備
事
務
所
に
備
え 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

中
屋
敷
―
３ 

 
 

 
 

 
 

平
面
図
等
を
埼
玉
県
飯
能 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

県
土
整
備
事
務
所
に
備
え 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

原
市
場
―
５ 

 
 

 
 

 
 

平
面
図
等
を
埼
玉
県
飯
能 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

県
土
整
備
事
務
所
に
備
え 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

茶
内
―
１ 

 
 

 
 

 
 

 

平
面
図
等
を
埼
玉
県
飯
能 
急
傾
斜
地
の
崩
壊 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

県
土
整
備
事
務
所
に
備
え 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

茶
内
―
２ 

 
 

 
 

 
 

 

平
面
図
等
を
埼
玉
県
飯
能 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

県
土
整
備
事
務
所
に
備
え 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

中
屋
敷
―
１ 

 
 

 
 

 
 

平
面
図
等
を
埼
玉
県
飯
能 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

県
土
整
備
事
務
所
に
備
え 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

中
屋
敷
―
２ 

 
 

 
 

 
 

平
面
図
等
を
埼
玉
県
飯
能 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

県
土
整
備
事
務
所
に
備
え 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

日
影
―
２ 

 
 

 
 

 
 

 

平
面
図
等
を
埼
玉
県
飯
能 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

県
土
整
備
事
務
所
に
備
え 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

大
口
原
―
１ 

 
 

 
 

 
 

平
面
図
等
を
埼
玉
県
飯
能 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

県
土
整
備
事
務
所
に
備
え 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

大
口
原
―
２ 

 
 

 
 

 
 

平
面
図
等
を
埼
玉
県
飯
能 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

 
 

 
 

 



 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

県
土
整
備
事
務
所
に
備
え 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

井
戸
尻
―
１ 

 
 

 
 

 
 

平
面
図
等
を
埼
玉
県
飯
能 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

県
土
整
備
事
務
所
に
備
え 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

置
い
て
縦
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県
土
整
備
事
務
所
に
備
え 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

澤
又
―
１
―
２ 

 
 

 
 

 

平
面
図
等
を
埼
玉
県
飯
能 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

県
土
整
備
事
務
所
に
備
え 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

澤
又
―
１
―
３ 

 
 

 
 

 
平
面
図
等
を
埼
玉
県
飯
能 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

県
土
整
備
事
務
所
に
備
え 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

澤
又
―
２
―
１ 

 
 

 
 

 

平
面
図
等
を
埼
玉
県
飯
能 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

県
土
整
備
事
務
所
に
備
え 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

澤
又
―
２
―
２ 

 
 

 
 

 

平
面
図
等
を
埼
玉
県
飯
能 
急
傾
斜
地
の
崩
壊 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

県
土
整
備
事
務
所
に
備
え 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

澤
又
―
２
―
３ 

 
 

 
 

 

平
面
図
等
を
埼
玉
県
飯
能 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

県
土
整
備
事
務
所
に
備
え 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

け
の
字 

 
 

 
 

 
 

 
 

平
面
図
等
を
埼
玉
県
飯
能 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

県
土
整
備
事
務
所
に
備
え 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

み
の
字 

 
 

 
 

 
 

 
 

平
面
図
等
を
埼
玉
県
飯
能 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

県
土
整
備
事
務
所
に
備
え 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

こ
の
字 

 
 

 
 

 
 

 
 

平
面
図
等
を
埼
玉
県
飯
能 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

県
土
整
備
事
務
所
に
備
え 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

せ
の
字 

 
 

 
 

 
 

 
 

平
面
図
等
を
埼
玉
県
飯
能 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

県
土
整
備
事
務
所
に
備
え 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

て
の
字
―
１ 

 
 

 
 

 
 

平
面
図
等
を
埼
玉
県
飯
能 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

 
 

 
 

 



 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

県
土
整
備
事
務
所
に
備
え 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

て
の
字
―
２ 

 
 

 
 

 
 

平
面
図
等
を
埼
玉
県
飯
能 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

県
土
整
備
事
務
所
に
備
え 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

て
の
字
―
３ 

 
 

 
 

 
 

平
面
図
等
を
埼
玉
県
飯
能 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

県
土
整
備
事
務
所
に
備
え 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

ゆ
の
字 

 
 

 
 

 
 

 
 

平
面
図
等
を
埼
玉
県
飯
能 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

県
土
整
備
事
務
所
に
備
え 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

瀬
田
沢 

 
 

 
 

 
 

 
 

平
面
図
等
を
埼
玉
県
飯
能 

土
石
流 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

県
土
整
備
事
務
所
に
備
え 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

烏
嶽
沢 

 
 

 
 

 
 

 
 

平
面
図
等
を
埼
玉
県
飯
能 
土
石
流 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

県
土
整
備
事
務
所
に
備
え 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

桂
木
川
―
１ 

 
 

 
 

 
 

平
面
図
等
を
埼
玉
県
飯
能 

土
石
流 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

県
土
整
備
事
務
所
に
備
え 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

桂
木
川
―
２ 

 
 

 
 

 
 

平
面
図
等
を
埼
玉
県
飯
能 

土
石
流 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

県
土
整
備
事
務
所
に
備
え 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

雨
堤
―
１ 

 
 

 
 

 
 

 

平
面
図
等
を
埼
玉
県
飯
能 

土
石
流 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

県
土
整
備
事
務
所
に
備
え 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

雨
堤
―
２ 

 
 

 
 

 
 

 

平
面
図
等
を
埼
玉
県
飯
能 

土
石
流 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

県
土
整
備
事
務
所
に
備
え 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

雨
堤
―
３ 

 
 

 
 

 
 

 

平
面
図
等
を
埼
玉
県
飯
能 

土
石
流 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

県
土
整
備
事
務
所
に
備
え 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

天
ヶ
平
―
１ 

 
 

 
 

 
 

平
面
図
等
を
埼
玉
県
飯
能 

土
石
流 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

県
土
整
備
事
務
所
に
備
え 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 



 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

天
ヶ
平
―
２ 

 
 

 
 

 
 

平
面
図
等
を
埼
玉
県
飯
能 

土
石
流 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

県
土
整
備
事
務
所
に
備
え 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

日
向 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

平
面
図
等
を
埼
玉
県
飯
能 

土
石
流 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

県
土
整
備
事
務
所
に
備
え 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

杉
ノ
入 

 
 

 
 

 
 

 
 

平
面
図
等
を
埼
玉
県
飯
能 

土
石
流 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

県
土
整
備
事
務
所
に
備
え 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

ふ
の
字
沢 

 
 

 
 

 
 

 

平
面
図
等
を
埼
玉
県
飯
能 

土
石
流 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

県
土
整
備
事
務
所
に
備
え 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

み
の
字
沢 

 
 

 
 

 
 

 

平
面
図
等
を
埼
玉
県
飯
能 

土
石
流 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

県
土
整
備
事
務
所
に
備
え 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

る
の
字
沢 

 
 

 
 

 
 

 

平
面
図
等
を
埼
玉
県
飯
能 

土
石
流 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

県
土
整
備
事
務
所
に
備
え 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

き
の
字
沢 

 
 

 
 

 
 

 

平
面
図
等
を
埼
玉
県
飯
能 

土
石
流 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

県
土
整
備
事
務
所
に
備
え 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

ゑ
の
字
沢 

 
 

 
 

 
 

 

平
面
図
等
を
埼
玉
県
飯
能 

土
石
流 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

県
土
整
備
事
務
所
に
備
え 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

ひ
の
字
沢 

 
 

 
 

 
 

 

平
面
図
等
を
埼
玉
県
飯
能 

土
石
流 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

県
土
整
備
事
務
所
に
備
え 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

わ
の
字
沢 
 

 
 

 
 

 
 

平
面
図
等
を
埼
玉
県
飯
能 

土
石
流 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

県
土
整
備
事
務
所
に
備
え 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

二 

土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域 

 
 

土
砂
災
害
特
別
警
戒 

土
砂
災
害
特
別
警
戒 

土
砂
災
害
の
発
生 

土
砂
災
害
の
発
生
を 

 



 
 

区
域
の
名
称 

 
 

 

区
域 

 
 

 
 

 
 

原
因
と
な
る
自
然 

防
止
す
る
た
め
に
行 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

現
象
の
種
類 

 
 

う
建
築
物
の
構
造
の 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

規
制
に
必
要
な
衝
撃 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

に
関
す
る
事
項 

 
 

 

 
 

妻
沢
―
３ 

 
 

 
 

平
面
図
等
を
埼
玉
県 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

平
面
図
等
を
埼
玉
県 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

飯
能
県
土
整
備
事
務 

 
 

 
 

 
 

 
 

飯
能
県
土
整
備
事
務 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

所
及
び
飯
能
市
役
所 

 
 

 
 

 
 

 
 

所
及
び
飯
能
市
役
所 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
に
備
え
置
い
て
縦
覧 

 
 

 
 

 
 

 
 

に
備
え
置
い
て
縦
覧 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

に
供
す
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

に
供
す
る
。 

 
 

 
 

 
 

原
市
場
―
３ 

 
 

 

平
面
図
等
を
埼
玉
県 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

平
面
図
等
を
埼
玉
県 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

飯
能
県
土
整
備
事
務 

 
 

 
 

 
 

 
 

飯
能
県
土
整
備
事
務 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

所
及
び
飯
能
市
役
所 

 
 

 
 

 
 

 
 

所
及
び
飯
能
市
役
所 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

に
備
え
置
い
て
縦
覧 

 
 

 
 

 
 

 
 

に
備
え
置
い
て
縦
覧 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

に
供
す
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

に
供
す
る
。 

 
 

 
 

 
 

妻
沢
―
２ 

 
 

 
 

平
面
図
等
を
埼
玉
県 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

平
面
図
等
を
埼
玉
県 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

飯
能
県
土
整
備
事
務 

 
 

 
 

 
 

 
 

飯
能
県
土
整
備
事
務 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

所
及
び
飯
能
市
役
所 

 
 

 
 

 
 

 
 
所
及
び
飯
能
市
役
所 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

に
備
え
置
い
て
縦
覧 

 
 

 
 

 
 

 
 

に
備
え
置
い
て
縦
覧 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

に
供
す
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

に
供
す
る
。 

 
 

 
 

 
 

妻
沢
―
４
―
１ 

 
 

平
面
図
等
を
埼
玉
県 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

平
面
図
等
を
埼
玉
県 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

飯
能
県
土
整
備
事
務 

 
 

 
 

 
 

 
 

飯
能
県
土
整
備
事
務 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

所
及
び
飯
能
市
役
所 
 

 
 

 
 

 
 

 

所
及
び
飯
能
市
役
所 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

に
備
え
置
い
て
縦
覧 

 
 

 
 

 
 

 
 

に
備
え
置
い
て
縦
覧 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

に
供
す
る
。 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

に
供
す
る
。 

 
 

 
 

 
 

妻
沢
―
４
―
２ 

 
 

平
面
図
等
を
埼
玉
県 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

平
面
図
等
を
埼
玉
県 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

飯
能
県
土
整
備
事
務 

 
 

 
 

 
 

 
 

飯
能
県
土
整
備
事
務 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

所
及
び
飯
能
市
役
所 

 
 

 
 

 
 

 
 

所
及
び
飯
能
市
役
所 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

に
備
え
置
い
て
縦
覧 

 
 

 
 

 
 

 
 

に
備
え
置
い
て
縦
覧 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

に
供
す
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

に
供
す
る
。 

 
 

 
 

 
 

妻
沢
―
４
―
３ 

 
 

平
面
図
等
を
埼
玉
県 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

平
面
図
等
を
埼
玉
県 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

飯
能
県
土
整
備
事
務 

 
 

 
 

 
 

 
 

飯
能
県
土
整
備
事
務 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

所
及
び
飯
能
市
役
所 

 
 

 
 

 
 

 
 

所
及
び
飯
能
市
役
所 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

に
備
え
置
い
て
縦
覧 

 
 

 
 

 
 

 
 

に
備
え
置
い
て
縦
覧 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

に
供
す
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

に
供
す
る
。 

 
 

 
 



 
 

妻
沢
―
４
―
４ 

 
 

平
面
図
等
を
埼
玉
県 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

平
面
図
等
を
埼
玉
県 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

飯
能
県
土
整
備
事
務 

 
 

 
 

 
 

 
 

飯
能
県
土
整
備
事
務 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

所
及
び
飯
能
市
役
所 

 
 

 
 

 
 

 
 

所
及
び
飯
能
市
役
所 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

に
備
え
置
い
て
縦
覧 
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埼
玉
県 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

平
面
図
等
を
埼
玉
県 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

飯
能
県
土
整
備
事
務 

 
 

 
 

 
 

 
 

飯
能
県
土
整
備
事
務 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

所
及
び
毛
呂
山
町
役 

 
 

 
 

 
 

 
 

所
及
び
毛
呂
山
町
役 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

場
に
備
え
置
い
て
縦 

 
 

 
 

 
 

 
 

場
に
備
え
置
い
て
縦 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

覧
に
供
す
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

覧
に
供
す
る
。 

 
 

 

 
 

烏
嶽
―
１
―
１ 

 
 

平
面
図
等
を
埼
玉
県 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

平
面
図
等
を
埼
玉
県 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

飯
能
県
土
整
備
事
務 

 
 

 
 

 
 

 
 

飯
能
県
土
整
備
事
務 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
所
及
び
毛
呂
山
町
役 

 
 

 
 

 
 

 
 

所
及
び
毛
呂
山
町
役 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

場
に
備
え
置
い
て
縦 

 
 

 
 

 
 

 
 

場
に
備
え
置
い
て
縦 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

覧
に
供
す
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

覧
に
供
す
る
。 

 
 

 

 
 

烏
嶽
―
１
―
２ 

 
 

平
面
図
等
を
埼
玉
県 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

平
面
図
等
を
埼
玉
県 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

飯
能
県
土
整
備
事
務 

 
 

 
 

 
 

 
 

飯
能
県
土
整
備
事
務 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

所
及
び
毛
呂
山
町
役 

 
 

 
 

 
 

 
 

所
及
び
毛
呂
山
町
役 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

場
に
備
え
置
い
て
縦 

 
 

 
 

 
 

 
 

場
に
備
え
置
い
て
縦 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

覧
に
供
す
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

覧
に
供
す
る
。 

 
 

 

 
 

滝
ノ
入
―
１
―
１ 

 

平
面
図
等
を
埼
玉
県 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

平
面
図
等
を
埼
玉
県 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

飯
能
県
土
整
備
事
務 

 
 

 
 

 
 

 
 
飯
能
県
土
整
備
事
務 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

所
及
び
毛
呂
山
町
役 

 
 

 
 

 
 

 
 

所
及
び
毛
呂
山
町
役 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

場
に
備
え
置
い
て
縦 

 
 

 
 

 
 

 
 

場
に
備
え
置
い
て
縦 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

覧
に
供
す
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

覧
に
供
す
る
。 

 
 

 

 
 

滝
ノ
入
―
１
―
２ 

 

平
面
図
等
を
埼
玉
県 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

平
面
図
等
を
埼
玉
県 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

飯
能
県
土
整
備
事
務 
 

 
 

 
 

 
 

 

飯
能
県
土
整
備
事
務 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

所
及
び
毛
呂
山
町
役 

 
 

 
 

 
 

 
 

所
及
び
毛
呂
山
町
役 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

場
に
備
え
置
い
て
縦 

 
 

 
 

 
 

 
 

場
に
備
え
置
い
て
縦 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

覧
に
供
す
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

覧
に
供
す
る
。 

 
 

 

 
 

背
飛
ヶ
谷
戸
―
１
― 

平
面
図
等
を
埼
玉
県 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

平
面
図
等
を
埼
玉
県 

 

 
 

１ 
 

 
 

 
 

 
 

飯
能
県
土
整
備
事
務 

 
 

 
 

 
 

 
 

飯
能
県
土
整
備
事
務 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

所
及
び
毛
呂
山
町
役 

 
 

 
 

 
 

 
 

所
及
び
毛
呂
山
町
役 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

場
に
備
え
置
い
て
縦 

 
 

 
 

 
 

 
 

場
に
備
え
置
い
て
縦 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

覧
に
供
す
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

覧
に
供
す
る
。 

 
 

 

 
 

背
飛
ヶ
谷
戸
―
１
― 

平
面
図
等
を
埼
玉
県 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

平
面
図
等
を
埼
玉
県 

 

 
 

２ 
 

 
 

 
 

 
 

飯
能
県
土
整
備
事
務 

 
 

 
 

 
 

 
 

飯
能
県
土
整
備
事
務 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

所
及
び
毛
呂
山
町
役 

 
 

 
 

 
 

 
 

所
及
び
毛
呂
山
町
役 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

場
に
備
え
置
い
て
縦 

 
 

 
 

 
 

 
 

場
に
備
え
置
い
て
縦 

 



 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

覧
に
供
す
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

覧
に
供
す
る
。 

 
 

 

 
 

滝
ノ
入
―
２ 

 
 

 

平
面
図
等
を
埼
玉
県 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

平
面
図
等
を
埼
玉
県 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

飯
能
県
土
整
備
事
務 

 
 

 
 

 
 

 
 

飯
能
県
土
整
備
事
務 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

所
及
び
毛
呂
山
町
役 

 
 

 
 

 
 

 
 

所
及
び
毛
呂
山
町
役 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

場
に
備
え
置
い
て
縦 

 
 

 
 

 
 

 
 

場
に
備
え
置
い
て
縦 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

覧
に
供
す
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

覧
に
供
す
る
。 

 
 

 

 
 

矢
ノ
入 

 
 

 
 

 

平
面
図
等
を
埼
玉
県 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

平
面
図
等
を
埼
玉
県 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
飯
能
県
土
整
備
事
務 

 
 

 
 

 
 

 
 

飯
能
県
土
整
備
事
務 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

所
及
び
毛
呂
山
町
役 

 
 

 
 

 
 

 
 

所
及
び
毛
呂
山
町
役 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

場
に
備
え
置
い
て
縦 

 
 

 
 

 
 

 
 

場
に
備
え
置
い
て
縦 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

覧
に
供
す
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

覧
に
供
す
る
。 

 
 

 

 
 

烏
嶽
―
２ 

 
 

 
 

平
面
図
等
を
埼
玉
県 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

平
面
図
等
を
埼
玉
県 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

飯
能
県
土
整
備
事
務 

 
 

 
 

 
 

 
 

飯
能
県
土
整
備
事
務 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

所
及
び
毛
呂
山
町
役 

 
 

 
 

 
 

 
 

所
及
び
毛
呂
山
町
役 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

場
に
備
え
置
い
て
縦 

 
 

 
 

 
 

 
 

場
に
備
え
置
い
て
縦 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

覧
に
供
す
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

覧
に
供
す
る
。 

 
 

 

 
 

澤
又
―
１
―
１ 

 
 

平
面
図
等
を
埼
玉
県 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 
平
面
図
等
を
埼
玉
県 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

飯
能
県
土
整
備
事
務 

 
 

 
 

 
 

 
 

飯
能
県
土
整
備
事
務 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

所
及
び
毛
呂
山
町
役 

 
 

 
 

 
 

 
 

所
及
び
毛
呂
山
町
役 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

場
に
備
え
置
い
て
縦 

 
 

 
 

 
 

 
 

場
に
備
え
置
い
て
縦 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

覧
に
供
す
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

覧
に
供
す
る
。 

 
 

 

 
 

澤
又
―
１
―
２ 

 
 

平
面
図
等
を
埼
玉
県 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

平
面
図
等
を
埼
玉
県 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

飯
能
県
土
整
備
事
務 

 
 

 
 

 
 

 
 

飯
能
県
土
整
備
事
務 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

所
及
び
毛
呂
山
町
役 

 
 

 
 

 
 

 
 

所
及
び
毛
呂
山
町
役 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

場
に
備
え
置
い
て
縦 

 
 

 
 

 
 

 
 

場
に
備
え
置
い
て
縦 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

覧
に
供
す
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

覧
に
供
す
る
。 

 
 

 

 
 

澤
又
―
１
―
３ 

 
 

平
面
図
等
を
埼
玉
県 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

平
面
図
等
を
埼
玉
県 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

飯
能
県
土
整
備
事
務 

 
 

 
 

 
 

 
 

飯
能
県
土
整
備
事
務 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

所
及
び
毛
呂
山
町
役 

 
 

 
 

 
 

 
 

所
及
び
毛
呂
山
町
役 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

場
に
備
え
置
い
て
縦 

 
 

 
 

 
 

 
 

場
に
備
え
置
い
て
縦 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

覧
に
供
す
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

覧
に
供
す
る
。 

 
 

 

 
 

澤
又
―
２
―
１ 

 
 

平
面
図
等
を
埼
玉
県 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

平
面
図
等
を
埼
玉
県 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

飯
能
県
土
整
備
事
務 

 
 

 
 

 
 

 
 

飯
能
県
土
整
備
事
務 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

所
及
び
毛
呂
山
町
役 

 
 

 
 

 
 

 
 

所
及
び
毛
呂
山
町
役 

 



 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

場
に
備
え
置
い
て
縦 

 
 

 
 

 
 

 
 

場
に
備
え
置
い
て
縦 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

覧
に
供
す
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

覧
に
供
す
る
。 

 
 

 

 
 

澤
又
―
２
―
２ 

 
 

平
面
図
等
を
埼
玉
県 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

平
面
図
等
を
埼
玉
県 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

飯
能
県
土
整
備
事
務 

 
 

 
 

 
 

 
 

飯
能
県
土
整
備
事
務 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

所
及
び
毛
呂
山
町
役 

 
 

 
 

 
 

 
 

所
及
び
毛
呂
山
町
役 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

場
に
備
え
置
い
て
縦 

 
 

 
 

 
 

 
 

場
に
備
え
置
い
て
縦 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

覧
に
供
す
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

覧
に
供
す
る
。 

 
 

 

 
 

澤
又
―
２
―
３ 

 
 

平
面
図
等
を
埼
玉
県 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

平
面
図
等
を
埼
玉
県 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

飯
能
県
土
整
備
事
務 

 
 

 
 

 
 

 
 

飯
能
県
土
整
備
事
務 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

所
及
び
毛
呂
山
町
役 

 
 

 
 

 
 

 
 

所
及
び
毛
呂
山
町
役 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

場
に
備
え
置
い
て
縦 

 
 

 
 

 
 

 
 

場
に
備
え
置
い
て
縦 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

覧
に
供
す
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

覧
に
供
す
る
。 

 
 

 

 
 

け
の
字 

 
 

 
 

 

平
面
図
等
を
埼
玉
県 
急
傾
斜
地
の
崩
壊 

平
面
図
等
を
埼
玉
県 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

飯
能
県
土
整
備
事
務 

 
 

 
 

 
 

 
 

飯
能
県
土
整
備
事
務 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

所
及
び
毛
呂
山
町
役 

 
 

 
 

 
 

 
 

所
及
び
毛
呂
山
町
役 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

場
に
備
え
置
い
て
縦 

 
 

 
 

 
 

 
 

場
に
備
え
置
い
て
縦 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

覧
に
供
す
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
覧
に
供
す
る
。 

 
 

 

 
 

み
の
字 

 
 

 
 

 

平
面
図
等
を
埼
玉
県 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

平
面
図
等
を
埼
玉
県 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

飯
能
県
土
整
備
事
務 

 
 

 
 

 
 

 
 

飯
能
県
土
整
備
事
務 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

所
及
び
毛
呂
山
町
役 

 
 

 
 

 
 

 
 

所
及
び
毛
呂
山
町
役 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

場
に
備
え
置
い
て
縦 

 
 

 
 

 
 

 
 

場
に
備
え
置
い
て
縦 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

覧
に
供
す
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

覧
に
供
す
る
。 

 
 

 

 
 

こ
の
字 

 
 

 
 

 

平
面
図
等
を
埼
玉
県 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

平
面
図
等
を
埼
玉
県 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

飯
能
県
土
整
備
事
務 

 
 

 
 

 
 

 
 

飯
能
県
土
整
備
事
務 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

所
及
び
毛
呂
山
町
役 

 
 

 
 

 
 

 
 

所
及
び
毛
呂
山
町
役 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

場
に
備
え
置
い
て
縦 

 
 

 
 

 
 

 
 

場
に
備
え
置
い
て
縦 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

覧
に
供
す
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

覧
に
供
す
る
。 

 
 

 

 
 

せ
の
字 

 
 

 
 

 

平
面
図
等
を
埼
玉
県 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

平
面
図
等
を
埼
玉
県 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

飯
能
県
土
整
備
事
務 

 
 

 
 

 
 

 
 

飯
能
県
土
整
備
事
務 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

所
及
び
毛
呂
山
町
役 

 
 

 
 

 
 

 
 

所
及
び
毛
呂
山
町
役 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

場
に
備
え
置
い
て
縦 

 
 

 
 

 
 

 
 

場
に
備
え
置
い
て
縦 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

覧
に
供
す
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

覧
に
供
す
る
。 

 
 

 

 
 

て
の
字
―
１ 

 
 

 

平
面
図
等
を
埼
玉
県 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

平
面
図
等
を
埼
玉
県 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

飯
能
県
土
整
備
事
務 

 
 

 
 

 
 

 
 

飯
能
県
土
整
備
事
務 

 



 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

所
及
び
毛
呂
山
町
役 

 
 

 
 

 
 

 
 

所
及
び
毛
呂
山
町
役 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

場
に
備
え
置
い
て
縦 

 
 

 
 

 
 

 
 

場
に
備
え
置
い
て
縦 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

覧
に
供
す
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

覧
に
供
す
る
。 

 
 

 

 
 

て
の
字
―
３ 

 
 

 

平
面
図
等
を
埼
玉
県 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

平
面
図
等
を
埼
玉
県 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

飯
能
県
土
整
備
事
務 

 
 

 
 

 
 

 
 

飯
能
県
土
整
備
事
務 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

所
及
び
毛
呂
山
町
役 

 
 

 
 

 
 

 
 

所
及
び
毛
呂
山
町
役 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

場
に
備
え
置
い
て
縦 

 
 

 
 

 
 

 
 

場
に
備
え
置
い
て
縦 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
覧
に
供
す
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

覧
に
供
す
る
。 

 
 

 

 
 

ゆ
の
字 

 
 

 
 

 

平
面
図
等
を
埼
玉
県 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

平
面
図
等
を
埼
玉
県 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

飯
能
県
土
整
備
事
務 

 
 

 
 

 
 

 
 

飯
能
県
土
整
備
事
務 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

所
及
び
毛
呂
山
町
役 

 
 

 
 

 
 

 
 

所
及
び
毛
呂
山
町
役 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

場
に
備
え
置
い
て
縦 

 
 

 
 

 
 

 
 

場
に
備
え
置
い
て
縦 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

覧
に
供
す
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

覧
に
供
す
る
。 

 
 

 

 
 

瀬
田
沢 

 
 

 
 

 

平
面
図
等
を
埼
玉
県 

土
石
流 

 
 

 
 

平
面
図
等
を
埼
玉
県 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

飯
能
県
土
整
備
事
務 

 
 

 
 

 
 

 
 

飯
能
県
土
整
備
事
務 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

所
及
び
毛
呂
山
町
役 

 
 

 
 

 
 

 
 

所
及
び
毛
呂
山
町
役 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

場
に
備
え
置
い
て
縦 

 
 

 
 

 
 

 
 
場
に
備
え
置
い
て
縦 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

覧
に
供
す
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

覧
に
供
す
る
。 

 
 

 

 
 

烏
嶽
沢 

 
 

 
 

 

平
面
図
等
を
埼
玉
県 

土
石
流 

 
 

 
 

平
面
図
等
を
埼
玉
県 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

飯
能
県
土
整
備
事
務 

 
 

 
 

 
 

 
 

飯
能
県
土
整
備
事
務 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

所
及
び
毛
呂
山
町
役 

 
 

 
 

 
 

 
 

所
及
び
毛
呂
山
町
役 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

場
に
備
え
置
い
て
縦 
 

 
 

 
 

 
 

 

場
に
備
え
置
い
て
縦 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

覧
に
供
す
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

覧
に
供
す
る
。 

 
 

 

 
 

桂
木
川
―
１ 

 
 

 

平
面
図
等
を
埼
玉
県 

土
石
流 

 
 

 
 

平
面
図
等
を
埼
玉
県 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

飯
能
県
土
整
備
事
務 

 
 

 
 

 
 

 
 

飯
能
県
土
整
備
事
務 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

所
及
び
毛
呂
山
町
役 

 
 

 
 

 
 

 
 

所
及
び
毛
呂
山
町
役 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

場
に
備
え
置
い
て
縦 

 
 

 
 

 
 

 
 

場
に
備
え
置
い
て
縦 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

覧
に
供
す
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

覧
に
供
す
る
。 

 
 

 

 
 

桂
木
川
―
２ 
 

 
 

平
面
図
等
を
埼
玉
県 

土
石
流 

 
 

 
 

平
面
図
等
を
埼
玉
県 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

飯
能
県
土
整
備
事
務 

 
 

 
 

 
 

 
 

飯
能
県
土
整
備
事
務 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

所
及
び
毛
呂
山
町
役 

 
 

 
 

 
 

 
 

所
及
び
毛
呂
山
町
役 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

場
に
備
え
置
い
て
縦 

 
 

 
 

 
 

 
 

場
に
備
え
置
い
て
縦 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

覧
に
供
す
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

覧
に
供
す
る
。 

 
 

 

 
 

雨
堤
―
１ 

 
 

 
 

平
面
図
等
を
埼
玉
県 

土
石
流 

 
 

 
 

平
面
図
等
を
埼
玉
県 

 



 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

飯
能
県
土
整
備
事
務 

 
 

 
 

 
 

 
 

飯
能
県
土
整
備
事
務 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

所
及
び
毛
呂
山
町
役 

 
 

 
 

 
 

 
 

所
及
び
毛
呂
山
町
役 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

場
に
備
え
置
い
て
縦 

 
 

 
 

 
 

 
 

場
に
備
え
置
い
て
縦 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

覧
に
供
す
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

覧
に
供
す
る
。 

 
 

 

 
 

雨
堤
―
２ 

 
 

 
 

平
面
図
等
を
埼
玉
県 

土
石
流 

 
 

 
 

平
面
図
等
を
埼
玉
県 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

飯
能
県
土
整
備
事
務 

 
 

 
 

 
 

 
 

飯
能
県
土
整
備
事
務 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

所
及
び
毛
呂
山
町
役 

 
 

 
 

 
 

 
 

所
及
び
毛
呂
山
町
役 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
場
に
備
え
置
い
て
縦 

 
 

 
 

 
 

 
 

場
に
備
え
置
い
て
縦 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

覧
に
供
す
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

覧
に
供
す
る
。 

 
 

 

 
 

天
ヶ
平
―
２ 

 
 

 

平
面
図
等
を
埼
玉
県 

土
石
流 

 
 

 
 

平
面
図
等
を
埼
玉
県 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

飯
能
県
土
整
備
事
務 

 
 

 
 

 
 

 
 

飯
能
県
土
整
備
事
務 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

所
及
び
毛
呂
山
町
役 

 
 

 
 

 
 

 
 

所
及
び
毛
呂
山
町
役 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

場
に
備
え
置
い
て
縦 

 
 

 
 

 
 

 
 

場
に
備
え
置
い
て
縦 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

覧
に
供
す
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

覧
に
供
す
る
。 
 

 
 

 
 

日
向 

 
 

 
 

 
 

平
面
図
等
を
埼
玉
県 

土
石
流 

 
 

 
 

平
面
図
等
を
埼
玉
県 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

飯
能
県
土
整
備
事
務 

 
 

 
 

 
 

 
 

飯
能
県
土
整
備
事
務 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

所
及
び
毛
呂
山
町
役 

 
 

 
 

 
 

 
 
所
及
び
毛
呂
山
町
役 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

場
に
備
え
置
い
て
縦 

 
 

 
 

 
 

 
 

場
に
備
え
置
い
て
縦 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

覧
に
供
す
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

覧
に
供
す
る
。 

 
 

 

 
 

杉
ノ
入 

 
 

 
 

 

平
面
図
等
を
埼
玉
県 

土
石
流 
 

 
 

 

平
面
図
等
を
埼
玉
県 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

飯
能
県
土
整
備
事
務 

 
 

 
 

 
 

 
 

飯
能
県
土
整
備
事
務 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

所
及
び
毛
呂
山
町
役 
 

 
 

 
 

 
 

 

所
及
び
毛
呂
山
町
役 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

場
に
備
え
置
い
て
縦 

 
 

 
 

 
 

 
 

場
に
備
え
置
い
て
縦 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

覧
に
供
す
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

覧
に
供
す
る
。 

 
 

 

 
 

ふ
の
字
沢 

 
 

 
 

平
面
図
等
を
埼
玉
県 

土
石
流 

 
 

 
 

平
面
図
等
を
埼
玉
県 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

飯
能
県
土
整
備
事
務 

 
 

 
 

 
 

 
 

飯
能
県
土
整
備
事
務 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

所
及
び
毛
呂
山
町
役 

 
 

 
 

 
 

 
 

所
及
び
毛
呂
山
町
役 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

場
に
備
え
置
い
て
縦 

 
 

 
 

 
 

 
 

場
に
備
え
置
い
て
縦 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

覧
に
供
す
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

覧
に
供
す
る
。 

 
 

 

 
 

き
の
字
沢 

 
 

 
 

平
面
図
等
を
埼
玉
県 

土
石
流 

 
 

 
 

平
面
図
等
を
埼
玉
県 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

飯
能
県
土
整
備
事
務 

 
 

 
 

 
 

 
 

飯
能
県
土
整
備
事
務 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

所
及
び
毛
呂
山
町
役 

 
 

 
 

 
 

 
 

所
及
び
毛
呂
山
町
役 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

場
に
備
え
置
い
て
縦 

 
 

 
 

 
 

 
 

場
に
備
え
置
い
て
縦 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

覧
に
供
す
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

覧
に
供
す
る
。 

 
 

 



 
 

わ
の
字
沢 

 
 

 
 

平
面
図
等
を
埼
玉
県 

土
石
流 

 
 

 
 

平
面
図
等
を
埼
玉
県 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

飯
能
県
土
整
備
事
務 

 
 

 
 

 
 

 
 

飯
能
県
土
整
備
事
務 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

所
及
び
毛
呂
山
町
役 

 
 

 
 

 
 

 
 

所
及
び
毛
呂
山
町
役 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

場
に
備
え
置
い
て
縦 

 
 

 
 

 
 

 
 

場
に
備
え
置
い
て
縦 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

覧
に
供
す
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

覧
に
供
す
る
。 

 
 

 



 

告 
 

示 

 
 

 
都
幾
川
・
玉
川
都
市
計
画
区
域
の
名
称
を
と
き
が
わ
都
市
計
画
区
域
に
変
更
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
六
年
三
月
二
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

埼
玉
県
告
示
第
四
百
九
十
号



告 
 

示 

  
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法

第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
所
沢
都
市
計
画
都
市
計
画
区
域
の
整
備
、
開
発
及
び
保
全
の

方
針
を
変
更
し
た
。 

 

な
お
、当
該
変
更
に
係
る
図
書
を
埼
玉
県
都
市
整
備
部
都
市
計
画
課
に
お
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
六
年
三
月
二
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

 

埼
玉
県
告
示
第
四
百
九
十
一
号



告 
 

示 

  
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法

第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
入
間
都
市
計
画
都
市
計
画
区
域
の
整
備
、
開
発
及
び
保
全
の

方
針
を
変
更
し
た
。 

 

な
お
、当
該
変
更
に
係
る
図
書
を
埼
玉
県
都
市
整
備
部
都
市
計
画
課
に
お
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
六
年
三
月
二
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

 

埼
玉
県
告
示
第
四
百
九
十
二
号



告 
 

示 

  
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法

第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
朝
霞
都
市
計
画
都
市
計
画
区
域
の
整
備
、
開
発
及
び
保
全
の

方
針
を
変
更
し
た
。 

 

な
お
、当
該
変
更
に
係
る
図
書
を
埼
玉
県
都
市
整
備
部
都
市
計
画
課
に
お
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
六
年
三
月
二
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

 

埼
玉
県
告
示
第
四
百
九
十
三
号



告 
 

示 

  
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法

第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
志
木
都
市
計
画
都
市
計
画
区
域
の
整
備
、
開
発
及
び
保
全
の

方
針
を
変
更
し
た
。 

 

な
お
、当
該
変
更
に
係
る
図
書
を
埼
玉
県
都
市
整
備
部
都
市
計
画
課
に
お
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
六
年
三
月
二
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

 

埼
玉
県
告
示
第
四
百
九
十
四
号



告 
 

示 

  
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法

第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
新
座
都
市
計
画
都
市
計
画
区
域
の
整
備
、
開
発
及
び
保
全
の

方
針
を
変
更
し
た
。 

 

な
お
、当
該
変
更
に
係
る
図
書
を
埼
玉
県
都
市
整
備
部
都
市
計
画
課
に
お
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
六
年
三
月
二
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

 

埼
玉
県
告
示
第
四
百
九
十
五
号



告 
 

示 

  
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法

第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
和
光
都
市
計
画
都
市
計
画
区
域
の
整
備
、
開
発
及
び
保
全
の

方
針
を
変
更
し
た
。 

 

な
お
、当
該
変
更
に
係
る
図
書
を
埼
玉
県
都
市
整
備
部
都
市
計
画
課
に
お
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
六
年
三
月
二
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

 

埼
玉
県
告
示
第
四
百
九
十
六
号



告 
 

示 

  
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法

第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
狭
山
都
市
計
画
都
市
計
画
区
域
の
整
備
、
開
発
及
び
保
全
の

方
針
を
変
更
し
た
。 

 

な
お
、当
該
変
更
に
係
る
図
書
を
埼
玉
県
都
市
整
備
部
都
市
計
画
課
に
お
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
六
年
三
月
二
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

 

埼
玉
県
告
示
第
四
百
九
十
七
号



告 
 

示 

  
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法

第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
富
士
見
都
市
計
画
都
市
計
画
区
域
の
整
備
、
開
発
及
び
保
全

の
方
針
を
変
更
し
た
。 

 

な
お
、当
該
変
更
に
係
る
図
書
を
埼
玉
県
都
市
整
備
部
都
市
計
画
課
に
お
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
六
年
三
月
二
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

 

埼
玉
県
告
示
第
四
百
九
十
八
号



告 
 

示 

  
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法

第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
坂
戸
都
市
計
画
都
市
計
画
区
域
の
整
備
、
開
発
及
び
保
全
の

方
針
を
変
更
し
た
。 

 

な
お
、当
該
変
更
に
係
る
図
書
を
埼
玉
県
都
市
整
備
部
都
市
計
画
課
に
お
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
六
年
三
月
二
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

 

埼
玉
県
告
示
第
四
百
九
十
九
号



告 
 

示 

  
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法

第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
毛
呂
山
・
越
生
都
市
計
画
都
市
計
画
区
域
の
整
備
、
開
発
及

び
保
全
の
方
針
を
変
更
し
た
。 

 

な
お
、当
該
変
更
に
係
る
図
書
を
埼
玉
県
都
市
整
備
部
都
市
計
画
課
に
お
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
六
年
三
月
二
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

 

埼
玉
県
告
示
第
五
百
号



告 
 

示 

  
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法

第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
東
松
山
都
市
計
画
都
市
計
画
区
域
の
整
備
、
開
発
及
び
保
全

の
方
針
を
変
更
し
た
。 

 

な
お
、当
該
変
更
に
係
る
図
書
を
埼
玉
県
都
市
整
備
部
都
市
計
画
課
に
お
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
六
年
三
月
二
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

 

埼
玉
県
告
示
第
五
百
一
号



告 
 

示 

  
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法

第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
戸
田
都
市
計
画
都
市
計
画
区
域
の
整
備
、
開
発
及
び
保
全
の

方
針
を
変
更
し
た
。 

 

な
お
、当
該
変
更
に
係
る
図
書
を
埼
玉
県
都
市
整
備
部
都
市
計
画
課
に
お
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
六
年
三
月
二
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

 

埼
玉
県
告
示
第
五
百
二
号



告 
 

示 

  
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法

第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
さ
い
た
ま
都
市
計
画
都
市
計
画
区
域
の
整
備
、
開
発
及
び
保

全
の
方
針
を
変
更
し
た
。 

 

な
お
、当
該
変
更
に
係
る
図
書
を
埼
玉
県
都
市
整
備
部
都
市
計
画
課
に
お
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
六
年
三
月
二
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

 

埼
玉
県
告
示
第
五
百
三
号



告 
 

示 

  
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法

第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
上
尾
都
市
計
画
都
市
計
画
区
域
の
整
備
、
開
発
及
び
保
全
の

方
針
を
変
更
し
た
。 

 

な
お
、当
該
変
更
に
係
る
図
書
を
埼
玉
県
都
市
整
備
部
都
市
計
画
課
に
お
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
六
年
三
月
二
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

 

埼
玉
県
告
示
第
五
百
四
号



告 
 

示 

  
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法

第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
北
本
都
市
計
画
都
市
計
画
区
域
の
整
備
、
開
発
及
び
保
全
の

方
針
を
変
更
し
た
。 

 

な
お
、当
該
変
更
に
係
る
図
書
を
埼
玉
県
都
市
整
備
部
都
市
計
画
課
に
お
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
六
年
三
月
二
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

 

埼
玉
県
告
示
第
五
百
五
号



告 
 

示 

  
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法

第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
行
田
都
市
計
画
都
市
計
画
区
域
の
整
備
、
開
発
及
び
保
全
の

方
針
を
変
更
し
た
。 

 

な
お
、当
該
変
更
に
係
る
図
書
を
埼
玉
県
都
市
整
備
部
都
市
計
画
課
に
お
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
六
年
三
月
二
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

 

埼
玉
県
告
示
第
五
百
六
号



告 
 

示 

  
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法

第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
越
谷
都
市
計
画
都
市
計
画
区
域
の
整
備
、
開
発
及
び
保
全
の

方
針
を
変
更
し
た
。 

 

な
お
、当
該
変
更
に
係
る
図
書
を
埼
玉
県
都
市
整
備
部
都
市
計
画
課
に
お
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
六
年
三
月
二
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

 

埼
玉
県
告
示
第
五
百
七
号



告 
 

示 

  
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法

第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
草
加
都
市
計
画
都
市
計
画
区
域
の
整
備
、
開
発
及
び
保
全
の

方
針
を
変
更
し
た
。 

 

な
お
、当
該
変
更
に
係
る
図
書
を
埼
玉
県
都
市
整
備
部
都
市
計
画
課
に
お
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
六
年
三
月
二
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

 

埼
玉
県
告
示
第
五
百
八
号



告 
 

示 

  
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法

第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
羽
生
都
市
計
画
都
市
計
画
区
域
の
整
備
、
開
発
及
び
保
全
の

方
針
を
変
更
し
た
。 

 

な
お
、当
該
変
更
に
係
る
図
書
を
埼
玉
県
都
市
整
備
部
都
市
計
画
課
に
お
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
六
年
三
月
二
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

 

埼
玉
県
告
示
第
五
百
九
号



告 
 

示 

  
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法

第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
熊
谷
都
市
計
画
都
市
計
画
区
域
の
整
備
、
開
発
及
び
保
全
の

方
針
を
変
更
し
た
。 

 

な
お
、当
該
変
更
に
係
る
図
書
を
埼
玉
県
都
市
整
備
部
都
市
計
画
課
に
お
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
六
年
三
月
二
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

 

埼
玉
県
告
示
第
五
百
十
号



告 
 

示 

  
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法

第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
深
谷
都
市
計
画
都
市
計
画
区
域
の
整
備
、
開
発
及
び
保
全
の

方
針
を
変
更
し
た
。 

 

な
お
、当
該
変
更
に
係
る
図
書
を
埼
玉
県
都
市
整
備
部
都
市
計
画
課
に
お
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
六
年
三
月
二
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

 

埼
玉
県
告
示
第
五
百
十
一
号



告 
 

示 

  
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法

第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
本
庄
都
市
計
画
都
市
計
画
区
域
の
整
備
、
開
発
及
び
保
全
の

方
針
を
変
更
し
た
。 

 

な
お
、当
該
変
更
に
係
る
図
書
を
埼
玉
県
都
市
整
備
部
都
市
計
画
課
に
お
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
六
年
三
月
二
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

 

埼
玉
県
告
示
第
五
百
十
二
号



告 
 

示 

  
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法

第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
小
川
都
市
計
画
都
市
計
画
区
域
の
整
備
、
開
発
及
び
保
全
の

方
針
を
変
更
し
た
。 

 

な
お
、当
該
変
更
に
係
る
図
書
を
埼
玉
県
都
市
整
備
部
都
市
計
画
課
に
お
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
六
年
三
月
二
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

 

埼
玉
県
告
示
第
五
百
十
三
号



告 
 

示 

  
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法

第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
寄
居
都
市
計
画
都
市
計
画
区
域
の
整
備
、
開
発
及
び
保
全
の

方
針
を
変
更
し
た
。 

 

な
お
、当
該
変
更
に
係
る
図
書
を
埼
玉
県
都
市
整
備
部
都
市
計
画
課
に
お
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
六
年
三
月
二
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

 

埼
玉
県
告
示
第
五
百
十
四
号



告 
 

示 

  
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法

第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
秩
父
都
市
計
画
都
市
計
画
区
域
の
整
備
、
開
発
及
び
保
全
の

方
針
を
変
更
し
た
。 

 

な
お
、当
該
変
更
に
係
る
図
書
を
埼
玉
県
都
市
整
備
部
都
市
計
画
課
に
お
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
六
年
三
月
二
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

 

埼
玉
県
告
示
第
五
百
十
五
号



告 
 

示 

  
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法

第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
児
玉
都
市
計
画
都
市
計
画
区
域
の
整
備
、
開
発
及
び
保
全
の

方
針
を
変
更
し
た
。 

 

な
お
、当
該
変
更
に
係
る
図
書
を
埼
玉
県
都
市
整
備
部
都
市
計
画
課
に
お
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
六
年
三
月
二
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

 

埼
玉
県
告
示
第
五
百
十
六
号



告 
 

示 

  
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法

第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
と
き
が
わ
都
市
計
画
都
市
計
画
区
域
の
整
備
、
開
発
及
び
保

全
の
方
針
を
変
更
し
た
。 

 

な
お
、当
該
変
更
に
係
る
図
書
を
埼
玉
県
都
市
整
備
部
都
市
計
画
課
に
お
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
六
年
三
月
二
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

 

埼
玉
県
告
示
第
五
百
十
七
号



告 
 

示 

  
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法

第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
小
鹿
野
都
市
計
画
都
市
計
画
区
域
の
整
備
、
開
発
及
び
保
全

の
方
針
を
変
更
し
た
。 

 

な
お
、当
該
変
更
に
係
る
図
書
を
埼
玉
県
都
市
整
備
部
都
市
計
画
課
に
お
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
六
年
三
月
二
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

 

埼
玉
県
告
示
第
五
百
十
八
号



 

告 
 

示 

  
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法

第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
所
沢
都
市
計
画
区
域
区
分
を
変
更
し
た
。 

 

な
お
、当
該
変
更
に
係
る
図
書
を
埼
玉
県
都
市
整
備
部
都
市
計
画
課
に
お
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
六
年
三
月
二
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

 

埼
玉
県
告
示
第
五
百
十
九
号



 

告 
 

示 

  
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法

第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
入
間
都
市
計
画
区
域
区
分
を
変
更
し
た
。 

 

な
お
、当
該
変
更
に
係
る
図
書
を
埼
玉
県
都
市
整
備
部
都
市
計
画
課
に
お
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
六
年
三
月
二
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

 

埼
玉
県
告
示
第
五
百
二
十
号



 

告 
 

示 

  
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法

第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
朝
霞
都
市
計
画
区
域
区
分
を
変
更
し
た
。 

 

な
お
、当
該
変
更
に
係
る
図
書
を
埼
玉
県
都
市
整
備
部
都
市
計
画
課
に
お
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
六
年
三
月
二
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

埼
玉
県
告
示
第
五
百
二
十
一
号



 

告 
 

示 

  
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法

第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
志
木
都
市
計
画
区
域
区
分
を
変
更
し
た
。 

 

な
お
、当
該
変
更
に
係
る
図
書
を
埼
玉
県
都
市
整
備
部
都
市
計
画
課
に
お
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
六
年
三
月
二
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

 

埼
玉
県
告
示
第
五
百
二
十
二
号



 

告 
 

示 

  
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法

第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
和
光
都
市
計
画
区
域
区
分
を
変
更
し
た
。 

 

な
お
、当
該
変
更
に
係
る
図
書
を
埼
玉
県
都
市
整
備
部
都
市
計
画
課
に
お
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
六
年
三
月
二
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

 

埼
玉
県
告
示
第
五
百
二
十
三
号



 

告 
 

示 

  
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法

第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
坂
戸
都
市
計
画
区
域
区
分
を
変
更
し
た
。 

 

な
お
、当
該
変
更
に
係
る
図
書
を
埼
玉
県
都
市
整
備
部
都
市
計
画
課
に
お
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
六
年
三
月
二
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

 

埼
玉
県
告
示
第
五
百
二
十
四
号



 

告 
 

示 

  
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法

第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
毛
呂
山
・
越
生
都
市
計
画
区
域
区
分
を
変
更
し
た
。 

 

な
お
、当
該
変
更
に
係
る
図
書
を
埼
玉
県
都
市
整
備
部
都
市
計
画
課
に
お
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
六
年
三
月
二
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

 

埼
玉
県
告
示
第
五
百
二
十
五
号



 

告 
 

示 

  
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法

第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
戸
田
都
市
計
画
区
域
区
分
を
変
更
し
た
。 

 

な
お
、当
該
変
更
に
係
る
図
書
を
埼
玉
県
都
市
整
備
部
都
市
計
画
課
に
お
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
六
年
三
月
二
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

 

埼
玉
県
告
示
第
五
百
二
十
六
号



 

告 
 

示 

  
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法

第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
上
尾
都
市
計
画
区
域
区
分
を
変
更
し
た
。 

 

な
お
、当
該
変
更
に
係
る
図
書
を
埼
玉
県
都
市
整
備
部
都
市
計
画
課
に
お
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
六
年
三
月
二
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

 

埼
玉
県
告
示
第
五
百
二
十
七
号



 

告 
 

示 

  
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法

第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
北
本
都
市
計
画
区
域
区
分
を
変
更
し
た
。 

 

な
お
、当
該
変
更
に
係
る
図
書
を
埼
玉
県
都
市
整
備
部
都
市
計
画
課
に
お
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
六
年
三
月
二
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

 

埼
玉
県
告
示
第
五
百
二
十
八
号



 

告 
 

示 

  
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法

第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
行
田
都
市
計
画
区
域
区
分
を
変
更
し
た
。 

 

な
お
、当
該
変
更
に
係
る
図
書
を
埼
玉
県
都
市
整
備
部
都
市
計
画
課
に
お
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
六
年
三
月
二
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

 

埼
玉
県
告
示
第
五
百
二
十
九
号



 

告 
 

示 

  
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法

第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
越
谷
都
市
計
画
区
域
区
分
を
変
更
し
た
。 

 

な
お
、当
該
変
更
に
係
る
図
書
を
埼
玉
県
都
市
整
備
部
都
市
計
画
課
に
お
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
六
年
三
月
二
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

 

埼
玉
県
告
示
第
五
百
三
十
号



 

告 
 

示 

  
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法

第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
草
加
都
市
計
画
区
域
区
分
を
変
更
し
た
。 

 

な
お
、当
該
変
更
に
係
る
図
書
を
埼
玉
県
都
市
整
備
部
都
市
計
画
課
に
お
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
六
年
三
月
二
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

 

埼
玉
県
告
示
第
五
百
三
十
一
号



 

告 
 

示 

  
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法

第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
羽
生
都
市
計
画
区
域
区
分
を
変
更
し
た
。 

 

な
お
、当
該
変
更
に
係
る
図
書
を
埼
玉
県
都
市
整
備
部
都
市
計
画
課
に
お
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
六
年
三
月
二
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

 

埼
玉
県
告
示
第
五
百
三
十
二
号



 

告 
 

示 

  
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法

第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
熊
谷
都
市
計
画
区
域
区
分
を
変
更
し
た
。 

 

な
お
、当
該
変
更
に
係
る
図
書
を
埼
玉
県
都
市
整
備
部
都
市
計
画
課
に
お
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
六
年
三
月
二
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

 

埼
玉
県
告
示
第
五
百
三
十
三
号



 

告 
 

示 

  
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法

第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
深
谷
都
市
計
画
区
域
区
分
を
変
更
し
た
。 

 

な
お
、当
該
変
更
に
係
る
図
書
を
埼
玉
県
都
市
整
備
部
都
市
計
画
課
に
お
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
六
年
三
月
二
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

 

埼
玉
県
告
示
第
五
百
三
十
四
号



 

告 
 

示 

  
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法

第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
本
庄
都
市
計
画
区
域
区
分
を
変
更
し
た
。 

 

な
お
、当
該
変
更
に
係
る
図
書
を
埼
玉
県
都
市
整
備
部
都
市
計
画
課
に
お
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
六
年
三
月
二
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

 

埼
玉
県
告
示
第
五
百
三
十
五
号



 

告 
 

示 

  
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法

第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
小
川
都
市
計
画
区
域
区
分
を
変
更
し
た
。 

 

な
お
、当
該
変
更
に
係
る
図
書
を
埼
玉
県
都
市
整
備
部
都
市
計
画
課
に
お
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
六
年
三
月
二
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

 

埼
玉
県
告
示
第
五
百
三
十
六
号



 

告 
 

示 

 
 

 
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法

第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
上
尾
都
市
計
画
道
路
を
変
更
し
た
。 

 

な
お
、当
該
変
更
に
係
る
図
書
を
埼
玉
県
都
市
整
備
部
都
市
計
画
課
に
お
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
六
年
三
月
二
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

 

埼
玉
県
告
示
第
五
百
三
十
七
号



 

告 
 

示 

 
 

 
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法

第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
北
本
都
市
計
画
道
路
を
変
更
し
た
。 

 

な
お
、当
該
変
更
に
係
る
図
書
を
埼
玉
県
都
市
整
備
部
都
市
計
画
課
に
お
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
六
年
三
月
二
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

 

埼
玉
県
告
示
第
五
百
三
十
八
号



 

告 
 

示 

 
 

 
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法

第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
羽
生
都
市
計
画
道
路
を
変
更
し
た
。 

 

な
お
、当
該
変
更
に
係
る
図
書
を
埼
玉
県
都
市
整
備
部
都
市
計
画
課
に
お
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
六
年
三
月
二
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

 

埼
玉
県
告
示
第
五
百
三
十
九
号



告 
 

示 

  
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法

第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
坂
戸
都
市
計
画
下
水
道
を
変
更
し
た
。 

 

な
お
、当
該
変
更
に
係
る
図
書
を
埼
玉
県
都
市
整
備
部
都
市
計
画
課
に
お
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
六
年
三
月
二
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 

埼
玉
県
告
示
第
五
百
四
十
号



告 
 

示 

  
新
座
市
か
ら
新
座
都
市
計
画
地
区
計
画
の
変
更
に
係
る
図
書
の
写
し
の
送
付
を
受
け
た
の
で
、

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第

二
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
当
該
図
書
の
写
し
を
埼
玉
県
都
市
整
備
部
都
市
計
画
課
に
お
い

て
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
六
年
三
月
二
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

埼
玉
県
告
示
第
五
百
四
十
一
号



告 
 

示 

  
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
六
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
昭
和
四

十
五
年
埼
玉
県
告
示
第
二
百
四
十
七
号
で
告
示
し
た
蕨
都
市
計
画
下
水
道
事
業
の
事
業
計
画
の
変

更
を
認
可
し
た
の
で
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
六
年
三
月
二
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

一 

施
行
者
の
名
称 

 
 

蕨
市 

二 

都
市
計
画
事
業
の
種
類
及
び
名
称 

 
 

蕨
都
市
計
画
下
水
道
事
業
蕨
公
共
下
水
道 

三 

事
業
施
行
期
間 

 
 

昭
和
四
十
五
年
三
月
十
七
日
か
ら 

 
 

平
成
二
十
八
年
三
月
三
十
一
日
ま
で 

四 

変
更
に
係
る
事
業
地 

 

イ 

分
流
汚
水 

 
 

（
１
） 

収
用
の
部
分 

 
 

 
 

 
 

変
更
な
し 

 
 

（
２
） 

使
用
の
部
分 

 
 

 
 

 
 

変
更
な
し 

 

ロ 

分
流
雨
水 

 
 

（
１
） 

収
用
の
部
分 

 
 

 
 

 
 

変
更
な
し 

 
 

（
２
） 

使
用
の
部
分 

 
 

 
 

 
 

変
更
な
し 

 

ハ 

合
流
区
域 

 
 

（
１
） 

収
用
の
部
分 

 
 

 
 

 
 

変
更
な
し 

 
 

（
２
） 

使
用
の
部
分 

 
 

 
 

 
 

変
更
な
し 

  

埼
玉
県
告
示
第
五
百
四
十
二
号



告 
 

示 

  
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
六
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
昭
和
四

十
七
年
埼
玉
県
告
示
第
四
百
五
十
三
号
で
告
示
し
た
所
沢
都
市
計
画
下
水
道
事
業
の
事
業
計
画
の

変
更
を
認
可
し
た
の
で
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
六
年
三
月
二
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

一 

施
行
者
の
名
称 

 
 

所
沢
市 

二 

都
市
計
画
事
業
の
種
類
及
び
名
称 

 
 

所
沢
都
市
計
画
下
水
道
事
業
所
沢
公
共
下
水
道 

三 

事
業
施
行
期
間 

 
 

昭
和
三
十
二
年
十
一
月
十
九
日
か
ら 

 
 

平
成
三
十
年
三
月
三
十
一
日
ま
で 

四 

変
更
に
係
る
事
業
地 

 

イ 

合
流
区
域 

 
 

（
１
） 

収
用
の
部
分 

 
 

 
 

 
 

変
更
な
し 

 
 

（
２
） 

使
用
の
部
分 

 
 

 
 

 
 

変
更
な
し 

 

ロ 

分
流
汚
水 

 
 

（
１
） 

収
用
の
部
分 

 
 

 
 

 
 

変
更
な
し 

 
 

（
２
） 

使
用
の
部
分 

 
 

 
 

 
 

昭
和
四
十
七
年
埼
玉
県
告
示
第
四
百
五
十
三
号
、
昭
和
四
十
八
年
埼
玉
県
告
示
第

七
百
一
号
、
昭
和
五
十
年
埼
玉
県
告
示
第
五
百
十
五
号
、
昭
和
五
十
一
年
埼
玉
県

告
示
第
九
百
六
十
九
号
、
昭
和
五
十
三
年
埼
玉
県
告
示
第
千
五
百
九
十
二
号
、
昭

和
五
十
四
年
埼
玉
県
告
示
第
六
百
七
十
四
号
、
昭
和
五
十
五
年
埼
玉
県
告
示
第
四

百
五
十
七
号
、
昭
和
五
十
七
年
埼
玉
県
告
示
第
九
百
三
十
四
号
、
昭
和
六
十
一
年

埼
玉
県
告
示
第
千
百
三
十
四
号
、昭
和
六
十
二
年
埼
玉
県
告
示
第
二
千
三
十
四
号
、

平
成
元
年
埼
玉
県
告
示
第
六
百
三
十
七
号
、
平
成
三
年
埼
玉
県
告
示
第
六
百
四
十

五
号
、
平
成
五
年
年
埼
玉
県
告
示
第
三
百
七
十
一
号
、
平
成
八
年
埼
玉
県
告
示
第

九
百
六
十
九
号
、
平
成
十
三
年
埼
玉
県
告
示
第
五
百
十
五
号
、
平
成
十
四
年
埼
玉

県
告
示
第
千
六
百
十
九
号
及
び
平
成
十
九
年
埼
玉
県
告
示
第
六
百
七
号
の
事
業
地

埼
玉
県
告
示
第
五
百
四
十
三
号



に
北
野
南
三
丁
目
、
大
字
下
富
字
駿
河
台
、
字
月
見
原
、
字
武
野
、
字
雪
見
原
及

び
字
柳
野
、
大
字
神
米
金
字
向
大
、
字
月
見
崎
、
字
出
先
、
字
稲
荷
前
、
字
中
台
、

字
鳥
久
保
、
字
月
見
ヶ
台
、
字
野
鶏
ヶ
窪
、
字
梅
ヶ
原
、
字
稲
荷
木
、
字
八
雲
ヶ

原
、
字
常
盤
原
、
字
業
平
窪
、
字
東
原
、
字
内
出
、
字
西
ヶ
原
及
び
字
飛
鳥
野
、

大
字
坂
之
下
字
清
中
前
鶴
、
字
前
、
字
上
、
字
中
、
字
丸
久
保
、
字
中
道
、
字
岾
、

字
谷
戸
、
字
折
口
、
字
中
谷
戸
、
字
南
大
谷
戸
及
び
字
北
大
谷
戸
、
大
字
牛
沼
字

下
山
、
字
中
台
、
字
川
端
、
字
下
川
端
、
字
下
原
、
字
武
蔵
野
及
び
字
北
武
蔵
野

並
び
に
大
字
上
山
口
字
立
中
坂
、
字
上
道
端
、
字
チ
カ
タ
、
字
大
木
下
、
字
長
窪

脇
、
字
元
寺
前
、
字
長
久
保
、
字
谷
峯
、
字
榎
戸
、
字
前
畑
、
字
ジ
ン
キ
オ
ネ
、

字
山
際
、
字
前
久
保
、
字
中
内
手
、
字
東
峰
、
字
西
峰
、
字
鳥
居
戸
、
字
堤
崎
、

字
長
峰
下
、
字
長
峰
、
字
堂
入
、
字
覚
鎮
及
び
字
谷
津
を
加
え
、
所
沢
新
町
、
北

野
二
丁
目
、
北
野
三
丁
目
、
北
野
南
二
丁
目
、
三
ヶ
島
三
丁
目
、
三
ヶ
島
五
丁
目
、

小
手
指
町
二
丁
目
、
大
字
中
新
井
字
富
士
見
台
並
び
に
大
字
中
富
字
月
野
原
を
変

更
す
る
。 

 

 

ハ 

分
流
雨
水 

 
 

（
１
） 

収
用
の
部
分 

 
 

 
 

 
 

変
更
な
し 

 
 

（
２
） 

使
用
の
部
分 

 
 

 
 

 
 

変
更
な
し 



告 
 

示 

  
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
六
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
昭
和
四

十
九
年
埼
玉
県
告
示
第
千
三
百
十
六
号
で
告
示
し
た
富
士
見
都
市
計
画
下
水
道
事
業
の
事
業
計
画

の
変
更
を
認
可
し
た
の
で
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
六
年
三
月
二
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

一 

施
行
者
の
名
称 

 
 

富
士
見
市 

二 

都
市
計
画
事
業
の
種
類
及
び
名
称 

 
 

富
士
見
都
市
計
画
下
水
道
事
業
富
士
見
公
共
下
水
道 

三 

事
業
施
行
期
間 

 
 

昭
和
四
十
九
年
十
月
二
十
五
日
か
ら 

 
 

平
成
三
十
年
三
月
三
十
一
日
ま
で 

四 

変
更
に
係
る
事
業
地 

 

イ 

汚
水 

 
 

（
１
） 

収
用
の
部
分 

 
 

 
 

 
 

変
更
な
し 

 
 

（
２
） 

使
用
の
部
分 

 

昭
和
四
十
九
年
埼
玉
県
告
示
第
千
三
百
十
六
号
、
昭
和
五
十
三
年
埼
玉
県
告
示
第

千
八
百
号
、
昭
和
五
十
六
埼
玉
県
告
示
第
百
号
、
昭
和
五
十
八
年
埼
玉
県
告
示
第
五

百
三
十
一
号
、
昭
和
六
十
年
埼
玉
県
告
示
第
千
七
百
三
十
三
号
、
昭
和
六
十
二
年
埼

玉
県
告
示
第
四
百
九
十
一
号
、
平
成
二
年
埼
玉
県
告
示
第
九
百
六
十
八
号
、
平
成
四

年
埼
玉
県
告
示
第
千
三
百
九
十
九
号
、
平
成
六
年
埼
玉
県
告
示
第
千
二
百
三
十
号
、

平
成
八
年
埼
玉
県
告
示
第
千
七
百
二
十
九
号
、
平
成
十
一
年
埼
玉
県
告
示
第
百
五
十

二
号
、
平
成
十
四
年
埼
玉
県
告
示
第
千
九
百
三
十
四
号
、
平
成
十
五
年
埼
玉
県
告
示

第
千
二
百
三
十
二
号
、
平
成
十
七
年
埼
玉
県
告
示
第
千
六
百
五
十
二
号
、
平
成
二
十

年
埼
玉
県
告
示
第
三
百
四
十
一
号
、
平
成
二
十
三
年
埼
玉
県
告
示
第
三
百
九
十
一
の

事
業
地
の
う
ち
、
富
士
見
市
大
字
勝
瀬
字
寺
山
、
字
反
町
、
山
室
一
丁
目
、
大
字
東

大
久
保
字
金
子
街
道
、
大
字
下
南
畑
字
島
崎
を
変
更
し
、
富
士
見
市
大
字
下
南
畑
字

葭
会
を
加
え
る
。 

 

ロ 

雨
水 

 
 

（
１
） 

収
用
の
部
分 

 

変
更
な
し 

埼
玉
県
告
示
第
五
百
四
十
四
号



 
 

（
２
） 

使
用
の
部
分 

 

昭
和
四
十
九
年
埼
玉
県
告
示
第
千
三
百
十
六
号
、
昭
和
五
十
三
年
埼
玉
県
告
示
第

千
八
百
号
、
昭
和
五
十
六
埼
玉
県
告
示
第
百
号
、
昭
和
五
十
八
年
埼
玉
県
告
示
第
五

百
三
十
一
号
、
昭
和
六
十
年
埼
玉
県
告
示
第
千
七
百
三
十
三
号
、
昭
和
六
十
二
年
埼

玉
県
告
示
第
四
百
九
十
一
号
、
平
成
二
年
埼
玉
県
告
示
第
九
百
六
十
八
号
、
平
成
四

年
埼
玉
県
告
示
第
千
三
百
九
十
九
号
、
平
成
六
年
埼
玉
県
告
示
第
千
二
百
三
十
号
、

平
成
八
年
埼
玉
県
告
示
第
千
七
百
二
十
九
号
、
平
成
十
一
年
埼
玉
県
告
示
第
百
五
十

二
号
、
平
成
十
四
年
埼
玉
県
告
示
第
千
九
百
三
十
四
号
、
平
成
十
五
年
埼
玉
県
告
示

第
千
二
百
三
十
二
号
、
平
成
十
七
年
埼
玉
県
告
示
第
千
六
百
五
十
二
号
、
平
成
二
十

年
埼
玉
県
告
示
第
三
百
四
十
一
号
、
平
成
二
十
三
年
埼
玉
県
告
示
第
三
百
九
十
一
号

の
事
業
地
に
、
富
士
見
市
山
室
一
丁
目
、
大
字
鶴
馬
字
山
室
前
、
字
畑
下
、
字
久
保

田
、
字
内
谷
を
加
え
、
富
士
見
市
大
字
水
子
字
薬
師
下
、
字
石
井
前
、
字
牛
子
、
字

谷
ツ
前
、
字
岡
ノ
坂
、
字
永
島
の
事
業
地
を
変
更
す
る
。 

 
 



告 
 

示 

  
埼
玉
県
都
市
計
画
法
に
基
づ
く
開
発
許
可
等
の
基
準
に
関
す
る
条
例
（
平
成
十
三
年
埼
玉
県
条

例
第
六
十
一
号
）
第
六
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
、
予
定
建
築
物
の
用
途
を
限
り
指
定
し
た
土
地

の
区
域
を
変
更
し
た
の
で
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。 

 

な
お
、
変
更
し
た
土
地
の
区
域
を
示
す
図
面
は
、
当
該
市
町
村
の
区
域
を
所
管
す
る
建
築
安
全

セ
ン
タ
ー
及
び
当
該
市
町
村
の
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
に
基
づ
く
開
発
行

為
等
の
規
制
に
係
る
事
務
を
担
当
す
る
課
に
お
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
六
年
三
月
二
十
八
日 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

 
 

一 

変
更
し
た
予
定
建
築
物
の
用
途
を
限
り
指
定
し
た
土
地
の
区
域 

 

二 

変
更
年
月
日 

 
 

平
成
二
十
六
年
三
月
二
十
五
日 

 
 

        

 

吉
見
町 

 

嵐
山
町 

 

滑
川
町 

 

越
生
町 

 

市 

町 

村 

大
字
長
谷
の
一
部 

大
字
越
畑
の
一
部 

大
字
月
輪
の
一
部 

大
字
大
谷
の
一
部
、
大
字
西
和
田
の

一
部
及
び
大
字
成
瀬
の
一
部 

土 

地 

の 

区 

域 

流
通
業
務
・
工
業
施
設 

 

流
通
業
務
・
工
業
施
設 

 

流
通
業
務
・
工
業
施
設 

 

流
通
業
務
・
工
業
施
設 

 
予
定
建
築
物
の
用
途 

埼
玉
県
告
示
第
五
百
四
十
五
号



告 
 

示 

  
土
地
区
画
整
理
法（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
十
九
号
）第
四
十
五
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、

久
喜
市
清
久
工
業
団
地
周
辺
土
地
区
画
整
理
組
合
の
解
散
を
認
可
し
た
。 

 
 

平
成
二
十
六
年
三
月
二
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

 

埼
玉
県
告
示
第
五
百
四
十
六
号



告 
 

示 

 
 

 
 

 
 

  
建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
第
五
十
二
条
第
一
項
第
六
号
、
同
条
第
二

項
第
三
号
、
第
五
十
三
条
第
一
項
第
六
号
、
第
五
十
六
条
第
一
項
第
二
号
ニ
及
び
別
表
第
三
（に）
欄

五
の
項
の
規
定
に
よ
り
、
都
市
計
画
区
域
の
う
ち
用
途
地
域
の
指
定
の
な
い
区
域
の
面
積
を
変
更

す
る
。 

 

な
お
、当
該
変
更
に
係
る
図
書
を
埼
玉
県
都
市
整
備
部
建
築
安
全
課
に
お
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
六
年
三
月
二
十
八
日 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 

変
更
に
係
る
区
域 

 

三
郷
市
の
区
域
内
の
都
市
計
画
区
域
の
う
ち
用
途
地
域
の
指
定
の
な
い
区
域 

       

埼
玉
県
告
示
第
五
百
四
十
七
号



告 
 

示 

  
平
成
十
九
年
埼
玉
県
告
示
第
五
百
六
十
二
号
（
会
計
管
理
者
事
務
の
一
部
委
任
に
つ
い
て
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
平
成
二
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

 

埼
玉
県
行
政
組
織
規
則
（
昭
和
四
十
二
年
埼
玉
県
規
則
第
一
号
）
に
基
づ
く
県
税
事
務
所
に
係

る
平
成
二
十
五
年
度
の
予
算
の
執
行
に
係
る
支
出
負
担
行
為
の
確
認
、
精
算
調
書
の
確
認
及
び
審

査
並
び
に
戻
出
決
定
の
確
認
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。 

 
 

平
成
二
十
六
年
三
月
二
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

 

別
表
第
一
第
十
項
中
「
第
十
一
号
」
を
「
第
九
号
」
に
改
め
る
。 

埼
玉
県
告
示
第
五
百
四
十
八
号



告 
 

示 
 

埼
玉
県
川
越
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
五
号 

 

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ

う
に
道
路
の
供
用
を
開
始
す
る
。 

 

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
六
年
三
月
二
十
八
日
か
ら
三
十
日
間
埼
玉
県
県
土
整
備
部
道
路

環
境
課
及
び
埼
玉
県
川
越
県
土
整
備
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
六
年
三
月
二
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
埼
玉
県
川
越
県
土
整
備
事
務
所
長 

浅 

井 

義 

明 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 



 

 

 

 

   

さ
い
た
ま
ふ
じ
み
野
所
沢
線 

  

路 
 

線 
 

名 

 

ふ
じ
み
野
市
上
福
岡
二
丁
目
一
五
一
三

番
二
地
先
か
ら
同
市
上
福
岡
三
丁
目
一
五

二
一
番
一
〇
地
先
ま
で 

（
た
だ
し
、
関
係
図
面
に
表
示
す
る
部
分
に

限
る
。
） 

 

供
用
開
始
の
区
間 

平
成
二
十
六
年
三
月
二
十
八
日 

供
用
開
始
の
期
日 

交
通
安
全
対
策
事
業
に
よ
る
。 

平
成
二
十
年
三
月
二
十
八
日
川
越

県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
三
十

三
号
で
告
示
し
た
道
路
区
域
の
一

部
供
用
開
始
で
あ
る
。 

 

延
長
一
四
八
・
〇
〇
メ
ー
ト
ル 

備  

 

考  



告 
 

示 
 

埼
玉
県
飯
能
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
四
号 

 

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
道
路
の

区
域
を
次
の
よ
う
に
変
更
す
る
。 

 

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
六
年
三
月
二
十
八
日
か
ら
三
十
日
間
埼
玉
県
県
土
整
備
部
道
路

環
境
課
及
び
埼
玉
県
飯
能
県
土
整
備
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。 

平
成
二
十
六
年
三
月
二
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
埼
玉
県
飯
能
県
土
整
備
事
務
所
長 

内 

藤 

敏 

夫 
 

 
 

一 

道
路
の
種
類  

県
道 

二 

路

線

名  

飯
能
下
名
栗
線 

三 

道
路
の
区
域 

 



 

新 旧 

旧 

新 

別 

 

飯
能
市
大
字
上
赤
工
字
松
ノ
西
三
六

四
番
地
先
か
ら
同
市
大
字
上
赤
工
字

山
根
三
一
〇
番
二
地
先
ま
で 

 
区 

 
 
 

間 

 
 

 
 

九
・
六
九
～ 

 
 
 
 

一
九
・
〇
五 

 
 

 

敷
地
の
幅
員 

（
メ
ー
ト
ル
） 

   
 

二
二
一
・
〇
〇 

  

延 
 

長 

（
メ
ー
ト
ル
） 

  

自
転
車
歩
行
者
道
整
備

工
事 備  

 

 

考  



告 
 

示 
 

埼
玉
県
飯
能
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
五
号 

 

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ

う
に
道
路
の
供
用
を
開
始
す
る
。 

 

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
六
年
三
月
二
十
八
日
か
ら
三
十
日
間
埼
玉
県
県
土
整
備
部
道
路

環
境
課
及
び
埼
玉
県
飯
能
県
土
整
備
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
六
年
三
月
二
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
埼
玉
県
飯
能
県
土
整
備
事
務
所
長 

内 

藤 

敏 

夫 
 

 
 

 
 

 
 



 

   
 

飯
能
下
名
栗
線 

  

路 
 

線 
 

名 

 

飯
能
市
大
字
上
赤
工
字
松
ノ
西
三
六
四

番
地
先
か
ら
同
市
大
字
上
赤
工
字
山
根

三
一
〇
番
二
地
先
ま
で 

 

（
た
だ
し
、
関
係
図
面
に
表
示
す
る
部
分 

 
 

 

に
限
る
。
） 

   

供
用
開
始
の
区
間 

平
成
二
十
六
年
三
月
二
十
八
日 

供
用
開
始
の
期
日 

平
成
二
十
六
年
三
月
二
十

八
日
付
け
埼
玉
県
飯
能
県

土
整
備
事
務
所
長
告
示
第

四
号
で
告
示
し
た
道
路
予

定
区
域
の
一
部
供
用
開
始

で
あ
る
。 

 

延
長
二
二
一
・
〇
〇 

メ
ー
ト
ル 

備  

 

考  



告 
 

示 
 

埼
玉
県
杉
戸
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
二
号 

 

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
道
路
の

区
域
を
次
の
よ
う
に
変
更
す
る
。 

 

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
六
年
三
月
二
十
八
日
か
ら
三
十
日
間
埼
玉
県
県
土
整
備
部
道
路

環
境
課
及
び
埼
玉
県
杉
戸
県
土
整
備
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
六
年
三
月
二
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
埼
玉
県
杉
戸
県
土
整
備
事
務
所
長 

関 

口 
 

男 

一 

道
路
の
種
類 

県
道 

二 

路 

線 

名 

さ
い
た
ま
栗
橋
線 

三 

道
路
の
区
域 

 



 
 

 

新 旧 

旧 

新 

別 

久
喜
市
西
大
輪
字
原
一
七
一
番
一
地
先
か

ら
同
市
東
大
輪
字
浅
間
下
二
〇
九
一
番
一

地
先
ま
で 

区 
 
 
 
 
 

間 

二
五
・
五
〇
～ 

 
 

六
四
・
二
〇 

 

敷
地
の
幅
員 

（
メ
ー
ト
ル
） 

八
一
・
八
〇 

 
 

延 
 

長 

（
メ
ー
ト
ル
） 

歩
道
の
一
部
を
区
域
除
外
す
る
も
の
で
あ

る
。 

備 
 
 
 
 
 

考 



告 
 

示 

 
埼
玉
県
川
越
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
所
長
告
示
第
四
十
一
号 

 

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
三
十
六
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
開

発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
の
で
、
公
告
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
六
年
三
月
二
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
川
越
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
所
長 

福 

島 

克 

季 
 

 
 

一 

許
可
番
号 

 
 

平
成
二
十
五
年
十
二
月
六
日 

 
 

指
令
川
建
セ
第
二
○
○
一
○
九
二
号 

二 

検
査
済
証
番
号 

 
 

平
成
二
十
六
年
三
月
二
十
日 

 
 

川
建
セ
第
二
五
○
一
五
五
号 

三 

開
発
区
域
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称 

 
 

埼
玉
県
比
企
郡
小
川
町
大
字
小
川
字
中
郷
八
一
五
番
二
の
一
部
、
八
一
六
番
二
、
八
一
六
番 

六
、
八
二
二
番
一
、
八
二
二
番
三
、
八
二
二
番
六
、
八
二
二
番
七
、
八
二
三
番
一
、
八
二
三
番 

三
、
八
二
三
番
五
、
八
二
三
番
六
、
八
二
四
番
一
、
八
二
四
番
三
、
八
二
四
番
四
、
八
二
五
番 

一
、
八
二
五
番
二
、
八
二
五
番
三
、
八
二
五
番
五
、
八
二
五
番
六
、
八
二
五
番
七
、
八
二
五
番 

八
、
八
二
六
番
一
、
八
二
六
番
二
、
八
二
六
番
三
、
八
二
六
番
四
、
八
二
六
番
六
、
八
二
六
番 

七
、
八
二
七
番
一
、
八
二
八
番
一
、
八
二
九
番
一
、
八
二
九
番
一
三
、
八
二
九
番
一
四
、
八
二 

九
番
一
五
、
八
二
九
番
一
六
、
八
二
九
番
一
七
、
九
○
○
番
一
、
九
○
一
番
一
、
九
○
二
番
一
、 

九
○
二
番
二
、
九
○
五
番
一
、
九
○
六
番
一
、
九
○
七
番
二
、
八
一
六
番
二
地
先
道
路
、
九
○ 

○
番
一
地
先
道
路
、
九
○
二
番
一
地
先
水
路
、
字
大
豆
五
駄
九
三
四
番
二 

四 

開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名 

 
 

埼
玉
県
和
光
市
本
町
五
番
三
九
号 

 
 

ホ
ン
ダ
開
発
株
式
会
社 

代
表
取
締
役
社
長 

暮
林 

正
善 



告 
 

示 

 
埼
玉
県
川
越
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
所
長
告
示
第
四
十
二
号 

 

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
三
十
六
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
開

発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
の
で
、
公
告
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
六
年
三
月
二
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
川
越
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
所
長 

福 

島 

克 

季 
 

 
 

一 

許
可
番
号 

 
 

平
成
二
十
六
年
一
月
二
十
九
日 

 
 

指
令
川
建
セ
第
二
五
○
○
九
六
一
号 

二 

検
査
済
証
番
号 

 
 

平
成
二
十
六
年
三
月
二
十
日 

 
 

川
建
セ
第
二
五
○
一
五
九
号 

三 

開
発
区
域
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称 

 
 

埼
玉
県
比
企
郡
小
川
町
大
字
飯
田
字
打
越
二
七
四
番
一
、
二
七
六
番
一
、
二
七
七
番
五
、
二 

七
九
番
四 

四 

開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名 

 
 

東
京
都
豊
島
区
東
池
袋
三
丁
目
一
番
一
号 

 
 

株
式
会
社
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト 

代
表
取
締
役 

中
山 

勇 



告 
 

示 

 
埼
玉
県
川
越
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
所
長
告
示
第
四
十
三
号 

 

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
三
十
六
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
開

発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
の
で
、
公
告
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
六
年
三
月
二
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
川
越
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
所
長 

福 

島 

克 

季 

一 

許
可
番
号 

 
 

平
成
二
十
五
年
九
月
二
十
四
日 

 
 

指
令
川
建
セ
第
二
五
〇
〇
七
六
〇
号 

二 

検
査
済
証
番
号 

 
 

平
成
二
十
六
年
三
月
二
十
日 

 
 

川
建
セ
第
二
五
〇
一
五
八
号 

三 

開
発
区
域
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称 

 
 

埼
玉
県
比
企
郡
滑
川
町
大
字
土
塩
字
殿
山
七
百
九
十
七
番
、
七
百
九
十
九
番
の
一
部 

四 

開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名 

 
 

埼
玉
県
比
企
郡
滑
川
町
大
字
土
塩
七
百
九
十
九
番
地 

 
 

 

 
 

贄
田 

一
弘 

 
 

 
 

 

 
 

 

 
 

 



告 
 

示 

 
埼
玉
県
川
越
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
所
長
告
示
第
四
十
四
号 

 

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
三
十
六
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
開

発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
の
で
、
公
告
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
六
年
三
月
二
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
川
越
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
所
長 

福 

島 

克 

季 

一 

許
可
番
号 

 
 

平
成
二
十
五
年
十
月
七
日 

 
 

指
令
川
建
セ
第
二
五
〇
〇
八
七
〇
号 

二 

検
査
済
証
番
号 

 
 

平
成
二
十
六
年
三
月
二
十
日 

 
 

川
建
セ
第
二
五
〇
一
六
三
号 

三 

開
発
区
域
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称 

 
 

埼
玉
県
比
企
郡
川
島
町
大
字
出
丸
中
郷
字
新
田
一
七
三
三
番
一 

四 

開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名 

 
 

埼
玉
県
川
越
市
大
字
南
田
島
六
二
二
番
地
一 

マ
ロ
ン
・
ヴ
ィ
ラ
Ⅱ
Ｃ
一
〇
二
号
室 

 
 

鈴
木 

勤 

鈴
木 

千
恵
子 

  
 

 



告 
 

示 

 
埼
玉
県
川
越
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
所
長
告
示
第
四
十
五
号 

 

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
三
十
六
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
開

発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
の
で
、
公
告
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
六
年
三
月
二
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
川
越
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
所
長 

福 

島 

克 

季 
 

 
 

一 

許
可
番
号 

 
 

平
成
二
十
六
年
二
月
二
十
日 

 
 

指
令
川
建
セ
第
二
五
○
○
四
六
一
号 

二 

検
査
済
証
番
号 

 
 

平
成
二
十
六
年
三
月
二
十
四
日 

 
 

川
建
セ
第
二
五
○
一
五
七
号 

三 

開
発
区
域
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称 

 
 

埼
玉
県
入
間
郡
越
生
町
大
字
如
意
字
竹
林
七
三
六
番
七
、
七
四
○
番
一
、
七
四
一
番
、
七
四 

二
番
二
、
七
四
六
番
一
、
七
四
六
番
二
、
七
四
七
番
三 

四 

開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名 

 
 

埼
玉
県
入
間
郡
越
生
町
大
字
如
意
七
三
六
番
地
一 

 
 

社
会
福
祉
法
人
か
え
で 

理
事
長 

齋
藤 

壽
雄 



告 
 

示 

 
埼
玉
県
川
越
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
所
長
告
示
第
四
十
六
号 

 

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
三
十
六
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
開

発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
の
で
、
公
告
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
六
年
三
月
二
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
川
越
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
所
長 

福 

島 

克 

季 

一 

許
可
番
号 

 
 

平
成
二
十
五
年
十
月
二
十
一
日 

 
 

指
令
川
建
セ
第
二
五
〇
〇
八
四
〇
号 

二 

検
査
済
証
番
号 

 
 

平
成
二
十
六
年
三
月
二
十
四
日 

 
 

川
建
セ
第
二
五
〇
一
六
五
号 

三 

開
発
区
域
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称 

 
 

埼
玉
県
比
企
郡
川
島
町
大
字
上
狢
字
寺
脇
六
九
六
番
五 

 
 

埼
玉
県
比
企
郡
川
島
町
大
字
宮
前
字
前
山
才
一
四
七
番
一 

四 

開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名 

 
 

埼
玉
県
比
企
郡
川
島
町
大
字
上
狢
六
九
六
番
地 

 
 

田
中 

悠
紀
子 

  
 

 



告 
 

示 

 
埼
玉
県
川
越
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
所
長
告
示
第
四
十
七
号 

 

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
三
十
六
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
開

発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
の
で
、
公
告
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
六
年
三
月
二
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
川
越
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
所
長 

福 

島 

克 

季 
 

 
 

一 

許
可
番
号 

 
 

平
成
二
十
五
年
十
一
月
二
十
一
日 

 
 

指
令
川
建
セ
第
二
五
○
一
○
五
○
号 

二 

検
査
済
証
番
号 

 
 

平
成
二
十
六
年
三
月
二
十
五
日 

 
 

川
建
セ
第
二
五
○
一
五
四
号 

三 

開
発
区
域
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称 

 
 

埼
玉
県
比
企
郡
吉
見
町
大
字
大
串
字
上
西
浦
五
一
八
番
三 

四 

開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名 

 
 

埼
玉
県
比
企
郡
吉
見
町
東
野
一
丁
目
一
一
番
二 

シ
ャ
ン
・
ド
・
フ
ル
ー
ル
Ａ
２
０
２ 

 
 

川
村 

朋
之
、
川
村 

恵
美 



告 
 

示 

 
埼
玉
県
川
越
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
所
長
告
示
第
四
十
八
号 

 

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
三
十
六
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
開

発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
の
で
、
公
告
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
六
年
三
月
二
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
川
越
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
所
長 

福 

島 

克 

季 
 

 
 

一 

許
可
番
号 

 
 

平
成
二
十
五
年
八
月
二
十
一
日 

 
 

指
令
川
建
セ
第
二
五
○
○
六
○
○
号 

二 

検
査
済
証
番
号 

 
 

平
成
二
十
六
年
三
月
二
十
六
日 

 
 

川
建
セ
第
二
五
○
一
六
二
号 

三 

開
発
区
域
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称 

 
 

埼
玉
県
比
企
郡
吉
見
町
大
字
中
新
井
字
神
明
町
一
○
二
六
番
三
、
一
○
二
六
番
二
の
一
部 

四 

開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名 

 
 

埼
玉
県
北
本
市
西
高
尾
六
丁
目
一
六
一
番
地
一 

オ
ー
ク
ハ
イ
ツ
ツ
カ
サ
３
０
２ 

 
 

林 

裕
子 



告 
 

示 

 
埼
玉
県
公
営
企
業
告
示
第
二
十
一
号 

地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
二
年
政
令
第
十
六
号
）
第
百
六
十
七
条
の
五
第
一
項
の
規
定

に
基
づ
き
、
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
が
適
用
さ
れ
る
建
設
工
事
の
請
負
契
約
並
び
に
建
設
工
事

に
係
る
設
計
、
調
査
及
び
測
量
の
業
務
の
委
託
契
約
（
以
下
こ
れ
ら
を
「
建
設
工
事
の
請
負
等
の

契
約
」
と
い
う
。）
の
う
ち
、
平
成
二
十
六
年
度
に
お
い
て
埼
玉
県
公
営
企
業
管
理
者
及
び
そ
の
委

任
を
受
け
た
者
が
締
結
す
る
契
約
の
一
般
競
争
入
札
に
参
加
す
る
者
に
必
要
な
資
格
等
に
つ
い

て
、
次
の
と
お
り
定
め
た
。 

 
 

平
成
二
十
六
年
三
月
二
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

埼
玉
県
公
営
企
業
管
理
者 

松 

岡 
 

 

進 
 

 
 

一 

一
般
競
争
入
札
に
参
加
す
る
者
に
必
要
な
資
格 

    

建
設
工
事
の
請
負
等
の
契
約
の
一
般
競
争
入
札
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
る
者
は
、
入
札
参

加
資
格
認
定
申
請
を
し
て
、
資
格
が
あ
る
旨
の
認
定
（
以
下
「
認
定
」
と
い
う
。
）
を
受
け
、

被
認
定
者
名
簿
に
登
載
さ
れ
た
者
と
す
る
。 

二 

認
定
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
者 

    

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は
、
認
定
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
。 

  

イ 

地
方
自
治
法
施
行
令
第
百
六
十
七
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
該
当
す
る
者 

ロ 

埼
玉
県
公
営
企
業
財
務
規
程
（
昭
和
三
十
九
年
埼
玉
県
公
営
企
業
管
理
規
程
第
五
号
）
第

百
二
十
条
の
規
定
に
よ
り
、
埼
玉
県
公
営
企
業
管
理
者
及
び
そ
の
委
任
を
受
け
た
者
が
締
結

す
る
契
約
の
一
般
競
争
入
札
に
参
加
さ
せ
な
い
こ
と
と
さ
れ
た
者 

ハ 

埼
玉
県
企
業
局
建
設
工
事
請
負
等
競
争
入
札
参
加
者
の
資
格
等
に
関
す
る
規
程
（
昭
和
五

十
八
年
埼
玉
県
公
営
企
業
告
示
第
一
号
）
第
三
条
の
規
定
に
よ
り
、
埼
玉
県
建
設
工
事
請
負

等
競
争
入
札
参
加
者
の
資
格
等
に
関
す
る
規
程
（
平
成
六
年
埼
玉
県
告
示
第
千
百
八
号
）
第

十
四
条
第
一
項
第
四
号
若
し
く
は
第
五
号
又
は
同
条
第
二
項
第
二
号
の
規
定
に
よ
り
資
格

者
名
簿
か
ら
抹
消
さ
れ
、
当
該
抹
消
の
日
か
ら
二
年
を
経
過
し
て
い
な
い
者 

  

ニ 

入
札
公
告
日
以
後
開
札
日
ま
で
に
、
企
業
局
の
契
約
に
係
る
入
札
参
加
停
止
等
の
措
置
要

領
（
平
成
二
十
一
年
四
月
一
日
施
行
。
公
営
企
業
管
理
者
決
裁
）
に
基
づ
く
入
札
参
加
停
止

の
措
置
を
受
け
て
い
る
期
間
が
あ
る
者 

ホ 

入
札
公
告
日
以
後
開
札
日
ま
で
に
、
埼
玉
県
企
業
局
の
契
約
に
係
る
暴
力
団
排
除
措
置
要

綱
（
平
成
二
十
一
年
四
月
一
日
施
行
。
公
営
企
業
管
理
者
決
裁
）
に
基
づ
く
入
札
参
加
除
外

の
措
置
を
受
け
て
い
る
期
間
が
あ
る
者 

ヘ 

建
設
工
事
の
請
負
契
約
に
あ
っ
て
は
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者 

⑴ 

建
設
業
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
号
）
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
を
受



け
て
い
な
い
者 

⑵ 

入
札
参
加
資
格
認
定
を
申
請
し
た
日
か
ら
一
年
七
月
前
の
日
以
後
の
日
を
審
査
基
準

日
と
す
る
建
設
業
法
第
二
十
七
条
の
二
十
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
経
営
に
関
す
る
客

観
的
事
項
に
つ
い
て
の
審
査
（
以
下
「
経
営
事
項
審
査
」
と
い
う
。
）
を
受
け
て
い
な
い

者 

ト 

測
量
業
務
の
委
託
契
約
に
あ
っ
て
は
、
測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）

第
五
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
登
録
を
受
け
て
い
な
い
者 

チ 

建
築
関
連
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
務
の
委
託
契
約
に
あ
っ
て
は
、
建
築
士
法
（
昭
和
二
十
五

年
法
律
第
二
百
二
号
）
第
二
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
登
録
を
受
け
て
い
な
い
者 

リ 

暴
力
団
員
（
暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
三
年
法
律

第
七
十
七
号
）
第
二
条
第
六
号
に
規
定
す
る
暴
力
団
員
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
が
そ
の
事

業
活
動
を
支
配
し
て
い
る
場
合
そ
の
他
暴
力
団
員
と
の
関
係
が
特
に
認
め
ら
れ
る
場
合
で

あ
っ
て
、
公
営
企
業
管
理
者
が
不
適
格
と
認
め
る
者 

三 

認
定
を
受
け
る
た
め
の
要
件 

認
定
を
受
け
る
た
め
の
要
件
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
定
め
る
。 

イ 

建
設
工
事
の
請
負
契
約
に
あ
っ
て
は
、
入
札
参
加
資
格
認
定
を
申
請
し
た
日
か
ら
一
年
七

月
前
の
日
以
後
の
日
を
審
査
基
準
日
と
す
る
経
営
事
項
審
査
の
総
合
評
定
値 

ロ 

年
間
平
均
完
成
工
事
高
、
年
間
平
均
業
務
実
績
高
又
は
年
間
平
均
売
上
高 

ハ 

自
己
資
本
の
額 

四 

認
定
申
請
の
方
法
及
び
資
格
の
有
効
期
間 

    

入
札
公
告
に
お
い
て
定
め
る
。 

 



告 
 

示 

 
埼
玉
県
公
営
企
業
告
示
第
二
十
二
号 

 

Ｗ
Ｔ
Ｏ
に
基
づ
く
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
の
適
用
を
受
け
る
調
達
に
つ
い
て
、
随
意
契
約
の

相
手
方
を
決
定
し
た
の
で
、
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
六
年
三
月
二
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

埼
玉
県
公
営
企
業
管
理
者 

松 

岡 
 

 

進 
 

 
 

 
 

 

          



１ 購入等件名及び数量 

応急給水用空気弁接続金具及び給水作業用付属品 ３００セット 

２ 契約に関する事務を担当する部局の名称及び所在地 

埼玉県企業局財務課契約担当 埼玉県さいたま市浦和区高砂３丁目14番21号 

３ 随意契約の相手方を決定した日 

平成26年１月21日 

４ 随意契約の相手方の氏名及び住所 

  睦機工商事株式会社 東京都目黒区洗足１丁目13番５号 

５ 契約金額 

36,915,000円 

６ 契約の相手方を決定した手続 

随意契約 

７ 随意契約とした理由 

地方公共団体の物品等又は特定役務の調達手続の特例を定める政令第10条第1 

項第1号に該当 

 



告 
 

示 

 
埼
玉
県
病
院
事
業
告
示
第
七
号 

 

平
成
十
五
年
埼
玉
県
病
院
事
業
告
示
第
六
号
（
埼
玉
県
病
院
事
業
に
係
る
料
金
の
う
ち
病
院
事

業
管
理
者
が
定
め
る
額
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
平
成
二
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行

す
る
。 

 
 

平
成
二
十
六
年
三
月
二
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

埼
玉
県
病
院
事
業
管
理
者 

名 

和 
 

 

肇 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

表
中
表
の
部
分
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
                  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

区
分 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

金
額 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

特
別
病
室
Ａ 

 
 

 

一
日
に
つ
き 

 
 

九
、
三
三
〇
円 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

  
 

 
 

 
 

 
 

特
別
病
室
Ｂ 

 
 

 

一
日
に
つ
き 

 
 

四
、
六
六
〇
円 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
  

 
 

 
 

 
 

 
 

特
別
病
室
Ｃ 

 
 

 
一
日
に
つ
き 

 

一
三
、
五
〇
〇
円 

 
 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

特
別
病
室
Ｄ 

 
 

 

一
日
に
つ
き 

 
 

六
、
四
八
〇
円 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

特
別
病
室
Ｅ 

 
 

 

一
日
に
つ
き 

 
 

九
、
三
四
〇
円 

 
 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

特
別
病
室
Ｆ 

 
 

 

一
日
に
つ
き 

 

一
二
、
九
〇
〇
円 

 
 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

特
別
病
室
Ｇ 

 
 

 

一
日
に
つ
き 

 
 
三
、
七
五
〇
円 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

特
別
病
室
Ａ 

 
 

 

一
日
に
つ
き 
 

二
五
、
七
〇
〇
円 

 
 

  
 

 
 

埼
玉
県
立
が 

特
別
病
室
Ｂ 

 
 

 

一
日
に
つ
き 

 

一
五
、
四
〇
〇
円 

 
 

 
  

 
 

ん
セ
ン
タ
ー 

特
別
病
室
Ｃ 

 
 

 

一
日
に
つ
き 

 

一
四
、
四
〇
〇
円 

 
 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

特
別
病
室
Ｄ 

 
 

 

一
日
に
つ
き 

 

一
三
、
三
〇
〇
円 

 
  

 
 

 
 

埼
玉
県
立
循
環
器
・
呼
吸
器
病
セ
ン 

 

 
 

非
紹
介
患 

タ
ー 

  

者
の
初
診 

埼
玉
県
立
が
ん
セ
ン
タ
ー 

 
 

 
 

一
回
に
つ
き 

 
 

二
、
七
〇
〇
円 

  
 

 
 

 
 

埼
玉
県
立
小
児
医
療
セ
ン
タ
ー 

 
 

一
回
に
つ
き 

 
 

四
、
三
二
〇
円 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

一
日
に
つ
き 

厚
生
労
働
大
臣
が
定 

 
  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

め
る
通
算
対
象
入
院 

 
  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

料
の
基
本
点
数
に
百 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

入
院
期
間 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

分
の
十
五
を
乗
じ
て 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

が
百
八
十 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

得
た
点
数
に
よ
り
算 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

  

日
を
超
え 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

定
し
て
得
た
額
に
百 

  

た
日
以
後 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

分
の
百
八
（
消
費
税 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

  

の
入
院 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

等
が
課
さ
れ
な
い
も 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

  
 

 
 

 

の
に
あ
っ
て
は
、
百 

埼
玉
県
立
循 

環
器
・
呼
吸 

器
病
セ
ン
タ

ー 

一
回
に
つ
き 

 
 

二
、
七
〇
〇
円 

一
般
病
棟
入
院
基
本
料
及
び
専
門
病 

院
入
院
基
本
料
を
算
定
す
る
場
合 

特
別
病
室 

の
使
用 



  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

分
の
百
）
を
乗
じ
て 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

得
た
額 

  
 

 
 

 
 

薬
価
基
準
収
載
前
の
医
薬
品
の
投
与 

実
費
相
当
額 

 
  

 
 

 
 

薬
価
基
準
収
載
医
薬
品
の
承
認
外
投 

薬
価
基
準
に
定
め
る
薬
価
の
額 

 
  

 
 

 
 

与 

 
  

 
 

 
 

厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
回
数
を
超 

医
科
診
療
報
酬
点
数
表
に
準
じ
て 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
  

 
 

え
て
受
け
た
診
療 

 
 

 
 

 
 

 

得
た
額 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

診
療
費 

 
 

 
 

 

歯
科
診
療
報
酬
点
数
表
に
準
じ
て
得 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

た
額 

 
 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

材
料
費 

 
 

 
 

 

実
費
相
当
額 

 
 

  
 

 
 

Ｈ
Ｌ
Ａ
自
費
検
査
（
骨
髄
移
植
に
係 

実
費
相
当
額 

 
 

 
 

 
 

 

る
血
液
検
査 

 
  

 
 

 
 

埼
玉
県
立
循
環
器
・
呼
吸
器
病
セ
ン 
三
十
分
に
つ 

 

一
〇
、
九
〇
〇
円 

 
 

  
 

 
 

 
 

タ
ー
、
埼
玉
県
立
が
ん
セ
ン
タ
ー
及 
き 

  
 

 
 

 
 

び
埼
玉
県
立
小
児
医
療
セ
ン
タ
ー
の 

（
三
十
分
を
超
え
る
部
分
に
つ
い
て
、 

  
 

 
 

 
 

セ
カ
ン
ド
オ
ピ
ニ
オ
ン
（
診
断
や
治 

三
十
分
ま
で
ご
と
に
五
、
四
五
〇
円 

 
 

 
 

 
 

 

療
方
法
に
つ
い
て
、
主
治
医
以
外
の 

を
加
算
し
た
額
） 

  
 

 
 

 
 

第
三
者
の
医
師
が
提
示
す
る
医
療
上 

  
 

 
 

 
 

の
意
見
）
料
金 

 
 

 
 

 
 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

検
査
料 

 
 

 
 

 

実
費
相
当
額 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

カ
ウ
ン
セ
リ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

ン
グ
料
三
十 

 
 

五
、
四
〇
〇
円 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

分
に
つ
き 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

採
血
料 

 
 

 
 

 
 

一
七
〇
円 

 
 

 
 

 
 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

検
査
料 

 
 

 
 

 

実
費
相
当
額 

 
 

 
 

 
 

 

乳
が
ん
予
後
予
測
遺
伝
子
検
査
の
料 

標
本
作
製
料 

 
 

九
、
二
八
〇
円 

  
 

 
 

 
 

金 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

病
理
判
断
料 

 
 

一
、
六
二
〇
円 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

外
来
診
療
料 

 
 

 
 

七
八
〇
円 

 
  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
算
定
方
法 

 
 

身
体
検
査
（
試
験
検
査
を
除
く
。
） 

 
 

 
 

 

に
準
じ
て
得
た
額
に
百
分
の
百
八
を 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
。 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
算
定
方
法 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

に
準
じ
て
得
た
額
に
百
分
の
百
八
を 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
。
た
だ
し
、 

診
療
及
び 

検
査
の
項 

第
五
号 

家
族
性
乳
が
ん
・
卵
巣
が
ん
の
遺
伝 

子
検
査
の
料
金 

歯
科
自
費
診 

療 



 
  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
算
定
方
法 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

の
規
定
に
定
め
が
な
い
薬
剤
料
等
は
、 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

使
用
薬
剤
等
の
購
入
価
額
を
基
準
と 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

し
て
百
分
の
百
八
を
乗
じ
て
得
た
額 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

と
す
る
。 

 

ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
査
及
び
予
防
接
種 



告 
 

示 

 
埼
玉
県
流
域
下
水
道
事
業
告
示
第
一
号 

 

地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
二
年
政
令
第
十
六
号
）
第
百
六
十
七
条
の
五
第
一
項
の
規
定

に
基
づ
き
、
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
が
適
用
さ
れ
る
建
設
工
事
の
請
負
契
約
並
び
に
建
設
工
事

に
係
る
設
計
、
調
査
及
び
測
量
の
業
務
の
委
託
契
約
（
以
下
こ
れ
ら
を
「
建
設
工
事
の
請
負
等
の

契
約
」
と
い
う
。）
の
う
ち
、
平
成
二
十
六
年
度
に
お
い
て
埼
玉
県
下
水
道
事
業
管
理
者
及
び
そ
の

委
任
を
受
け
た
者
が
締
結
す
る
契
約
の
一
般
競
争
入
札
に
参
加
す
る
者
に
必
要
な
資
格
等
に
つ
い

て
、
次
の
と
お
り
定
め
た
。 

平
成
二
十
六
年
三
月
二
十
八
日 

埼
玉
県
下
水
道
事
業
管
理
者 

土 

屋 

綱 

男 
 

 
 

一 

一
般
競
争
入
札
に
参
加
す
る
者
に
必
要
な
資
格 

 
 

建
設
工
事
の
請
負
等
の
契
約
の
一
般
競
争
入
札
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
る
者
は
、
入
札
参

加
資
格
認
定
申
請
を
し
て
、
資
格
が
あ
る
旨
の
認
定
（
以
下
「
認
定
」
と
い
う
。）
を
受
け
、

被
認
定
者
名
簿
に
登
載
さ
れ
た
者
と
す
る
。 

二 

認
定
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
者 

 
 

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は
、
認
定
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
。 

 

イ 

地
方
自
治
法
施
行
令
第
百
六
十
七
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
該
当
す
る
者 

 

ロ 

埼
玉
県
流
域
下
水
道
事
業
財
務
規
程
（
平
成
二
十
二
年
埼
玉
県
流
域
下
水
道
事
業
管
理
規

程
第
十
七
号
）
第
百
六
十
八
条
の
規
定
に
よ
り
、
埼
玉
県
下
水
道
事
業
管
理
者
及
び
そ
の
委

任
を
受
け
た
者
が
締
結
す
る
契
約
の
一
般
競
争
入
札
に
参
加
さ
せ
な
い
こ
と
と
さ
れ
た
者 

 

ハ 

埼
玉
県
下
水
道
局
建
設
工
事
請
負
等
競
争
入
札
参
加
者
の
資
格
等
に
関
す
る
規
程
（
平
成

二
十
二
年
埼
玉
県
流
域
下
水
道
事
業
告
示
第
七
号
）
第
三
条
の
規
定
に
よ
り
、
埼
玉
県
建
設

工
事
請
負
等
競
争
入
札
参
加
者
の
資
格
等
に
関
す
る
規
程
（
平
成
六
年
埼
玉
県
告
示
第
千
百

八
号
）
第
十
四
条
第
一
項
第
四
号
若
し
く
は
第
五
号
又
は
同
条
第
二
項
第
二
号
の
規
定
に
よ

り
資
格
者
名
簿
か
ら
抹
消
さ
れ
、
当
該
抹
消
の
日
か
ら
二
年
を
経
過
し
て
い
な
い
者 

 

ニ 

入
札
公
告
日
以
後
開
札
日
ま
で
に
、
下
水
道
局
の
契
約
に
係
る
入
札
参
加
停
止
等
の
措
置

要
領
（
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
施
行
。
埼
玉
県
下
水
道
事
業
管
理
者
決
裁
）
に
基
づ
く
入

札
参
加
停
止
の
措
置
を
受
け
て
い
る
期
間
が
あ
る
者 

 

ホ 

入
札
公
告
日
以
後
開
札
日
ま
で
に
、
埼
玉
県
下
水
道
局
建
設
工
事
等
暴
力
団
排
除
措
置
要

綱
（
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
施
行
。
埼
玉
県
下
水
道
事
業
管
理
者
決
裁
）
に
基
づ
く
入
札

参
加
除
外
の
措
置
を
受
け
て
い
る
期
間
が
あ
る
者 

 

ヘ 

建
設
工
事
の
請
負
契
約
に
あ
っ
て
は
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者 

 
 

⑴ 

建
設
業
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
号
）
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
を
受



け
て
い
な
い
者 

 
 

⑵ 

入
札
参
加
資
格
認
定
を
申
請
し
た
日
か
ら
一
年
七
月
前
の
日
以
後
の
日
を
審
査
基
準
日

と
す
る
建
設
業
法
第
二
十
七
条
の
二
十
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
経
営
に
関
す
る
客
観

的
事
項
に
つ
い
て
の
審
査
（
以
下
「
経
営
事
項
審
査
」
と
い
う
。）
を
受
け
て
い
な
い
者 

 

ト 

測
量
業
務
の
委
託
契
約
に
あ
っ
て
は
、
測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）

第
五
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
登
録
を
受
け
て
い
な
い
者 

 

チ 

建
築
関
連
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
務
の
委
託
契
約
に
あ
っ
て
は
、
建
築
士
法
（
昭
和
二
十
五

年
法
律
第
二
百
二
号
）
第
二
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
登
録
を
受
け
て
い
な
い
者 

 

リ 

暴
力
団
員
（
暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
三
年
法
律

第
七
十
七
号
）
第
二
条
第
六
号
に
規
定
す
る
暴
力
団
員
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）
が
そ
の
事

業
活
動
を
支
配
し
て
い
る
場
合
そ
の
他
暴
力
団
員
と
の
関
係
が
特
に
認
め
ら
れ
る
場
合
で

あ
っ
て
、
埼
玉
県
下
水
道
事
業
管
理
者
が
不
適
格
と
認
め
る
者 

三 

認
定
を
受
け
る
た
め
の
要
件 

 
 

認
定
を
受
け
る
た
め
の
要
件
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
定
め
る
。 

 

イ 

建
設
工
事
の
請
負
契
約
に
あ
っ
て
は
、
入
札
参
加
資
格
認
定
を
申
請
し
た
日
か
ら
一
年
七

月
前
の
日
以
後
の
日
を
審
査
基
準
日
と
す
る
経
営
事
項
審
査
の
総
合
評
定
値 

 

ロ 

年
間
平
均
完
成
工
事
高
、
年
間
平
均
業
務
実
績
高
又
は
年
間
平
均
売
上
高 

 

ハ 

自
己
資
本
の
額 

四 

認
定
申
請
の
方
法
及
び
資
格
の
有
効
期
間 

 
 

入
札
公
告
に
お
い
て
定
め
る
。 

 

 

 



告 
 

示 

 
埼
玉
県
収
用
委
員
会
告
示
第
一
号 

埼
玉
県
収
用
委
員
会
運
営
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。 

平
成
二
十
六
年
三
月
二
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

埼
玉
県
収
用
委
員
会
会
長 

白 

鳥 

敏 

男 

 
 

 

埼
玉
県
収
用
委
員
会
運
営
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示 

埼
玉
県
収
用
委
員
会
運
営
規
程
（
昭
和
六
十
一
年
埼
玉
県
収
用
委
員
会
告
示
第
二
号
）
の
一
部

を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

第
三
条
第
二
項
中
「
欠
け
た
日
か
ら
十
日
以
内
に
」
を
「
速
や
か
に
」
に
改
め
る
。 

第
五
条
第
一
項
中
「
次
項
及
び
第
十
三
条
に
お
い
て
」
を
「
以
下
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中

「
指
定
さ
れ
た
委
員
」
の
下
に
「
（
以
下｢

長
た
る
指
名
委
員｣

と
い
う
。
）
を
加
え
る
。 

第
六
条
第
一
項
中
「(

以
下｢

事
務
局｣

と
い
う
。)
」
を
削
り
、｢

職
員｣

の
下
に
「
（
以
下｢

職

員｣

と
い
う
。
）
」
を
加
え
、
同
条
第
二
項
中
「
事
務
局
の
」
を
削
る
。 

第
七
条
中
「
議
案
」
を
「
議
題
」
に
改
め
る
。 

第
八
条
第
三
項
を
削
り
、
同
条
第
二
項
中
第
四
号
を
第
三
号
と
し
、
第
五
号
中
「
事
務
局
の
」

を
削
り
、
第
五
号
を
第
四
号
と
し
、
第
四
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。 

五 

議
題
及
び
議
事
の
概
要 

第
十
条
か
ら
第
十
三
条
ま
で
を
削
り
、
第
九
条
の
次
に
次
の
七
条
を
加
え
る
。 

 

（
発
言
の
許
可
） 

第
十
条 

委
員
及
び
審
理
に
出
席
す
る
当
事
者
は
、
収
用
委
員
会
が
行
う
審
理
に
お
い
て
発

言
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
会
長
又
は
長
た
る
指
名
委
員
の
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。 

 

（
傍
聴
） 

第
十
一
条 

会
長
又
は
長
た
る
指
名
委
員
は
、
審
理
の
会
場
に
お
け
る
秩
序
を
維
持
す
る
た

め
必
要
が
あ
る
と
認
め
た
と
き
は
、傍
聴
に
つ
き
、傍
聴
席
に
相
応
す
る
傍
聴
券
を
発
行
し
、

そ
の
所
持
者
に
限
り
傍
聴
さ
せ
る
も
の
と
す
る
。 

２ 

傍
聴
券
の
交
付
を
受
け
て
審
理
を
傍
聴
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
職
員
か
ら
要
求
を
受
け

た
と
き
は
、
傍
聴
券
を
提
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

３ 

会
長
又
は
長
た
る
指
名
委
員
は
、
次
に
掲
げ
る
物
の
審
理
会
場
へ
の
持
ち
込
み
を
禁
止

す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

一 

凶
器
、
爆
発
物
そ
の
他
危
険
を
伴
う
お
そ
れ
の
あ
る
物 

 

ニ 

ビ
ラ
、
プ
ラ
カ
ー
ド
、
旗
、
横
断
幕
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
物 

 

三 

笛
、
太
鼓
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
物 



 

四 

そ
の
他
審
理
を
妨
害
し
、
又
は
人
に
迷
惑
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
の
あ
る
物 

４ 

会
長
又
は
長
た
る
指
名
委
員
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
禁
止
の
命
令
に
従
わ
な
い
者
、

め
い
て
い
者
そ
の
他
審
理
会
場
に
お
い
て
審
理
を
妨
げ
、
又
は
不
当
な
行
状
を
す
る
こ
と
を

疑
う
に
足
り
る
顕
著
な
事
情
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
者
の
審
理
会
場
へ
の
入
場
を
禁
止
す
る

こ
と
が
で
き
る
。 

５ 

傍
聴
人
は
審
理
を
傍
聴
す
る
に
当
た
っ
て
は
次
に
掲
げ
る
事
項
を
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。 

 

一 

審
理
会
場
に
お
け
る
言
論
に
対
し
て
、
拍
手
そ
の
他
の
方
法
に
よ
り
公
然
と
可
否
を

表
明
し
な
い
こ
と 

 

二 

談
論
し
、
放
歌
し
、
高
笑
し
そ
の
他
騒
ぎ
立
て
な
い
こ
と 

 

三 

は
ち
巻
、
た
す
き
、
ゼ
ッ
ケ
ン
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
類
を
着
用
す
る
等
示
威
的
な
行
為 

を
し
な
い
こ
と 

 

四 

飲
食
又
は
喫
煙
を
し
な
い
こ
と 

 

五 

他
人
に
迷
惑
に
な
る
行
為
を
し
な
い
こ
と 

 

六 

そ
の
他
審
理
会
場
の
秩
序
を
乱
し
、
又
は
審
理
の
妨
害
と
な
る
よ
う
な
行
為
を
し
な

い
こ
と 

 

（
写
真
撮
影
等
の
禁
止
） 

第
十
二
条 

収
用
委
員
会
が
行
う
審
理
に
出
席
す
る
当
事
者
及
び
傍
聴
人
は
、
審
理
の
会
場

に
お
い
て
、
写
真
、
動
画
等
を
撮
影
し
、
録
音
若
し
く
は
録
画
又
は
中
継
を
し
て
は
な
ら
な

い
。
た
だ
し
、
あ
ら
か
じ
め
会
長
又
は
長
た
る
指
名
委
員
の
許
可
を
受
け
た
場
合
は
こ
の
限

り
で
は
な
い
。 

 

（
審
理
秩
序
の
維
持
の
た
め
の
措
置
） 

第
十
三
条 

会
長
又
は
長
た
る
指
名
委
員
は
、
暴
言
、
け
ん
騒
そ
の
他
不
穏
な
言
動
に
よ
り

審
理
の
公
正
を
妨
げ
る
者
に
対
し
退
場
を
命
じ
る
な
ど
必
要
な
措
置
を
と
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

（
審
理
調
書
） 

第
十
四
条 

収
用
委
員
会
は
、
審
理
の
期
日
ご
と
に
審
理
調
書
を
作
成
す
る
も
の
と
す
る
。 

２ 

審
理
調
書
に
は
、
次
の
事
項
を
記
載
し
、
会
長
又
は
長
た
る
指
名
委
員
が
こ
れ
に
署
名

押
印
す
る
も
の
と
す
る
。 

一 

事
件
番
号
及
び
事
件
名 

二 

日
時 

三 

場
所 

四 

審
理
の
公
開
、
非
公
開
の
別 

五 

出
席
し
た
委
員
の
氏
名 

六 

審
理
に
立
ち
会
っ
た
職
員
の
職
氏
名 



七 

当
事
者
の
氏
名
（
代
理
人
が
出
席
し
た
と
き
は
そ
の
氏
名
）
及
び
そ
の
出
席
、
欠
席
の

別
並
び
に
出
席
し
た
参
考
人
、
鑑
定
人
等
の
氏
名
及
び
住
所 

八 

審
理
手
続
の
要
領 

九 
そ
の
他
会
長
又
は
長
た
る
指
名
委
員
が
必
要
と
す
る
事
項 

３ 

前
項
第
八
号
に
規
定
す
る
審
理
手
続
の
要
領
に
は
、
次
の
事
項
を
記
載
す
る
も
の
と
す

る
。 

一 

審
理
を
非
公
開
と
し
た
場
合
は
そ
の
理
由 

二 

書
面
を
作
ら
な
い
で
し
た
収
用
委
員
会
の
決
定 

三 

会
長
又
は
長
た
る
指
名
委
員
が
告
知
し
た
事
項 

四 

会
長
又
は
長
た
る
指
名
委
員
が
記
載
す
る
こ
と
と
し
た
事
項
及
び
当
事
者
の
請
求
に
よ

り
会
長
又
は
長
た
る
指
名
委
員
が
記
載
す
る
こ
と
を
認
め
た
事
項 

五 

参
考
人
又
は
鑑
定
人
の
審
問
の
結
果 

（
調
査
調
書
） 

第
十
五
条 

収
用
委
員
会
は
、
審
理
の
期
日
の
ほ
か
に
、
審
理
又
は
調
査
の
た
め
、
当
事
者

若
し
く
は
参
考
人
を
審
問
し
、
又
は
現
地
に
つ
い
て
土
地
若
し
く
は
物
件
を
調
査
（
以
下｢

現

地
調
査｣

と
い
う
。
）
し
た
と
き
は
、
調
査
調
書
を
作
成
す
る
も
の
と
す
る
。 

２ 

調
査
調
書
に
は
、
次
の
事
項
を
記
載
し
、
会
長
の
指
名
す
る
委
員
が
こ
れ
に
署
名
押
印

す
る
も
の
と
す
る
。 

一 

事
件
番
号
及
び
事
件
名 

二 

日
時 

三 

場
所 

四 

出
席
し
た
委
員
の
氏
名 

五 

審
問
又
は
調
査
に
立
ち
会
っ
た
職
員
の
職
氏
名 

六 

出
頭
し
た
当
事
者
の
氏
名
又
は
参
考
人
の
氏
名
、
住
所 

七 

調
査
手
続
の
要
領 

八 

そ
の
他
収
用
委
員
会
又
は
指
名
委
員
が
必
要
と
す
る
事
項 

３ 

前
項
第
七
号
に
規
定
す
る
調
査
手
続
の
要
領
に
は
、
次
の
事
項
を
記
載
す
る
も
の
と
す

る
。 

一 

当
事
者
又
は
参
考
人
を
審
問
し
た
と
き 

イ 

収
用
委
員
会
又
は
指
名
委
員
が
審
問
し
た
事
項 

ロ 

イ
の
規
定
に
よ
る
審
問
事
項
に
対
す
る
当
事
者
又
は
参
考
人
の
陳
述 

ハ 

収
用
委
員
会
又
は
指
名
委
員
が
当
事
者
又
は
参
考
人
に
告
知
し
た
事
項 

ニ 

収
用
委
員
会
又
は
指
名
委
員
が
記
載
す
る
こ
と
と
し
た
事
項
及
び
当
事
者
又
は
参
考

人
の
請
求
に
よ
り
収
用
委
員
会
又
は
指
名
委
員
が
記
載
す
る
こ
と
を
認
め
た
事
項 



二 

現
地
調
査
を
し
た
と
き 

イ 

収
用
委
員
会
又
は
指
名
委
員
が
調
査
し
た
事
項 

ロ 

イ
の
規
定
に
よ
る
調
査
事
項
に
関
す
る
図
面
及
び
写
真
等 

ハ 
収
用
委
員
会
又
は
指
名
委
員
が
立
ち
会
っ
た
当
事
者
に
告
知
し
た
事
項 

ニ 
収
用
委
員
会
又
は
指
名
委
員
が
記
載
す
る
こ
と
と
し
た
事
項
及
び
立
ち
会
っ
た
当
事

者
の
請
求
に
よ
り
収
用
委
員
会
又
は
指
名
委
員
が
記
載
す
る
こ
と
を
認
め
た
事
項 

４ 

第
一
項
か
ら
前
項
ま
で
の
規
定
は
、職
員
が
現
地
調
査
を
実
施
し
た
場
合
に
準
用
す
る
。 

（
実
施
細
目
） 

第
十
六
条 

こ
の
告
示
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
収
用
委
員
会
の
会
議
そ
の
他
運
営
に
関
し

必
要
な
事
項
は
、
そ
の
都
度
収
用
委
員
会
の
議
決
に
よ
っ
て
定
め
る
。 

 
 

 

附 

則 

 

こ
の
告
示
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 



告 
 

示 

 
埼
玉
県
収
用
委
員
会
告
示
第
二
号 

埼
玉
県
収
用
委
員
会
の
審
理
の
傍
聴
に
関
す
る
規
程
を
廃
止
す
る
告
示
を
次
の
と
お
り
定
め
る
。 

平
成
二
十
六
年
三
月
二
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

埼
玉
県
収
用
委
員
会
会
長 

白 

鳥 

敏 

男 

 
 

 

埼
玉
県
収
用
委
員
会
の
審
理
の
傍
聴
に
関
す
る
規
程
を
廃
止
す
る
告
示 

埼
玉
県
収
用
委
員
審
理
の
傍
聴
に
関
す
る
規
程
（
昭
和
五
十
年
埼
玉
県
収
用
委
員
会
告
示
第
一

号
）
は
、
廃
止
す
る
。 

 
 

 

附 

則 

 

こ
の
告
示
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 



告 
 

示 

 
埼
玉
県
収
用
委
員
会
告
示
第
三
号 

埼
玉
県
収
用
委
員
会
の
公
文
書
の
開
示
等
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示
を
次
の
よ

う
に
定
め
る
。 

平
成
二
十
六
年
三
月
二
十
八
日 

埼
玉
県
収
用
委
員
会
会
長 

白 

鳥 

敏 

男 
 

 
 

埼
玉
県
収
用
委
員
会
の
公
文
書
の
開
示
等
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示 

埼
玉
県
収
用
委
員
会
の
公
文
書
の
開
示
等
に
関
す
る
規
程
（
平
成
十
三
年
埼
玉
県
収
用
委
員
会

告
示
第
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

第
一
条
中
「
埼
玉
県
総
務
部
県
政
情
報
セ
ン
タ
ー
所
長
」
を
「
埼
玉
県
県
民
生
活
部
県
政
情
報

セ
ン
タ
ー
所
長
」
に
改
め
る
。 

第
二
条
中
「
埼
玉
県
総
務
部
県
政
情
報
セ
ン
タ
ー
」
を
「
埼
玉
県
県
民
生
活
部
県
政
情
報
セ
ン

タ
ー
」
に
改
め
る
。 

附 

則 

こ
の
告
示
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 



告 
 

示 

 
埼
玉
県
収
用
委
員
会
告
示
第
四
号 

埼
玉
県
収
用
委
員
会
の
保
有
す
る
個
人
情
報
の
保
護
等
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
告

示
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。 

平
成
二
十
六
年
三
月
二
十
八
日 

埼
玉
県
収
用
委
員
会
会
長 

白 

鳥 

敏 

男 
 

 
 

埼
玉
県
収
用
委
員
会
の
保
有
す
る
個
人
情
報
の
保
護
等
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す

る
告
示 

埼
玉
県
収
用
委
員
会
の
保
有
す
る
個
人
情
報
の
保
護
等
に
関
す
る
規
程
（
平
成
十
七
年
埼
玉
県

収
用
委
員
会
告
示
第
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

第
二
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。 

２ 

条
例
第
十
三
条
第
一
項
後
段
の
規
定
に
よ
る
変
更
の
通
知
に
係
る
同
項
第
十
号
の
規
則
等
で

定
め
る
事
項
は
、
当
該
変
更
の
予
定
年
月
日
と
す
る
。 

第
九
条
第
一
項
第
一
号
イ
中
「
運
転
免
許
証
」
の
下
に
「
、
運
転
経
歴
証
明
書
」
を
加
え
、
「
、

外
国
人
登
録
証
明
書
」
を
削
り
、
「
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
」
の
下
に
「
、
出
入
国
管
理
及
び
難

民
認
定
法
（
昭
和
二
十
六
年
政
令
第
三
百
十
九
号
）
第
十
九
条
の
三
に
規
定
す
る
在
留
カ
ー
ド
、

日
本
国
と
の
平
和
条
約
に
基
づ
き
日
本
の
国
籍
を
離
脱
し
た
者
等
の
出
入
国
管
理
に
関
す
る
特
例

法
（
平
成
三
年
法
律
第
七
十
一
号
）
第
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
特
別
永
住
者
証
明
書
」
を
加
え
、

「
別
記
様
式
第
九
号
」
を
「
別
記
様
式
第
三
十
号
」
に
、
「
は
り
付
け
ら
れ
た
」
を
「
貼
り
付
け

ら
れ
た
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

２ 

開
示
請
求
書
を
委
員
会
に
送
付
し
て
開
示
請
求
を
す
る
場
合
に
は
、開
示
請
求
を
す
る
者
は
、

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
次
に
掲
げ
る
書
類
を
委
員
会
に
提
出
す
れ
ば
足
り
る
。 

一 

前
項
第
一
号
に
掲
げ
る
書
類
の
い
ず
れ
か
二
を
複
写
機
に
よ
り
複
写
し
た
も
の 

二 

そ
の
者
（
県
外
に
住
所
を
有
す
る
者
に
限
る
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
住
民

票
の
写
し
そ
の
他
そ
の
者
が
前
号
に
掲
げ
る
書
類
に
記
載
さ
れ
た
本
人
で
あ
る
こ
と
を
示
す

も
の
と
し
て
委
員
会
が
適
当
と
認
め
る
書
類
で
あ
っ
て
、
開
示
請
求
を
す
る
日
前
三
十
日
以

内
に
作
成
さ
れ
た
も
の 

第
二
十
一
条
を
第
二
十
二
条
と
す
る
。 

第
二
十
条
中
「
埼
玉
県
総
務
部
県
政
情
報
セ
ン
タ
ー
」
を
「
埼
玉
県
県
民
生
活
部
県
政
情
報
セ

ン
タ
ー
」
に
改
め
、
同
条
を
第
二
十
一
条
と
す
る
。 

第
十
九
条
中
「
埼
玉
県
総
務
部
県
政
情
報
セ
ン
タ
ー
所
長
」
を
「
埼
玉
県
県
民
生
活
部
県
政
情

報
セ
ン
タ
ー
所
長
」
に
改
め
、
同
条
を
第
二
十
条
と
す
る
。 

第
十
八
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。 



（
事
実
の
公
表
の
方
法
） 

第
十
九
条 

条
例
第
五
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
事
実
の
公
表
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利

用
そ
の
他
の
情
報
通
信
の
技
術
を
利
用
す
る
方
法
に
よ
り
行
う
ほ
か
、
県
民
に
広
く
周
知
す
る

こ
と
が
で
き
る
方
法
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。 

附 
則 

１ 

こ
の
告
示
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

２ 

改
正
後
の
第
九
条
第
一
項
第
一
号
イ
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
出
入
国
管
理
及
び
難
民

認
定
法
（
昭
和
二
十
六
年
政
令
第
三
百
十
九
号
）
第
十
九
条
の
三
に
規
定
す
る
中
長
期
在
留
者

が
所
持
す
る
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
及
び
日
本
国
と
の
平
和
条
約
に
基
づ
き
日
本
の
国

籍
を
離
脱
し
た
者
等
の
出
入
国
管
理
に
関
す
る
特
例
法
の
一
部
を
改
正
す
る
等
の
法
律
（
平
成

二
十
一
年
法
律
第
七
十
九
号
）
第
四
条
の
規
定
に
よ
る
廃
止
前
の
外
国
人
登
録
法
（
昭
和
二
十

七
年
法
律
第
百
二
十
五
号
）
に
規
定
す
る
外
国
人
登
録
証
明
書
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
登

録
証
明
書
」
と
い
う
。
）
は
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
第
十
九
条
の
三
に
規
定
す
る
在
留

カ
ー
ド
と
み
な
し
、
日
本
国
と
の
平
和
条
約
に
基
づ
き
日
本
の
国
籍
を
離
脱
し
た
者
等
の
出
入

国
管
理
に
関
す
る
特
例
法
（
平
成
三
年
法
律
第
七
十
一
号
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
特
例
法
」

と
い
う
。
）
に
定
め
る
特
別
永
住
者
が
所
持
す
る
登
録
証
明
書
は
特
例
法
第
七
条
第
一
項
に
規

定
す
る
特
別
永
住
者
証
明
書
と
み
な
す
。 



雑 
 

報 

 
埼
玉
県
道
路
公
社
公
告
第
一
号 

 

道
路
整
備
特
別
措
置
法
（
昭
和
三
十
一
年
法
律
第
七
号
）
第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
有
料

道
路
の
料
金
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
変
更
す
る
の
で
、
同
法
第
二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
基

づ
き
公
告
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
六
年
三
月
二
十
八
日 

埼
玉
県
道
路
公
社
理
事
長 

伊 

藤 

宏 

治 
 

 
 

 

一 

有
料
道
路
名 

 
 

 

ア 

狭
山
環
状
有
料
道
路 

 
 

 

イ 

新
見
沼
大
橋
有
料
道
路 

 
 

 

ウ 

皆
野
寄
居
有
料
道
路 

二 

路
線
名 

 
 

 

ア 

県
道
所
沢
堀
兼
狭
山
線 

 
 

 
 

 

県
道
堀
兼
根
岸
線 

 
 

 

イ 

一
般
国
道
四
六
三
号 

 
 

 

ウ 

一
般
国
道
一
四
〇
号 

 

三 

有
料
道
路
の
区
間 

 
 

 

ア 

埼
玉
県
狭
山
市
狭
山
か
ら
埼
玉
県
狭
山
市
柏
原
ま
で 

 
 

 

イ 

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
緑
区
芝
原
三
丁
目
か
ら
埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
緑
区
大
字
大
崎 

ま
で 

 
 

 

ウ 

埼
玉
県
大
里
郡
寄
居
町
大
字
風
布
か
ら
埼
玉
県
秩
父
郡
皆
野
町
大
字
皆
野
ま
で 

 

四 

料
金 

 
 

 

別
表
の
と
お
り 

 

五 

実
施
年
月
日 

 
 

 

平
成
二
十
六
年
四
月
一
日 

  



（別 表） 

 

ア 狭山環状有料道路 

（旧）           （通行１台１回につき単位：円） 

車  種 普通車 大型車（Ⅰ） 大型車（Ⅱ） 軽車両等 

料金の額 １５０ ２７０ ５８０ ２０ 

 

（新）           （通行１台１回につき単位：円） 

車  種 普通車 大型車（Ⅰ） 大型車（Ⅱ） 軽車両等 

料金の額 １５０ ２８０ ６００ ２０ 

 

 

イ 新見沼大橋有料道路 

（旧）                 （通行１台１回につき単位：円） 

車  種 普通車 大型車（Ⅰ） 大型車（Ⅱ） 軽自動車等 軽車両等 

料金の額 １５０ ２５０ ５６０ １００ ２０ 

 

（新）                 （通行１台１回につき単位：円） 

車  種 普通車 大型車（Ⅰ） 大型車（Ⅱ） 軽自動車等 軽車両等 

料金の額 １５０ ２６０ ５８０ １００ ２０ 

 

 

ウ 皆野寄居有料道路 

（旧）                       （通行１台１回につき単位：円） 

車 種 普通車 中型車 大型車 特大車 軽自動車等 軽車両等 

料金の額 ４１０ ５１０ ６６０ １，１２０ ３００ ４０ 
 

 

（新）                       （通行１台１回につき単位：円） 

車  種 普通車 中型車 大型車 特大車 軽自動車等 軽車両等 

料金の額 ４２０ ５２０ ６８０ １，１５０ ３１０ ４０ 
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